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序文

財団法人千葉県文化財センターは、埋蔵文化財の調査研究、文化財

保護思想の緬養と普及などを主な目的として昭和49年に設立され、以

来、数多くの遺跡の発掘調査を実施し、その成果として多数の発掘調

査報告書を刊行してきました。

このたび、千葉県文化財センター調査報告第337集として、千葉県

土木部の国道409号建設事業に伴って実施した木更津市菅生遺跡・岡

市祝崎古墳群の発掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では、弥生時代から中世に至る水田跡や弥生時代の集落、

古墳及び近世の塚等が出土するなど、この地域の歴史を知る上で貴重

な成果が得られております。

刊行に当たり、この報告書が学術資料として、また文化財保護やそ

の普及のための資料として広く活用されることを願っておりますo

終わりに、調査に際し御指導、御協力をいただきました地元の方々

を初めとする関係の皆様や関係諸機関、また、発掘調査から整理作業

にいたるまで御労苦をおかけした調査補助員の皆様に心から感謝の意

を表します。

平成10年3月31日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長中村好成



凡例

l 本書は、千葉県土木部による一般国道409号国道道路改築工事に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書で

ある。

2 本書には、以下の遺跡を収録した。

菅生遺跡 千葉県木更津市菅生字長町510-7ほか(遺跡コード 206-009)

祝崎古墳群千葉県木更津市菅生字咲美472ほか(遺跡コード 206-013)

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は、千葉県土木部の委託を受けた財団法人千葉県文化財センター

が実施した。

4 現地での発掘調査は、菅生遺跡が平成4年度から平成7年度、祝崎古墳群が平成8年度、整理作業は

菅生遺跡が平成7年度~平成8年度、祝崎古墳群は平成9年度に実施した。担当者及び調査期間は本文

に記載した。

5 本書の執筆は、研究員土屋治雄が第3章、第4章第2節、技師城田義友が第1章、第2章、第4章第

l節を担当した。

6 中世の陶磁器の鑑定に当たっては、国立歴史民俗博物館助教授小野正敏氏から御指導、御教示を得た。

また、土壌の自然科学分析はパリノ・サーヴェイ株式会社に委託した。

7 発掘調査から報告書の刊行に至るまで、千葉県教育庁生涯学習部文化課、千葉県君津幹線道路建設事

務所、木更津市教育委員会、園皐院大事日本文化研究所教授椙山林纏氏、立命館大学教授高橋学氏、

千葉県立上総博物館学芸員小高春雄氏の御指導・御協力を得た。

8 本書で使用した地形図は、下記のとおりである。

第2図国土地理院発行 1/25，000地形図「木更津JCNl-54-25-4-2) 

第3図木更津市役所発行 1/2，500都市計画図(医-LE23-1、区一LE-23-3)

9 周辺地形航空写真は、京葉測量株式会社による昭和42年撮影のものを使用した。

10 本書で使用した図面の方位は、すべて座標北である。

11 遺物の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局監修の『新版標準土色帖』を使用し、そ

の用例に従った。

12 スクリーントーン及び記号の用例は、それぞれに明示しである。
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第 1章はじめに

第1節調査の概要

1.調査に至る経緯

千葉県の半島性解消のために計画された東京湾横断道(一般国道409号木更津工区)の建設に伴って千

葉県土木部より千葉県教育委員会に対し、計画対象地内の埋蔵文化財所在の有無について照会がなされた。

現地踏査の結果、対象地内に埋蔵文化財の所在が確認されたため、その取扱いについて協議が重ねられた

結果、記録保存の措置を講ずることとなった。発掘調査は千葉県教育委員会の委託を受けた財団法人千葉

県文化財センターが実施することになり、菅生遺跡については平成4年4月、祝崎古墳群については平成

8年4月に千葉県土木部との間に発掘調査委託契約が締結された。

2.調査の経過

菅生遺跡の発掘調査は、平成4年6月より対象面積20.200rrfのうち上層2，020rrfの確認調査から行なっ

た。その結果、対象地内のほぼ全域にわたって遺構と遺物を検出したため、そのうちの20，200rrfについて

本調査を実施することになった。下層については遺構・遺物ともに出土しなかったため、本調査は実施せ

ず地形成立要因の把握につとめた。確認調査の終了は平成4年9月である。当初本調査は確認調査が終了

した後、平成5年度末に終了する予定であったが、工事の施工工程の関係で、本調査範囲をA区からG区

に分割し(第1図)、平成7年8月まで断続的に実施された。

祝崎古墳群の調査対象は古墳1基、塚3基である。調査区の現況は山林であり、土砂採取等により西側

と南側の斜面が絶壁になっていたため調査区への進入が困難な状況であった。このため事前に単管パイプ

による仮設階段の設置および樹木の伐採、併せて調査区の現状の地形測量を行い、平成8年7月より本調

査を開始、同9月に現地での調査を完了した。

菅生遺跡の整理作業は平成7年度と平成8年度に実施し、祝崎古墳群の整理作業と、本報告書の刊行を

平成9年度に行なった。発掘調査および整理作業に関わる各年度の組織、担当職員及び作業内容は以下の

とおりである。

平成4年度組織調査部長天野努、部長補佐深津克友

期間平成4年6月1日~平成5年3月29日(菅生遺跡、確認・本調査A・B区)

担当 主任技師加藤正信・笹生衛・福田誠、技師高梨俊夫・神野信・四柳隆

平成5年度組織調査研究部長高木博彦、市原調査事務所長石田虞美

期間平成6年2月1日~平成6年3月28日

担当技師高梨俊夫(菅生遺跡、本調査C・D区)

平成6年度組織調査研究部長西山太郎、市原調査事務所長石田麗美

期間平成6年4月1日~平成6年4月28日

担当技師高梨俊夫(菅生遺跡、本調査E区)

期間平成7年1月9日~平成7年3月28日

担当 主任技師森本和男(菅生遺跡、本調査F区、道路南側確認)

平成7年度組織調査研究部長西山太郎、市原調査事務所長森尚登



期間平成7年7月3日~平成7年8月17日

担当技師城田義友(菅生遺跡、本調査G区)

担当 技師半揮幹雄・城田義友・永塚俊司(菅生遺跡、水洗~実測の一部まで)

平成8年度組織調査部長西山太郎、南部調査事務所長高田博

担当研究員土屋治雄(祝崎古墳群、本調査)

担当 技師城田義友(菅生遺跡、実測から原稿執筆まで)

平成9年度組織調査部長西山太郎、南部調査事務所長高田博

担当 研究員土屋治雄(祝崎古墳群、水洗~刊行・菅生遺跡、刊行)

第2節遺跡の位置と環境

1.遺跡の位置と地理的環境(第2図)

菅生遺跡と祝崎古墳群は、君津市南部に水源を発し東京湾に注ぐ 2級河川、小植川の下流域左岸に位置

する。現在の海岸線からの直線距離は約4kmである。小橿川の下流域に広がる沖積平野には、現海岸線か

ら大きく分けて3条の海岸砂堆列があり、それぞれ現海岸から第3砂堆列~第1砂堆列と呼称される。そ

れぞれ成立時期は第3砂堆列が古代後半~中世、第2砂堆列が古墳時代、第l砂堆列が縄文時代晩期~弥

生時代初頭であると考えられている1)。菅生遺跡はこのうちの第1砂堆列南部およびその前後の後背湿地

に立地しており、かつて菅生遺跡調査会が調査を実施した地点および菅生第2遺跡として調査された部分

は第1砂堆列上に位置し、今回の調査区域はその前面、標高は7m-9mの湿地帯にあたる。その南側の

台地の痩せ尾根上に祝崎古墳群は立地し、標高は40m前後、菅生遺跡との比高差は35m程度である。

2.周辺の遺跡と歴史的環境

この地域には、菅生遺跡・祝崎古墳群とほぼ同時期と考えられるいくつかの遺跡の所在が確認されてい

る。まず弥生時代では菅生遺跡調査会が調査した地点(1-2・2、文献l・2)のほか、高千穂古墳群(7)、後場

遺跡(1曲、 住吉遺跡(16)、清水谷遺跡(18)があるが、調査例があるのは高千穂古墳群および清水谷遺跡である。

高千穂古墳群は昭和56年度、 59年度、 60年度に財団法人君津郡市文化財センターが、清水谷遺跡は清水谷

遺跡発掘調査団が昭和49年度、 50年度にそれぞれ調査しているが、前者では後期前葉~後期中葉の集落を、

後者では中期後半の住居跡を検出している。なお第1図には掲載できなかったが、菅生遺跡の東1.5kmの

小橿川右岸沖積平野上には県内で初めて弥生時代の水田跡を検出した芝野遺跡(昭和62年度当センター調

査・未報告)が、本遺跡の北4kmの小橿川対岸の台地上には弥生時代中期後半~後期中葉にかけての大集

落ならびに方形周溝墓群を検出した通称根形台(下新田)遺跡群と呼ばれる西ノ窪遺跡、境遺跡、境No.2 

遺跡2)などの遺跡が所在する。

古墳時代は西ノ内遺跡(4)、祝崎古墳群、高千穂古墳群、北観遺跡(8)、後場遺跡、井尻遺跡(lD、宿遺跡(13)、

台遺跡問、清水谷古墳(1引が挙げられる。このうち調査例があるのは高千穂古墳群清水谷古墳である。高千

穂古墳群は円墳9基、前方後円墳2基で構成される群集墳で、このうち円墳6基、前方後円墳1基につい

て調査報告がある。出土遺物には土師器・須恵器のほか、直万・万子・鎌・鋤先・馬具・弓飾鋲などの鉄

製品、錫製耳環、勾玉、多量のガラス小玉などがある。時期はおよそ4世紀-6世紀であると考えられる。

また、その西方1.5kmには清水谷古墳がある。出土遺物が非常に少なくはっきりしないが、およそ 5世紀

前半という時期が与えられている。以上のとおり調査されている古墳時代の遺跡はすべて古墳群であり、

-2-



-3 



この周辺で集落跡を調査した例はない。

古代の遺跡は、大寺廃寺推定地(3)、峯遺跡(6)、井尻遺跡で、過去に発掘調査が実施されたものはない。

なお大寺廃寺推定地は現在熊野神社の境内になっており、調査こそ実施されていないが、神社境内には石

製の露盤が遺存しており、本遺跡でも出土した格子目瓦が出土している。

中世では北観塚群(9)、有吉館跡(12)、宿塚群(13)、中尾城跡(1心などが挙げられる。有吉館跡では、昭和初期

に道路を敷設する際、宝僅印塔3基、五輪塔1基が出土している。この塔の特徴から築城の上限年代は室

町時代で、戦国時代から安土桃山時代にかけての在地豪族の拠点で、あったと考えられている。この館は南

側に湿地帯、北側および南西側に勝沼という沼を背負った低平地に立地しており、この時期の城館として

はめずらしいものであるといえよう。主ははっきりしないが、真里谷武田氏に列なる者であろうと推測さ

れている。中尾城跡は真里谷信興によって明応年間(1492-1501)に築かれたといわれる。ただし、いず

れも発掘調査は実施されていないので詳細は不明である。

番号 遺跡名 主な時代 種 5J1J 地形 現況 調査年度 文献

1-1 菅生遺跡 弥生~中世 包蔵地 低 地 7l< 田 今回調査範囲

1-2 菅生遺跡 弥生~中世 包蔵地 低 地 7l< 田 昭和12・13・23・47・48年度 1 

2 菅生第2遺跡 弥生~中世 包蔵地 低 地 水 田 昭和52年度 2 

3 祝崎古墳群 縄文~古墳 古墳・集落 台地上 山 林 昭和58・平成8年度 4 

4 大寺廃寺推定地 奈 良 寺院跡 砂堆上 寺院境内 未調査 3・8

5 西ノ内遺跡 古 墳 包蔵地 イ正 地 畑 未調査

6 峯遺跡 古 代 包蔵地 自然堤防 畑 未調査

7 高千穂古墳群 弥生~古墳 古墳・集落 4口2、 地 山 林 昭和56・59・60年度 5 I 

8 北観遺跡 古 墳 包蔵地 微高地 畑 未調査

9 北観塚群 中近世 塚 微高地 寺院境内 未調査

10 後場遺跡 弥生~古墳 包蔵地 徴高地 畑 未調査

11 井尻遺跡 縄文~古代 包蔵地 微高地 畑・山林 未調査

12 有吉館跡 中近世 館跡 低 地 畑・荒地 未調査 3 • 6 

13 宿遺跡・宿塚群 古墳・中近世 包蔵地・塚 {丘 地 畑・墓地 未調査・2号塚は半壊

14 中尾城跡 中近世 城跡 よ口晶、 地 山 林 未調査

15 台遺跡 古 墳 包蔵地 低 地 t田 未調査

16 住吉遺跡 5庁、 生 包蔵地 低 地 水 田 未調査 3 

17 清水谷古墳 古 墳 古墳 丘 陵 山 林 昭和49・50年度 7 

18 清水谷遺跡 縄文・弥生・古代 集落 微高地 b古~・ 地 昭和49・50年度 7 

第1表周辺遺跡一覧
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文献l 乙益重隆ほか 1980r上総菅生遺跡J (木更津市教育委員会・菅生遺跡発掘調査会)
文献2 乙益重隆ほか 1978 r木更津市菅生第2遺跡J(君津郡市広域市町村圏事務組合広域水道局菅生遺跡調査

会)

文献3 高崎繁雄ほか 1972 r木更津市史J (木更津市)
文献4 小沢洋 1984 r祝崎古墳群・戸崎城山遺跡発掘調査報告書J (側)君津郡市文化財センター)

文献5 戸倉茂行ほか 1985 r高千穂古墳群発掘調査報告書J (尉)君津郡市文化財センター)
文献6 牛房茂行 1980r日本城郭大系6千葉・神奈川J (新人物往来社)

註

文献7 杉山晋作 1975 r清水谷遺跡J (清水谷古墳発掘調査団)

文献8 糸原清 1997I上総国上総大寺廃寺Jrシンポジウム関東の初期寺院資料集J(関東古五研究会)

未調査の遺跡については、 1987 r千葉県埋蔵文化財分布図(3)一市原・君津一J(千葉県教育委員会)によった。

1) 高橋学 1996 I古代の地形環境と土地開発・土地利用Jr帝京大学山梨文化財研究所研究報告J7 (帝京大
学山梨文化財研究所)

2) 小沢洋 1985 r境遺跡」、能燦秀喜 1986r境遺跡第2次調査』、鈴木久美子 1995 r境遺跡第3次調査J(側)君

津郡市文化財センター)、井口崇・蓑島正弘 1982 r西ノ窪遺跡J(袖ヶ浦町教育委員会)
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第2章菅生遺跡

第1節調査の方法

本調査は、調査対象範囲を公共座標に応じて地区割りし、大グリッドを20m、その大グリッド内に 2m

の小グリッドを設定し、南北・東西ともに10グリッドの計100グリッド分割とした(第1図 2)。大グリッ

ドはそれぞれ、東西方向に西から東に向かつて大文字アルファベットでAから順にLまで、南北方向は北

から南に 1から順に16までを付け、たとえば2B、15Dのように数字とアルファベットの組み合わせで大グ

リッドを呼称することにした。小グリッドについてはそれぞれの大グリッド内で北西の隅を00とし、そこ

から東に向かつて01から順に09まで、 00から南に向かつて10から90までつけた。すなわち第2段は10、11、

12から19、最下段は90、91、92から99となり、小グリッドはすべて00から99までの2桁の数字で表すこと

ができる。これを先の大グリッドとあわせて、たとえば4C-11、16H-55というように全体の中で小グリッ

ドを呼称できるようにした。

土坑、溝状遺構、ピットについては可能な限り士層観察用のベルトを残して掘削し、遺物は遺構ごとに

一括して取り上げた。また水田跡については平面での把握に重点を置き、適宜土層観察用のベルトを設定

して掘削、出土遺物は可能な限り各層位毎に小グリッドで一括して取り上げた。

第2節確認調査とその成果

1.確認調査の視点と方法

(1) 確認調査の視点

当センターでは調査対象面積の10%(上層)、 4% (下層)の確認調査を実施し、その結果に基づいて

本調査対象範囲を決定している。しかし、この上層(縄文時代以降)と下層(旧石器時代)という区分は、

あくまでも台地上の遺跡での区分である。沖積低地の場合は台地上と比較して一般的に土層の堆積が厚い

ため、同様の区分で同率の調査を行なうのはボーリング調査の成果からみても不可能といわざるを得ない。

したがってこの菅生遺跡の調査では、仮に、現在の地表面下約1.5m!こ存在する泥炭層上面までを「上層」、

それ以下を「下層」とした。「上層」については調査対象面積の10%について人力により掘削するが、作

業の省力化を図るため現在の水田耕作土の掘削にはパックホゥを使用、「下層」については人力で掘削す

るのは非常に危険を伴うため、クラムシェルによるグリッド調査を実施することになった。

(2) 確認調査の方法

本遺跡の上流約1.5kmの地点に、県内で初めて弥生時代後期の水田跡を検出した芝野遺跡がある。芝野

遺跡は小植川下流域右岸の自然堤防上とその後背湿地にかけて立地し、本遺跡の地形と非常に類似してい

ること、また過去の調査において本遺跡の砂堆上で弥生時代中期の集落跡が検出されていることなと、から

本遺跡においてもその集落に伴う水田跡が検出される可能性がある。また古代末~中世において、本遺跡

周辺が『吾妻鏡』にその名が表れる「菅生荘」の中心地域で、あったと考えられており、以前の調査で豪族

あるいは名主層の居館の一部と考えられる中世の溝が検出されているため、その前面に広がる低地である

今回の調査区は、遅くともその時代には確実に耕地化されていたものと考えられた。したがって確認調査

では、土層の把握、各時代ごとの遺跡の性格と広がりを把握するという目的のほか、水田遺構の検出に主

7 
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第4図上層確認トレンチ配置図 (5=1 /2，000) 

眼を置いた。これを10%の面積で把握するために、以下のことを考慮して調査方法を決定した。

水田遺構の第一の特徴は、たとえば集落遺跡のように遺構が点的に群集あるいは散在して分布するので

はなく、面的な連続性(広がり)を見せることである。その検出には土壌の観察もさることながら、畦畔

の検出に重点が置かれる。畦畔を検出するためには幅1m"'2mという狭い範囲の調査では到底不可能で

あるため、確認調査といえども、ある程度のまとまった範囲の調査が必要である。また各地の事例を見る

限り、水田面はただ1面のみが存在するという場合はむしろ少なく、通常は各時代の水田面が1か所に重

複して検出される。このため平面的な観察のみならず、土層の詳細な観察によって各時代の水田面を階層

的に捉えることも必要である。畦畔を検出して水田遺構の広がりを把握し、かっ重層的に各時代の水田遺

構を把握するためにはトレンチ調査が最適であると考えられる。今回の調査地点は低地であるため、掘削

-9-



時の湧水の処理が重要となる。排水のためトレンチの周囲に排水溝をめぐらすのだが、その分の幅も含め

て遺構を面的に捉えるためには、できるだけ幅の広く長いトレンチを設定する必要があろう。また排水溝

はその時に精査している面よりかなり深く掘られていなくては完全に湧水を絶つことはできない。つまり

排水溝の分だけ深くなったトレンチの壁面を観察することによって、現精査面下の水田面の遣存状況を把

握することができるのである。今回はこのようなトレンチを南北に長い調査対象範囲の東西両側に設定し

た(第4図)。この方法には、調査範囲の中心部分を虫食い状態にせず、まとまった状態で保護できると

いう点、いざ中心部分が本調査範囲として決定された場合、このトレンチを本調査の際の排水溝として利

用できる、という 2つの長所が考えられる。「下層」確認調査については、泥炭層以下の土層堆積状況の

把握と遺物包含層の有無を調査し、あわせて土壌分析用の試料採取をすることにある。したがって「上層」

確認調査のような幅の広いトレンチを設定する必要はない。今回は確認トレンチの内部に数箇所のグリッ

ドを設定し(第14図)、「上層」確認調査の終了後、即座に掘削を開始することにした。

2.確認調査の成果

(1) I上層」確認調査の成果

前述の方法でトレンチを精査しつつ掘り下げた結果、弥生時代以降現在の水田面を含めて合計7面の水

田面を検出し、それらのおおよその広がりを捉えることができた。また人力掘削の目標とした泥炭層の形

成時期が、最も新しい場合でも縄文時代晩期以前にさかのぼるであろうということが予測しえた。以下そ

れぞれのトレンチの状況について報告する。

① 北西卜レンチ(第5図・第6図)

調査対象範囲の中央部北西隅に位置するトレンチで、 6C・7C・7D・8C・8D・9Dの各大グリッ

ドにまたがっている。この範囲では、土層の観察により、現在の水田面(第l水田面)、近代~現代(第

2水田面)、近世(第3水田面)、中世末~近世(第4水田面)、中世(第5水田面)、古代(第6水田面)、

弥生時代~古墳時代(第7水田面)の合計7層の水困層が検出された。このうち、平面的に畦畔などの水

田関連施設が確認されたのは中世(第5水田面)、古代(第6水田面)、弥生時代~古墳時代(第7水田面)

の合計3面である。まず土層を見てみると、トレンチ北端 (2m付近)では現在の耕作土である 1層、第

2水田面の耕作土であり現在の水田面の鋤床でもある2b層、第3水田面の耕作土であり第2水田面の鋤

床でもある3a層、第4水田面の耕作土であり第3水田面の鋤床でもある3b層、第5水田面の耕作土であ

り第4水田面の鋤床でもある3d-3e層、第6水田面の耕作土であり、第5水田面の鋤床でもある 4層、

古代以前に発生した小植川の氾濫による洪水堆積層であり第6水田面の耕作土および鋤床でもあると考え

られる 6層、第7水田面の耕作土ならびに鋤床である 7層、人為の改変の痕跡が認められない8層という

各時代の土層が堆積している。 6層・ 7層を除いて層厚が比較的薄いこと、各水困層共に土層断面で畦畔

などの水田関連施設を見出すことができなかったことなどの点から、本来あったはずの前段階の畦畔がそ

の後の耕作によって撹乱され不明瞭となったと考えられる。これはすなわち特に古代以降、この地が比較

的安定した土地であったことを示している。かえってトレンチ南端をみてみると、北端部とのもっとも大

きな相違点として、 3d層が失われ3c層と3e層が比較的厚く堆積していること、 6層と 7層が欠けている

ことの 2点が挙げられる。特に後者について、この付近には古代以前の小植川の氾濫の影響がなかったか

軽微であったため、北端では6層にパックされた状態で保存されていた第7水田面がその後の耕作によっ

て失われてしまった、あるいは当初よりこの時代の水田面はこの付近には存在しなかった、という 2つの

-10一



上層確認トレンチ土層説明

1 a 暗灰色砂質土層 第1水田面耕作土 下部に酸化鉄が沈澱する

1 b 灰褐色砂質土層 第1水田面鋤床、第2水田面耕作土

1 c 灰褐色砂質土層 第2水田面鋤床、第3水田面耕作土 酸化鉄雲管状斑文

2 暗褐色砂質土層 第1水田面鋤床、第2水田面耕作土

3 a 明灰褐色粘質土層 第2水田面鋤床、第3水田面耕作土 φ5 mm程度の酸化鉄ブロック多量

b 暗灰褐色粘質土層 第3水田面鋤床、第4水田面耕作土微細な酸化鉄粒多量
C 暗褐灰色粘質土層第4水田面鋤床、第5水田面耕作土中世遺物多い、粘性強い

d 暗褐灰色粘質土層 第4水田面鋤床、第5水田面耕作土 中世遺物多い、粘性強い
e 黒灰色粘質土層 第5水田面耕作土 中世遺物多い、粘性強い

e'黒灰色粘質土層 8層ブロック

f 灰褐色粘質土層 白色テフラ多量

f'灰褐色粘質土層 9層ブロック多量
4・ 淡黒褐色粘質土層 第5水田面耕作土・鋤床 古代遺物含む、 3e層と 4層の遷移層

4 黒褐色粘質土層 第5水田面鋤床 古代 (7c-12c)遺物含む、粘性強い

5 暗灰褐色粘質土層 第6水田面耕作土 古代 (7c-12c)遺物含む、微細な黄褐色粘土

6 黄褐色粘土層 第6水田面耕作土・鋤床 上面に酸化鉄沈澱、小橿川による洪水堆積層

7 暗褐色粘質土層 第7水田面耕作土

8 黒色泥炭層 第6水田面鋤床・第7水田面鋤床 テフラを縞状に含む、縄文時代晩期か?

8" 黒色泥炭層 3f層と 8層の遷移層、灰褐色テフラを多量

8 ' 淡黒色泥炭層

9 ' 灰白色粘土層 8層の影響を受ける

9 黄褐色粘土層 酸化鉄雲管状斑文

10 黒色泥炭層

北西トレンチ 北東トレンチ 南西トレンチ 南東トレンチ

北 中 南 北 中 南 北 中 南 北 中 南
1 a ム ム ム 。 • 。 。 。 。 。 。

1 b 。 。 。 。 ム 。
1 c 。 。

2 。 ム ム • 。 • • • 。 。 。

3 a 可V • 。 。

3 b 。 。

3 c 。 。 。 。 。 。

3 d 。 。 。

3 e 。 。 • • 。 • 。3 e' 

3 f 。

3 f' . 
4 ' ム • 4 。 。 。 • 
5 。

6 • 。 • 。
7 • 。 。 。 。

8 ' . 
8" . 
8 • • 。 。 。 • 。 。 。 。 。 ム
9' 。

9 。 • • I 
10 • 

• (20cm以上堆積)、。(10cm-20cm)、o(5c皿-lOcm)、ム (5c'田以下)、・(疎らに堆積)、一(なし)、[ ] (不明)

第2表上層確認トレンチ層厚一覧
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4a層を鋤床とする水田面
7D 

ザ7D でト

/lc層を覆土ける溝
中畦畔

//J 3e層を鋤床とする水田面
/1 

吋V

1 ¥ 11 
9D 

、ト可ム 1 1 11 、ト

9D 

第571<田商

マム -1-

B 

墜劉耕作土(4層に 3d層土が斑状に混入)

亡コ耕作土(3e層に 3c層土が
斑状に混入)

亡 コ桝(ほぽ純粋な 3e層)

第 771<田面

-1-

耕作土(6層土に 4層度ないし3e _ 耕作土(7層土に 6層土

層土が斑状にi昆人) - が斑状にi昆入)

皿皿耕作土(8層土に時土が斑状に 仁 コ畦畔(ほぽ純粋な 7層土)
混入)

仁コ畦畔(ほぽ純粋な 6層土ないし 8層土)

第5図北西トレンチ検出状況(1 /500) 

Omー モ ご三ごでてコピー

一一一一
J.B日一伽 土層凡例

戸三三乏三三三三三河 口 3e層

γ一一一時一出件~竺1 皿皿 8層

8層上面の溝状遺構

nru 



可能性が考えられる。いずれにしろ第7水田面が

ここより南側に広がる可能性は少ないと判断して

よいだろう。

次に平面的に見てみよう。まず第5水田面で、あ

るが、北部が4層を基盤とする耕作面、中央部が

3e'層を基盤とする耕作面、南部が3e層を基盤と

する耕作面となっており、それぞれに3e層土~4'

層土、 3c層~3e層土、 3c層土を斑状に鋤き込んで

このうちほぼ中央付近にN-300 - Eに伸いる。

びる鋤き込みの認められない帯を 1条検出した。

これは、本来の畦畔の下層に形成される疑似畦畔

と呼ばれるものであるから、本来の耕作土はこの

検出面の上層に存在したものと考えられよう。ま

たこの疑似畦畔は、現代(耕地整理以前)の畦畔

とほとんど同じ方向に伸びていることから、少な

くともこの方向性がこの時代以降現代にいたるま

で踏襲されているようである。次に第6水田面で

あるが、北端から南に40m位までは6層を基盤と

する耕作面、それ以南が8層土を基盤とする耕作

ここでも第5水田面と同様に、

それぞれ 4 層及び 5 層土~3e層土、 3e層土を斑状

面となっている。

に鋤き込んでいる。北から南に10m程の地点には

6層土を基盤層とするものの鋤き込みが見られな
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い区画がみられ、この部分は島畠状に 1段高い耕

作面であったようである。またそこから 5m程度
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南側で幅2mでN-900 - Wに伸びる畦畔状の高

トレンチ南端付近でもN-300 - Eに伸

びる畦畔状の高まりが検出された。これらは水田

面に伴う大畦畔ないし中畦畔と思われたが、北半

の高まりについては土層観察の結果、第7水田面

の中畦畔が保存されていたものと判明した。ただ

し南端の高まりについては、この付近に第7水田

面は遺存していないため、第6水田面に伴う畦畔

と考えてよいだろう。このほかにはトレンチ中央

付近でN-100 - Eに伸びる細い疑似畦畔が 2条
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30m地点以南では水田面を検出できなかった。ただし土層断面では北から40m-50m地点付近までは断続

的ながら 7層土が存在するので、本調査の際には注意が必要であろう。北半部では7層を基盤層として6

層土の鋤き込みおよび8層土の巻き上がりが認められる耕作面が検出されており、第6水田面の精査中に

検出された高まりが、中央に水路を伴う中畦畔であったことを確認した。

② 北東トレンチ(第7図・第8図)

調査対象範囲の中央部北東隅に位置するトレンチで、 5E・5F・6F・7F・8F・8Gの各大グリッ

ドにまたがる。この範囲では土層の観察により、現在の水田面、近代~現代、近世、中世末~近世、中世、

古代、弥生時代~古墳時代の合計7層の水田層が検出された。このうち、平面的に畦畔などの水田関連施

設が確認されたのは中世および古代の合計2面である。なお弥生時代~古墳時代の水田面についてはすで

に北西トレンチでその存在が確認されていたため、ここではあえて平面的には掘削せず、本調査のために

保存することにした。

まず土層の堆積状況をみてみよう。北端では、 la層、 lb層、 lc層、 2a層、 3b層、 3c層、 4'層、 4層、

5層、 6層、 7層、 8層の各土層が堆積している。 l層-lc層、 4層、 6層が比較的厚く、その他はやや

薄い。水田面は北西トレンチと同様に第1水田面から第7水田面まで遺存しているが、北西トレンチと異

なるのはそれぞれの基盤とする土層である。第2水田面は 1b層上面、第3水田面は 1c層上面、第4水

田面は3c層上面となっている。なお、第1水田面及び第5水田面から第7水田面までは北西トレンチと同

様の層位であった。中央付近では、 1層-lc層、 5層を欠き、新たに2b層が加わるが、 2b層は徐々に薄

くなってやがて失われる。それ以下の層位は同じである。ただ「地山」と考えられる8層上面のレベルは

若干高くなっている。水田面は本トレンチの北端部と同様に第1水田面から第7水田面が遺存する。この

付近は北西トレンチ北端部より若干南側の地点にあたるため、小揮川からの距離が遠く、それぞれの基盤

とする土層は、本トレンチの北端部より北西トレンチの北端部の組成に近い。なおこの付近の8層上面の

レベルは北西トレンチの北端部とほぼ同様である。また、 45m付近で、は6層下に溝状遺構と考えられる落

ち込みやその南側に 7層と 8層混土層の盛り上がりが認められた。南端では6層と 4層が不明瞭となり、

再び~la層、 lb層が加わる。また不明瞭となった 4 層との遷移層という形で3e層が新たに見られるように

なる。水田面は第6水田面を除いてこれまでと同様に認められる。それぞれの基盤とする層は第1水田面

~第4水田面までは本トレンチ北端と同じだが、第5水田面は3e層と 4層の遷移層上面に変わる。また8

層上面のレベルも更に高くなっている。

次に平面的にみてみよう。第5水田面は土層断面で確認されたとおり、中央以北では4層、中央以南で

は3e層と 4層の遷移層を基盤層として、それぞれに3c層が斑状に鋤込まれている。基盤層土と鋤込み土の

比率は4: 6程度であるから、この層は第5水田面の耕作土ではなく鋤床に相当するものであると考えら

れる。本来の耕作土はかつてはこの上に存在したのであろうが、土層断面を見る限り後世の耕作によって

すでに失われてしまったものと考えられる。この面では鋤込みのみられない北東方向に伸びる帯を5条、

北西方向に伸びる帯は不完全なものを含めて4条検出した。これらの帯は水田面の状況からみて本来の畦

畔ではなく疑似畦畔である。特に前者は方向を同一にしてほぼ等間隔に走っており、条里区画による畦畔

と考えてよいだろう。第6水田面は全体的に6層を基盤層とし、これに北部では5層土、中央では4層土、

南部では3e層と 4層の遷移層土が鋤込まれている。鋤込みは斑状で、基盤層土と鋤込み土の比率は3: 7 

程度であるから、この面は第6水田面の耕作土ではなく鋤床であると考えられる。この面では鋤込みのみ
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られない帯を北東方向に 3条、北西方向に 7条検出した。これらの帯は水田面の状況からみて本来の畦畔

ではなく疑似畦畔である。北東方向3条のうち 1条には畦畔が途切れた部分が認められるが、これは水田

の水回しの際の水口であると考えられた。以上本トレンチ各水田面における土層の状況は北西トレンチと

ほとんど同じであり、北西トレンチと本トレンチの聞にこの時期の水田面が平面的に遺存している可能性

が高いことを示している。また45m地点付近で、認められた落ち込みとその南側の盛り上がりは北西トレン

チの北部で見られた水路及び中畦畔に非常に類似することから、第7水田面に伴う水路及び中畦畔と考え

てよいだろう。このことから第7水田面についても同様のことがいえるものと思われる。ちなみに水路部

分の床面レベルは北西トレンチより本トレンチのほうが高いので、水は東から西へ流れていたものと考え

られる。

③ 南西トレンチ(第9図~第11図)

調査対象範囲の中央部南西に位置する。調査の際の通路を確保するため、 10D・11D・12Dの各大グリッ

ドにまたがるトレンチ(南西トレンチ-1)と12D・12E・13D・13E・14Eの各大グリッドにまたがる
トレンチ(南西トレンチ-2)の2本に分けて設定した。この範囲では土層の観察によって、現在の水田

面、近代~現代、近世(第3水田面)、中世、古代の合計5層の水田層が検出された。このうち平面的に

水田関連施設が確認されたのは中世の 1面である。

まず土層の堆積状況を見てみよう。北端(南西トレンチ-1のOm-2m付近)では、 1層、 2層、 3a

層、 3e層、 8層、 9'層、 9層が堆積している。 1層は、 1a層と1b層に分割されるがともに薄く、ついで3e

層、 8層、 3a層、 2層の順である。なお2層は2a層、 2b層に分けられる。各層ともほぼ水平に堆積して

いるが、 2層-3a層、 3a層-3e層の聞は耕作による著しい堆積の乱れがみられる。ここでは第 l水田層

~第3水田層(1層-3a層)、第5水田層 (3e層)、第6水田層 (8層)が検出された。中央付近(南西

トレンチ-2のOm-2m付近)では各層とも堆積が薄くなる。 1層-2層が不明瞭となり 8層が失われ

る。検出された水困層は本トレンチ北端部分と同様だが、第6水田層は9層上面に見出された。南端部分

ではそれぞれの層厚が本トレンチ中央付近より若干厚くなる。 1層と 2層の境界がやや明瞭となり 8層が

再び見られるようになるが、 3e層が失われる。検出された水田層はこれまでと同様だが、第5水困層は8

層上面に、第6水田層は9層上面に見られるようになる。なお南西トレンチー2では土層観察により、 13m

付近と20m付近の2個所で8層上面の畦畔を検出したが、盛り上がりなどはまったく認められなかった。

平面的にみてみよう。先にも述べたとおり本トレンチで平面的に検出されたのは第5水田面だが、本水

田面は3e層上面でかろうじて検出された。南西トレンチ-1では土層断面で見られたように3e層に3a層

が鋤込まれている。鋤込みの度合いは北西トレンチや北東トレンチと比較して著しく、はっきりとした斑

痕が認められた。また南西トレンチ-1で北東方向に伸びる疑似畦畔が2条、南西トレンチー 2で北東方

向および北西方向に伸びる疑似畦畔が各1条検出されたが、これは北西トレンチや北東トレンチと異なり

不明瞭なもので、これ以降の水田耕作による若干の鋤込みが見られる。これは北西、北東両トレンチと比

較してこれ以上の士層の堆積が薄いことによるものと考えられる。
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④南東トレンチ(第12図・第13図)

調査対象範囲の中央部北東聞に位置し、 10G・llG・12G・

12H・13Hの各大グリッドにまたがる。この範囲では現在の

水田面以下、近世(第3水田面)、中世、古代の合計4層の

水田層が検出された。このうち平面的に水田関連施設が確認

されたのは古代水田面の 1面である。

まず土層の堆積状況を見てみよう。北端部分では 1層、

2a層、 2b層、 3a層、 3d層、 3e層、 8層が堆積する。 1層と

3e層が比較的厚く、その他はやや薄い。 2b層-3a層、 3a層

-3e層各層の聞は耕作による堆積の乱れが見られる。ここで

は第2水田層 (2a層上面)、第3水田層 (3d層上面)、第5

水困層 (3e層上面)、第6水困層 (8層上面)の各水田層を

見出したが畦畔の高まりは認められなかった。また、 8m地

点-10m地点で8層下に溝状遺構と考えられる落ち込みを検

出した。ここから中央付近に至るまでに l層、 2b層、 3a層

が失われる。層厚は北端部分と比較していずれも薄くなるが、

2a層、 3d層がやや厚く、 3e層、 8層は薄くなる。また2a層

-3d層および3d層-3e層の聞には耕作による堆積の乱れが

顕著である。ここでは第3水田層 (3e層上面)、第6水田層

(8層上面)を検出したが、畦畔の高まりは認められない。

さらに南にゆくに従い、 35m地点付近で3d層が、 45m地点付

近で3e層、 63m地点付近で8層が失われ、 30m地点付近で9

層、 38m地点付近で新たに3f層、が出現する。層厚はさらに

薄くなり、 2a層-3f層および3f層-8層の聞に耕作による堆

積の乱れが見られる。ここでは中央付近と同じ水田層が検出

されたが、基盤層は第3水田層が3f層上面、第6水困層が9

層上面にそれぞれ置き換わっている。

次に平面的にみてみよう。先にも述べたとおり本トレンチ

では第2水困層、第3水困層、第5水困層、第6水困層の各

水困層が見出されたが、平面的に確認しえたのは第6水田面

の1面である。畦畔はすべて疑似畦畔で、南北方向が不明瞭

なものを含め4条、東西方向が5条である。軸は基本的に南

西トレンチと同一で、土層断面で観察されたとおり、畦畔が

鋤き込みの見られないほぼ純粋な8層土、耕作部分が3e層土

を斑状に多く混入する8層土である。また北半部分では水口

と考えられる畦畔の途切れる部分が1か所検出されている。
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(2) r下層」確認調査の成果
上層確認調査終了後、 7層まで掘削の終了している「上層」確認トレンチ内に、 10m間隔で1.6mx 1.8 

mの試掘グリッドを15か所設定し(第14図)、直ちにクラムシェルによって掘削を開始、土層の住状図

(第15図)を作成した。

①土層の堆積状況

調査開始以前すでにボーリング調査によって洪積層は調査範囲の南端で現在の地表下約5m、北にゆく

(小植川に近付く)にしたがって10m、20mと徐々に落ち込んで行くことが大まかながら判明していたた

め、深さは、調査区南端 (TP -9)では洪積層に達するまで、北部では可能な限り深く掘削するという

前提で調査を開始した。

掘削してみると湧水とそれに伴う砂層の崩落が激しく、実際には3.6m--4 mが限界であったが、南端

付近 (TP -15)では洪積層と考えられる砂醸層(16層)にまで達することができた。
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第14図 下層確認グリッド配置図(1 /2000) 
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② 遺物

今回調査を実施した範囲では下層から遺物は出土しなかった。仮に遺物が発見された場合、別途協議す

る予定であったが、「下層」については確認調査のみですべて終了した。
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第15図 下層確認グリッド土層柱状図
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第3節検出した遺構と遺物

1.弥生時代後期~古墳時代前期の遺構と遺物

(1) 遺構

① 水田跡(第18図~第20図、第10表、図版4-図版6)

確認調査時の第7水田面および第8水田面がこの時代に比定される。第7水田面は本調査A区およびB

区中央部以北、第8水田面は本調査A区で検出された。小橿川の洪水堆積層と考えられる 6層にパックさ

れた状態で遺存していたため、これ以降の水田耕作の影響をほとんど受けておらず、遺存状態は比較的良

好である。水田遺構は第7水田面であり、すべて小区画水田と呼ばれるもので、推定を含めて500区画程

度検出されたほか、南北方向の中畦畔と東西方向の水路がそれぞれ1条検出されている。中畦畔の方向は

およそ北部でN-300-W、南部でN-100-Wである。南北方向の小畦畔は北から南へゆくにしたがって

枝分かれしており、北部で20条前後であったものが南部では35条前後に増加する。東西方向の小畦畔は枝

分かれせず南北方向の小畦畔とほぼ直行する方向に作られており、南北方向の小畦畔の規制を受けている

かに見える。中畦畔と小畦畔の軸は南半部分ではほぼ一致しているものの、北半部では中畦畔の東側が西

に10。前後、中畦畔の西側が東に10。前後ずれている。水田区画の平面形態は方形ないし長方形を主体とす

るが、三角形や台形、平行四辺形などさまざまな形のものが混在する。方形の小区画の面積は平均3.3rrf 

だが、最大がl1.8rrf、最小は0.4rrfと偏差が大きい。また水口と考えられる畦畔の開口部が所々に見られ

る。水田面を術轍すると小畦畔の水田区画は、大きく 11個のブロックとしてとらえることができる。以下

遺存状態の良好な水田区画を便宜的にブロックごとに報告する。

第 1ブロック

B区北東部隅に位置する。西端が 1号南北中畦畔で区画され、東側が調査範囲外に広がっている。総可

耕面積は164.6rrfである。内部には南北小畦畔が10条、東西小畦畔が10条、南北方向には枝畦畔が 2条確

認されている。畦畔はいずれも明瞭で、ほぼすべての畦畔から若干の高まりが認められた。畦畔の軸方向

は南北がN-400 -470 - W、東西畦畔はE-450 -550 - Nである。水田区画は 1号-64号までのほか、遺

存するだけで79区画含まれる。それぞれの小区画水田は最小が18号水田で0.5rrf、最大は28号水田で5.2rrf、

平均は2.6rrfである。ほとんどの区画は南北に長い長方形であるが、 1号南北中畦畔に接するものの中に

は南北に長い三角形や台形を呈するもの(11号・26号・ 50号など)もある。水田面の基盤層は8層である。

水田面のレベルは南東部が比較的高く、北西部がやや低いことからこの方向に水回しが行われていたもの

と考えられる。

第2ブロック

B区中央部東側に位置する。西端が第3ブロックに接し、東側が調査範囲外に広がっている。総可耕面

積は26.4rrfである。内部には第1ブロックからつながる南北小畦畔が7条、東西小畦畔が4条確認された。

畦畔はいずれも明瞭で、ほぼすべての畦畔から若干の高まりが認められた。畦畔の軸方向は南北がN-300

-350-W、東西畦畔はE-300 -400 - Nである。水田区画は67号-71号・ 75号-79号・ 83号のほか、遺

存するだけで18区画含まれる。それぞれの小区画水田は最小が69号水田で1.9rrf、最大は79号水田で3.0rrf、

平均は2.4rrfである。区画の平面形態はほぼすべて正方形ないしわずかに南北が長い方形である。水田面

の基盤層は8層である。水田面のレベルはあまり差はないが、第1ブロックと同様に南東部が比較的高く、

北西部がやや低いことからこの方向に水回しが行われていたものと考えられる。

-22-
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第16図 第7・第8水田面全体図



第3プロック

B区中央部東側に位置する。西側が第1南北中畦畔、南側が東西大畦畔(水路)で区画され、東側が調

査範囲外に広がっている。総可耕面積は96.5rrfである。内部には第1ブロックからつながるものをふくめ

南北小畦畔が3条、東西小畦畔が11条確認された。畦畔はいずれも明瞭で、ほぼすべての畦畔から若干の

高まりが認められた。畦畔の軸方向は南北がN-120 --220 - W、東西畦畔はE-80__170 - Nである。水

田区画は65号・66号・72号--74号・80号--82号・84号--105号のほか、遺存するだけで40区画含まれる。

それぞれの小区画水田は最小が65号水田で1.4rrf、最大は89号水田で8.0rrfと偏差が大きく、平均は3.6rrfで

ある。区画の平面形態は南北に長い長方形もしくは正方形、あるいは不整な方形である。水田面の基盤層

はすべて8層である。水田面のレベルは南部が比較的高く、北部がやや低いことからこの方向に水回しが

行われていたものと考えられる。

第4ブロック

B区北部中央に位置する。東側が第1南北中畦畔、南側が第5ブロックと第6ブロックに接する。総可

耕面積は166.4rrfである。内部には南北小畦畔が12条、東西小畦畔が8条確認された。枝畦畔は東西方向

に1条見出されている。畦畔はいずれも明瞭で、ほぼすべての畦畔から若干の高まりが認められた。畦畔

の軸方向は南北がN-150 --220 - E、東西畦畔はE-120 --160 - Sである。水田区画は106号--157号のほ

か遺存するだけで60区画含まれる。それぞれの小区画水田は最小が107号水田で1.4rrf、最大は153号水田

で6.0rrf、平均は3.4rrfである。区画の平面形態は正方形もしくは南北にわずかに長い方形がほとんどだが、

第 l南北中畦畔に接するものに三角形もしくは南北に長い台形状のもの(116号・ 124号・ 134号・ 145号)

がある。水田面の基盤層はすべて8層である。水田面のレベルは南東部が比較的高く、北西部がやや低い

ことからこの方向に水回しが行われていたものと考えられる。

第5ブロック

B区北部中央に位置する。西側が2号南北中畦畔、南側が1号東西中畦畔でそれぞれ区画され、東側が

第6ブロックに接する。総可耕面積は130.4rrfである。内部には第4ブロックからつながる南北小畦畔が

10条、東西小畦畔が7条確認された。畦畔はいずれも明瞭で、畦畔の高まりは見出されたがあまりはっき

りしない。畦畔の軸方向は南北がN-100 --150 - E、東西畦畔はE-120 --180 - Sである。水田区画は158

号，_，165号・ 174号--180号・ 186号--195号・ 197号--220号のほか遺存するだけで53区画含まれる。それぞ

れの小区画水田は最小が203号水田で1.0rrf、最大は196号水田で10.2rrfと偏差が非常に大きく、平均は3.9

dである。区画の平面形態は正方形もしくは南北にわずかに長い方形がほとんどである。水田面の基盤層

はすべて8層である。水田面のレベルは南東部が比較的高く、北西部がやや低いことからこの方向に水回

しが行われていたものと考えられる。

第6プロック

B区ほぽ中央に位置する。東側が1号南北中畦畔で区画され、南側が大8ブロックに接する。総可耕面

積は20.61rrfである。内部には第4ブロックからつながる南北小畦畔が3条、第5ブロックからつながる

東西小畦畔が3条確認された。畦畔はいずれも明瞭で、畦畔の高まりは見出されたがあまりはっきりしな

い。畦畔の軸方向は南北がN-5 0 --100 - E、東西畦畔はE-lO--50-Nである。水田区画は166号~

169号・ 182号--185号のほか遺存するだけで12区画含まれる。それぞれの小区画水田は最小が184号水田で

3.2 rrf、最大は183号水田で7.5rrf、平均は5.2rrfである。区画の平面形態は正方形もしくは南北が長い長方

-24-
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形ないし東西がわずかに長い方形である。

水田面の基盤層はすべて8層である。水

田面のレベルはほとんど差がないが、南

部が比較的高く、北部がやや低いことか

らこの方向に水回しが行われていたもの

と考えられる。

第7プロック

B区中央部西側に位置する。西側が2

号南北中畦畔、南側が東西大畦畔(水路)

で区画され、東側が第8ブロックに接す

る。総可耕面積は194.8rrfである。内部

には第5ブロックからつながる南北小畦

畔が8条、東西小畦畔が6条、このほか

南北方向の枝畦畔が2条、東西方向の枝

畦畔が2条確認された。畦畔ははっきり

しないものもあるが、概して比較的明瞭

で、畦畔の高まりは見出されたがあまり

はっきりしない。畦畔の軸方向は南北が

N-20- ア-E、東西畦畔はE-10_50-

Sである。水田区画は231号-239号・

243号-251号・ 258号-265号・ 272号~

280号・287号-295号・ 302号-306号の

ほか遺存するだけで53区画含まれる。そ

8層である。水田面のレベルはほとんど

差がないが、南東部が比較的高く、北西

部がやや低いことからこの方向に水回し

が行われていたものと考えられる。

第8ブロック

B区中央部西側に位置する。東側がl

号南北中畦畔、南側が東西大畦畔(水路)

で区画される。総可耕面積は144.1rrfで
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第19図第7水田面拡大図⑤

ある。内部には第6ブロックからつながるものを含め南北小畦畔が4条、第7ブロックからつながる東西

小畦畔が6条、このほか南北方向の枝畦畔が2条、東西方向の枝畦畔が2条確認された。畦畔は比較的明

瞭で、ほぼすべての畦畔から若干の高まりが見出された。畦畔の軸方向は南北がN-100_220 - W、東西

畦畔はE-10-50-Nである。水田区画は222号-230号・240号-242号・252号-257号・265号-271号・

281号-286号・296号-301号・307号-312号のほか遺存するだけで43区画含まれる。それぞれの小区画水

田は最小が228号水田で0.4rrl、最大は229号水田で6.0rrl、平均は3.4rrlである。区画の平面形態は正方形も

しくは南北が長い長方形がほとんどだが、不整な方形や台形を呈するものも多い。水田面の基盤層はすべ

て8層である。水田面のレベルはほとんど差がないが、南東部が比較的高く、北西部がやや低いことから

この方向に水回しが行われていたものと考えられる。

ヴーのノμ
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第20圏第7水田面拡大図④

第9ブロック

B区南部西側に位置する。東側が3号南北中畦畔、北側が東西大畦畔(水路)で区画され、西側が調査

区域外に広がる。総可耕面積は61.6rrfである。内部には南北小畦畔が7条、東西小畦畔が10条、このほか

東西方向の枝畦畔が2条確認された。畦畔は比較的明瞭だがはっきりしないものもあり、若干の高まりが

見出されたものもある。畦畔の軸方向は南北がN-lO-50-W、東西畦畔はE-20 - N -E -20 - Wであ

る。水田区画は313号-315号・325号-328号・335号-337号・342号-344号・347号-351号・355号-360

号・362号-367号のほか遺存するだけで40区画含まれる。それぞれの小区画水田は最小が325号水田で0.7

d、最大は362号水田で3.7rrf、平均は2.1rrfである。区画の平面形態は正方形もしくは南北が長い長方形

がほとんどだが、不整な方形や台形を呈するものも多い。水田面の基盤層はすべて8層である。水田面の

レベルはほとんど差がないが、東部が比較的高く、西部がやや低いことからこの方向に水回しが行われて

いたものと考えられる。

-28-



第10プロック

B区南部中央に位置する。西側が3号南北中畦畔、北側が東西大畦畔(水路)で区画され、東側が11号

調査区域外に広がる。総可耕面積は79.5rrfである。内部には南北小畦畔が7条、東西小畦畔が10条、この

ほか東西方向の枝畦畔が2条確認された。畦畔は比較的明瞭だがはっきりしないものもあり、若干の高ま

りが見出されたものもある。畦畔の軸方向は南北がN-10-50-W、東西畦畔はE-20 - N -E -20 - S 

である。水田区画は316号-324号・329号-334号・338号-341号・345号・346号・ 352号-354号・ 361号

のほか遺存するだけで40区画含まれる。それぞれの小区画水田は最小が316号水田で1.4rrf、最大は354号

水田で6.1rrf、平均は3.2rrfである。区画の平面形態は正方形もしくは南北が長い長方形がほとんどだが、

不整な方形や台形を呈するものも多い。水田面の基盤層はすべて8層である。水田面のレベルはほとんど

差がないが、東部が比較的高く、西部がやや低いことからこの方向に水回しが行われていたものと考えら

れる。

第11プロック

B区南部中央に位置する。西側が3号南北中畦畔、北側が東西大畦畔(水路)で区画され、東側が11号

調査区域外に広がる。総可耕面積は90.9rrfである。内部には南北小畦畔が7条、東西小畦畔が10条、この

ほか東西方向の枝畦畔が2条確認された。畦畔は比較的明瞭だがはっきりしないものもあり、若干の高ま

りが見出されたものもある。畦畔の軸方向は南北がN-20-150-W、東西畦畔はE-20ーN-E-20 -

Sである。水田区画は368号-406号のほか遺存するだけで53区画含まれる。それぞれの小区画水田は最小

が396号水田で0.6rrf、最大は381号水田で4.4rrf、平均は2.4rrfである。区画の平面形態は正方形もしくは南

北が長い長方形がほとんどだが、不整な方形や台形を呈するものも多い。水田面の基盤層はすべて8層で

ある。水田面のレベルはほとんど差がないが、東部が比較的高く、西部がやや低いことからこの方向に水

回しが行われていたものと考えられる。

② 水路(第19図・第20図)

本調査B区南寄り 7Dグリッドから 7Fグリッドにかけて、調査範囲と直交するように検出された。主

軸方位は東半部がE-150 - S、西半部がE-80-Nで、ほぼ東西方向を向いている。検出部分での総延

長は12.2mだが、東西両端が調査区域外に伸びているため、本来の長さは不明である。幅は最大2.0m、

最小1.3m、深さは最大0.2m、最小O.4mである。底面は東端より西端が低いことから、水は東から西に流

れていたものと考えられる。本水路の両脇にはやや幅の広い畦畔が作られており、両脇の水田への水口が

切られている。覆土は暗褐色ないし黒褐色の粘質土で単層である。

(2) 遺物

① 弥生土器(第21図、図版11)

本遺跡では30点あまりの弥生土器が出土しているが、いずれも小破片で、図示しうるものは以下に記す

19点である。また器形を復元しうる資料は出土しなかった。

1は壷の底部破片である。外面には斜め方向のへラミガキ痕、内面には横方向のへラナデ調整が施され

ているがいずれも摩耗が著しい。色調は外面がにぷい黄櫨色、内面はにぷい樫色を呈する。胎土は内面と

ほぼ同色で、やや粒の大きい石英粒、灰色砂粒、白色微粒子を中量、雲母様微粒子を少量混入する。破片

重量は17.9g、中期末~後期に比定されるが詳細な時期ははっきりしない。 2は壷の胴部破片である。外

面にはやや粒の大きい斜縄文が太い沈線で区画され、磨り消されているように見えるが、摩耗が著しくはっ
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第21図 出土遺物実測図(1) 弥生土器
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きりしない。色調は外面がにぷい黄褐色、内面はにぷい黄櫨色を呈する。胎土は内面と同色で、大きい石

英粒が多量に含まれ非常に目立つ。他には黒色砂粒、雲母様の微粒子を中量混入するやや組いものである。

焼成は比較的良好である。破片重量は7.8g 、中期後半に比定される。 3は聾の頚部破片である。輪積痕

をl段残すタイプで、下端には棒状工具による刻みを施す。内面は摩耗が著しく、調整技法は不明である。

色調は外面がにぷい黄褐色、内面は樟色ないしにぶい黄褐色を呈する。胎土は檀色で、白色粒子、灰色粒

子、黒色砂粒など雑多な砂粒を中量、粒の大きい石英粒、雲母様微粒子、赤褐色の破砕土器粒を少量混入

する。焼成は普通で、やや脆くなっている。破片重量は13.5g 、後期中葉~後期後半に比定される。 4は

聾の頚部破片である。複数の輪積痕を残すタイプで、遺存部分で4段を残している。色調は内面外面共に

明褐色、胎土も同色で、赤褐色の破砕土器粒を多量、黒色砂粒、石英粒を中量含む。焼成は普通だがやや

脆くなっている。破片重量は6.53g、後期前葉~後期中葉に比定される。 5は底部破片で、底径は12.8cm、

中型の壷であろうと考えられる。内面外面共に摩耗が著しく、調整技法ははっきりしない。色調は内面外

面共ににぷい黄櫨色を呈する。胎土はにぶい黄樟色ないし灰色で、白色粘土粒、黒色砂粒、灰色砂粒を多
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量、石英粒、赤褐色破砕土器粒を中量、雲母様微粒子を少量混入し、比較的轍密である。焼成は普通だが、

若干脆くなっている。破片重量45.7g、後期に比定されるが詳細な時期は不明である。 6は聾の頚部破片

である。頚部に複数の輪積痕を残すタイプで、遺存部分では3段だが、破片の上下ともに輪積部分から割

れているので、本来は4段以上の輪積痕を残していたものと考えられる。色調は内面外面共に赤褐色で、

胎土も同色、粒の大きい石英粒を中量、黒色砂粒を少量混入する。焼成は普通であるが、若干脆くなって

いる。破片重量は4.73g、後期前葉~後期中葉に比定される。 7は聾の頚部破片である。頚部に複数の輪

積痕を残すタイプである。遺存部分では3段だが、傾きから見て、更に上下1段ず、つ程度はありそうであ

る。色調は内面が暗褐色、外面は褐色を呈する。胎土はにぶい黄褐色で、粒の大きい黒色砂粒、石英粒、

白色砂粒など雑多な砂粒を中量混入する。焼成は普通である。破片重量は4.7g、後期前葉~後期中葉に

比定される。 8は壷の口縁部破片である。口縁は折返し口縁で、内面外面共に丁寧にナデられており、外

面には竹管文が施される。色調は内面外面共に淡黄色を呈する。胎土も同色で、褐色砂粒、石英粒を少量

混入するかなり徹密なものである。焼成は良好であるが、若干脆くなっている。破片重量2.6g、後期に

比定されるが、施文方法や胎土の相違から搬入品であると考えられるが、小破片であるため残念ながらはっ

きりしない。 9は聾の口縁部破片である。口唇部の刻みは外面がへラ状工具、内面は指で施文する。口縁

部はゆるやかに外反し、少なくとも遺存部分には輪積痕は見られない。色調は内面外面共に淡黄色で、胎

土も同色、石英粒、黒色砂粒、白色砂粒、褐色の破砕土器粒を中量混入する。焼成は普通だが若干脆くなっ

ている。破片重量7.6g、後期前葉~中葉に比定される。 10は壷の胴部破片である。外面には全面に撚糸

文が施されるが、摩耗しているため文様の詳細は不明である。色調は内面外面共に樺色を呈する。胎士も

同色で、黒色砂粒、石英粒を少量混入するほか、灰白色破砕土器粒を多量に含んでおり非常に目立つ。焼

成は普通だが若干脆くなっている。破片重量5.3g、後期に比定されるが詳細な時期ははっきりしない。

11は聾の口縁部破片である。口層部の刻みは外面が棒状工具、内面は指で施文する。内面は比較的丁寧に

ナデられており、外面下部(頚部上半)にはやや不明瞭な輪積痕を 1段残す。色調は内面がにぷい黄樟色

ないし黒褐色、外面はにぶい黄樟色を呈する。胎土は黄灰色で、石英粒灰色砂粒、白色砂粒を中量、黒色

の雲母様微粒子を少量混入する。焼成は良好で、比較的しまっているが表面はざらつく。破片重量14.4g、

後期前葉~後期中葉に比定される。 12は壷の口縁部破片である。口径は不明だが、そのすぼまり具合から

小型の壷で、あろうと考えられる。口縁部は折返し口縁で、やや強く外反する。口層部下端にはへラ状工具

による刻みが施される。色調は内面外面共に浅黄樟色でを呈する。胎土は灰白色で、やや粒の大きな石英

粒を多量に含んでおりこれが非常に目だっているほか、黒色砂粒、灰色砂粒、赤色破砕土器粒を中量混入

する。焼成は普通だがかなり脆い。破片重量4.9g、後期後葉に比定される。 13は壷の頚部~胴部の破片

である。外面には若干のハケ目が残り、頚部と胴部の境界付近に波状沈線が1条めぐる。色調は内面外面

共ににぶい黄櫨色を呈する。胎土は明褐色で、石英粒、灰色砂粒、赤色破砕土器粒を中量含むやや粗いも

のである。焼成は普通だがかなり脆くなっている。破片重量は5.2g、中期後半に比定される。 14は壷の

胴部破片である。外面には粒の小さい撚糸文が施され、斜方向の沈線で区画される。色調は内面がにぷい

黄檀色、外面は明赤褐色を呈する。胎土は明赤褐色ないしにぶい黄櫨色で、石英粒、灰色砂粒、黒色砂粒

を中量混入する比較的轍密なものである。焼成は普通だが、かなり脆くなっている。破片重量4.8g、後

期前葉~後期中葉に比定される。 15は聾の頚部~胴部の破片である。頚部には複数の輪積痕を残すタイプ

で、遺存部分では2段残している。色調は内面外面共に灰黄色を呈する。胎土は灰色で、石英粒、灰色砂
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粒、赤色破砕土器粒を少量混入する。焼成は普通だが、かなり脆い。破片重量16.9g、後期中葉~後期後

半に比定される。 16は壷の口縁部破片である。口縁は折返しで断面は三角形、縁帯部には摩耗していてはっ

きりしないが、撚糸文の痕跡が残っている。色調は内面外面共に淡黄色を呈する。胎土はにぷい褐色で、

白色砂粒、灰色砂粒、黒色砂粒、褐色破砕土器粒を少量混入する比較的轍密なものである。焼成は比較的

良好であるが、かなり脆くなっている。破片重量は6.3g、後期前葉~後期中葉に比定される。 17は聾の

口縁部破片である。口唇部には棒状工具の押捺による刻みが施される。色調は内面外面共に檀色を呈する。

胎土はにぶい褐色で、白色砂粒、灰色砂粒、黒色砂粒、赤色破砕土器粒を少量混入する比較的轍密なもの

である。焼成はやや悪く、かなり脆くなっている。破片重量は2.4g、後期中葉~後期後葉に比定される。

18は壷の胴部破片である。外面には粒の細かい撚糸文が施され山形沈線により区画される。色調は内面が

にぷい黄櫨色、外面はにぶい檀色を呈する。胎土は内面と同色で、石英粒、黒色砂粒、白色砂粒、雲母様

微粒子を少量、赤褐色破砕土器粒を微量混入する轍密なものである。焼成は比較的良好だが、やや脆くなっ

ている。破片重量7.8g、後期中葉~後期後半に比定される。 19は壷の口縁部破片である。強く外反する

口縁部は折返しで、口唇部下端にはへラ状工具による刻みが施される。色調は内面外面共に淡黄色を呈す

る。胎土は灰黄色で、やや粒の大きい石英粒、灰色砂粒を中量混入するやや轍密なものである。焼成は良

好である。破片重量9.0g、後期前葉~後期中葉に比定される。
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2.奈良・平安時代~古墳時代中期の遺構と遺物

(1) 遺構

古墳時代中期~奈良・平安時代に比定される遺構は、本調査範囲全面で検出された。内訳は土坑11基、

ピット群、水田遺構1面などである。土坑群は本調査A区北半部、ピット群は本調査E区中央付近に所在

する。水田遺構は本調査区域のほぼ全面で検出されており、さらに東西調査区域外に広がる様相を呈して

いる。なおピット群については正確な時期を推測することができないが、古代面調査時において確認され

たことから一応この時期に含めた。

① 土坑(第22図・第23図)

1号土坑(第23図l、図版7)

3D-96・3D-97グリッドに所在し、 6層上面から掘り込まれる。排水溝で半裁されているため全体の

様相は不明だが、おそらく長軸2.0m前後、短軸1.0m前後の東西に長い楕円形の土坑で、あろう。遺存部分

での深さはO.lmで、断面は浅い皿形を呈するものと考えられる。床面は中央付近がやや深くなっている

が、硬化部分などは特にみられなかった。覆土は5層土および4層土の混土層であり、覆土中から若干の

土師器破片が出土した(第29図1)。

④ 
+4F 

第22図 A区6層上面検出土坑群位置図
。 25m 

1/500 
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2号土坑(第23図2、図版7)

3D-95グリッドに所在し、 6層上面から掘り込まれている。排水溝で半裁されているため全容は不明

であるが、おそらく長軸1.5m前後、短軸O.8m前後の南北に長い楕円形の土坑であろう。遺存部分の深さ

はO.4mで、断面は逆釣鐘形を呈するものと考えられる。覆土は5層土及び4層土の混土層で、覆土中か

ら若干の土師器破片が出土したが図示できるものはなかった。

3号土坑(第23図3)

3D-93グリッドに所在し、 6層上面から掘り込まれている。長軸1.2m、短軸O.6mで、南東一北西方向に

主軸を持つ瓢箪形の土坑で、ある。深さはO.3mで、断面は船底形を呈する。覆土は5層土及び4層土の混

土層で、覆土中から土師器聾と土師器碗の破片が出土した。(第29図2-4) 

4号土坑(第23図4)

4D-03・4D-04グリッドに所在し、 6層上面から掘り込まれている。長軸O.8m、短軸O.6mで南東一
北西方向に主軸を持つ隅丸長方形の土坑である。深さはO.4mで、断面は逆台形を呈する。覆土は 5層土

及び4層土の混土層で、覆土からは完型に復元できる土師器杯のほか土師器聾の破片が数点出土した(第

29図5-7)。

5号土坑(第23図5、図版7)

4D-02グリッドに所在し、 6層上面から掘り込まれている。長軸l.Om、短軸O.7mで南西-北東方向に

主軸を持つ長円形の土坑で、ある。深さはO.7mで、短軸断面は逆台形を呈する。覆土は 5層土及び4層土

の混土層である。遺物は出土しなかった。

6号土坑(第23図的

4D-14グリッドに所在する。長軸O.6m、短軸O.5mで南北方向に主軸を持つ長円形の土坑である。深さ

はO.lm以下、断面ははっきりしないが遺存部分では浅い皿形を呈している。覆土は4層土である。掘り

込みが非常に浅いことから本来の層位は6層上面ではなく、更に上層であった可能性も考えられる。遺物

は出土しなかった。

7号土坑(第23図7)

4D-14グリッドに所在し、 6層上面から掘り込まれている。長軸O.8m、短軸O.7mで南東一北西方向に

主軸を持つ隅丸方形の土坑で、ある。深さはO.lm以下と非常に浅く、断面ははっきりしないが遺存部分で

は浅い皿形を呈している。覆土は5層土及び4層土の混土層である。ほぼ床面直上から土師器破片が出土

している(第29図8)。

8号土坑(第23図8)

4D-24グリッドに所在し、 6層上面より掘り込まれている。長軸O.7m、短軸O.5mで、東西方向に主軸

を持つ楕円形の土坑である。深さはO.4m前後、断面は漏斗形を呈しており、柱穴の可能性も考えられる

が硬化部分などは特に認められなかった。覆土は5層土及び4層土の混土層である。遺物は出土しなかっ

fこ。

9号土坑(第23図9、図版7)

4D-42グリッドに所在し、 6層上面より掘り込まれている。長軸O.9m、短軸O.7mで、南北方向に主軸

を持つ長円形の土坑である。深さはO.4m程で、断面は南に偏った漏斗形を呈している。柱穴の可能性も

考えられるが、硬化部分などは特に認められなかった。覆土は5層土及び4層土の混土層で、覆土中から
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土師器聾の胴部破片が出土した(第29図的。

10号土坑(第23図10、図版7)

4D-51グリッドに所在し、 6層上面より掘り込まれている。直径ほぼ0.8mの円形の土坑である。深さ

はO.4m前後で、断面がやや深い漏斗形を呈する。形態から柱穴と考えられるが、柱痕や硬化部分は認め

られなかった。覆土は5層土及び4層土の混土層である。遺物は出土しなかった。

11号土坑(第23図11)

4D-40グリッドに所在する。直径ほぼO.5mの円形の土坑である。深さはわずかO.lm足らずであり断面

形態は不明、さらに上層より掘り込まれていた可能性がある。規模からみて柱穴と考えられるが、柱痕や

硬化部分などは検出できなかった。覆土は4層土を主とする。遺物は出土しなかった。

② ピット群(第24図、図版7)

本調査E区中央付近に所在し、 9層上面で検出された合計14基からなるピット群である。それぞれ直径

0.3m-0.7mと大きさはあまりそろっておらず、並び方も不揃いであるため、即座に掘立住建物跡と断定

するのに鴎踏するが、住痕跡の残っているもの (P-5、Pーのがあること、漏斗状の堀形を呈するもの

(P-10、P-13)があること、覆土が黒色粘質土 (5層土ないし 6層土)ですべて共通していることなど

から、何らかの柱を伴う施設であった可能性は捨て切れない。なおこれらのピット群から遺物は出土しな

かっfこ。
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③ 水田跡(第25図~第28図、第11表、図版8・図版10)

確認調査における第6水田面が、この時期にあたるものと考えられる。第6水田面は、 A区北端部及び

F区西側、 H区を除く本調査区域のほぼ全面で検出された。畦畔は確認調査時のものを含めて東西22条、

南北21条にわたるがすべて小畦畔であり、その中に正方形を基本形とした水田区画が確実なもので173区

画、推定されるものを含めると200区画以上遺存していた。このほかに口分間区画と考えられる畦畔がい

くつか見つかっている。調査区北端部では「本来の畦畔」の高まりが検出できた部分もあるが、 6層上面

検出の畦畔で調査区中央付近のものは「本来の畦畔」の最下部、 8層上面検出の畦畔はいわゆる「疑似畦

畔BJであり、遺存状態はあまり芳しいものではなかった。このうち比較的状態が良好であったものにつ

いて報告する。

5号水田

A区西端で検出された。西側畦畔が確認されなかったため規模ははっきりしないが、西側が現道である

ことから南北12m、東西7m程度、可耕面積82nf前後のやや南北に長い長方形と考えられる。畦畔は比較

的明瞭であるが、高まりははっきりしなかった。主軸方向はN-40-Eである。水田面の基盤層は 6層

で、これに4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は確認されなかったが、本水田区画を更に南北

に2: 1で二分する口分田畦畔が検出されている。

6号水田

A区西端で検出された。南北10m、東西7m-8m、可耕面積93nfのやや南北に長い長方形である。畦

畔は比較的はっきりしており、南側畦畔で高まりも見出されたが、北側畦畔がやや不明瞭であった。主軸

方向はN-40-Eである。水田面の基盤層は6層で、これに4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡は

検出されなかったが、東側畦畔の中央やや北寄りに7号水田につながる水口が見出された。

11号水田

A区南端及びB区北端で検出された。南北10m、東西9m、可耕面積96nfの、やや台形気味で南北に長

い長方形を呈する。畦畔は明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-70 -

Eである。水田面の基盤層は6層で、これに4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡は検出されなかった

が、西側畦畔の北端に10号水田とつながる水口が確認された。なおこのほかに本水田区画を東西にほぼ二

分する口分田畦畔がみつかっている。

12号水田

A区南端及びB区北端で検出された。北側畦畔が確認されなかったため規模ははっきりしないが、南北

11m -12m、東西9m、可耕面積114nfのやや南北に長い長方形を呈する。見つかった畦畔は明瞭で、す

べての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はほぼ真北である。水田面の基盤層は6層で、これ

に4層士が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は検出されなかったが、本水田区画を南北にほぼ二分す

る口分田畦畔がみつかっている。

14号水田

B区北部で検出された。東側畦畔が確認されなかったため規模ははっきりしないが、南北10m前後、東

西14m程度、可耕面積156nf以上の東西に長い長方形を呈する。見つかった畦畔は明瞭で、すべての畦畔

から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-30-Eである。水田面の基盤層は 6層で、これに 4層

土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は検出されなかったが、本水田区画を東西に2: 1で区画し、
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さらにその東側を南北に 1: 2で区画する“ト"字形の日分田畦畔がみつかっている。

16号水田

B区北端で検出された。南北7m-8m、東西10-11m、可耕面積89rrfの、やや東西に長い長方形を呈

する。畦畔は比較的明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-40-Eであ

る。水田面の基盤層は6層で、これに4層士が少量斑状に混入する。鋤の痕跡は検出されなかったが、南

側畦畔の西端に21号水田とつながる水口が確認された。なおこのほかに本水田区画を南北ににほぼ二分し、

さらにその南側を東西にほぼ二分する口分田畦畔がみつかっている。

17号水田

B区北端で検出された。南北12m、東西7m、可耕面積94rrfの、南北に長い長方形を呈する。畦畔は明

瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-40-Eである。水田面の基盤層は

6層で、これに4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や口分田畦畔は検出されなかったが、東側畦畔の

南端に18号水田とつながる水口が確認された。

19号水田

B区北半部で検出された。南北15m、東西14m、可耕面積220rrfの、南北にわずかに長い方形を呈する。

畦畔は明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-20-Eである。水田面の

基盤層は6層で、これに4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡は検出されなかったが、本水田区画を南

北にほぼ二分する口分回畦畔がみつかっている。また西側畦畔の中央付近に18号水田とつながる水口が口

分田畦畔を挟んで南北に1ヶ所ず、つ確認された。

24号水田

B区中央部で検出された。南北・東西共に13m-14m、可耕面積198rrfのほぼ正方形を呈する。畦畔は

明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-60-Eである。水田面の基盤層

は6層で、これに4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡は検出されなかったが、本水田区画を東西にほ

ぼ二分し、さらに東側を南北にほぼ二分する口分田畦畔がみつかっている。また南側畦畔の西端には29号

水田とつながる水口が確認された。

30号水田

B区中央部で検出された。南北13m-14m、東西10-11m、可耕面積143rrfの、やや南北に長い長方形

を呈する。畦畔は比較的明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-150 - E 

である。水田面の基盤層は6層で、ごれに4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は検出されなかっ

たが、本水田区画を南北ににほぼ二分し、さらにその北側を東西にほぼ二分する口分田畦畔がみつかって

いる。

33号水田

B区中央部で検出された。南北9m-10m、東西11-12m、可耕面積113rrfの、東西にわずかに長い方

形を呈する。畦畔は明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-100 - Eであ

る。水田面の基盤層は6層で、これに4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、日分田畦畔は検出

されなかった。

34号水田

B区中央部で検出された。南北10m、東西11m、可耕面積108rrfの、東西にわずかに長い方形を呈する。
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畦畔は明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-go-Eである。水田面の

基盤層は6層で、これに 4層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔などは検出されなかっ

。
た

35号水田

B区中央部で検出された。南北、東西共に10m、可耕面積106rrfの、ほぼ正方形を呈する。畦畔は比較

的明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-110-Eである。水田面の基盤

層は6層で、これに4層土ないし3e層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は検出されなかったが、

本水田区画を東西に 2: 1で二分する口分田畦畔がみつかっている。

38号水田

B区南側で検出された。南北11m前後、東西11m-13m、可耕面積133rrfの、東西にわずかに長い方形

を呈する。畦畔は明瞭で、すべての畦畔からわずかに高まりが見出された。主軸方向はN-110-Eであ

る。水田面の基盤層は 6層で、これに 4層土ないし3e層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や口分田畦畔

は検出されなかったが、南側畦畔西端に44号水田につながる水口を確認した。

39号水田

B区南部で検出された。南北11m、東西10m-11m、可耕面積121rrfの、ほぼ正方形を呈する。畦畔は

比較的明瞭で、すべての畦畔から若干の高まりが見出された。主軸方向はN-70-Eである。水田面の

基盤層は6層で、これに4層土ないし3e層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、日分田畦畔は検出

されなかった。

40号水田

B区南部で検出された。南北11m前後、東西8m、可耕面積100rrfの、南北に長い長方形を呈する。畦

畔は比較的明瞭だが、畦畔の高まりははっきりしなかった。主軸方向はN-go-Eである。水田面の基

盤層は6層で、これに4層士ないし3e層士が少量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出さ

れなかった。

59号水田

C区北端で検出された。北側畦畔が検出されていないので規模ははっきりしないが、北側が現道である

ことから南北、東西共に10m程度、可耕面積100rrf前後の、ほぼ正方形を呈するものと考えられる。畦畔

は明瞭だが疑似畦畔Bであるため、高まりは確認されなかった。主軸方向はN-110-Eである。水田面

の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出されなかっ

た。

60号水田

C区北端で検出された。北側畦畔が検出されていないので規模ははっきりしないが、北側が現道である

ことから南北10m前後、東西7m程度、可耕面積80rrf前後の、南北に長い長方形を呈するものと考えられ

る。畦畔は明瞭だが疑似畦畔Bであるため、高まりは確認されなかった。主軸方向はN-160 - Eである。

水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出され

なかった。

62号水田

C区北端で検出された。北側畦畔が検出されていないので規模ははっきりしないが、北側が現道である
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ことから南北、東西共に10m前後、可耕面積100nf前後の、ほぼ正方形を呈するものと考えられる。畦畔

は明瞭だが疑似畦畔Bであるため、高まりは確認されなかった。主軸方向はN-170-Eである。水田面

の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出されなかっ

fこ。

67号水田

C区北部で検出された。南北9m、東西10m、可耕面積86nfの、わずかに東西が長い万形を呈する。畦
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畔は明瞭だが疑似畦畔Bであるため、高まりは見出せなかった。主軸方向はNー110 - Eである。水田面

の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に・混入する。鋤の痕跡や口分田畦畔は確認されなかった。水

口も検出されていないが、東側畦畔の北端部に極端に幅の狭いところがあることからあるいはここが68号

水田につながる水口であった可能性がある。

68号水田

C区北部で検出された。南北8m--9m、東西7m、可耕面積62nfの、南北に長い長方形を呈する。畦

畔は明瞭で、高まりが南側畦畔と東側畦畔で確認された。主軸方向はN-170-Eである。水田面の基盤

層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出されなかった。

71号水田

C区北部で検出された。南北8m、東西9m、可耕面積77nfの、東西にわずかに長い方形を呈する。畦

畔は明瞭だが、疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-110-Eである。水田

面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出されなかっ

た。

72号水田

C区北東隅で検出された。南北8m、東西2m--4m、可耕面積30nfの、南北に長い不整な方形を呈す

る。畦畔は明瞭だが、疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。ただ東側畦畔は非常に幅が広く

調査区域外にまで広がっているため大畦畔もしくは中畦畔の可能性がある。主軸方向はN-20-Eであ

る。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出

されなかった。

74号水田

D区北部で検出された。南北6m、東西5m--6m、可耕面積41nfの南北がわずかに長い方形を呈する。

畦畔は明瞭だが、疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-90-Eである。水

田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状lご混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出されな

かっfこ。

79号水田

C区中央部で検出された。南北12m--13m、東西7m--8m、可耕面積91nfの南北が長い長方形を呈す

る。畦畔は明瞭で、すべての畦畔からわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-30-Eである。水

田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出されな

かった。

80号水田

C区中央部で検出された。南北10m--11m、東西8m--l0m、可耕面積100nfの南北がやや長い方形を

呈する。畦畔は明瞭で、すべての畦畔からわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-50-Eである。

水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は検出され

なかった。

81号水田

C区中央部で検出された。南北11m、東西9m--11m、可耕面積88nfの南北がやや長い方形を呈する。

畦畔は明瞭で、すべての畦畔からわずかに高まりが確認された。主軸方向はNー110 - Eである。水田面
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の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分回畦畔は検出されなかっ

た。

84号水田

D区中央部で検出された。南北8m-9m、東西5m、可耕面積48nfの南北が長い長方形を呈する。畦

畔は明瞭だが、すべての畦畔が疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-90-E

である。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔

は検出されなかった。

90号水田

C区中央部で検出された。南北11m、東西8m、可耕面積93nfの南北が長い長方形を呈する。畦畔は明

瞭で、すべての畦畔からわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-90-Eである。水田面の基盤層

は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡は確認されなかったが、本水田区画を南北に1: 

2で二分する口分田畦畔があり、この区分で畦畔中央及び東側畦畔の中央付近に91号水田につながる水口

が見出された。

94号水田

D区中央部で検出された。南北11m-12m、東西7m、可耕面積83nfの南北が長い長方形を呈する。畦

畔は比較的明瞭だが、すべての畦畔が疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-

90- Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は確認

されなかったが、本水田区画を南北にほぼ三分する口分田畦畔を検出した。

96号水田

C区中央部で検出された。西側畦畔と南側畦畔が見出されなかったため規模ははっきりしないが、南北

12m程度、東西6mの南北が長い長方形を呈するものと考えられる。畦畔は比較的明瞭で、北側畦畔から

わずかに高まりが確認された。主軸方向はN-120 - Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土

が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は確認されなかったが、本水田区画を南北に 1: 2で程度で二分

する口分田畦畔が見出された。

97号水田

C区中央部で検出された。南北10m-11m、東西8m、可耕面積78nfの南北が長い長方形を呈する。畦

畔は比較的明瞭で、北側畦畔からわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-130 - Eである。水田面

の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は確認されなかったが、本水田

区画を南北に 1: 2で程度で二分する口分田畦畔が見出された。

98号水田

C区中央部で検出された。南北11m、東西8m、可耕面積90nfの南北が長い長方形を呈する。畦畔は比

較的明瞭で、北側畦畔からわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-60-Eである。水田面の基盤

層は8層で、これに3e層土が中量斑状に・混入する。鋤の痕跡や水口は確認されなかったが、本水田区画を

南北に 1: 2で程度で二分する口分田畦畔が見出された。

99号水田

C区中央部で検出された。南北11m前後、東西7m-8m、可耕面積80nfの南北が長い長方形を呈する。

畦畔は比較的明瞭で、北側畦畔からわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-60-Eである。水田
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面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は見出されなかっ

た。

101号水田

D区南部から検出された。南北5m-6m、東西5m前後、可耕面積30rrfの南北がわずかに長い方形を

呈する。畦畔は比較的明瞭だが、すべてが疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向は

N-lQO-Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、

口分田畦畔は見出されなかった。

102号水田

D区南部から検出された。南北、東西共に 6m前後、可耕面積30rrfの南北がわずかに長い方形を呈する。

畦畔は比較的明瞭だが、すべてが疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-90 -

Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔

は見出されなかった。

103号水田

D区南部から検出された。南北、東西共に6m前後、可耕面積30rrfの南北がわずかに長い方形を呈する。

畦畔は比較的明瞭だが、すべてが疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-90 -

Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔

は見出されなかった。

111号水田

C区中央部で検出された。南北7m、東西8m-9m、可耕面積61rrfの東西が長い長方形を呈する。畦

畔は比較的明瞭だが、すべてが疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-40 -

Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔

は確認されなかった。

112号水田

C区中央部で検出された。南北8m前後、東西6m前後、可耕面積46rrfの南北が長い長方形を呈する。

畦畔は比較的明瞭だが、すべてが疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-70 -

Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に・混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔

は確認されなかった。

118号水田

C区南部で検出された。南北6m-7m、東西7m前後、可耕面積47nfの東西が長い長方形を呈する。

畦畔は比較的明瞭で、西側畦畔及び南側畦畔からわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-60-E

である。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分回畦畔は

確認されなかった。

122号水田

E区北端で検出された。南北5m、東西5m-6m、可耕面積27nfの東西がわずかに長い方形を呈する。

畦畔は比較的明瞭だが、すべて疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-120 -

Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔

は確認されなかった。
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123号水田

E区北端で検出された。南北5m、東西4m-5m、可耕面積25rrfの南北が長い長方形を呈する。畦畔

は比較的明瞭だが、すべて疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-90-Eで

ある。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は確

認されなかった。

126号水田

C区南部で検出された。南北8m前後、東西6m前後、可耕面積55rrfの東西が長い長方形を呈する。畦

畔は比較的明瞭だが、すべて疑似畦畔であるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-70-Eで

ある。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や口分回畦畔は確認され

なかったが、南側畦畔東端に137号水田につながる水口が見出された。。

130号水田

E区中央部で検出された。南北5m、東西6m、可耕面積29rrfの東西が長い長方形を呈する。畦畔は比

較的明瞭だが、すべて疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-120 - Eである。

水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、日分田畦畔は確認され

なかった。

131号水田

E区中央部で検出された。南北5m前後、東西4m前後、可耕面積21rrfの南北が長い長方形を呈する。

畦畔は比較的明瞭だが、すべて疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-160-

Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔

は確認されなかった。

134号水田

E区中央部で検出された。南北4m前後、東西3m-4m、可耕面積12rrfの南北が長い逆台形気味の長

方形を呈する。畦畔は比較的明瞭だが、すべて疑似畦畔Bであるため高まりは確認されなかった。主軸方

向はN-170- Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水

口、口分田畦畔は確認されなかった。

139号水田

C区南端で検出された。東側畦畔が確認されていないため規模ははっきりしないが、東側が現道である

ことから南北10m前後、東西8m前後、可耕面積77rrf程度の南北が長い長方形を呈するものと考えられる。

畦畔は比較的明瞭だが、すべて疑似畦畔であるため高まりは確認されなかった。主軸方向はN-100 - E 

である。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口は確認されなかっ

たが、本水田区画を南北に2: 1で二分する口分田畦畔が見出された。

147号水田

E区中央部で検出された。南北、東西共に 5m-6m、可耕面積32rrfのほぼ正方形を呈する。畦畔は比

較的明瞭で、すべての畦畔からごくわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-100 - Eである。水田

面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は確認されなかっ

fこ。
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148号水田

E区中央部で検出された。南北5m-6m、東西5m前後、司耕面積28rrfのほぼ正方形を呈する。畦畔

は比較的明瞭で、すべての畦畔からごくわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-90-Eである。

水田面の基盤層は8層で、これに3e層士が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は確認され

なかった。

149号水田

E区南部で検出された。南北5m-6m、東西5m前後、可耕面積29rrfのわずかに南北が長い方形を呈

する。畦畔は比較的明瞭で、南側畦畔からはごくわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-50-E

である。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は

確認されなかった。

150号水田

E区南部で検出された。南北5m前後、東西6m前後、可耕面積33rrfのわずかに東西が長い方形を呈す

る。畦畔は比較的明瞭で、東側畦畔及び南側畦畔からはごくわずかに高まりが確認された。主軸方向はN

80 - Eである。水田面の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分

田畦畔は確認されなかった。

153号水田

E区南部で検出された。南北、東西共に 5m-6m、可耕面積33rrfのほぼ正方形を呈する。畦畔は比較

的明瞭で、すべての畦畔からごくわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-1l0-Eである。水田面

の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は確認されなかっ

た。

154号水田

E区南部で検出された。南北6m、東西5m-6m、可耕面積28rrfのほぼ正方形を呈する。畦畔は比較

的明瞭で、すべての畦畔からごくわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-100 - Eである。水田面

の基盤層は8層で、これに3e層土が中量.斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は確認されなかっ

fこ。

155号水田

E区南部で検出された。南北、東西共に 5m前後、可耕面積29rrfのほぼ正方形を呈する。畦畔は比較的

明瞭で、すべての畦畔からごくわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-70-Eである。水田面の

基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は確認されなかった。

159号水田

E区南端で検出された。南側畦畔が確認されていないので規模ははっきりしないが南側が現道であるこ

とから南北、東西共に 6m程度、可耕面積35rrf程度のほぼ正方形を呈するものと考えられる。畦畔は比較

的明瞭で、すべての畦畔からごくわずかに高まりが確認された。主軸方向はN-90 -Eである。水田面

の基盤層は8層で、これに3e層土が中量斑状に混入する。鋤の痕跡や水口、口分田畦畔は確認されなかっ

fこ。
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(2) 遺物

この時期に比定される遺物は本遺跡出土遺物の過半を占めている。出土量としては古墳時代後期から奈

良・平安時代の土師器が最も多く、ついで須恵器、古墳時代中期の土師器、灰軸陶器、瓦、その他遺物の

順である。遺構から出土したものを除き、完型まで復元しうる遺物はほとんど皆無に近い状態で、大半は

器形どころか器種すら判別するのが困難なほどの小破片であるため、以下に述べる遺物はそのごく一部で

しかない。また特に土師器については概して磨耗が著しく、ほとんど接合しなかった。出土層位は北部が

l層-6層上面、南部が1層-9層上面にまたがっているが、北部では3層-4層、南部では3e層-8層

に集中する傾向が見られるようである。平面的には、北部に比較的古い段階(古墳時代中期~後期)の遺

物が多く、南部に比較的新しい段階(奈良・平安時代)の遺物が多い。

① 遺構出土遺物(第29図、第13表・第14表、図版24)

11基からなるA区土坑群のうち、 1号-4号、 7号、 9号の各土坑から遺物が出土した。いずれも古墳

時代中期~後期に比定される土師器であるが、小破片が多く、図示しうるものは以下に記す土師器椀2個

体、土師器聾3個体、土師器杯l個体である。なおE区ピット群からはわずかながら土師器破片が出土し

たが、いずれも小破片であり図示しうるものではない。

1は土師器椀の口縁部破片で、 3号土坑覆土下層から出土した。復元口径15.6個、遺存部分の器高は5.

0咽である。体部は如意形に立ち上がり、口唇部のみ外反するタイプである。外面は体部が斜め方向の手

持ちへラケズリ、口縁部及び内面が横ナデで調整され、内面には不明瞭ながら放射状のへラ暗文が施され

る。色調は外面が淡黄色ないレ浅黄色、内面はにぷい黄樺色を呈する。胎士は淡黄色で、雲母様微粒子を

多量、石英粒を中量、黒色粒子を少量含みやや轍密である。焼成は比較的良好だが若干脆くなっている。

2は土師器椀の復元可能な破片で、 3号土坑覆土下層から出土した。復元口径16.3cm、復元底径11.8cm、

器高6.9cmである。体部は知意形に立ち上がり、口唇部のみやや外反する。体部外面は斜め方向のへラミ

ガキ、口唇部および内面は横ナデで調整され、内面には不明瞭ながら放射状へラ暗文が施される。色調は

外面が浅黄櫨色ないし檀色、内面は淡黄色を呈する。胎土は内面とほぼ同色で、石英粒・白色粒子・雲母

様徴粒子をそれぞれ中量含み、比較的轍密である。焼成は比較的良好で、よくしまっているが若干脆くなっ

ている。 3は土師器聾の口縁部から体部の破片で、 3号土坑覆土下層から出土した。復元口径26.4畑、遺

存部分での器高15.5畑、頚部径20.9cm、胴部最大径は22.8cmで胴部上半にある。体部はあまり膨らまずに

立ち上がり、頚部はすぼまらず強く外反する。口縁部は肥厚せず直線的に広がる。体部外面は縦方向の規

格的なへラケズリ、体部内面は縦方向の規格的なへラミガキ、頚部から口縁部は内面外面共に横ナデで調

整される。色調は外面が浅黄色ないし黒色、内面がにぷい黄櫨色を呈する。胎土は淡黄色で、破砕土器粒

が目立つほか、石英微粒子を中量、白色粒子などを少量含み、比較的撤密である。焼成は普通だがよくし

まっている。 4は土師器聾の底部破片で、 3号土坑覆土下層から出土した。底径5.1畑、遺存部分の器高

は5.1佃である。底面は若干丸みを帯びており安定しない。磨耗しているためはっきりしないが、外面が

斜め方向のへラケズリ、内面はへラミガキが施されているようである。色調は外面が樫色ないし淡黄色で

黒斑部分のみ黒色、内面は灰色を呈する。胎土は内面と同色で、破砕土器粒が目立つほか、白色粒子と黒

色砂粒を中量、雲母様微粒子を少量、石英粒を微量含み、轍密である。焼成は比較的良好で、しまっては

いるが若干脆くなっている。 5はほぼ完型に復元しうる杯蓋模倣の土師器杯で、 4号土坑覆土下層から出

土した。口径12.6個、底径11.6cm、器高3.7cm、内面底径は7.4咽である。内面は全面に横方向のへラミガキ、
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第29図 出土遺物実測図(2) 遺構出土遺物

外面は口縁付近が横ナデ、体部及び底部は手持ちへラケズリが施され、体部にはわずかに輪積痕が残る。

色調は内面外面共に淡黄色ないし灰白色を呈する。胎土は淡黄色で、雲母様微粒子を多量、石英粒、黒色

砂粒、破砕土器粒をそれぞれ少量含み、敏密である。焼成は比較的良好で、しまっているが若干脆くなっ

ている。 6は土師器聾の口縁部~体部破片で、 1号土坑覆土下層から出土した。復元口径12.8cm、遺存部

分での器高5.1cm、頚部径10.2cmである。体部はあまり膨らまずに立ちあがり、頚部はあまりすぼまらず、

ぺ"字形に折れ曲がる。口縁部はわずかに肥厚し、ほぼ直線的に広がる。体部は外面が斜め方向のへラ

ケズリ、内面は丁寧な横へラナデ、頚部~口縁部は内面外面共に横へラナデを施す。色調は内面外面共に

赤褐色、胎土も同色でやや粗く、白色粒子や砂粒、雲母様微粒子などを中量含む。焼成は比較的良好で、

しまっているがやや磨耗している。
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に
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② 土師器(第30図~第48図、第18表・第19表、図版12-図版16)

ア.杯類(第30図~第34図、第13表、図版12-図版14)

1-3はいわゆる非ロクロ土師器杯の破片である。 lは復元口径13.6cm、復元底径8.6叩、器高3.1咽で、

外面は底部および体部下半を手持ちへラケズリで調整し、底部はやや丸みを帯びる。それ以外の部分は横

ナデの痕跡を残すが、磨耗しているためはっきりしない。底部内面と体部は明確に区別される。色調はに

ぷい櫨色、胎土は黄灰色を呈し、白色粒子と灰色粒子を少量、破砕土器粒と雲母様微粒子を微量含み、轍

密である。焼成はやや悪い。 2は復元口径11.4cm、復元底径7.6c皿、器高3.6cmで、底部と体部外面を手持

ちへラケズリ調整し、底部はやや丸みを帯びる。内面は磨耗しておりよくわからないが、底部内面と体部

は明確に区別される。色調は樺色ないし淡黄色、褐灰色、胎土は檀色ないし褐灰色を呈し、雲母様微粒子

を多量、破砕土器粒を中量、黒色粒子を少量含み、轍密である。焼成は普通で、しまってはいるが若干脆

くなっている。 3は復元底径10.0cmで、外面は底部と外面下半を手持ちへラケズリ調整し、底部はやや丸

みを帯びる。内面は磨耗しており不明だが、底部内面と体部は浅い沈線で明瞭に区分される。色調は檀色

ないし浅黄檀色を呈する。胎土もほぼ同色で、灰色砂粒と白色粒子を中量、雲母様微粒子と破砕土器粒を

少量含み、徹密である。焼成は普通であるがやや脆くなっている。

4 -35はいわゆるロクロ土師器の破片である。 4は復元底径7.6cmの杯形で、底部は回転へラ切り、体

部下半は手持ちへラケズリで調整し、それ以外の部分には弱いロクロ目を残す。底部は平坦である。色調

はにぶい檀色ないし檀色を呈する。胎土も同色で、白色粒子と雲母様微粒子を中量、黒色砂粒と破砕土器

粒を少量含み、やや組い。焼成は良好で、よくしまっている。 5は復元底径6.5cmの杯形で、底部と体部

下半を手持ちへラケズリで調整し、それ以外の部分に弱いロクロ目を残す。底部はやや丸みを帯びる。色

調は浅黄檀色ないし櫨色、胎土は檀色を呈し、雲母様微粒子を少量含む。非常に轍密である。焼成はやや

悪く脆くなっている。 6は復元底径8.2cmの杯形で、底部は回転へラ切り、体部下半は手持ちへラケズリ

を施し、それ以外の部分にはロクロ目を残すが、磨耗しているためはっきりしない。底部は平坦である。

色調は樟色、胎士も同色で、白色粒子を少量、破砕土器粒や雲母様微粒子を微量含み、轍密である。焼成

はやや良好で、よくしまっているが脆くなっている。 7は復元底径8.1cmの杯形で、底部及び体部下半を

回転へラケズリ調整し、それ以外の部分に弱いロクロ目を残す。底部は平坦であるが、底部最大厚は外周

にある。色調は内面が灰黄色ないし黒褐色、外面は褐灰色、胎土は明黄褐色を呈し、白色粒子と石英粒子

を中量、灰色粒子と破砕土器粒を少量のほか、白色針状物質(海綿状骨針)を少量含む。比較的轍密であ

る。焼成は良好でよくしまっている。 8は復元口径14.0cmの杯形で、内面は丁寧なへラミガキを施し、黒

色処理している。外面にはやや明瞭なロクロ目を残す。薄手のっくりで、口唇部はやや外側につまみ出さ

れている。色調は内面が黒色、外面は淡黄檀色ないし浅黄櫨色を呈する。胎土は外面と同色で、雲母様微

粒子を中量、白色粒子を少量のほか、白色針状物質を少量含む。比較的轍密である。焼成は普通だがよく

しまっている。 9 は体部下半と底部を手持ちへラケズリで調整し、それ以外の部分には弱~，ロクロ目を残

す杯形である。調整が大雑把であるため底径ははっきりしないが、推定で6.0cm程度になるものと考えら

れる。色調は灰黄褐色ないし檀色を呈する。胎土も同色で、白色粒子と石英粒子を少量、雲母様微粒子を

微量含むほか、黄色の破砕土器粒を多量に含む。比較的轍密である。焼成は普通でやや脆くなっている。

10は復元底径6.1cmの杯形で、底部と体部下半に回転へラケズリを施し、それ以外は弱いロクロ目を残す

が磨耗しておりはっきりしない。底部最大径厚は外周にある。色調は灰黄色ないし樫色を呈する。
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第30閣 出土遺物実測図(3) 土師器(杯類)①
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胎土は浅黄檀色で、白色粒子と破砕土器粒、雲母様微粒子を中量、黒色砂粒と石英粒を少量含み、やや粗

い。焼成は普通で、しまってはいるが若干脆くなっている。 11は復元口径12.8叩の杯形で、内面外面共に

強いロクロ目を残す。薄手のっくりで、口唇部が若干外反する。色調は浅黄櫨色を呈する。胎土も同色で、

灰色粒子を中量、白色粒子と白色針状物質を少量、雲母様微粒子を若干量含む。やや轍密である。焼成は

良好で、よくしまっているが若干脆くなっている。 12は復元底径6.5cmの杯形で、内面は丁寧な横方向の

へラミガキ、底部と体部下端は回転へラケズリで調整し、体部外面にやや強いロクロ目を残す。底部最大

厚は中央付近にある。色調は浅黄色ないし淡黄色、胎土は淡黄色を呈し、白色粒子を中量、破砕土器粒を

少量、雲母様微粒子と灰色石粒を若干量含む。比較的轍密であるがダマが多い。焼成は良好でよくしまっ

ている。 13は復元口径11.8cm、やや薄手のっくりの椀形で、口唇部は断面が尖り外反する。磨耗している

ためはっきりしないが、体部下半を手持ちへラケズリ、それ以外には弱いロクロ目を残しているようであ

る。色調は櫨色を呈する。胎土も同色で、白色粒子を中量、石英粒と灰色粒子、雲母様微粒子をそれぞれ

少量含む。轍密である。焼成は良好で、よくしまっているが脆くなっている。 14は復元底径7.6佃の杯形

で、底部回転糸切りの後、底部外周と体部下端に回転へラケズリ調整を施し、それ以外の部分は弱いロク

ロ目を残す。色調は浅黄櫨色を呈する。胎土も同色で、白色粒子と雲母様微粒子、破砕土器粒などをそれ

ぞれ少量含む。比較的轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 15は復元底径8.2cmの杯形で、底部

と体部下半に回転へラケズリを施し、それ以外の部分には弱いロクロ目を残す。内面は底部と体部が明瞭

に区別される。色調は浅黄櫨色を呈する。胎土も同色で、白色粒子がやや目立つほか、黒創立子と石期立、

破砕土器粒などをそれぞれ少量含む。比較的粗い。焼成は比較的良好でよくしまっている。 16は復元口径

12.5畑、やや厚手のっくりの杯形で、内面には弱いロクロ目、外面には比較的強いロクロ目を残す。色調

は浅黄櫨色ないし淡檀色一胎土は淡樺色で、白色粒子、灰色砂粒を少量、雲母様微粒子を微量含み、やや

粗い。焼成は良好で、よくしまっているが若干脆くなっている。 17は復元底径7.2cmの杯形で、底部と体

部下半に回転へラケズりを施し、それ以外の部分に弱いロクロ目を残す。底部最大厚は外周にあり、内面

の底部と体部は明瞭に区別されない。色調は檀色、胎土も同色で、白色粒子と雲母様微粒子を中量、黒色

砂粒と破砕土器粒を少量含む。焼成は良好で、よくしまっているが若干脆くなっている。 18は復元口径

12.2佃の椀形である。体部下半を回転へラケズリ調整し、それ以外の部分には強いロクロ目を残す。色調

はにぷい樫色ないし浅黄櫨色、胎土は樫色を呈し、灰白色粒子を多量、灰色粒子を中量、雲母様微粒子を

少量、石英粒を若干量含み、比較的轍密である。焼成は比較的良好で、よくしまっているが若干脆くなっ

ている。 19は復元口径11.4佃の杯形で、底部と体部下端は回転へラケズリと考えられるが、磨耗しており

はっきりしない。それ以外の部分には弱いロクロ目を残す。内面の底部と体部は明瞭に区別されない。色

調はにぷい樟色ないし檀色、胎土は灰黄褐色ないし樟色を呈し、白色粒子を中量、灰色粒子と雲母様微粒

子をわずかに含む。轍密である。焼成はやや悪く脆くなっている。 20は復元口径12.0咽の杯形で、体部下

半に回転へラケズリを施し、それ以外にはやや強いロクロ目を残す。色調はにぷい櫨色を呈する。胎土も

同色で、灰白色粒子がやや目立つほか、灰色砂粒と雲母様微粒子を少量含み、やや粗い。焼成は良好でよ

くしまっている。 21は復元底径5.6佃の椀形で、底部は回転へラ切り、体部下半には手持ちへラケズリを

施し、内面にはロクロナデの痕跡を残す。底部内面と体部は明瞭に区別される。色調は檀色ないし淡黄色、

胎土も同色で、白色粒子を中量、雲母様微粒子、黒色粒子、白色針状物質をそれぞれ少量含む。比較的轍

密である。焼成は比較的良好で、しまってはいるが若干脆くなっている。 22は復元底径7.1cmの杯形で、
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第31図 出土遺物実測図(4) 土師器(杯類)③

底部と体部下半に回転へラケズリを施し、底部内面にはロクロナデの痕跡を残す。色調はにぷい櫨色ない

し淡樫色、胎土はにぷい檀色を呈し白色粒子を多量、雲母様微粒子を中量、灰色砂粒と破砕土器粒を少量

含む。比較的轍密である。焼成は普通だがしまっている。 23は復元底径6.0の杯形で、底部が静止へラ切

り無調整、体部下端に回転へラケズリを施し、それ以外の部分には弱いロクロナデの痕跡を残す。底部内

面と体部は明瞭に区別されず、底部最大厚は外周にある。色調は浅黄櫨色ないし櫨色、胎土も同色で、白

色砂粒、石英粒、黒色砂粒、破砕土器粒をそれぞれ少量含み、轍密である。焼成は普通だがかなり脆くなっ

ている。 24は復元底径7.0咽の杯形で、底部は回転糸切り無調整、体部下半に回転ヘラケズリを施し、そ

れ以外の部分には弱いロクロナデの痕跡を残す。色調は淡い櫨色、胎土も同色で、石英粒を中量、白色粒

子、灰色砂粒、雲母様微粒子をそれぞれ少量含む。比較的轍密である。焼成は良好で、よくしまっている

が若干脆くなっている。 25は復元底径6.6cmの杯形で、内面は横方向のへラミガキ、底部は回転糸切り無

調整、体部下半に手持ちへラケズリを施し、体部外面にはロクロナデの痕跡を残す。色調はにぷい黄櫨色、

胎土も同色で、雲母様微粒子と白色粒子を多量に含む。比較的轍密である。焼成は良好でよくしまってい

石。 26は復元底径5.8叩の杯形で、底部および体部下半に回転へラケズリを施し、それ以外の部分にはロ

クロナデの痕跡を残す。色調はにぷい櫨色、胎土も同色で、白色粒子、灰色粒子、白色針状物質をそれぞ

れ少量、雲母様微粒子を微量含む。比較的轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 27は復元口径

12.0cm、復元底径7.6個、器高2.7叩の小皿形である。底部と体部下半に回転へラケズリを施し、それ以外

の部分には強いロクロ目を残す。色調は檀色、胎土も同色で、白色粒子と黄灰色粒子がやや目立つほか、
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雲母様微粒子を中量、灰色砂粒と破砕土器粒を少量含み、やや粗い。焼成は良好でよくしまっている。 28

は復元口径15.2畑、体部が直線的に立ち上がるタイプの杯形である。体部下端に回転へラケズリを施し、

それ以外の部分にはやや強いロクロ目を残す。色調はにぷい樟色ないし櫨色、胎土は樟色で、白色粒子を

中量、雲母様微粒子と灰色粒子を焦慮含み、やや粗い。焼成は良好でよくしまっている。 29は復元口径13.

6佃の厚手の皿形で、全面に強いロクロ目を残す。色調は淡黄色、胎土も同色で、白色粒子と雲母様微粒

子を少量、灰色微粒子を微量含む。比較的轍密である。焼成は普通で、しまってはいるが若干脆くなって

いる。 30は復元口径13.2叩の杯形で、体部外面には強いロクロ目を残し、内面は黒色処理を施しており、

おそらくへラミガキかと考えられるが、磨耗しているためはっきりしない。色調は内面が黒色、外面が淡

黄色を呈する。胎土は外面と同色で、白色粒子、灰色砂粒、雲母片、白色針状物質をそれぞれ少量含む。

比較的轍密である。焼成は比較的良好で、しまっているが脆くなっている。 31は復元口径13.0cm.、やや厚

手の杯形で、全面に強いロクロ目を残す。体部は緩く S字状に立ち上がる。色調はにぷい黄褐色、胎土は

檀色で、白色粒子と灰色砂粒を少量、雲母様微粒子をわずかに含む。比較的轍密である。焼成は良好であ

るがややしまりがない。 32は復元底径8.3咽の杯形で、全体に弱いロクロ目を残す。底部は磨耗しており

不明である。色調はにぷい檀色ないしにぷい黄櫨色、胎土もほぼ同色で、雲母様微粒子を中量、白色粒子

と黒色粒子を少量含む。轍密である。焼成はやや悪く脆くなっている。 33は復元底径6.7佃の杯形で、底

部と体部下端には回転へラケズリを施し、底部内面にはやや強いロクロ目を残す。色調は外面がにぷい撞

色ないし褐色、内面がにぷい黄褐色を呈する。胎土は外面と同色で、破砕土器粒がやや目立つほか、白色

粒子を中量、雲母様微粒子を少量含み、やや組い。焼成は良好でよくしまっている。 34は復元底径6.6岨

の杯形で、底部および体部下端に回転へラケズリを施し、それ以外の部分には弱いロクロナデの痕跡を残

す。色調はにぷい黄櫨色ないし浅黄樟色、胎土もほぼ同色で、白色粒子、黒色砂粒、雲母様微粒子をそれ

ぞれを少量含む。非常に轍密である。焼成は良好で、よくしまっているが若干脆くなっている。 35は復元

底径7.0佃の杯形で、底部および体部下端には回転へラケズリを施し、底部内面には強いロクロ目を残す。

底部外面がやや窪んでおり、最大厚は外周にある。色調はにぷい樟色ないし櫨色、胎土もほぼ同色で、雲

母様微粒子を中量、白色粒子と石英粒を少量含み、やや粗い。焼成は悪くかなり脆くなっている。

36-38はいわゆる土師質土器である。 36は復元底径5.4咽の椀形で、ある。底部は円柱技法で回転へラ切

り無調整、体部外面はロクロナデの痕跡を残す。内面は黒色処理が施されている。色調は内面が黒色、外

面はにぷい黄褐色を呈する。胎土は外面と同色で粗く、白書粒子、黒色砂粒、雲母様微粒子をそれぞれ多

量に含む。焼成は良好だが若干脆い。 37は復元底径6.0cmの椀形である。底部は円住技法で、回転へラケ

ズリかと思われるが磨耗しておりはっきりしない。体部にはロクロナデの痕跡を残す。色調は内面が樟色内

外面は褐灰色ないし浅黄樫色を呈する。胎土もほぼ同色で、雲母様微粒子と破砕土器粒が目立つほか、白

色粒子と黒色粒子を少量含み、比較的徹密である。焼成は普通だがしまっている。 38は復元底径5.4叩の

杯形である。底部は円住技法で回転糸切り無調整、体部にはロクロ目を残す。底部内面と体部は明瞭に区

別されず、最大厚は外周にある。色調はにぷい黄櫨色ないし黄灰色、胎土もほぼ同色で、白色粒子と雲母

様徴粒子を少量、砂粒をわずかに含む。轍密である。焼成は極めて良好でよくしまっている。

39-44は高台付ロクロ土師器である。 39は復元高台径6.6cm.の高台付椀である。内面はへラミガキされ、

黒色処理が施されている。外面と底部にはロクロナデの痕跡が残る。高台は貼り付け、やや外側に聞く輪

高台で、高台高は0.7cmである。色調は内面が黒色、外面は浅黄櫨色ないし淡檀色を呈する。胎土は外面
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第32図 出土遺物分布図(1)土師器(杯類)①
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と同色で、白色粒子を中量、白色針状物質を少量、雲母様微粒子をわずかに含み、やや粗い。焼成は普通

だがしまっている。 40は復元高台径7.4cmの高台付椀である。内面はへラミガキされ、黒色処理が施され

ている。外面と底部にはロクロナデの痕跡を残す。高台は貼り付け、不明瞭な三日月状を呈する輪高台で、

高台高は0.7cmで、ある。色調は内面が黒色、外面は淡黄色、胎土は外面と同色で、白色粒子を多量、雲母

様微粒子を中量、白色針状物質と石英粒を少量含み、やや組い。焼成は普通だがしまっている。 41は復元

高台径5.6cmの高台付椀で、内面はへラミガキ、外面と底部はうっすらとロクロナデの痕跡を残す。高台

は貼り付けで八字状に聞き、高台高は0.5cmである。色調はにぶい黄檀色ないし灰黄色、胎土は樟色で、

雲母様微粒子を中量、白色粒子、黒色砂粒、灰色砂粒、白色針状物質などをそれぞれ少量含んでおり、や

や粗い。焼成は普通だがあまりしまっていない。 42は復元高台径6.8cmのいわゆる足高高台杯で、全面に

やや強いロクロ目を残す。高台は貼り付けで、八字状に聞き、高台高は1.3cmである。色調は淡黄色、胎土

も同色で、白色粒子を中量、石英粒、雲母片、灰色砂粒をそれぞれ少量含み、やや粗い。焼成は非常に良

好でよくしまっている。 43は復元高台径6.4cmの高台付椀で、内面はへラミガキが施され、外面と底部に

はうっすらとロクロナデの痕跡を残す。高台は貼り付けで八字状に聞き断面三角形、高台高は0.7cmで、あ

る。色調はにぷい黄樟色ないし灰黄色を呈する。胎土は灰黄色で、白色粒子を中量、雲母様微粒子、白色

針状物質、破砕土器粒をそれぞれ少量含み、やや粗い。焼成は普通だがしまっている。 44は復元高台径7.

6cmの高台付椀である。内面はへラミガキされ、黒色処理が施されている。外面と底部にはロクロナデの

痕跡が残る。高台は貼り付け、八字状に聞き断面三角形で、高台高は0.7cmである。色調は内面が黒色、

外面は浅黄樟色を呈する。胎土は外面と同色で、雲母様微粒子を中量、白色粒子、白色針状物質、黒色砂

粒、灰色砂粒などをそれぞれ少量含みやや粗い。焼成は良好でよくしまっている。

45-47はいわゆる杯蓋模倣杯である。 45は口径10.8cm、最大径12.4cm、かえり高2.4cm、遺存部分の器高

は2.4cmで、ある。薄手のっくりで杯部は浅い皿形で、かえり部は肥厚せず強く内向する。杯部は磨耗が著

しく調整技法は不明だが、かえり部は内面外面共に横ナデを施す。色調は内面がにぷい黄櫨色、外面は淡

黄色を呈する。胎土は内面と同色で、白色粒子や灰色微粒子を少量、破砕土器粒を中量含み、轍密である。

焼成は良好でしまっている。 46は口径10.6cm、最大径12.3cm、かえり高0.7畑、遺存部分の器高は2.6cmで

ある。薄手のっくりで杯部は浅い皿形、かえり、部は肥厚せずやや強く内向する。杯部は外面が横へラケズ

リ、内面が横へラナデ、かえり部には内面外面共に横ナデを施す。色調は内面外面共に浅黄櫨色ないし樟

色、胎土は樺色ないしにぷい黄櫨色で、白色粒子や破砕土器粒を少量、白色針状物質を微量含み、比較的

轍密である。焼成は普通でやや脆くなっている。 47は口径13.6cm、最大径15.0cm、かえり高1.0cm、遣存部

分の器高は2.6cmである。厚手のっくりで杯部は浅い皿形、かえり部は肥厚せずやや強く内向する。杯部

は外面が横へラケズリ、内面は横へラナデ、かえり部は内面外面共に横ナデを施す。色調は内面外面共に

黒色、胎土は淡黄色で、白色粒子を少量、灰色粒子を微量含み、比較的轍密である。焼成は普通で、やや

脆くなっており、内面外面共に黒色処理を施す。

48・49は椀である。 48は口径11.2cm、最大径12.4cm、遺存部分の器高は3.2cmで、最大径は口縁部直下に
ある。体部は急角度で立ち上がり、口縁部はわずかに内向する。磨耗が著しいため調整技法は不明である。

色調は内面が淡黄色、外面がにぷい黄樺色ないしにぶい樺色、胎土は灰白色でやや粗く、砂粒を多量、石

英粒や白色粒子を少量含む。焼成は普通でしまっている。 49は口径9.6c皿、最大径10.8畑、遺存部分の器

高2.8cmで最大径は口縁部直下の稜にある。体部は急角度で立ち上がり、比較的明瞭な稜をもっ。口縁部
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第33図 出土遺物実測図(5) 土師器(杯類)

は長くわずかに内向する。体部は外面が剥落によりはっきりしないが内面は横へラナデ、口縁部は内面外

面共に横ナデを施す。色調は内面がにぶい黄色ないし明褐色、外面がにぷい黄色、胎土は明褐色でやや組

く、白色粒子を中量、石英粒や砂粒を少量含む。焼成は普通で、やや脆くなっている。

50-52は杯である。 50は口径10.6cm、最大径11.0cm、遺存部分の器高は2.8cmで、最大径は口縁部直下に

ある。やや厚手のっくりで体部は浅い皿形、口唇部はほぼ直立し、口縁部直下に不明瞭な稜をもっ。磨耗

が著しく成形技法は不明であるが内面は赤彩されている。色調は内面が淡黄色、赤彩部分は赤色、外面は

淡黄色ないし灰黄色を呈する。胎土は淡黄色ないし灰色で、石英粒や砂粒を少量、破砕土器粒を微量含み

非常に轍密である。 51は口径12.6cm、器高は4.9cmである。厚手のっくりで、体部は内湾しながら立ち上

がり、口縁部でほぼ直立するが口唇部のみわずかに外反する。底部は平底気味だが不安定である。内面に

は放射状のへラ暗文が描かれ、外面は口縁部が横ナデ、体部から底部には横へラケズりを施す。色調は内

面外面共に檀色、胎土はにぶい黄櫨色ないし樫色を呈し、白色粒子や砂粒を少量、白色針状物質を微量含

んでおり比較的轍密である。 52は口径10.8cm、遺存部分の器高は3.9cmである。比較的厚手のっくりで体

部は内湾しながら立ち上がり、口縁部がほぼ直立する。口縁部は内面外面共に横ナデを施すが、体部は磨

耗が著しく調整技法は不明である。色調は内面が暗灰黄色、外面は樟色で、胎土は暗灰黄色ないし樟色を

呈し、破砕土器粒を中量、砂粒を少量、白色粒子を微量含み比較的轍密である。焼成は普通だがかなり脆

くなっている。
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第34図 出土遺物分布図(2) 土師器(杯類)②
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イ.高杯(第34図・第35図、第18表、図版22)

1は脚柱部が背の低い円柱状で裾部はあまり聞かず、杯部が浅い皿形を呈する。接合部径は4.2cm、脚

部高は3.8cm、裾径は8.0cm、遺存部分の器高は5.8cmである。外面は杯部が縦へラナデ、脚柱部が縦へラケ

ズリ、裾部は横へラナデ、内面は杯部が横ナデ、脚部がへラアテを施す。色調は淡黄色ないし浅黄櫨色、

胎土も同色で白色粒子、石英粒を少量、雲母様微粒子を中量含み、轍密である。焼成は普通だが比較的し

まっている。 2は脚柱部が背の低い円錐状で、裾部はやや聞くが脚柱部との境ははっきりしない。接合部

径は3.6cm、脚部高は4.4cm、裾径は9.6cm、遣存部分の器高は5.5cmで、ある。外面は脚住部が縦へラケズリ、

裾部は横へラナデ、内面は脚柱部がへラアテ、裾部は横へラナデを施す。色調は浅黄檀色ないし樫色、胎

土は檀色ないし暗灰黄色で白色粒子、砂粒を中量、石英粒を少量、白色針状物質を微量含み、やや粗い。

焼成は普通だが磨耗が著しい。 3は脚柱部が背の低い円柱形で、裾部がやや強く聞き、杯部が浅い皿形と

なるタイプと考えられ、接合部径は5.0cm、器高は遺存部分で4.8cmで、ある。外面は脚柱部が縦へラケズリ、

杯部が横へラナデ、内面は脚柱部がへラアテ、杯部は横ナデを施す。色調は淡黄色、胎土も同色で石英粒、

砂粒、白色粒子、雲母片などをそれぞれ中量含み、やや粗い。焼成は良好で、しまっている。 4は脚部が

ラッパ状にやや強く聞き、杯部がやや深い杯形を呈するものと考えられる。接合部径は4.6cm、遺存部分

の器高は4.5cmである。外面は杯部が丁寧な横へラナデ、脚部が縦へラケズリで、内面は杯部が丁寧なナ

デ、脚柱部にはへラアテを施す。色調は浅黄櫨色ないし淡赤樫色、胎土は淡赤樫色でやや粗く、石英粒、

砂粒、白色粒子、雲母、破砕土器粒などをいずれも中量含む。焼成は良好でしまっているが磨耗が著しい。

5は脚部が背の高い円錐形でラッパ状に聞き、杯部が浅い皿形を呈するものと考えられる。接合部径は4.6

cm、遺存部分の器高は6.7cmである。脚部は外面が縦へラケズリ、内面にはへラアテを施し巻上げ痕を残

す。色調は内面が灰色ないし樫色、外面はにぷい黄櫨色ないし檀色を呈する。胎土は灰色でやや粗く、白

色粒子と砂粒を多量、破砕土器粒を中量、雲母粒子を少量、白色針状物質をわずかに含む。焼成は比較的

良好でよくしまっているが磨耗が著しい。 6は器形は5とよく似ているがやや小ぷりである。接合部径は

3.8cm、遺存部分の器高は4.3cmである。脚部は外面が縦へラケズリ、内面はへラアテを施す。色調は内面

が明黄褐色、外面は淡黄色を呈する。胎土は黒色ないし淡黄色でやや粗く、白色粒子を多量、雲母微粒子

と砂粒を中量、白色針状物質をわずかに含む。焼成はやや不良で脆くなっている。 7は脚部がラッパ状に

強く聞き、裾部と脚柱部の境が不明瞭なタイプである。非常に薄手のっくりで、裾径は14.3cm、遺存部分

の器高は5.5cmである。内面は磨耗が著しく調整技法は不明だが、外面にはわずかに縦へラケズリもしく

はへラナデの痕跡が残る。色調は内面外面共に淡黄色を呈する。胎土は灰色ないし樟色で、破砕土器粒を

多量、白色粒子を中量含み、比較的撤密である。焼成は普通だが脆くなっている。 8は裾部がラッパ状に

強く聞き、脚柱部が背の高い円錐形を呈するタイプで、裾部と脚柱部の境はやや不明瞭である。非常に薄

手のっくりで、裾径は12.8cm、遺存部分の器高は4.6cmである。内面は磨耗が著しいため調整技法は不明だ

が、外面にはうっすらと縦へラケズリもしくはへラナデの痕跡が残る。色調は内面が淡樫色、外面は浅黄

櫨色を呈する。胎土は赤樫色ないし浅黄樺色でやや粗く、白色粒子、砂粒、石英粒、破砕土器粒をそれぞ

れ中量、雲母粒子を微量含む。焼成は良好だが、脆くなっている。 9は裾部が非常に強く聞き、裾端部が

若干反り返っている。裾径は13.2cm、遺存部分の器高は2.0c皿で、ある。外面は横へラナデ、内面には縦へ

ラナデを施す。色調は内面が灰白色ないし灰色、外面は浅黄櫨色を呈する。胎土は灰色ないし浅黄櫨色で、

破砕土器粒が目立つほか、白色粒子を中量、砂粒と雲母粒子を少量含んでおり、やや轍密である。焼成は
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第35図 出土遺物実測図(6) 土師器(高杯)

良好でよくしまっているが、若干磨耗している。 10は脚柱部直線的に聞き、裾部のみ“く"字形に折れ曲

がり反り返っている。比較的厚手のっくりで、脚住部は内面が縦へラナデ、外面が縦へラケズリ、裾部は

内面外面共に横へラナデを施す。色調は内面が淡樺色、外面は浅黄櫨色を呈する。胎土は赤樫色ないし浅

黄櫨色で、白色粒子と砂粒を少量、白色針状物質をわずかに含んでおり、比較的轍密である。焼成は良好

でよくしまっている。

ウ.聾類(第36図~第38図、第14表、図版15・図版16)

1-20は土師器聾の口縁部破片である。 lは復元口径21.8cm、頚部内径16.2咽である。口縁部がゆるや

かに外反するタイプで口唇部には幅0.3cm程度の端面をつくりだす。口縁部は内面外面共に横ナデ、体部

外面は縦方向の規格的なへラケズリが施される。色調は内面がにぷい樟色ないし明赤褐色、外面はにぶい

黄櫨色ないし黒色を呈する。胎土は内面と同色で、白色粒子、灰色砂粒、石英粒、破砕土器粒などをそれ

ぞれ中量、雲母様微粒子を少量、白色針状物質をわずかに含んでおり粗い。焼成は普通で、しまっている

がやや脆くなっている。 2は復元口径23.0cm、頚部内径14.0cmである。口縁部は大きく、やや強く外反す

るタイプで、口唇部には幅0.6cmの端面をっくりだす。口縁部は内面が横ナデ、外面は横へラナデで、体

ρ
口



。 10an 

(1/3) 

第36図 出土遺物実測図(7) 土師器(聾類)①
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部は内面外面共に縦方向の規格的なへラケズリが施される。色調は内面が浅黄櫨色、外面は灰黄色ないし

灰色を呈する。胎土は灰黄色ないし浅黄檀色で、白色粒子と黒色砂粒を中量、石英粒、雲母様微粒子、破

砕土器粒をそれぞれ少量含んでおり轍密である。焼成は比較的良好でしまっている。 3は復元口径19.8畑、

頚部内径15.0叩である。頚部は肉厚、口縁部はゆるやかに外反するタイプで、口唇部には端面を形成しな

い。口縁部は外面は横方向のへラナデ、内面が丁寧な横ナデで、体部は規格的な縦方向のへラケズリを施

す。色調は内面外面共ににぷい黄櫨色だが、外面には黒褐色の黒斑がみられる。胎土は黒色ないし檀色で、

白色粒子を多量、石英粒と灰色砂粒を中量、破砕土器粒と雲母様微粒子を少量混入しており比較的轍密で

ある。焼成は普通だがよくしまっている。 4は復元口径22.0畑、頚部内径18.0咽である。頚部が肉厚、口

縁部はやや強く外反するタイプで、口唇部には端面を形成しない。口縁部は内面外面共に丁寧な横ナデで

調整され、体部には斜め方向のへラケズリが施される。色調は内面外面共に淡黄色を呈する。胎土は灰色

で、石英粒、白色粒子、灰色砂粒などをそれぞれ少量含んでおり、比較的轍密である。焼成はやや良好で

しまっている。 5は復元口径19.4個、頚部内径16.4cmである。口縁部がわずかに外反するタイプで、口唇

部には端面を形成しない。口縁部は内面外面共に横ナデ、体部外面には規格的な縦方向のへラケズリを施

す。色調は内面が淡黄櫨色、外面は淡黄色を呈する。胎土は灰色で、白色粒子、石英粒、破砕土器粒、灰

色砂粒などをそれぞれ少量含んでおりやや粗い。焼成は普通で、しまっているが脆く磨耗が著しい。 6は

復元口径24.0個、頚部内径20.6佃である。口縁部がわずかに外反するタイプで、口唇部には端面を形成し

ない。口縁部は内面外面共に横ナデ、体部は外面が縦方向のへラケズリ、内面は横方向のへラケズリを施

す。色調は内面が暗褐色ないし櫨色、外面は淡黄色を呈する。胎土は櫨色で、白色粒子と石英粒を中量、

雲母様微粒子と黒色砂粒を少量、白色針状物質をわずかに含み、やや粗い。焼成は普通で、しまっている

が若干脆くなっている。 7は頚部内径11.2咽である。頚部がすぽまり、口縁部がく字状に強く外反するタ

イプである。口縁部は内面外面共に丁寧な横ナデが施される。色調は内面がにぷい檀色ないし淡黄色、外

面はにぷい黄櫨色を呈する。胎土は内面と同色で、白色粒子と雲母様微粒子を中量、石英粒、黒色砂粒、

白色針状物質をそれぞれ少量含んでおり、比較的轍密である。焼成は普通で、しまってはいるが若干脆く

なっている。 8は復元口径15.6cm、頚部内径12.1咽である。頚部が肉厚、口縁部は知意形に緩く外反する

タイプで、口唇部には端面を形成しない。口縁部は内面外面共に横ナデで調整される。色調は内面外面共

ににぷい黄櫨色を呈する。胎土も同色で、白色粒子、黒色砂粒、石英粒、雲母様微粒子、白色針状物質な

どをそれぞれ少量含んでおりやや組い。焼成は普通で、しまっているが若干脆くなっている。 9は復元口

径24.6c皿、頚部内径20.2佃で、ある。口縁部がやや肉厚で、ゆるやかに外反するタイプである。口唇部には

端面を形成しない。口縁部は内面外面共に横ナデ、体部外面には規格的な縦方向のへラケズリを施す。色

調は内面が淡黄色、外面は灰黄色を呈する。胎土は樫色で、白色粒子と黒色砂粒を中量、石英粒と白色針

状物質を少量含んでおり比較的轍密である。焼成は良好、よくしまっているが若干脆くなっている。 10は

復元口径14.0畑、頚部内径10.5佃である。口縁部はやや肉厚で、ゆるやかに外反するタイプである。口唇

部には端面を形成しない。口縁部は内面外面共に丁寧な横ナデで調整される。色調は内面外面共に淡黄樺

色ないしにぷい黄櫨色を呈する。胎土はにぷい黄櫨色ないし灰色で、石英粒、白色粒子、灰色砂粒、雲母

様微粒子、白色針状物質などをそれぞれ少量含んでおり比較的轍密である。焼成はやや悪い。 11は復元口

径27.0cm、頚部内径19.8c皿である。口縁部が強く外反するタイプで、口唇部には短面を形成しない。口縁

部は内面外面共に横ナデで調整される。色調は内面外面共に淡黄色ないし黄灰色を呈する。胎土は灰色な
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いし淡黄色で、白色粒子を中量、石英粒、灰色砂粒、雲母様微粒子それぞれ少量、白色針状物質をわずか

に含み、比較的轍密である。焼成は良好でしまっている。 12は復元口径15.6cm、頚部内径11.6佃である。

口縁部が強く外反するタイプで、口唇部には端面を形成しない。口縁部は内面外面共に丁寧な横ナデ、体

部外面は縦方向のへラケズリが施される。色調は内面が浅黄色、外面は灰オリーブ色を呈する。胎土は灰

色で、白色粒子、黒色砂粒、雲母様微粒子、白色針状物質などをそれぞれ少量含んでおり比較的轍密であ

る。焼成は良好でよくしまっている。 13は復元口径13.8cm、頚部内径9.2cmである。口縁部はゆるやかに

強く外反し、口唇部に幅0.6cmの端面を形成する。口縁部は内面外面共に丁寧な横ナデで調整される。色

調は内面外面共に明褐色を呈する。胎土も同色で、白色粒子、黒色砂粒、白色針状物質をそれぞれ少量、

雲母様微粒子をわずかに含んでおり轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 14は復元口径16.2畑、

頚部内径13.6cmである。体部はあまり膨らまず、最大径は胴部中位にあるものと考えられる。頚部はあま

りすぼまらずに“く"字形に折れ曲がる。口縁部は肥厚せずやや強く外反するが、口唇部には端面を形成

しない。口縁部は内面外面共に横へラナデ、頚部外面には指頭押捺痕を残し、体部は外面が縦へラケズリ、

内面は横へラナデを施す。色調は内面外面共ににぶい褐色ないし黒色を呈する。胎土は褐色で粗く、雲母

様微粒子を多量、石英粒や白色粒子を中量、砂粒を少量含む。焼成は普通だがしまっている。 15は復元口

径15.0cm、頚部径l1.8cmである。厚手のっくりで、体部はやや膨らむがラグビーボール形を呈するものと

考えられる。頚部はややすぼまり、緩やかに外反する。口縁部は短く、口唇部には端面を形成しない。口

縁部は内面外面共に横ナデを施す。色調は内面がにぶい黄櫨色ないし黒褐色、外面はオリーブ黒色である。

胎土は檀色で粗く、白色粒子を中量、石英粒や砂粒、雲母様微粒子を少量、白色針状物質を微量含む。焼

成は普通でかなりもろくなっているが、比較的表面はしっかりしている。 16は復元口径12.8cm、頚部径は

10.6cmである。体部はやや膨らむが縦長のラグビーボール形を呈するものと考えられる。頚部はやや狭く

すぼまり、緩やかに“コ"字形に折れ曲がる。口縁部は比較的長く、口唇部がわず、かに外側につまみ出さ

れる。口縁部は内面外面共に横へラナデ、体部は外面が縦へラケズリ、内面は磨耗しているが横へラナデ

と考えられる。色調は内面が灰黄褐色ないし浅黄檀色、外面は樟色を呈する。胎土は黒褐色でやや粗く、

石英粒と白色粒子を中量、砂粒と雲母様微粒子を少量含む。焼成は普通で、ややもろくなっている。 17は

復元口径14.4cm、頚部径l1.2cmで、ある。体部の形状は不明だが、頚部はやや狭くすぼまり、緩やかに外反

する。口縁部は比較的長く、口唇部が肥厚しわず、かに外につまみ出されるが、端面は形成しない。口縁部

は内面外面共に横ナデを施す。色調は内面外面共に淡黄色を呈する。胎土は灰色で、白色針状物質を少量、

白色粒子や破砕土器粒、砂粒を微量含むが総じて混入物は少ない。よく精製されており非常に轍密である。

焼成は普通だが比較的しまっている。 18は復元口径13.4cm、頚部径11.6c皿である。体部はやや膨らむが縦

長のラグビーボール形を呈するものと考えられる。頚部は狭くすぼまり、 “く"字形に折れ曲がる。口縁

部は短く、やや強く外反する。口縁部は内面外面共に横へラナデ、体部は外面が規格的な横へラケズリ、

内面は横へラナデを施す。色調は内面外面共に檀色である。胎土も同色で、白色粒子や砂粒、白色針状物

質などをそれぞれ少量含み、比較的轍密である。焼成は普通だがしまっている。 19は復元口径12.2cm、頚

部径10.4cmである。体部がほぼ直線的に立ち上がり、頚部がわずかにくびれたあと口縁部が緩やかに外反

するタイプの台付聾もしくは台付鉢と考えられる。口縁部は内面外面共に横ナデ、体部は外面が縦へラケ

ズリ、内面は横へラナデを施す。色調は内面外面共に灰色ないし檀色である。胎土も同色で組く、白色粒

子と砂粒を中量、石英粒を少量含む。焼成は普通だがしまっている。 20は復元口径34.0cm、頚部径28.6cm
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第37図 出土遺物実測図(8) 土師器(聾類)②

である。体部は膨らまず、頚部もほとんどすぼまらない。口縁部は短く、緩やかに外反する。口唇部は肥

厚し、幅O.4cmの端面を形成する。内面は横へラナデ、外面は口縁部が横ナデ、頚部が斜めへラケズリ、

体部が規格的な縦へラケズリを施す。色調は内面外面共ににぷい樟色を呈する。胎土も同色で、砂粒を中

量、白色粒子や石英粒、雲母粒子、白色針状物質を少量み比較的轍密である。焼成は良好でよくしまって

いる。 21は小型聾で、底径4.8cm、遺存部分の器高は2.2佃である。体部はやや急角度で立ち上がり、胴部

がやや強く張るタイプと考えられる。外面は規格尚な横へラケズリ、内面には斜へラナデを施す。色調は

内面がにぶい黄櫨色、外面は浅黄檀色ないし褐灰色を呈する。胎土は内面と同色で、石英粒や白色粒子、

砂粒を少量、白色針状物質と雲母様微粒子を微量含み比較的轍密である。焼成は良好でよくしまっている。

22は小型聾で、底径4.2cm、遺存部分の器高は1.8cmである。体部はやや急角度で立ち上がり、胴部がやや

強く張るタイプと考えられる。体部は外面が規格的な縦へラケズリ、内面が縦へラナデ、底部外面はへラ

ケズリを施す。色調は内面がにぷい褐色、外面は灰褐色ないしにぷい褐色を呈する。胎土はにぷい樟色な

いし灰褐色で組く、石英粒や白色粒子、砂粒、雲母様微粒子などをそれぞれ少量含む。焼成は良好でよく

しまっている。 23は底径7.4cm、最大径16.8cm、遺存部分の器高7.4c皿である。体部は緩やかに内湾しなが

ら立ち上がり、胴部は強く張り球胴型を呈する。胴部最大径は中位にあり、底部はやや強く突出する。体

部は外面が斜めへラケズリ、内面は縦へラナデ後粗い縦へラミガキ、底部側面は横へラアテを施す。色調

は内面が褐灰色ないし黒褐色、外面は明赤褐色ないし黒色を呈する。胎土はにぶい黄樫色で組く、石英粒

や白色粒子、砂粒などをそれぞれ多量に含む。焼成は普通でややもろくなっている。なお外面には所々に

ススが付着する。 24は底径8.4cm、遺存部分の器高は2.9cmである。体部は内湾しながらやや急角度で立ち
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上がり、ラグビーボール形を呈するものと考えられる。底部は突出せず、平坦で安定している。体部は外

面が斜めへラケズリ、内面はへラナデ後、組い縦へラミガキを施す。色調は内面外面共に淡黄色ないし灰

白色を呈する。胎土はオリーブ黒色で、石英粒や白色粒子、雲母様微粒子などをそれぞれ少量含み、轍密

である。焼成は良好でしまっている。 25は底径7.6畑、遺存部分の器高は3.5cmで、ある。体部は緩い角度で

わずかに内湾しながら立ち上がり、底部は突出しない。胴部がやや強く張るタイプと考えられる。体部は

外面が斜めへラケズリ、内面は横へラナデを施す。色調は内面がにぷい黄櫨色ないし黒褐色、外面は褐灰

色ないし樟色を呈する。胎土はにぷい樺色ないし樺色でやや粗く、白色粒子を中量、石英粒や砂粒、雲母

様微粒子などをそれぞれを少量含む。焼成は良好でしまっている。 26は底径6.2cm、遺存部分の器高は2.6

叩である。体部はやや急角度で立ち上がるが、胴部がやや強く張るタイプと考えられる。底部は突出しな

い。体部は外面が縦へラケズリ、内面は斜めへラナデを施す。色調は内面が浅黄櫨色、外面は灰白色ない

し黒褐色を呈する。胎土は樫色でやや組く、白色粒子を中量、石英粒や砂粒を少量含む。焼成は良好でよ

くしまっている。 27は底径6.8cm、遺存部分の器高は2.9cmである。体部は強く張るタイプと考えられる。

底部は突出しないがやや丸みを帯びており、不安定である。体部は外面が縦へラケズリ後縦へラナデ、内

面は横へラナデを施す。色調は内面が樟色、外面はにぶい檀色ないし黒色を呈する。胎土は内面と同色で、

石英粒を少量、白色粒子や砂粒、雲母様微粒子を微量含み、比較的轍密である。焼成は良好でしまってい

るが、磨耗が著しい。 28は底径7.2cm、遺存部分の器高4.1cmである。体部はやや急角度で立ち上がり、胴

部がラグビーボール形を呈するものと考えられる。底部はやや強く突出する。体部は外面が縦へラケズリ、

内面はへラナデを施すものと考えられるが磨耗しておりはっきりしない。色調は内面が樟色、外面はにぶ

い檀色ないし樫色を呈する。胎土は檀色ないし浅黄樺色で、雲母様微粒子を中量、白色粒子や石英粒を少

量含み比較的轍密である。焼成は良好でしまっている。 29は底径5.6cm、遺存部分の器高は2.8cmで、ある。

体部は強く張り、球胴型を呈するものと考えられる。底部はごくわずかに突出する。体部は外面が縦へラ

ケズリ、内面はへラナデ、体部下端外面のみ横へラケズリを施す。色調は内面がにぶい黄櫨色、外面は黒

褐色ないし檀色を呈する。胎土は内面と同色で、石英粒を少量、白色粒子や砂粒、雲母様微粒子を微量に

含み、比較的轍密である。焼成は良好でしまっているが、磨耗が著しい。 30は底径6.0cm、遺存部分の器

高は3.7cmである。体部は外面が縦へラケズリ、内面は斜めへラナデ、体部外面下端は横へラケズリを施

す。色調は内面が黒色、外面は檀色ないし褐灰色を呈する。胎土は樺色で、白色粒子を中量、石英粒や砂

粒を少量、白色針状物質を微量含み比較的轍密である。焼成は良好でしまっている。 31は底径6.4cm、遣

存部分の器高は2.4cmで、ある。体部は強く張り球胴型を呈するものと考えられる。底部はやや強く突出す

る。体部は外面が縦へラケズリ、内面が横へラナデを施す。色調は内面がにぶい褐色、外面は檀色である。

胎土は暗褐色で粗く、石英粒や砂粒を中量、白色粒子と雲母粒子を少量含む。焼成は普通でしまっている。

32--34は台付聾である。 32は裾径7.0cm、底径5.7cm、脚台高1.0cmである。体部は比較的急角度で立ち上

がり、縦長のラグビーボール形を呈するものと考えられる。脚台部は低く、 “ハ"字形に強く広がる。体

部は外面が規格的な縦へラケズリ、内面がへラナデ、脚台部は外面が縦へラケズリ、内面は周囲方向のへ

ラケズリを施す。色調は内面が灰黄褐色ないし褐灰色、外面はにぷい黄櫨色ないしにぷい褐色を呈する。

胎土は暗赤褐色で粗く、白色粒を多量、砂粒や石英粒、雲母微粒子を中量含む。焼成は普通でもろくなっ

ている。 33は裾径8.2cm、底径5.8cm、脚台高2.2cmで、ある。体部は急角度に立ち上がり、あまり膨らまない

タイプと考えられる。脚台部はやや高く、 “ハ"字形に強く広がる。体部は外面が規格的な縦へラケズリ、
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内面はへラナデ、脚台部は外面に指頭押捺痕を明瞭に残し、内面には縦へラナデを施す。色調は内面外面

共ににぷい樺色ないし褐色を呈する。胎土は赤褐色で組く、石英粒や砂粒を中量、白色粒子と雲母を少量

含む。焼成は比較的良好でしまっている。 34は裾径9.4cm、底径8.2畑、脚台高3.0cmである。体部がやや膨

らむタイプと考えられる。脚台部は高く、円筒状を呈し聞きは弱い。体部は遺存しないため調整技法は不

明だが、脚台部は外面が規格的な縦へラケズリ、内面は縦へラナデを施す。色調は内面がにぷい檀色ない

し檀色、外面が樟色を呈する。胎土は赤灰色で粗く、石英粒が目立つほか、白色粒子を中量、砂粒や雲母

様微粒子を少量含む。焼成は普通でしまっている。

③ 須恵器・灰軸陶器(第39図~第47図、第20表・第21表、図版17-図版23)

ア.杯・杯蓋(第39図~第42図、第15表、図版17-図版19)

1-17・26・27はつまみを有しないタイプの須恵器杯蓋である。 1は口径11.4cm、天井部径5.6畑、遺

存部分の器高は3.9佃である。天井部は丸みを帯び、口縁部は強く内湾し、口縁端部はやや内向する。天

井部は外面が回転へラ切り無調整、内面は回転へラナデ、口縁部は内面外面共にやや間隔の広いロクロ目

を比較的明瞭に残す。内面外面共にややザラついている。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土は灰

白色ないし明紫灰色で、黒色粒子が目立つほか、石英粒や砂粒を少量含み轍密である。焼成は非常に良好

でよくしまっている。 2は口径11.2cm、最大径11.8c皿、遺存部分の器高は3.6cmである。天井部の形状は不

明だが、口縁部は強く内湾し、口縁端部は内向する。稜は比較的明瞭で、口縁部中位やや下寄りにある。

口縁部は内面外面共に間隔が比較的狭く明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎

土はにぷい黄櫨色で、石英粒を微量含むが混入物は総じて少なく、轍密である。焼成は普通だがよくしまっ

ている。 3は口径10.lcm、天井部径7.6cm、器高は3.2佃である。天井部は非常に浅い円錐状で、口縁部は

強く内湾し、口縁端部は若干外向する。天井部は外面が回転へラ切り無調整、内面には間隔の狭いロクロ

目を残し、口縁部は内面外面共にやや間隔の広いロクロ目を明瞭に残す。内面は比較的滑らかだが外面は

ザラついている。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、石英粒が目立つほか、白色粒子を

中量、砂粒や黒色粒子を少量含み、比較的轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 4は口径11.9cm、

遺存部分の器高は2.8cmである。天井部の形状は不明だが、口縁部は緩く内湾し、口縁端部は若干外向す

る。口縁部は内面外面共に間隔が比較的狭く、やや弱いロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈

する。胎土は灰白色ないし灰黄褐色で、白色粒子と石英粒を微量含むが混入物は総じて少ない。非常に徹

密である。焼成は比較的良好でよくしまっている。なお外面には部分的に自然軸がかかっており、褐灰色

でにぷい光・沢を持つ。 5は口径12.0cm、遺存部分の器高は2.4cmである。天井部の形状は不明だが、口縁

部は緩く内湾し、口縁端部がほぼ直立する。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土は灰色で、黒色砂

粒と灰色粒子を微量含むが総じで混入物は少なく、徹密である。焼成は普通でしまりはやや弱い。 6は天

井部径4.8cm、遺存部分の器高は2.3cmである。天井部はドーム型で、口縁部は緩やかに内湾する。内面外

面共に滑らかである。天井部は外面が回転へラケズリ、内面はロクロナデ後横ナデ、口縁部は内面外面共

にロクロ目を残す。色調は内面が明オリープ灰色、外面は灰色を呈する。胎土は外面と同色で、石英粒を

中量、黒色粒子を少量含み非常に轍密である。焼成は非常に良好でよくしまっている。 7は天井部径7.0

畑、遺存部分の器高は2.4c皿である。天井部は浅いドーム型を呈し、口縁部はやや強く内湾する。内面外

面共に比較的滑らかである。天井部は外面が回転へラ切り無調整、内面はロクロナデ後横ナデ、口縁部は

内面外面共に間隔がやや広く、比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面が灰色、外面は灰白色を呈する。
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第39図 出土遺物実測図(9) 須恵器(杯類)①
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胎土は内面と同色で、石英粒が目立つほか白色粒子を中量含むが、総じて混入物は少なく、轍密である。

焼成は非常に良好でよくしまっている。 8は天井部径6.4cm、遺存部分の器高は2.7咽で、ある。天井部はドー

ム型で、口縁部は緩やかに内湾する。天井部は外面が回転へラケズリ、内面はロクロナデ後へラナデ、口

縁部は内面外面共に間隔がやや狭く弱いロクロ目を残す。色調は内面が灰黄褐色、外面は黄灰色ないし灰

色を呈する。胎土はにぷい褐色ないし灰色で、石英粒が目立つほか、白色粒子を多量に含み、轍密である。

焼成はやや不良だがしまっている。 9は天井部径7.6cm、遺存部分の器高は2.7cmである。天井部はドーム

型を呈するが比較的平坦で、口縁部は強く内湾する。内面外面共に比較的滑らかである。天井部は外面が

回転へラケズリ、内面は間隔の狭いロクロ目を残し、口縁部は内面外面共に間隔が広く弱くロクロ目を残

す。色調は内面が灰白色、外面は灰白色ないし灰色を呈する。胎土は灰色で、石英粒や白色粒子、黒色粒

子を少量含み、轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 10は口径10.4畑、最大径10.7皿、かえり内

径8.8c皿、天井部径7.0cm、かえり高0.3cm、遺存部分の器高は2.2cm、想定される杯身の口径は9.4cmである。

天井部は比較的平坦で、口縁部はわずかに内湾し、かえりは低く内向する。天井部は外面が回転へラケズ

リ、内面は間隔が狭くやや弱いロクロ目を残し、口縁部およびかえり部は内面外面共に間隔がやや狭く弱

いロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土もほぼ同色で、石英粒が目立つほか、白色粒

子と砂粒を少量含み、比較的轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 11は天井部径7.4cm、遺存部

分の器高は2.6叩である。天井部は平坦で、口縁部は緩やかに内湾する。外面は天井部および口縁部上端

が回転へラケズリ、口縁部は間隔がやや広く弱いロクロ目を残す。内面は間隔が狭く比較的強いロクロ目

を残す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土もほぼ同色で、黒色粒子がやや目立つほか、石英粒や白

色粒子を少量含み、轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。 12は口径15.0cm、遺存部分の

器高は2.5cm、想定される杯身の口径は13.8叩である。遺存しないため天井部の形状は不明だが、杯部は

緩やかに内湾し、口縁端部は若干外向し、内面に比較的明瞭な段を持つ。口縁部には内面外面共に間隔が

非常に広く弱いロクロ目を残す。色調は内面が灰白色、外面は黒色を呈する。胎土は灰白色ないし灰色で、

黒色粒子が目立つほか、石英粒を少量含むが、混入物は総じて少なく、比較的轍密である。焼成は普通だ

が比較的しまっている。 13は口径17.4四、遺存部分の器高は3.3cmである。遺存しないため天井部の形状

は不明だが、杯部は緩やかに内湾し、口縁端部はほぼ直立する。口縁部は内面外面共に間隔がやや狭く、

比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土もほぼ同色で、石英粒や砂粒を

少量含み、比較的轍密である。焼成は普通でややもろくなっている。 14は口径16.8畑、遺存部分の器高は

2.3cm、想定される杯身の口径は16.4叩で、ある。遺存しないため天井部の形状は不明だが、口縁部はほぼ

直線的である。口縁端部はそのまま外向し、内面に比較的明瞭な段を持つ。口縁部は内面外面共に間隔が

広く弱いロクロ目を残す。色調は内面が灰色、外面は黒褐色ないし灰白色を呈する。胎土は灰色でやや粗

く、石英粒がやや目立つほか、白色粒子を中量、気泡などを多く含む。焼成は良好でよくしまっている。

15は天井部径5.8cm、遺存部分の器高は1.7cmである。天井部は平坦で、口縁部はやや強く内湾する。天井

部は外面が回転へラケズリ、内面がロクロナデ後横ナデ、口縁部は内面外面共に間隔が密で非常に強いロ

クロ目を残す。色調は内面が灰色ないしオリープ色系の灰色、外面は灰色を呈する。胎土は内面と同色で、

石英粒がやや目立つほか、黒色粒子を少量含むが総じて混入物は少なく、非常に轍密である。焼成は非常

に良好でよくしまっている。 16は口径17.9cm、遺存部分の器高は2.7cm、想定される杯身口径は17.0cmであ

る。遺存しないため天井部の形状は不明だが、体部はやや強く内湾し、口縁端部がわずかに外反する。か
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えりはやや高いものと考えられ、直線的に内向する。内面外面共に間隔が狭くやや強いロクロ目を残す。

色調は内面が青灰色、外面は褐灰色ないし暗灰色を呈する。胎土はにぷい赤褐色ないし褐灰色で、白色粒

子や石英粒が目立つほか、砂粒をわずかに含み、轍密である。 17は口径16.9cm、遺存する部分の器高は2.0

個、想定される杯身の口径は16.0cmである。遣存しないので天井部の形状は不明だが、背は低く、口縁部

が緩やかに内湾し、口縁端部は外向する。内面外面共に間隔が狭くやや弱いロクロ目を残す。色調は内面

が灰白色、外面は暗オリーブ灰色ないし灰色を呈する。胎土は灰色で、石英粒や褐色粒子を少量、砂粒を

わずかに含み比較的轍密である。焼成は普通だがしまっている。 26は天井部径5.6cm、遺存部分の器高は1.

4cmである。天井部は比較的平坦だが、口縁部は遺存しないため不明である。天井部は外面が回転へラ切

り無調整、内面はロクロナデ後横ナデ、口縁部は間隔が広く弱いロクロ目を残す。色調は内面が外面共に

灰色を呈する。胎土もほぼ同色でやや粗く、石英粒がやや目立つほか、黒色粒子を少量含む。焼成は良好

でよくしまっている。 27は天井部径6.2c血、遺存部分の器高はl.1cmである。天井部は平坦だが、口縁部は

遺存しないため不明である。天井部外面が回転へラ切り無調整、天井部内面と口縁部内面外面共に間隔が

やや狭く比較的強いロクロ目を残す。色調は内面が灰白色、外面は灰色を呈する。胎土は内面と同色でや

や粗く、石英粒を中量、黒色粒子と灰色粒子を少量含む。焼成は良好でよくしまっている。

18--25は立ち上がりを有するタイプの杯身である。 18は口径11.2cm、最大径11.4cm、立ち上がり径9.8cm、

立ち上がり高0.6cm、遺存部分の器高は2.3cmである。体部はやや深い皿形でわずかに内湾しながら立ち上

がるものと考えられる。立ち上がり部は低く、反り返っているがほぼ直立する。底部は回転へラケズリ、

口縁部と立ち上がり部は内面外面共に間隔がやや広く弱いロクロ目を残す。色調は内面が灰色、外面が黒

色を呈する。胎土は内面と同色で、石英粒を少量、白色粒子をわずかに含み、轍密である。焼成は非常に

良好で極めてよくしまっている。 19は口径10.2c皿、遺存部分の器高1.9cmである。遺存しないため底部の

形状は不明だが、体部は浅い皿形でわずかに内湾しながら立ち上がり、口縁部がわずかに外反する。立ち

上がりは低く内向する。内面外面共に間隔がやや狭く、明瞭なロクロ目を残す。色調は内面が灰色ないし

暗青灰色、外面は灰色ないし青灰色を呈する。胎土は暗青灰色で、石英粒が目立つほか、白色粒子と砂粒

を少量含み、轍密である。焼成は極めて良好で、非常によくしまっている。 20は口径9.6cm、底径5.4cm、

最大径10.0cm、立ち上がり径7.9cm、立ち上がり高0.6cm、器高は2.5cmで、ある。底部は平底で、体部はやや

深い皿形で内湾しながら立ち上がり、口縁部はわずかに外反する。立ち上がり部はやや低く、ごくわずか

に反り返るが内向する。底部は外面が回転へラケズリ、内面がナデ、体部と立ち上がり部は内面外面共に

間隔が広く、明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰色、胎土もほぼ同色で、石英粒がやや目立つ

ほか、白色粒子を少量含み、轍密である。焼成は非常に良好でよくしまっている。 21は口径16.2cm、立ち

上がり径14.4cm、立ち上がり高1.9c皿、遺存部分で、の器高は3.8cmである。遺存しないため底部の形状は不

明だが、体部は浅い椀型でゆるやかに内湾しながら立ち上がり、口縁部はわずかに外反する。立ち上がり

は高く、ほぼ直立する。内面外面共に間隔がやや狭く、比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面が灰白

色ないし灰色、外面は灰白色を呈する。胎土は内面と同色で、黒色粒子が目立つほか、白色粒子と石英粒

を少量含み、比較的轍密である。焼成は比較的良好だがしまりは弱し、。 22は口径14.4cm、最大径14.8cm、

立ち上がり径12.0cm、立ち上がり高l.1c皿、遺存部分の器高は3.4cmである。底部は丸底と考えられる。体

部はやや深い皿形で、内湾しながら立ち上がり、口縁部はほぼ直立する。立ち上がり部は高く、ほぼ直線

的に内向する。口縁部と立ち上がり部は内面外面共に間隔がやや狭く比較的明瞭なロクロ目を残す。色調
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は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、白色粒子を少量、砂粒と石英微粒子をわずかに含み、轍

密である。焼成は普通で、若干脆くなっている。 23は口径l1.0cm、底径6.2cm、最大径12.0cm、立ち上がり

径9.9cm、立ち上がり高1.1c皿、遺存部分の器高は3.2咽である。底部は平底に近いものと考えられる。体部

は浅い皿形で若干内湾しながら立ち上がり、口縁部はごくわずかに外反する。立ち上がりは高く、ほぼ直

立する。底部は回転へラケズリ、体部と立ち上がり部は内面外面共に間隔が狭くやや弱いロクロ目を残す。

色調は内面が灰色、外面はにぷい光沢をもっ灰色を呈する。胎土は暗灰色で、石英粒を中量、白色粒子を

少量含み、非常に轍密である。焼成は極めて良好でよくしまっている。 24は口径13.0畑、最大径13.4cm、

立ち上がり径11.2cm、立ち上がり高0.8cm、遺存部分の器高は1.7佃で、ある。体部はやや深い皿形でわずか

に内湾しながら立ち上がるものと考えられる。立ち上がり部はやや低く、わずかに反り返るが端部はほぼ

直立する。体部と立ち上がり部は内面外面共に間隔が狭く、比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外

面共に灰を呈する。胎土も同色で、白色粒子を中量、石英粒を少量含み、比較的轍密である。焼成は良好

でよくしまっている。 25は口径l1.0cm、最大径l1.4cm、立ち上がり径9.2cm、立ち上がり高0.7cm、遺存部

分の器高は2.3cmである。体部は深い皿形で内湾しながら立ち上がるが、口縁部のみわずかに外反する。

立ち上がり部はやや高くほぼ直線的に内向する。底部は回転へラケズリ、体部と立ち上がり部は内面外面

共に間隔が比較的広く、やや弱いロクロ目を残す。色調は内面が明青灰色、外面は灰白色を呈する。胎土

は外面と同色で、石英粒が目立つほか、砂粒と白色粒子を少量含み、轍密である。焼成は良好でしまって

いる。

28は宝珠つまみを有する杯蓋で、つまみ径2.4cm、つまみ高1.6cm、遺存部分の器高は2.4咽である。つま

みは断面菱形で、頂部はやや背の高い円錐形でやや大きく、天井部は平坦で、口縁部は直線的に聞くもの

と考えられるが、遺存しないので口縁部以下の形状は不明である。つまみは貼り付け後ロクロナデにより

整形され、天井部は外面が回転へラケズリ、内面には指頭押捺痕を残す。外面全面にオリーブ灰色で透明

ガラス質の軸がかかる。色調は内面が灰白色、つまみ部と外面は黄色系の灰白色を呈する。胎土は内面と

同色で、黒色微粒子と灰色微粒子をごくわずかに含むが混入物は総じて少なく、非常に徹密である。焼成

は極めて良好でよくしまっている。

29--37は擬宝珠つまみを有する杯蓋である。 29はつまみ径2.6cm、つまみ高0.8cm、遺存部分の器高は1.8

cmである。つまみは背が高く、比較的大きい。天井部は背の低い笠形で、ほぼ直線的に開くものと考えら

れる。つまみは貼り付けでロクロナデにより整形され、天井部は外面が回転へラケズリ、内面には弱いロ

クロ目を残す。色調は内面が明青灰色、外面は青灰色ないし灰色である。胎土は内面と同色で、黒色粒子

を中量、白色粒子を少量、石英粒をわずかに含み、非常に轍密である。焼成は極めて良好で、良くしまっ

ている。 30はつまみ径3.2cm、つまみ高0.8cm、天井部径8.2畑、遣存部分の器高は2.8cmで、ある。つまみは

背が低く、大きい。天井部は比較的平坦だが、口縁部はゆるやかに内湾する。つまみは貼り付け後ロクロ

ナデで整形され、天井部と口縁部は内面外面共に間隔が狭く、比較的強いロクロ目を残す。なお外面には

半透明ガラス質の紬がほぼ全面にかかる。色調は内面および外面の無軸部が灰白色、軸は灰オリーブ色を

呈する。胎土は内面と同色で、砂粒を中量、黒色粒子を少量、白色粒子をわずかに含み轍密である。焼成

は良好でしまっている。 31はつまみ径2.4cm、つまみ高1.2cm、遺存部分の器高は2.lcmである。つまみは背

が高く、やや小さい。天井部はほぼ平坦である。つまみは貼り付け後ロクロナデで整形され、天井部は外

面が回転へラケズリ、内面はロクロナデを施す。外面のほぼ全面に半透明ガラス質の軸がかかる。色調は
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内面と外面の無軸部が灰白色、軸は灰オリーブ色を呈する。胎土は内面と同色で、石英粒がやや目立つほ

か、白色粒子を少量含み、轍密である。焼成は非常に良好でよくしまっている。 32はつまみ径3.2cm、つ

まみ高0.8畑、天井部径8.3cm、遺存部分の器高は2.lcmである。つまみは背が低く大きい。天井部は直線的

に広がり、比較的背の高いタイプと考えられる。つまみは貼り付け後ロクロナデで整形され、天井部は外

面が回転へラケズリ、内面には間隔がやや広く明瞭なロクロ目を残す。色調は内面が灰色ないし灰白色、

外面は暗灰色ないし灰白色を呈する。胎土は内面と同色でやや粗く、黒色粒子がやや目立つほか、白色粒

子を少量、石英粒をわずかに含む。焼成は非常に良好でよくしまっている。 33は天井部径3.9cm、つまみ

基部径1.5cm、遺存部分の器高は1.9cmで、やや小ぷりである。つまみは遺存しないので形状は不明だが小

型であろう。天井部は比較的平坦だが、口縁部がやや強く内湾する、背の高いタイプである。つまみは貼

り付け後ロクロナデで整形されたものと考えられる。天井部外面と口縁部外面上半が回転へラケズリ、口

縁部外面下半と内面全面には間隔が狭く明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎

土は外面と同色で、黒色粒子が少量ながらやや目立つほか、白色粒子を中量、砂粒を少量含み、轍密であ

る。焼成は良好でしまっているが、内面はやや脆くなっている。 34は天井部径9.lcm、つまみ基部径3.6cm、

遺存部分の器高は1.8cmで、ある。つまみは遺存しないので、形状は不明だが大型であろう。天井部は平坦

であるが口縁部は非常に強く内湾し、背の高い箱型を呈する。つまみは貼り付け後ロクロナデで整形され

たものと考えられる。天井部外面は回転へラ切り無調整、口縁部外面と内面全面には間隔がやや狭く、比

較的弱いロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色である。胎土も同色でやや粗く、雲母が非常に目立

つほか、砂粒を中量、石英粒を少量含む。焼成は普通で、やや脆くなっている。なお形状から、無頚壷も

しくは短頚壷の蓋の可能性も考えられる。 35は天井部径7.6cm、つまみ基部径2.2cm、遺存部分の器高は2.3

cmである。つまみは遺存しないので、形状は不明だが大型であろう。天井部は丸みを帯び、口縁部がやや

強く内湾する、比較的背の高いタイプである。つまみは貼り付け後ロクロナデで整形されたものと考えら

れる。天井部外面は手持ちへラケズリを施し、口縁部外面と内面全面には間隔がやや狭く弱いロクロ目を

残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土もほぼ同色でやや組く、黒色粒子がよく目立つほか、白

色粒子を中量、石英粒を少量含む。焼成は良好でよくしまっている。 36は天井部径8.8cm、つまみ基部径2.

2cm、遺存部分の器高は1.3cmで、ある。つまみは遣存しないので、形状は不明だが比較的大型であろう。天

井部と口縁部内周は平坦に近いが、口縁部外周がやや強く内湾する、比較的背の高いタイプである。つま

みは貼り付け後ロクロナデで整形されたものと考えられる。天井部外面と口縁部内周は回転へラケズリ、

口縁部外周と内面全面には間隔が狭く比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。

胎土もほぼ同色で若干粗く、黒色粒子が少量ながらやや目立つほか、石英粒と白色粒子を少量含む。焼成

は良好でしまっている。 37は天井部径6.lcm、つまみ基部径3.2cm、遺存部分の器高は1.4cmである。つまみ

は遺存しないので、形状は不明だが大型であろう。天井部は全体的に平坦で背の低いタイプである。つま

みは貼り付け後ロクロナデで整形されたものと考えられる。天井部外面は回転へラケズリ、その他の部分

は間隔が狭く比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面が灰白色、外面はややクリーム色系の灰白色を呈

する。胎土は内面と同色でやや粗く、雲母微粒子が比較的目立つほか、白色粒子を中量、砂粒を少量含む。

焼成は普通だが脆くなっている。

38--50は杯蓋である。 38は天井部径5.1cm、遺存部分の器高は1.9cmである。天井部はやや丸みを帯びる

が、口縁部はほとんど内湾せず直線的に広がる。天井部外面は回転へラケズリ、口縁部外面と内面全面に
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は間隔がやや狭く比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面がオリープ灰色、外面は灰色を呈する。胎土

は内面と同色で、石英粒を少量、黒色砂粒を少量含み、轍密である。焼成は良好でしまっている。 39は天

井部径10.0畑、遺存部分の器高は1.8c皿である。天井部はやや丸みを帯びるが、口縁部はほとんど内湾せ

ず直線的に広がる。天井部外面は回転へラケズリ、口縁部外面と内面全面には間隔が狭く明瞭なロクロ目

を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、石英粒を少量、白色粒子と黒色粒子をわず

かに含み、比較的轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 40は最大径15.0c皿、かえり径13.4畑、か

えり高0.6cm、想定される杯身口径13.8畑、遺存部分の器高は1.0佃である。天井部は遺存しないので形状

は不明だが、つまみを有し、背の低い笠形を呈するものと考えられる。口縁部は外反し、ほぼ真横に広が

る。かえりはやや高く直立する。遺存部分はすべてロクロナデで整形される。色調は内面外面共に灰白色

である。胎土も同色で、白色粒子と石英粒がやや目立つが、他には混入物は見られず、比較的轍密である。

焼成は普通だがしている。 41は最大径13.8cm、かえり径11.8c皿、かえり高0.4畑、想定される杯身の口径は

12.6畑、遺存部分の器高は1.2佃である。遺存しないので天井部の形状は不明だが、つまみを有し、背の

低い笠形を呈するものと考えられる。かえりは低く、断面爪形である。遺存部分はすべてロクロナデで整

形される。色調は内面外面共に灰である。胎土も同色でやや粗く、灰色砂粒を多量、石英粒と白色粒子を

中量含む。焼成は普通だが、しまりは比較的弱い。 42は最大径14.1個、かえり径1114畑、かえり高0.3畑、

想定される杯身の口径は12.6畑、遺存部分の器高は1.8佃である。遺存しないので天井部の形状は不明だ

が、つまみを有し、比較的背の高い笠形を呈するものと考えられる。かえりは非常に低く、断面三角形を

呈する。遺存部分はすべてロクロナデで整形される。色調は内面外面共に灰白色である。胎土もほぼ同色

でやや粗く、石英粒と砂砂を中量含む。焼成は普通で、しまりは比較的弱い。 43は最大径14.0c皿、かえり

径10.9cm、かえり高O.4cm、想定される杯身の口径13.0cm、遺存部分の器高は1.2cmである。天井部は遺存

しないので形状は不明だが、つまみを有し、やや背の高い笠形を呈するものと考えられる。かえりは非常

に低く、断面三角形を呈する。遺存部分はすべてロクロナデで整形される。色調は内面外面共に灰白色で

ある。胎土は灰白色ないし淡黄色で、黒色砂粒を中量、石英粒と白色粒子を少量含み、比較的徹密である。

焼成はやや不良で、しまりは弱い。 44は最大径13.2畑、かえり径10.8cm、かえり高0.4畑、想定される杯身

の口径は12.3cm、遺存部分の器高は2.0叩である。遺存しないので天井部の形状は不は不はだが、つまみ

を有し、やや背の高い笠形を呈するものと考えられる。かえりは低くつぶれた爪形である。遺存部分はす

べてロクロナデで整形される。なお外面全面面半透明ガラス質の軸がかかる。色調は内面が明紫灰色ない

し灰白色、外面はオリープ黒色を呈する。胎土は灰白色でやや粗く、灰色砂粒を多量、石英粒を少量含む。

焼成は良好でよくしまっている。 45は口径15.4cm、最大径15.8cm、かえり高0.7畑、遺存部分の器高は2.0

佃である。天井部内周が遣存しないため形状ははっきりしないが、つまみを有し、やや背の高い笠形を呈

するものと考えられ、天井部外周はゆるやかに外反する。かえり部は断面三角形でほぼ直立する。遺存部

分はすべてロクロナデで整形される。色調は内面外面共にややクリーム系の灰白色、胎土も同色で、石英

粒や黒色粒子、灰色粒子などをいず、れも少量含み、轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 46は口

径16.0c皿、最大径16.4個、かえり高0.4畑、遺存部分の器高は2.5cmで、ある。天井部内周は遺存しないため

形状ははっきりしないが、かえり部は断面爪形で、わずかに内向する。遺存部分はすべてロクロナデで整

形される。色調は内面が灰色ないし灰白色、外面は灰白色ないし明紫灰色である。胎土はにぶい櫨色ない

し灰色で、石英粒と黒色粒子を少量含み、非常に轍密である。焼成は極めて良好でよくしまっている。 47
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は口径16.4cm、最大径17.0cm、かえり高O.7cm、遺存部分の器高は2.0cmである。天井部内周は遺存しない

ので形状ははっきりしないが、つまみを有し、やや背の高い笠形を呈するものと考えられる。天井部外周

はやや外反し、端部はほぼ真横に広がる。かえり部は断面三角形で、わずかに内向気味だがほぼ直立する。

遺存部分はすべてロクロナデで整形される。色調は内面が灰白色、外面は灰色ないし灰白色である。胎土

は外面と同色で、黒色粒子を少量、白色粒子をわずかに含み、轍密である。焼成は良好だが、若干脆くなっ

ている。 48は口径13.6cm、最大径14.0cm、かえり高O.6cm、遺存部分の器高は1.6cmである。天井部内周は

遺存しないので形状ははっきりしないが、つまみを有し、やや背の高い笠形を呈するものと考えられる。

天井部外周はゆるやかに外反し、端部はほぼ真横に広がる。かえり部は断面爪形で、わずかに内向気味だ

がほぼ直立する。遺存部分はすべてロクロナデで整形される。色調は内面が灰色ないし灰白色、外面もほ

ぼ同色である。胎土は灰白色で、黒色粒子や白色粒子などを少量含むがほとんど目立たず、轍密である。

焼成は良好でよくしまっている。 49は口径14.2cm、最大径14.4cm、かえり高O.4cm、遺存部分の器高は1.7

cmである。天井部内周は遺存しないので形状は不明だが、つまみを有し、やや背の高い笠形を呈するもの

と考えられる。天井部外周はほぼ直線的に広がる。かえり部は断面三角形で直立する。遺存部分はすべて

ロクロナデで成形される。色調は内面が灰色ないし灰白色、外面もほぼ同色である。胎土は灰白色で、白

色粒子や黒色粒子、灰色粒子などをいずれも少量含み、轍密である。焼成は普通でしまっている。 50は口

径16.2c皿、最大径16.6cm、かえり高0.6cm、遺存部分の器高は1.8cmである。天井部内周は遺存しないので

形状は不明だが、つまみを有し、やや背の高い円盤型を呈するものと考えられる。天井部外周はわずかに

内湾し、端部はほぼ真横に広がる。かえり部は断面爪形で直立する。遺存部分はすべてロクロナデで整形

される。色調は内面が灰白色、外面は灰色ないし灰白色である。胎土は内面と同色で、黒色粒子を中量、

白色粒子を少量含み、轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。

51-70・72・77・79-84は高台付の杯である。 51は高台内径7.8c皿、遺存部分の器高は2.4cmである。底

部は丸底でドーム状に突出し、体部は内湾しながら立ち上がる。高台は貼り付けだが剥離してしまってお

り、形状は不明である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が広く不明瞭なロクロ

目を残す。色調は内面が灰白色、外面は灰色でである。胎土は内面と同色で、白色粒子と雲母様微粒子を

ごくわずかに含み、撤密である。焼成は普通だが若干脆くなっている。 52は高台内径8.0cm、遺存部分の

器高は1.9cmである。底部は丸底でドーム状に突出し、体部はゆるやかに内湾しながら立ち上がる。高台

は貼り付けだが剥離しており、形状ははっきりしない。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面

には間隔が広く比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰色である。胎土は灰白色で、雲母が

やや目立つほか、石英粒を中量、黒色粒子を少量含み、轍密である。焼成は普通でしまっている。 53は口

径14.6c皿、底径9.8cm、内底径10.8cm、高台内径8.4cm、高台高0.7cm、器高は3.9cmである。底部はやや丸底

気味に突出し、体部はほぼ直線的にやや急角度で立ち上がる。高台は貼り付けで、低い“ハ"字形である。

底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が狭く比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内

面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、灰色微粒子と黒色微粒子を中量含み、比較的轍密である。焼

成は普通でしまっている。 54は口径16.2cm、底径12.2cm、内面底径13.4cm、高台内径10.6cm、高台高0.6cm、

器高は3.8cmである。底部はやや突出するが平底で、体部はやや急角度で直線的に立ち上がるが、口縁部

がわずかに外反する。高台は貼り付けで、背の低い輪高台である。底部外面と体部外面下端には回転へラ

ケズリ、体部外面と内面全面には間隔が密で比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を
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呈する。胎土も同色で組く、黒色粒子がやや目立つほか、白色粒子を少量、砂粒を多く含む。焼成は良好

でしまっている。 55は底径12.0cm、内面底径15.2cm、高台内径10.6cm、高台高0.7c皿、遺存部分の器高は1.7

cmである。底部は平底だがわずかに突出する。体部は下端で“く"字形に折れ曲がり、そのまま急角度で

直線的に立ち上がるものと考えられる。高台は貼り付けで、断面台形の輪高台である。底部外面は回転へ

ラ切り後周囲のみ回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が狭くやや弱いロクロ目を残す。色調は

内面外面共に灰白色を呈する。胎土は灰色で、黒色粒子が目立つほか、石英粒や雲母微粒子を中量含み、

轍密である。焼成は普通だがしまっている。 56は底径12.0cm、底部内径12.6cm、高台内径10.0cm、高台高

0.6cm、遺存部分の器高は2.3cmである。高台は平底だがわずかに突出する。体部は下部で“く"字形に折

れ曲がり、そのまま直線的に立ち上がるものと考えられる。高台は貼り付けで断面平行四辺形の“ハ"字

形である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔がやや狭く弱いロクロ目を残す。色

調は内面が灰色、外面は青灰色を呈する。胎土はにぷい赤褐色ないし灰色で、白色微粒子や灰色微粒子を

多量、砂粒を少量含み、比較的轍密である。焼成は良好でよくしまっている。 57は底径13.4cm、内面底径

12.6畑、高台内径11.4cm、高台高0.6cm、遺存部分の器高は1.5cmで、ある。底部は平底だが突出する。体部

は下端で“く"字形に折れ曲がり、そのまま直線的に立ち上がるものと考えられる。高台は貼り付けで断

面平行四辺形の“ハ"字形である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が狭く比較

的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に青灰色ないし明黄褐色を呈する。胎土も同色で、砂粒をわ

ずかに含むが混入物は総じて少なく轍密である。焼成は極めて良好でよくしまっている。 58は底径10.0cm、

内面底径11.0cm、高台内径8.4cm、高台高0.5cm、遺存部分の器高は2.4cmで、ある。底部は平底でほとんど突

出しない。体部は下部で強く内湾し、そのままほぼゆるやかに内湾しながら立ち上がるものと考えられる。

高台は貼り付けで、断面平行四辺形の“ハ"字形である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全

面には間隔がやや狭く弱いロクロ目を残す。色調は内面が灰白色、外面は灰色を呈する。胎土は内面と同

色で、黒色粒子が少量ながらやや目立つほか、白色粒子や雲母微粒子を少量含み、轍密である。焼成は良

好でよくしまっている。 59は口径11.8cm、内面底径7.2cm、遺存部分の器高は2.5cmである。体部は下部が

ゆるやかに内湾しながら立ち上がり、口縁部はごくわずかに外反する。高台の形状は不明だが、貼り付け

によるものと考えられる。内面外面共に間隔が狭く明瞭なロクロ目を全面に残す。色調は内面外面共に灰

白色を呈する。胎土も同色で、白色微粒子と灰色微粒子を少量、雲母微粒子をわずかに含み、比較的轍密

である。焼成は普通だがしまっている。 60は底径10.4cm、高台内径8.2cm、高台高1.0cm、遺存部分の器高

は1.8cmである。底部は平底でほとんど突出しない。高台は貼り付けで、断面平行四辺形を呈する輪高台

である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が広く弱いロクロ目を残す。色調は内

面が灰白色、外面は灰白色ないし灰色を呈する。胎土は外面と同色で、白色粒子と雲母微粒乎を多量に含

むが、比較的轍密である。焼成はやや不良で、しまりは弱い。 61は底径10.0cm、内面底径10.8cm、高台内

径8.4c皿、高台高0.5cm、遺存部分の器高は1.6cmである。底部はわずかに突出するが平底で、体部は下部で

強く内湾し、そのまま直線的に立ち上がるものと考えられる。高台は貼り付けで断面が低い平行四辺形の

“ハ"字形高台である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が狭くやや弱いロクロ

目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色でやや粗く、黒色粒子や砂粒、石英粒などを

それぞれ中量含む。焼成は比較的良好でしまっている。 62は底径9.0cm、高台内径7.4cm、高台高0.8cm、遺

存部分の器高は1.5cmである。底部は平底だが若干突出する。高台は貼り付けで、断面逆三角形の輪高台

-77-



である。底部は回転へラ切り無調整、体部外面と内面全面には間隔が比較的広く弱いロクロ目を残す。色

調は内面外面共に灰色を呈する。胎土も同色で、石英粒と白色粒子を少量含み、轍密である。焼成は良好

でしまっている。 63は底径8.4cm、内面底径10.8cm、高台内径6.8cm、高台高0.6cm、遺存部分の器高は1.5cm

である。底部は平底でほとんど突出しない。体部は下端で“く"字形に折れ曲がり、そのまま直線的に立

ち上がるものと考えられる。高台は貼り付けで断面逆台形の輪高台である。底部外面は回転へラケズリ、

体部外面と内面全面には間隔が広く弱いロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同

色でやや組く、黒色粒子が目立つほか、雲母微粒子を多量、白色粒子を少量含む。焼成はやや不良で若干

脆くなっている。 64は底径9.4cm、高台内径7.6cm、高台高0.6畑、遺存部分の器高は1.5cmである。底部は

平底だがわずかに突出し、体部はやや急角度で直線的に立ち上がるものと考えられる。高台は貼り付けで、

断面長方形の低い輪高台である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔がやや広く弱

いロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土も同色で、石英粒がやや目立つほか、黒色微

粒子をわずかに含み、轍密である。焼成は普通だがしまっている。 65は底径9.2cm、高台内径7.6cm、高台

高0.6cm、遺存部分の器高は1.2cmである。底部は平底でほとんど突出しない。高台は貼り付けで断面平行

四辺形の“ハ"字形である。底部外面は回転へラケズリ、その他の部分はすべてロクロナデで整形される。

色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土もほぼ同色で、砂粒を中量、黒色粒子を少量、雲母微粒子をわ

ずかに含み、比較的轍密である。焼成は普通でしまっている。 66は底径8.8cm、内面底径7.4cm、高台高0.7

cm、遺存部分の器高は1.9cmである。底部は丸底気味でやや突出する。体部は急角度で直線的に立ち上が

るものと考えられる。高台は貼り付けで、断面三角形の輪高台である。底部外面は回転へラケズリ、体部

外面と内面全面には間隔が密で比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土も

同色で、白色粒子と黒色砂粒を少量含み、轍密である。焼成は普通だがしまっている。 67は底径10.0cm、

内面底径10.4cm、高台内径9.0cm、高台高0.5cm、遺存部分の器高は2.0cmである。底部はわずかに突出する

が平底で、体部は下部で“く"字形に折れ曲がり、そのまま直線的に立ち上がるものと考えられる。高台

は貼り付けで断面逆三角形である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が狭く比較

的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で黒色粒子が目立つほか、砂

粒や白色粒子を中量含み、比較的轍密である。焼成は良好でしまっている。 68は底径8.6cm、内面底径10.

Ocm、高台内径7.0cm、高台高0.6cm、遣存部分の器高は1.6cmである。底部は丸底でやや突出する。体部は

下部で“く"字形に折れ曲がり、そのまま直線的に立ち上がるものと考えられる。高台は断面平行四辺形

の“ハ"字形である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が密で比較的明瞭なロク

ロ目を残す。色調は内面が黄灰色、外面は灰色を呈する。胎土は明緑灰色ないし灰白色で、石英粒と黒色

砂粒を中量混入し、轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。 69は底径11.0叩、内面底径9.4

cm、高台高l.1cm、遣存部分の器高は1.7cmである。底部は丸底気味で突出し、体部はゆるやかに内湾しな

がら立ち上がるものと考えられる。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が密で明瞭

なロクロ目を残す。色調は内面が灰白色、外面は灰色ないし灰白色を呈する。胎土は内面と同色で、黒色

微粒子と白色微粒子を少量、雲母粒子をわずかに含み、比較的轍密である。焼成は普通だがやや脆くなっ

ている。 70は底径11.0cm、底部内径10.8cm、高台内径9.2cm、高台高0.7叩、遺存部分の器高は1.5四である。

底部はやや丸底気味で強く突出する。体部は下端で強く内湾し、そのままゆるやかに内湾しながら立ち上

がるものと考えられる。高台は貼り付けで、断面平行四辺形の“ハ"字形である。底部外面は回転へラケ
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ズリ、体部外面と内面全面には間隔がやや狭く、比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に白色

を呈する。胎土も同色で、砂粒を中量、雲母微粒子を少量含み、轍密である。焼成は普通だが風化してお

り脆くなっている。 72は底径7.0cm、高台内径6.0cm、高台高0.6cm、遣存部分の器高は1.4cmで、ある。底部

は平底でほとんど突出しない。高台は貼り付けで断面逆三角形の“ハ"字形である。底部外面は回転へラ

ケズリ、高台と底部内面は間隔が狭く非常に弱いロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。

胎土も同色で、灰色粒子が少量ながらやや目立つほか黒色粒子を中量含み、轍密である。焼成は良好でし

まっている。 77は底径8.6cm、内面底径9.6cm、高台内径7.4c皿、高台高0.4畑、遺存部分の器高は1.5cmで、あ

る。底部は厚く、平底だがわずかに突出する。体部は下部で“く"字形に折れ曲がり、そのまま直線的に

立ち上がるものと考えられる。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が密で弱いロク

ロ目を残す。色調は内面外面共に明青灰色ないし灰白色を呈する。胎土は灰白色で、石英粒がやや目立つ

ほか黒色微粒子と雲母微粒子をわずかに含み、比較的轍密である。焼成は良好でしまっている。 78は底径

10.8cm、内面底径11.2cm、高台内径9.8c皿、高台高0.7cm、遺存部分の器高は2.lcmで、ある。底部は平底だが

若干突出する。体部は下端で“く"字形に折れ曲がり、そのまま直線的に立ち上がるものと考えられる。

高台は貼り付けで断面長方形の輪高台である。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔

が密で比較的明瞭なロクロ目を残す。なお体部外面には透明ガラス質の軸がかかる。色調は内面が灰白色、

外面は無軸部分が灰白色ないし暗オリーブ灰色で、軸はオリーブ灰色を呈する。胎土は内面とほぼ同色で、

黒色微粒子と砂粒を少量含むが混入物は総じて少なく、非常に轍密である。焼成は極めて良好でよくしまっ

ている。 81は底径8.0cm、高台内径6.8cm、高台高0.7cm、遺存部分の器高は1.2cmで、ある。底部は平底でほ

とんど突出しない。高台は貼り付けで断面爪形の輪高台である。底部外面は回転へラケズリ、高台と底部

内面には間隔が狭く非常に弱いロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、砂

粒と白色粒子を少量含み、比較的轍密である。焼成は普通だが若干脆くなっている。 82は底径6.8cm、底

部内径6.4cm、高台内径5.4cm、高台高0.6cm、遺存部分の器高は1.8cmである。底部は平底だが若干突出す

る。体部は下部で強く内湾し、急角度でゆるやかに内湾しながら立ち上がるものと考えられる。高台は貼

り付けで断面平行四辺形の“ハ"字形である。遺存部分にはすべて間隔が狭く比較的明瞭なロクロ目を残

す。色調は内面が明青灰色、外面は灰白色を呈する。胎土は青灰色ないし灰白色で、砂粒を少量含み、轍

密である。焼成は良好でよくしまっている。 83は底径6.4四、高台内径5.2cm、高台高0.2cm、遺存部分の器

高は1.1cmである。底部は厚く、平底でほとんど突出しない。体部はゆるやかに内湾しながら立ち上がる

ものと考えられる。高台は貼り付けで、断面爪形の低い“ハ"字形である。底部外面は回転へラケズリ、

高台と底部内面には間隔が広く非常に弱いロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も

同色で、黒色粒子が少量ながらやや目立つほか、灰色粒子を少量含むが総じて混入物は少なく、比較的轍

密である。焼成は良好でしまっている。 84は底径8.4cm、高台内径7.0cm、高台高0.7cm、遺存部分の器高は

1.3佃である。底部は平底だが強く突出する。高台は貼り付けで、断面爪形の輪高台である。底部外面は

回転へラケズリ、高台と底部内面には間隔が狭く比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白

色を呈する。胎土は灰色ないし灰白色で、石英粒と砂粒を中量含み、比較的轍密である。焼成は普通だが

しまっている。

73・79・80は灰軸陶器の高台付皿である。 73は底径7.0cm、高台内径5.4cm、高台高0.7cm、底部は平底で、
体部はゆるやかに内湾しながら立ち上がるものと考えられる。高台は貼り付けで、やや内湾する爪形を呈
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するいわゆる三日月高台である。遺存部分はすべて間隔が広く非常に弱いロクロ目を残し、体部内面には

透明ガラス質の粕がかかる。色調は内面の無軸部分と外面が灰白色、軸は暗オリーブ色を呈する。胎土は

無軸部分と同色で、白色砂粒がやや目立つほか、黒色微粒子を中量含み、徹密である。焼成は良好でよく

しまっている。 79は底径7.5cm、高台内径6.6cm、高台高1.0cm、遺存部分の器高は1.9cmである。底部は平

坦で突出せず、体部はゆるやかに内湾しながら浅い角度で立ち上がる。高台は貼り付けで断面内湾する爪

形のいわゆる三日月高台に類するものである。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面はロクロ

ナデで整形されたものと考えられるが、その痕跡はほとんどみられない。体部内面には透明ガラス質の軸

がかかる。色調は内面の無軸部と外面が灰白色、軸はオリーブ灰色を呈する。胎土は灰白色で、石英粒や

砂粒を中量含み、轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。 80は底径7.8cm、高台内径6.2cm、高台

高1.0cm、遺存部分の器高は2.1cmである。底部は平底で突出せず、体部はゆるやかに内湾しながら立ち上

がるものと考えられる。高台は貼り付けで、断面爪形を呈するいわゆる三日月高台と呼ばれるものに類す

る。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面はロクロ整形と考えられるがほとんど痕跡は見られ

ない。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、灰色微粒子をわずかに含み轍密である。焼成

は良好でよくしまっている。

74は高台付の盤で、底径14.0c皿、内面底径14.6cm、高台内径12.8cm、高台高1.0cm、遺存部分の器高は2.3

cmである。底部は非常に薄く、平底だがやや強く突出する。体部は下端で“く"字形に折れ曲がり、その

まま直線的に立ち上がるものと考えられる。高台は貼り付けで、断面逆砲弾形の輪高台である。底部外面

は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が密で明瞭なロクロ目を残す。なお体部外面と内面全面、

および高台外面には透明ガラス質の軸がかかる。色調は内面外面共に無軸部が灰白色ないし灰色、軸は暗

オリーブ灰色ないし灰白色を呈する。胎土は灰白色で、黒色粒子が目立つほか白色粒子を中量含み、非常

に轍密である。焼成は極めて良好でよくしまっている。

71・75・76は杯もしくは鉢である。 71は鉢で、底径7.0cm、内面底径9.4cm、遺存部分の器高は2.1cmであ

る。底部は突出する平底で安定している。体部は下部で“く"字形に折れ曲がり、急角度で直線的に立ち

上がる。底部外面は回転へラケズリ、体部外面と内面全面には間隔が密で弱いロクロ目を残す。色調は内

面が灰色、外面は灰白色を呈する。胎土は外面とほぼ同色でやや組く、白色粒子や石英粒、砂粒を少量含

む。焼成は極めて良好でよくしまっている。 75は底径13.6cm、内面底径12.6cm、遺存部分の器高は3.1cmで

ある。底部は平坦で非常に安定している。体部は急角度で直線的に立ち上がる。底部外面は回転へラケズ

リ、体部外面と内面全面には間隔がやや狭く比較的明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を

呈する。胎土も同色でやや粗く、白色粒子と灰色粒子、砂粒を少量含む。焼成は比較的良好でしまってい

る。 76は鉢もしくは椀で口径11.2cm、遺存部分の器高は4.3cmで、ある。体部はゆるやかに内湾しながら急

角度で立ち上がりる。内面外面共に間隔が広く明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈す

る。胎土も同色で、白色粒子と砂粒を中量含み、徹密である。焼成は良好でよくしまっている。

イ.聾・瓶子(第43図~第47図、第16表、図版20-図版23)

1-7は長頚瓶の口縁部で、 1• 6は灰軸陶器である。 lは復元口径13.6cm、遺存部分の器高は4.1cm

である。口縁部はゆるやかに広がりながら立ち上がり、頚部とは明瞭に区別されない。口唇部には幅1.1

cmで、断面逆三角形の端面を形成する。全面にオリーブ灰色ないし暗オリーブ色の不透明ガラス質の軸がか

かるが、二次的に被熱しているため飴状に発泡したり剥がれてしまっている部分がある。色調は内面外面
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共に灰白色を呈する。胎土も同色で、石英粒を少量含み轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまって

いる。 2は復元口径11.4cm、遺存部分の器高は2.9cmである。口縁部は比較的強く広がりながら立ち上が

り、頚部とは明瞭に区別されない。口唇部には幅1.1cmで断面逆三角形の端面を形成する。色調は内面が

灰白色、外面は灰色を呈するが、内面には灰オリーブ色の自然、粧がかかっている。胎土は外面と同色で、

黒色粒子が目立つほかは砂粒を若干量含むが混入物は総じて少なく、轍密である。焼成は非常に良好で、

きわめてよくしまっている。 3は復元口径11.6cm、遺存部分の器高は3.0cmである。口縁部は中位に比較

的明瞭な段を持ってやや強く広がり、頚部との境はやや不明瞭である。口唇部には幅0.9cmで断面が‘γ'

字形の端面を形成する。色調は内面が灰色、外面は灰白色を呈するが、内面には暗オリーブ色の自然軸が

かかる。胎土は外面とほぼ同色で、黒色粒子が目立つほか白色粒子と砂粒を少量含み、轍密である。焼成

は非常に良好で、きわめてよくしまっている。 4は復元口径13.0cm、遺存部分の器高は2.6cmである。口

縁部は強く直線的に広がる。口唇部はほぼ真横に挽き出され、幅0.5cmで、断面“Y"字形の端面を形成す

る。色調は内面外面共にやや青みがかった灰色を呈する。胎土も同色で、石英粒がやや目立つほか、白色

粒子や砂粒、黒色粒子などを少量含み、比較的轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。 5は復元

口径11.8cm、遺存部分の器高は2.8である。口縁部は中位に非常に明瞭な段を持ち強く広がるが、上部は

わずかに受口状となる。頚部との境は明瞭である。口唇部には幅1.3cmで、断面が“T"字形の端面を形成す

る。色調は内面が灰白色、外面は灰白色ないし灰色で、内面には色調は不明だが自然軸がかかっていたも

のと考えられる。胎土は内面と同色で、白色粒子が目立つほかは砂粒を若干量含む程度で総じて混入物は

少なく、徹密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。 6は復元口径11.0cm、遺存部分の器高は

2.5cmである。口縁部はゆるやかに広がりながら立ち上がるが、上部は比較的強く聞き、頚部との境は不

明瞭である。口唇部はほぼ真横に挽き出され、幅1.0cmで断面逆三角形の端面を形成する。内面外面共に

不透明ガラス質の軸がかかり、色調は内面が暗オリーブ色、外面は暗オリーブ色ないし灰色を呈する。胎

土は灰黄色ないし灰白色で、石英粒を少量含むほかほとんど混入物は認められず、非常に轍密である。焼

成は良好で、よくしまっている。 7は復元口径7.8cm、遺存部分の器高は3.0cmで、ある。口縁部は短くわず

かに外反し、頚部との境は不明瞭である。口唇部は幅0.8cmで断面“Y"字形の端面を形成する。色調は

内面がオリーブ黒色、外面は黄灰色を呈する。胎土は灰白色で、砂粒や白色粒子、黒色粒子をそれぞれ少

量含み、比較的轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。

8 -15は長頚瓶の頚部である。なお12・14を除き、すべて灰軸陶器である。 8ほ頚部径6.0cm、遺存部
分の器高は4.2cmで、ある。頚部は比較的太く、下部が円筒状に直立するが、上部はゆるやかに広がりなが

ら立ち上がる。遺存しないが体部は強く張るものと考えられる。色調は内面外面共に灰白色だが、外面に

は半透明ガラス質の粧がかかり、灰オリーブ色を呈する部分がある。胎土は内面と同色で、砂粒を少量含

むほか混入物はほとんど認められず、非常に轍密である。焼成はきわめて良好で、よくしまっている。薄

手の作りである。 9は頚部径5.2cm、遺存部分の器高は5.5cmである。頚部は比較的細く、下部からごくわ

ずかに広がりながら立ち上がる。遺存しないが体部は肩が強く張るタイプと考えられる。色調は内面外面

共に黄灰色だが、外面には不透明ガラス質の軸がかかり、灰オリーブを呈する部分がある。胎土は灰白色

で、白色粒子や石英粒、黒色粒子を少量含み、轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。比

較的薄手の作りである。 10は頚部径4.0cm、遺存部分の器高は4.5cmである。頚部は細く、下部がほぼ円筒

状に直立するが、上部はごくわずかに広がりながら立ち上がる。遺存しないが体部は肩が強く張るタイプ
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と考えられる。色調は内面が黒色、外面には全面に半透明ガラス質の軸がかかり、灰オリーブ色を呈する。

胎土は灰色で、白色粒子や石英粒、黒色粒子などを少量含み、轍密である。焼成は非常に良好で、よくし

まっている。やや厚手の作りである。 11は頚部径5.0cm、遺存部分の器高は3.7cmで、ある。頚部はやや細く、

下部がごくわずかに内側に傾くが円筒状で、遺存しないが体部は肩が強く張るタイプと考えられる。色調

は内面が灰色、外面には全面に半透明ガラス質の軸がかかり、灰オリーブ色を呈する。胎土はにぶい黄樺

色で、砂粒をわずかに含むほかに混入物は認められず、轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまって

いる。非常に薄手の作りである。 12は頚部径4.4cm、遺存部分の器高は6.3cmである。頚部は細く、円筒状

でほとんど広がらずに立ち上がる。遺存しないが体部は胴部中位が強く張る球胴型と考えられる。色調は

内面外面共に灰白色を呈する。胎土もほぼ同色で、白色粒子や石英粒、砂粒、黒色粒子などをそれぞれ少

量含み、若干粗い。焼成は良好で、よくしまっている。厚手の作りである。 13は頚部径7.4cm、遺存部分

の器高は6.3cmである。頚部は太く、ごくわずかに広がりながら立ち上がる。遺存しないが体部は胴部中

位が強く張る球胴型を呈するものと考えられる。色調は内面外面共に白色に近い灰白色だが、外面には透

明ガラス質の軸がかかり、オリーブ灰色を呈する部分がある。胎土もほぼ同色で、黒色粒子が目立つほか、

白色粒子や石英粒を少量含み、撤密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。比較的薄手の作り

である。 14は頚部径5.4cm、遺存部分の器高は3.0cmである。頚部はやや細く、ごくわずかに広がりながら

立ち上がる。遺存しないが体部は胴部中位が強く張る球胴型と考えられる。色調は内面外面共に灰色を呈

する。胎土も同色で、白色粒子や砂粒を少量含み、比較的轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまっ

ている。厚手の作りである。 15は頚部径6.8cm、遺存部分の器高は3.0cmである。頚部は太く、円筒状で直

立する。遺存しないが体部は肩が強く張るタイプと考えられる。色調は灰白色、外面は灰色だが、外面に

は透明ガラス質の粧がかかり、オリーブ灰色を呈する部分がある。胎土は外面と同色で白色粒子や黒色粒

子を少量含み、徹密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。比較的薄手の作りである。

16は提瓶の頚部である。頚部はやや広がりながら立ち上がるが、上部でわずかに内湾する。色調は内面

が暗灰黄色、外面は黄灰色を呈し、外面には自然軸がかかる部分があるが、ほとんど色は変わらない。胎

土は灰白色で、白色粒子や石英粒を少量、黒色粒子をわずかに含み、轍密である。焼成は良好でよくしまっ

ている。比較的厚手の作りである。

17・18は瓶子の体部である。 17は頚部径4.0cm、胴部最大径12.0cm、遺存部分の器高は7.2cm、胴部最大

径は中位にある。体部は胴部中位が強く張る球胴型で、頚部は狭くすぼまっている。色調は内面外面共に

やや青みを帯びた灰白色を呈する。胎土も同色で石英粒が少量ながら目立つほか、白色粒子や砂粒を中量

含み、やや粗い。焼成は良好で、よくしまっている。比較的厚手の作りである。 18は胴部最大径11.6cm、

遺存部分の器高は4.0cm、胴部最大径は肩部にある。体部は肩が強く張るが、明瞭な稜は認められない。

色調は内面外面共に白色に近い灰白色だが、外面には自然柚がかかり、オリーブ黒色を呈する部分がある。

胎土も同色で、黒色粒子が目立つほか、白色粒子や石英粒を少量含み、轍密である。焼成は非常に良好で、

よくしまっている。比較的厚手の作りである。

19・20は提瓶の被蓋部もしくは体部である。 19は遺存部分の器高6.3cmである。外面には明瞭な回転カ

キ目調整、内面には回転へラナデを施す。包調は内面外面共にやや青みがかった灰色を呈する。胎土は灰

赤色ないし灰色で、白色粒子や砂粒を中量含み、轍密である。焼成は良好で、きわめてよくしまっている。

20は遺存部分の器高5.3cmである。外面には非常に明瞭な回転カキ目を施し、内面は体部が指頭押捺後回
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転ナデ、被蓋部には指頭圧痕を残す。色調は内面が灰色、外面はにぷい赤褐色ないし灰色を呈する。胎土

は灰褐色ないし灰色で、やや大きい石英粒が目立つほか、白色微粒子を多量、灰色粒子を少量含み、やや

粗い。焼成は普通だが、よくしまっている。

21--36は瓶子の底部である。なお32・36は灰軸陶器である。 21は底径7.4畑、高台外径7.6畑、遣存部分

の器高は2.7cmである。底部は若干突出し、体部はわずかに内湾しながらやや急角度で立ち上がる。底部

外面は回転へラケズリ調整を施す。高台は貼付けでやや高く、断面が台形である。色調は内面が灰白色、

外面は明青灰色ないし灰白色だが、内面底部には自然軸が付着しておりオリープ黒色を呈する。胎土は灰

白色で、石英粒と砂粒を少量含むほか混入物は認められず、轍密である。焼成は良好で、よくしまってい

る。 22は底径5.4cm、高台外径5.5cm、遺存部分の器高は3.0咽である。底部は比較的平坦で、体部はわずか

に内湾しながら急角度で立ち上がる。底部外面は回転へラケズリを施す。高台は貼付けで低く、断面はハ

字形である。色調は内面が灰色、外面は青灰色だが、底部内面には自然軸が付着しており緑灰色を呈する。

胎土は灰白色で、石英粒と灰色粒子をそれぞれ少量含むほか特に混入物は認められず、轍密である。焼成

は良好で、よくしまっている。 23は底径6.6畑、高台外径7.0個、遺存部分の器高は2.5cmである。底部は平

坦で、体部はやや急角度でわずかに内湾しながら立ち上がる。底部外面には回転へラケズリを施すものと

考えられる。高台は貼付けでやや高く、断面が台形である。色調は内面外面共に灰色だが、底部内面には

自然軸が付着しておりオリーブ灰色を呈する。胎土も同色で、石英粒を少量含むほか特に混入物は認めら

れず、徹密である。焼成は良好で、しまっている。 24は底径7.0cm、高台外径も7.0cm、遺存部分の器高は

4.8cmである。底部は丸底気味に突出し、体部はわずかに内湾しながら比較的急角度で立ち上がる。底部

は回転へラケズリを施し薄手だが、体部は厚い。高台は貼付けで低く、断面はハ字形である。色調は内面

が灰白色、外面は明青灰色ないし灰色だが、内面には自然軸がかかり、暗オリーブ色を呈する。胎土は内

面と同色で、石英粒と雲母様微粒子を少量含み、轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。 25は底

径9.0cm、高台外径9.4畑、遺存部分の器高は3.8四である。底部はわずかに突出し、体部は急角度で比較的

直線的に立ち上がる。底部外面は回転へラケズリを施す。高台は貼付けで低く、断面ハ字形である。色調

は内面外面共に灰白色だが、底部内面と高台外面には自然軸が付着し、灰オリープ色を呈する。胎土もほ

ぼ同色で、石英粒を少量、雲母様微粒子をわずかに含み、轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。

26は底径8.8個、高台外径8.4cm、遺存部分の器高は4.5cmである。底部は丸底気味で、体部は浅い角度でわ

ずかに内湾しながら立ち上がる。底部と体部の境は明瞭でない。底部外面には回転へラケズリを施す。高

台は貼付けでやや高く、断面ハ字形である。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、雲母様

微粒子を少量、石英粒をわずかに含み、轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。 27は底径10.0皿、

高台外径10.4cm、遺存部分の器高は1.6cmである。底部は丸底気味で、遺存しないが体部は比較的浅い角

度で立ち上がるものと考えられる。底部外面には丁寧な回転へラケズリを施す。高台は貼付けで低く、断

面がハ字形である。色調は内面外面共に灰白色ないし灰色を呈する。胎土は灰白色で、雲母様微粒子をわ

ずかに含むほか混入物は認められず、非常に轍密である。焼成はやや不良だが、しまっている。 28は底径

8.0叩、遺存部分の器高は2.9cmである。底部は丸底で、体部は浅い角度で内湾しながら立ち上がる。底部

外面は回転へラケズリを施し、底部と体部との境は意識されていなし、。高台は貼付けだが、すべて脱落し

てしまっているため形状などははっきりしない。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土は灰白色で、砂

粒と石英粒を少量含み、比較的徹密である。焼成は良好で、よくしまっている。 29は底径7.8cm、高台外
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径8.8c皿、遺存部分の器高は3.0cmである。底部は丸底で、体部は浅い角度でわずかに内湾しながら立ち上

がる。底部外面には回転へラケズリを施す。底部と体部との境は意識されていない。高台は貼付けで高く、

断面がハ字形である。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土もほぼ同色で、雲母様微粒子を少量、石

英粒をわずかに含み、やや粗い。焼成は良好で、よくしまっている。 30は底径7.4cm、高台外径8.0cm、遺

存部分の器高は3.6cmである。底部は比較的平坦で、体部はやや急角度で直線的に立ち上がる。底部外面

と体部外面下端には回転へラケズリを施す。高台は貼付けで低く、断面は崩れたハ字形である。色調は内

面外面共に灰白色だが、底部内面には自然軸が付着し、灰オリープ色を呈する。胎土も同色で、石英粒が

目立つほか、雲母様微粒子を中量含み、比較的轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。 31は底径

6.6cm、高台外径7.0cm、遺存部分の器高は3.0cmである。底部は平坦で、体部はやや急角度でわずかに内湾

しながら立ち上がる。底部外面と体部外面下端には回転へラケズリを施す。高台は貼付けでやや低く、断

面はハ字形を呈する。色調は内面が灰白色、外面は灰黄褐色だが、底部内面と高台外面には自然軸が付着

し、灰オリーブ色を呈する部分がある。胎土は内面とほぼ同色で、石英粒と雲母様微粒子をそれぞれ少量

含み、轍密である。焼成は非常に良好で、きわめてよくしまっている。 32は底径11.6cm、高台外径12.0cm、

遺存部分の器高は3.6cmである。底部は平坦で、体部はやや急角度で直線的に立ち上がる。底部外面は回

転へラケズリを施す。高台は貼付けで比較的高く、断面はハ字形を呈する。色調は内面が灰色、外面は黄

灰色だが、外面には透明ガラス質の軸が薄くかかり、灰オリーブ色ないしオリーブ黒色を呈する部分があ

る。胎土は黄灰色ないし灰白色で、石英粒と砂粒、雲母様微粒子をそれぞれ少量含み、轍密である。焼成

は良好で、よくしまっている。 33は底径13.6cm、高台外径も13.6cm、遺存部分の器高は3.3cmである。底部

は遺存しないので不明だが、体部は比較的急角度で直線的に立ち上がる。体部外面下端には回転へラケズ

リを施す。高台は貼付けでやや低く、断面は丸みを帯びたハ字形である。色調は内面が灰色、外面は灰色

-ないしオリーブ灰色を呈する。胎土はオリーブ灰色ないし褐灰色で、白色粒子を中量、石英粒と雲母様微

粒子を少量含み、比較的轍密である。焼成はやや不良で、あまりしまっておらず、瓦質に近くなっている。

34は底径14.4cm、高つだ以外系14.6cm、遣存部分の器高は4.5cmである。底部は若干丸みを帯び、体部は比

較的急角度でわずかに内湾しながら立ち上がる。底部外面には回転へラケズリを施す。高台は貼付けで低

く、断面は台形である。色調は内面が灰色、外面は暗灰黄色ないし灰白色を呈する。胎土は灰白色ないし

灰色で、石英粒をわずかに含むほかは特に混入物は認められず、撤密である。焼成は良好で、よくしまっ

ている。 35は底径15.0cm、遺存部分の器高は4.2cmである。底部は平坦で、体部はやや急角度でわずかに

内湾しながら立ち上がる。底部外面と体部外面下端には回転へラケズリを施す。高台は貼付けだがほとん

ど脱落してしまっているため、形状ははっきりしない。色調は内面が灰色、外面は灰色ないし暗灰色を呈

する。胎土は内面と同色で、白色粒子や石英粒、砂粒および雲母様微粒子をそれぞれ中量含み、やや粗い。

焼成は普通だが、あまりしまっておらず、瓦質に近くなっている。 36は底径12.6cm、高台外径13.4cm、遺

存部分の器高は5.5cmである。底部はやや丸みを帯び、体部は比較的浅い角度でごくわずかに内湾しなが

ら立ち上がる。底部と体部との境はあまりはっきりしない。高台は貼付けで低く、断面は台形である。色

調は内面が灰白色、外面はにぷい檀色ないし灰褐色だが、外面には透明ガラス質の軸が薄くかかっており、

灰黄色ないし黒色を呈する部分がある。胎土は内面と同色で、石英粒を少量、砂粒をわずかに含み轍密で

ある。焼成は非常に良好で、きわめてよくしまっている。

37・38は小壷である。 37は口径6.2cm、底径7.6cm、器高6.1cm、最大径は7.6cmで肩部にある。底部は平
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坦で、体部は急角度でわずかに内湾しながら立ち上がり、頚部はあまりすぼまらない。口縁部はやや高く、

わずかに内傾するがほぼ直立し、口唇部には端面を形成しない。底部にはゆるい回転糸切りもしくは静止

糸切り痕を残す。色調は内面が灰白色ないし灰色、外面は灰色だが、口縁部外面から肩部外面と口縁部内

面および底部内面には自然粕が薄く付着し、オリーブ黒色ないしオリーブ灰色を呈する。胎土は内面とほ

ぼ同色で、砂粒と灰色粒子をわずかに含むほか特に混入物は認められず、非常に轍密である。焼成は極め

て良好で、よくしまっている。 38は口径3.8cm、底径3.2cm、器高3.2四、最大径は5.8叩で肩部にある。底

部はわずかに窪み、体部は強く内湾しながら立ち上がる。頚部は短くあまりすぼまらずにそのまま口縁部

にいたる。口縁部と頚部はあまり明瞭に区別されておらず、小型の短頚壷というべき器形である。底部外

面には回転糸切り痕を残す。内面に煤状の付着物が見られるほか、口縁部外面から肩部外面にかけて無色

透明な自然、軸が薄くかかっている。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土は灰白色で、灰創立子を少量、

石英微粒子をわずかに含むほか特に混入物は認められず、非常に轍密である。焼成は極めて良好で、ょく

しまっている。

39-44・46-48は聾の口縁部ないし頚部である。 39は口径31.6cm、遺存部分の器高は4.0cmである。口
縁部は浅い角度でゆるやかにラッパ状に広がる。口唇部は下にL字形に折り返され幅1.5cmの縁帯を形成す

る。比較的厚手の作りで、内面外面共に明瞭なロクロ目を残す。色調は内面が黄灰色、外面は黄色味の強

い黒色を呈し、内面には薄く自然軸がかかる。胎土は灰白色で、黒色粒子を中量、白色粒子や砂粒を少量

含み、やや粗い。焼成は非常に良好で、きわめてよくしまっている。 40は口径27.8cm、遺存部分の器高は

4.2cmである。口縁部はやや急角度でゆるやかににラッパ状に広がる。口唇部は真横に挽き出され、幅1.4

cmで断面T字形の縁帯を形成する。全面に自然軸が薄くかかっており、色調は内面が黄灰色、外面は灰白

色を呈する。胎土は外面とほぼ同色で、白色粒子や黒色粒子、雲母様微粒子をそれぞれわずかに含み、比

較的轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。 41は口径28.0cm、遺存部分の器高は3.8cmで

ある。口縁部は浅い角度で直線的に広がる。口唇部は外側に巻き込まれ、幅1.4佃で管状の縁帯を形成す

る。内面全面に自然軸がかかっており、色調は内面が黄灰色、外面は灰白色を呈する。胎土は外面と同色

で、黒色粒子を中量、白色粒子と雲母様微粒子を少量、石英粒をわずかに含み轍密である。焼成は非常に

良好で、きわめてよくしまっている。 42は遺存部分の器高4.0cmである。口縁部は浅い角度でゆるやかに

ラッパ状に広がる。口唇部は折り返しにより断面菱形の縁帯を形成する。口縁部外面には1条の波状沈線

文が描かれる。全面に自然軸が薄くかかっており、色調は内面外面共に灰色ないし黄灰色を呈する。胎土

は灰色で、白色粒子や石英粒、雲母様微粒子をそれぞれわずかに含み、轍密である。焼成は非常に良好で、

きわめてよくしまっている。 43は頚部内径22.2cm、頚部外径25.6cm、遺存部分の器高は5.4cmである。頚

部はやや狭くすぼまり、 “く"字形に折れ曲がる。口縁部は急角度でゆるやかに外反しながら立ち上がる。

厚手の作りで、全面に細かく明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土もほぼ同色

で、白色粒子や石英粒、砂粒をそれぞれ少量含み、比較的鰍密である。焼成は良好、よくしまっている。

44は頚部内径17.6四、頚部外径20.0cm、遺存部分の器高は5.6cmで、ある。頚部は比較的狭くすぼまり、 “く"

字形に折れ曲がる。口縁部は強く外反しながら立ち上がる。内面には比較的明瞭なロクロ目、外面には斜

方向の平行叩き目を残す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土もほぼ同色で、白色粒子と石英粒を少

量含み、轍密である。 焼成は良好で、よくしまっている。 46は口径20.2cm、 頚部内径16.2cm、頚部外径

21.8cm、遺存部分の器高は5.2cmで、ある。頚部はやや狭くすぼまり“く"字形に折れ曲がる。口縁部は急
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角度で外反しながら立ち上がり、口層部には折り返しにより、丸みを帯びた幅の狭い縁帯を形成する。色

調は内面がオリーブ灰色、外面は暗オリーブ灰色を呈する。胎土は明オリープ灰色で、白色粒子を少量、

黒色粒子と雲母様微粒子をわずかに含み、轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。 47は口

径20.8畑、遺存部分の器高は4.2cmである。遺存しないが頚部は狭くすぼまるものと考えられ、口縁部は

中位に明瞭な稜を持ち、浅い角度でゆるやかに広がる。口唇部には折り返しにより断面T字形の縁帯を形

成する。薄手の作りで、内面外面共に不明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土

も同色で、灰色粒子を中量、白色粒子を少量、雲母様微粒子をわずかに含み、轍密である。焼成はふつう

だが、よくしまっている。 48は口径18.2cm、頚部内径11.2cm、頚部外径14.0cm、遺存部分の器高は6.3四で

ある。口縁部はやや急角度でほぼ直線的に立ち上がる。口唇部は不明瞭ながら断面が丸みを帯びるT字形

の縁帯を形成する。色調は内面外面共灰白色だが、内面には自然、軸が付着した痕跡が残る。胎土も同色で、

白色粒子や砂粒、雲母様微粒子をそれぞれわずかに含み、轍密である。焼成は非常に良好で、きわめてよ

くしまっている。

45は壷の胴部で、遺存部分の器高9.7c皿、最大径は21.6cmで胴部中位にある。体部は中位が強く張る球

胴型である。胴部外面上半には平行沈線で区画されたへラ描刺突文を少なくとも 3段施し、内面には不明

瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、石英粒が目立つほか、砂粒を

少量含み、轍密である。焼成は普通で、若干もろくなっている。

49・50は聾もしくは甑の口縁部である。 49は口径21.6cm、頚部内径17.6cm、頚部外径18.6cm、遣存部分
の器高は3.6cmである。体部は膨らまず、頚部はほとんどすぼまらずに弱く “く"字形に折れる。口縁部

は短く、強く外反し、口唇部がわずかに摘み上げられて受け口状になる。体部外面にはやや右上がりの縦

平行叩き目を残す。色調は内面が暗赤褐色、外面は明赤褐色を呈する。胎土は外面と同色で、白色粒子や

石英粒、砂粒、雲母微粒子をそれぞれ少量含み、非常に粗い。焼成はやや不良で、もろくなっている。 50

は口径21.6cm、頚部内径18.6cm、頚部外径19.4cm、遺存部分の器高は3.7cmで、ある。体部はわずかにに膨ら

み、頚部はほとんどすぼまらずに強く“く"字形に折れ曲がる。口縁部は短く直線的に聞き、口唇部はわ

ずかに摘み上げられ、受け口状になる。体部外面にはやや右上がりの縦平行叩き目を残す。色調は内面外

面共に灰白色を呈する。胎土Hも同色で、白色粒子と石英粒、雲母粒子をそれぞれ少量含み、やや粗い。

焼成は良好で、よくしまっている。

51-64は聾もしくは壷の口縁部破片である。 51は外面上部に突帯状の稜を持ち、そこから下に波状カキ

目、 2条の平行沈線、へラ刺突文、 3条の平行沈線、波状カキ目、 2条の平行沈線文を施す。色調は内面

外面共に黄灰色を呈する。胎土も同色で、黒色粒子が少量ながら目立つほか、石英粒を中量、白色粒子を

少量含み、轍密である。焼成は非常に良好で、きわめてよくしまっている。 52は外面に上からへラ刺突文、

2条の平行沈線文を施し、以下は無文である。色調は内面がにぷい黄樺色、外面は黄灰色を呈する。胎土

は灰白色で、石英粒を多量、白色粒子を中量含み、比較的轍密である。焼成は比較的良好で、よくしまっ

ている。 53は突帯状の稜を持ち、その上下に横カキ目調整後、波状カキ目を施す。色調は内面が灰オリー

ブ色、外面が灰白色を呈する。胎土は外面とほぼ同色で、白色粒子や砂粒、雲母微粒子をそれぞれわずか

に含み、轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。 54は外面に上から 2条の平行沈線文、平行カキ

目調整を施す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土は灰白色で、白色粒子と石英粒を少量含み、比較

的轍密である。焼成は良好で、しまっている。 55は外面に上からへラ刺突文、 3条の平行沈線、へラ刺

-90一



W 舎もF;

l
 

p
h
d
 ，
 
J
 
，
 
J
 

/ I I 

60 

〆
/ 

〆
62 

64 。 (1/3) 10cm 

第45図 出土遺物実測国側 須恵器(聾・瓶子)③

突文、 3条の平行沈線、へラ刺突文を施す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土は灰色ないし灰白色

で、白色粒子や石英粒、黒色粒子をそれぞれ少量含み、比較的轍密である。焼成は普通だが、しまってい

る。 56は外面に平行カキ目調整後、波状カキ目を施す。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土もほぼ同

色で、黒色粒子が目立つほか、石英粒を少量含み、比較的轍密である。焼成は非常に良好で、きわめてよ

くしまっている。 57は外面に上から波状カキ目、 2条の平行沈線、波状カキ目、 2条の平行沈線を施した

後、へラナデを施しているため、文様がややつぶれている。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土もほ

ぼ同色で、白色粒子と石英粒を少量、黒色粒子をわずかに含み、轍密である。焼成は非常に良好で、きわ
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めてよくしまっている。 58は外面に上から 3条以上の平行沈線、波状カキ目、 4条の平行沈線波状カキ目

を施す。色調は内面外面共にやや赤味を帯びた灰色を呈する。胎土は雲母が非常に目立つほか、黒色粒子

を中量、白色粒子や石英粒を少量含み、やや粗い。焼成は普通で、もろくなっている。 59は外面に平行カ

キ目調整の後、波状カキ目、 2条の太い平行沈線、波状カキ目を施す。色調は内面外面共に灰色を呈する。

胎土も同色で、白色粒子と石英粒を少量含み、やや粗い。焼成は非常に良好で、よくしまっている。 60は

外面に波状カキ目、 2条の平行沈線を施し、それ以下は無文である。色調は内面が黒色ないし黄灰色、外

面は黒色を呈する。ほぼ全面に不透明な自然軸がかかっており、にぷい光沢を持つ。胎土は灰白色で、石

英粒を少量、黒色粒子と雲母微粒子をわずかに含み、轍密である。焼成は良好で、よくしまっている。 61

は外面に2段の波状カキ目を施す。色調は内面外面共ににぶい黄櫨色ないし灰白色を呈する。胎土もほぼ

同色で、雲母が目立つほか、白色粒子や黒色粒子、赤色粒子をそれぞれ少量含み、やや粗い。焼成は比較

的悪く、しまりは弱い。 62は外面に2段の波状カキ目を施す。色調は内面外面共に褐灰色を呈する。胎土

は灰白色で、砂粒を少量、石英粒と雲母様微粒子をわずかに含み、やや組い。焼成は普通だが、あまりし

まっていない。 63は外面に波状カキ目を施し、内面には指頭押捺痕を残す。色調は内面外面共に灰色を呈

する。胎士は灰白色で、石英粒がやや目立つほか、雲母粒子を中量含み、やや組い。焼成は普通だが、若

干もろくなっている。 64は外面に比較的明瞭な突帯状の稜を持ち、その上下に波状カキ目を施す。色調は

内面外面共に灰色を呈する。胎土は黒色ないし灰色で、石英粒や砂粒を少量含むほか特に混入物は認めら

れず、轍密である。焼成は非常に良好で、きわめてよくしまっている。

65-73は聾の胴部破片である。 65-67は同一個体と考えられ、 65が肩部、 66が胴部中位、 67が胴部下部

である。いずれも内面には同心円状の当て具痕を非常に明瞭に残し、外面には右上がりの縦平行叩き後横

カキ目調整を施す。色調は内面が明青灰色、外面は灰色だが、 65には外面に自然粕が腰着しており灰白色

を呈する部分がある。胎土は紫灰色で、やや大きな石英粒と黒色粒子が少量ながら目立つほか、砂粒や白

色粒子を少量含み、轍密である。焼成は非常に良好で、堅徹である。 68は内面に同心円状の当て具痕を明

瞭に残し、外面には縦平行叩き後平行カキ目調整を施す。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同

色で、黒色粒子が目立つほか、石英粒と砂粒を少量含み、轍密である。焼成は極めて良好で、堅轍である。

69は内面に大きな同心円状の当て具痕を残し、外面には格子目叩きを施す。色調は内面が灰色、外面は黒

色を呈し、外面にはにぷい光沢がある。胎士は内面と同色で、砂粒と黒色粒子を少量含み、轍密である。

焼成は非常に良好で、きわめてよくしまっている。 70は内面に同心円状の当て具痕を残し、外面には斜交

叩きを施す。色調は内面が褐灰色、外面は黄灰色を呈する。胎士は内面と同色で、白色粒子や砂粒、黒色

粒子を少量含み、轍密である。焼成は非常に良好で、よくしまっている。 71は内面には薄い同心円状の当

て具痕を縦へラケズリで消し、外面には右上がりの縦平行叩き目を残す。色調は内面外面共に灰白色を呈

する。胎土もほぼ同色で、砂粒と雲母微粒子を少量含み、徹密である。焼成は比較的良好で、しまってい

る。 72は内面に無文の当て具痕を残し、外面には右上がりの縦平行叩きを施す。色調は内面外面共に灰白

色を呈する。胎土もほぼ同色で、雲母が目立つほか、白色粒子や石英粒、砂粒などをそれぞれ少量含み、

非常に粗い。焼成は悪く、かなりもろくなっている。 73は内面に無文の当て具痕を残し、外面には右上が

りの縦平行叩きを施す。頚部は横ナデで整形される。色調は内面が褐色、外面は黄灰色を呈する。胎士は

褐色ないし黄灰色で、白色粒子や砂粒、雲母様微粒子をそれぞれ少量含み、比較的轍密である。焼成は普

通で、しまっている。
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④ 瓦(第48図、図版24)

今回の調査では、 20点余の瓦が出土している。すべて平瓦であり、丸瓦や軒瓦などは見出されなかった。

またいずれも小破片であるため全容を推定しうるものはないが、そのうち比較的状況が良好なもの7点を

図示した。

1はやや薄手のっくりで、厚さは最大で2.0cmである。凸面には格子目タタキを施し、凹面には布目の

圧痕を残す。端面は側面のみが残っており、山状に面取り加工を行っている。凹面の布目は比較的細かく、

ほとんど乱れていない。揃板痕は不明瞭で、糸切痕は認められない。凸面の格子目は、やや大きい整った

正方形で、若干の潰れがみられるものの十分に明瞭である。色調は凸面凹面共に灰色ないし暗灰色、胎土

は灰白色ないし灰色で、白色粒子や砂粒などを多く含み、やや粗い。焼成は比較的良好である。 2はやや

厚手のっくりで、厚さは最大で3.5cmである。凸面には格子目タタキを施し、凹面には布目の圧痕を残す。

端面は側面の一部のみ遺存しており、表面側のみ面取り加工を行っているようである。凹面の布目は細か

く、やや斜め方向へ引っ張られている様子が伺えるが、弛みなどの乱れは見られない。また揃板痕や糸切

痕は認められない。凸面の格子目は、大きく整った正方形で、ほとんど潰れておらず非常に明瞭である。

色調は凸面凹面共に灰色ないし暗灰色、胎土は灰色で、白色粒子や砂粒、小石粒などを多く含み、やや粗

い。焼成は比較的良好である。 3はやや厚手のっくりで、厚さは最大で3.0cmである。凸面は格子日夕タ

キを施し、凹面には布目の圧痕を残す。端面は瓦当面の一部のみが残っているが、面取り加工などは施さ

れていない。凹面の布目は細かく、あまり乱れていないが、揃板痕が比較的明瞭に見られる。なお糸切痕

は認められない。凸面の格子目は、やや大きい整った正方形で、やや潰れがみられるが、十分に明瞭であ

る。色調は凸面凹面共に灰色、胎土は灰白色ないし灰色で、白色粒子や砂粒、小石粒などの混入物を多く

含み、やや粗い。焼成は良好である。 4は薄手のっくりで、厚さは2.0cmで、ある。凸面には格子目タタキ

を施すが、凹面は磨耗が著しいため不明瞭である。端面は側面の一部のみが残っており、表面側のみ若干

の面取り加工を行っているようである。凸面の格子目は比較的小さい正方形で整っており、比較的明瞭だ

が色調は凸面凹面に灰色、胎土は灰白色ないし灰色で、白色粒子や砂粒をやや多く含んでおり、粗い。焼

成は普通で磨耗が著しく、やや脆くなっている。 5は厚手のっくりで、厚さは最大で3.5cmである。凸面

には縄目、凹面には布目を残す。端面は側面・瓦当面共に遺存しておらず、瓦の中央部付近と考えられる。

凸面の縄目は粗く比較的明瞭であるが、へラ状工具により、部分的にナデ消されたような痕跡が残る。凹

面の布目は粗いが、ほとんど乱れはみられず、揃板痕や糸切痕は認められなし、。色調は凸面が黒色ないし

暗灰色、凹面は灰色、胎土は灰色はいし灰白色で、白色粒子や砂粒、小石粒などを比較的多く含み、やや

粗い。焼成は普通で、やや脆くなっている。 6はやや厚手のっくりで、厚さは最大で2.5cmである。凸面

には格子目タタキを施し、凹面には布目の圧痕を残す。端面は瓦当面の一部のみ遺存しており、瓦の中央

下端部分と考えられる。凸面の格子目はやや大きい正方形で整ってはいるが、若干のムラが認められる。

凹面の布目は細かく、若干斜め方向にヲ|っ張られているが弛みはみられない。また揃板痕や糸切痕は認め

られなし、。色調は凸面凹面共に灰色、胎土もほぼ同色で、砂粒や小石粒をやや多く含み、比較的轍密であ

る。焼成は良好である。 7はやや厚手のっくりで、厚さは最大で2.5cmである。凸面には格子目タタキ、

凹面には布目の圧痕を残すが磨耗しているためはっきりしない。端面は瓦当面の一部が遺存しており、瓦

の中央下端部分と考えられる。凸面の格子目は比較的小さな長方形で、明瞭である。色調は凸面凹面共に

灰色ないし灰白色、胎土も同色で、砂粒や小石粒を多く含むが、比較的轍密である。焼成は普通で、やや
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3.中世の遺構と遺物

(1) 遺構

① 溝状遺構(第49図、図版9)

A西区で7条、 H区で 1条が確認された。前者は近傍の中世水田面と主軸方向をほぼ同一にしており、

高さも中世水田面とほぼ同一であること、かっ掘込み面が3e層ないし4層であると考えられることから、

この時期の水田に伴う何らかの施設であろうと推定される。特に 2号溝、 3号溝、 4号溝、 5号溝につい

ては、主軸方向、深さ、覆士、断面形態など共通点が多いため、それぞれ同時期に構築されたものと考え

てよいだろう。 7号溝を除き、いずれも調査区域外に伸びているため本来の長さは不明である。

1号溝(第49図)

A西区4B-59グリッドから5B-58グリッドにかけて伸びる溝状遺構である。幅0.5m-0.8m、深さ0.2m

-0.3m、覆土は3層に分けられ、断面は略半円形を呈する。弥生土器破片(第69図・ 19)が出土したが、

この溝に伴うものではない。時期を推定しうる遺物は出土しなかった。

2号溝(第49図)

A西区4B-59グリッドから5B-08グリッドにかけて伸びる溝状遺構である。幅0.2m-0.5m、深さO.1m

-0.2m、覆土は2層に分けられ、断面は略半円形を呈する。遺物は出土しなかった。

3号溝(第49図)

A西区4B-57グリッドから5B-07グリッドに伸びる溝状遺構である。幅0.2m-0.3m、深さ0.2m前後、

覆土は2層に分けられ、断面略半円形を呈する。遺物は出土しなかった。

4号溝(第49図)

A西区4B-66グリッドから4B-95グリッドにかけて伸びる溝状遺構である。幅0.3m前後、深さ0.2m前

後、覆土は単層で、断面略半円形を呈する。遺物は出土しなかった。

5号溝(第49図)

A西区4B-75グリッドに所在する溝状遺構である。調査区の隅で検出されたため全容ははっきりしな

いが、遣存部分では幅0.3m前後、深さ0.2m前後で、ある。覆土は単層で、断面略半円形を呈する。遺物は

出土しなかった。

6号溝(第49図)

A西区5B-08グリッドおよび5B-17グリッドに所在し、 1号溝中部から西に伸びたあと、南南西方向

に向きを変える溝状遺構である。幅0.8m-1.0m、深さ0.2m-0.3m、覆土は3層に分けられ、断面は不整

な逆台形を呈する。遺物は出土しなかった。

7号溝(第49図)

A西区5C-40グリッドおよび5C-50グリッドに所在する。幅0.8m-1.0m、深さ0.1m-0.2m、覆土は

単層で、断面長方形を呈する箱型の溝状遺構である。遺物は出土しなかった。

② 水田跡(第50図~第54図、第12表)

確認調査において検出された第5水田面が、この時代の水田面に相当するものと考えられる。畦畔を含

めた水田面は確認調査の成果に基づいて調査区北部では4層上面、南部では3e層上面で検出し、この水

田面が本調査範囲のA区-c区、 E区に広がっていることを確認した。ただしD区に関しては南東確認ト
レンチの土層観察で第5水田面に相当する層位を確認しているが、平面的には畦畔を確認することはでき
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なかった。 F区及び‘G区については、 4層-3 e 層がほとんど遺存していなかったため、後世の耕作によっ

てすでに削平されてしまった可能性が高い。今回検出された畦畔は確認調査時のものも含めて東西に11条、

南北に15条で、水田区画は40区画存在する。現水田面までの土壌の堆積がそれ以下と比較して薄いため、

水田遺構の遺存状況はあまり芳しくなく、「本来の畦畔」を検出することはできなかった。基本的にすべ

て「疑似畦畔BJであり、「本来の畦畔」と耕作面が存在していたはずの本水田面の上部は、残念ながら

これ以降の耕作により削平されてしまったものと考えられる。以下遺存状態が比較的良好であるものにつ

いて報告する。

1号水田

A区西側及びB区北端から検出された。西側と北側の畦畔が検出されなかったため規模ははっきりしな

いが、北側及び西側が現道であるため南北50m程度、東西12m程度、可耕面積600rrf程度の南北に長い短

冊形と推測される。主軸方位はN-110-Eである。畦畔の遺存状況は比較的良好で、若干の高まりも見

られる。水田面の基盤層は4層で、これに 3層士が斑状に少量混入する。水田面には長軸畦畔と平行に長

さ0.5m程度の鋤の痕跡が若干認められる(第53図)。

2号水田

A区西側及びB区北端から検出された。北側の畦畔が検出されなかったが、南北50m-53m程度、東西

は13m、可耕面積700rrf程度の南北に長い短冊形と推測される。主軸方位はN-110-Eである。畦畔の遺

存状況は良好で、若干の高まりも見られる。水田の基盤層は4層で、これに3層士が斑状に少量混入する。

水田面には 1号水田と同様長軸畦畔と平行に長さ0.5m-1 mの鋤の痕跡が多く残るが、南側畦畔脇と中

央部やや北寄りにこれと直交する鋤の痕跡が認められた(第53図)。

3号水田

A区中央付近で検出された。北側の畦畔が検出されなかったが、南北22m前後、東西8m、可耕面積

160 rrf程度の南北に長い短冊形と推測される。主軸方位はN-go-Eである。 A区でははっきりしなかっ

たがB区での畦畔の遺存状況は比較的良好で、南側畦畔と東側畦畔には若干の高まりがみられた。水田面

の基盤層は4層で、これに3層士が斑状に少量混入する。水田面には長軸畦畔と平行に長さ0.5mの鋤の

痕跡がわずかに残る。

4号水田

A区東側及びB区北端から検出された。北側畦畔が検出されなかったが、南北20m前後、東西12m程度、

可耕面積250rrf程度の若干幅広の南北に長い短冊形と考えられる。主軸方位はN-gO-Eである。 A区で

ははっきりしなかったが、 B区での畦畔の遺存状況は良好で、すべての畦畔に若干の高まりが見られた。

水田面の基盤層は4層で、これに3層土が斑状に少量混入する。 A区では見られなかったがB区の区画に

は長軸畦畔と平行に長さ0.5mの鋤の痕跡が残る。

6号水田

B区北端で検出された。南側の畦畔ははっきりしなかったが、南北40m前後、東西8m-10m、可耕面

積350rrf程度の南北に長い短冊形と考えられる。主軸方位はN-gO-Eである。西側の畦畔と北側の畦畔

及び東側畦畔の北半部で若干の高まりが見られた。水田面の基盤層は4層で、これに 3層土が斑状に少量

混入する。本水田区画でも長軸畦畔と平行に若干の鋤の痕跡が見られた。
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7号水田

B区北端で検出された。南北31m、東西10m-13m、可耕面積320rrf程度のやや逆台形気味の南北に長

い短冊形である。北側畦畔及び東側畦畔と西側畦畔の北半部に若干の高まりが認められた。主軸方位はN-

110- Eである。水田面の基盤層は4層で、これに3層土が斑状に混入する。鋤の痕跡等は認められなかっ

た。

9号水田

B区中央付近で検出された。南北55m-57m、東西12m-15m、可耕面積750rrf程度のやや逆台形気味

の南北に長い短冊形である。北側畦畔及び西側畦畔の北端部では若干の高まりが認められた。主軸方位は

N -120 - Eである。水田面の基盤層は4層で、これに3層土が斑状に混入する。鋤の痕跡等は認められ

なかった。

14号水田

B区中央付近で検出された。北側畦畔が調査区域外にあるため規模ははっきりしないが、南北.40m程度、

東西10m前後、可耕面積.400rrf程度の南北に長い短同形と推測される。畦畔の高まりは検出されなかった

が、西側畦畔及び南側畦畔は非常に明瞭であった。主軸方位はN-120 - Eである。水田面の基盤層は北

端部が4層、南半部が3e層で、これに3層土が少量斑状に混入する。鋤の痕跡などは検出されなかった。

17号水田

B区南端で検出された。南側畦畔が検出されていないためはっきりしないが、南側が現道であることか

ら南北30m前後、東西12m、可耕面積380rrf程度の南北に長い短冊形と考えられる。畦畔の高まりは確認

できなかったが、東側畦畔と西側畦畔は比較的明瞭であった。主軸方位はN-100 - Eである。水田面の

基盤層は4層-3e層で、これに3層土が斑状に中量混入する。鋤の痕跡は見出せなかったが、中央部及

び南部からウシのものと考えられる足跡が多数検出されている(第5.4図)。

18号水田

B区南端で検出された。南側畦畔及び東側畦畔が検出されていないので規模ははっきりしないが、南側

が現道であることから南北27m前後、東西11m程度、可耕面積300rrf程度のやや不整な南北に長い短冊形

と考えられる。畦畔の高まりは確認されず、畦畔そのものもあまり明瞭ではない。主軸方位はN-120 -

Eである。水田面の基盤層は3e層で、これに3層土が斑状に中量混入する。鋤の痕跡は見出せなかった

が、西端部および南半部からウシのものと考えられる足跡が多数検出されている(第5.4図)。

24号水田

C区北端で検出された。北側畦畔は検出されていないため規模ははっきりしないが、北側が現道である

ことから、南北.40m前後、東西20m、可耕面積700rrf程度の南北に長い短間形と推定される。畦畔の高ま

りは確認されなかったが、畦畔そのものは非常に明瞭であった。主軸方位はN-go-Eである。水田面

の基盤層は3e層で、これに3層土が斑状に中量混入する。図示し得なかったが長軸畦畔に平行する鋤の

痕跡が多数検出されている。

25号水田

C区北端で検出された。北側畦畔は検出されていないため規模ははっきりしないが、北側が現道である

ことから、南北.40m前後、東西11m、可耕面積.400rrf程度の南北に長い短冊形と推定される。畦畔の高ま

りは確認されなかったが、畦畔そのものは非常に明瞭であった。主軸方位はN-80-Eである。水田面
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の基盤層は3e層で、これに3層土が斑状に中量混入する。図示し得なかったが長軸畦畔に平行する鋤の

痕跡が多数検出されている。

28号水田

C区中央付近で検出された。南北23m-24m、東西10m-11m、可耕面積230rif程度の南北に長い短冊

形である。畦畔の高まりは南側畦畔でのみわずかに検出された。いずれの畦畔も非常に明瞭である。主軸

方位はN-120 - Eである。水田面の基盤層は3e層で、これに3層土が斑状に中量混入する。図示し得な

かったが南北畦畔に平行する鋤の痕跡が多数検出されている。

29号水田

C区中央付近で検出された。東側畦畔が確認されなかったが、東側は現道であることから南北25m、東

西11m-13m、可耕面積250rif程度の南北に長い短間形である。畦畔の高まりは南側畦畔でのみわずかに

検出された。いずれの畦畔も非常に明瞭である。主軸方位はN-110-Eである。水田面の基盤層は3e層

で、これに3層土が斑状に中量混入する。図示し得なかったが南北畦畔に平行する鋤の痕跡が多数検出さ

れている。

31号水田

C区南端で検出された。南側畦畔が確認されなかったが、南側が現道であることから南北25m前後、東

西11m、可耕面積220rif程度の南北に長い短冊形である。畦畔の高まりは北側畦畔 (28号水田南側畦畔)

で確認されている。東側畦畔は比較的明瞭である。主軸方位はN-110-Eである。水田面の基盤層は3e

層で、これに3層土が斑状に中量混入する。図示し得なかったが南北畦畔に平行する鋤の痕跡が多数検出

されている。

32号水田

C区南端で検出された。南側畦畔と東側畦畔が確認されなかったが、南側及び東側が現道であることか

ら南北24m前後、東西13m程度、可耕面積200rif程度の南北に長い短冊形と推測される。畦畔の高まりは

北側畦畔 (29号水田南側畦畔)で確認されている。主軸方位はN-110-Eである。水田面の基盤層は3e

層で、これに3層土が斑状に中量混入する。図示し得なかったが南北畦畔に平行する鋤の痕跡が多数検出

されている。

38号水田

E区中央付近で検出された。東側畦畔が確認されなかったので規模ははっきりしないが、南北12m、東

西30m以上、可耕面積300rif以上の東西に長い短冊形である。畦畔の高まりはすべての畦畔でわずかなが

ら確認された。主軸方位はN-810-Wである。水田面の基盤層は3e層で、これに3層土が斑状に中量混

入する。図示し得なかったが東西畦畔に平行する鋤の痕跡が多数検出されている。

39号水田

E区中央付近で検出された。東側畦畔が確認されなかったので規模ははっきりしないが、南北11m、東

西30m以上、可耕面積330rif以上の東西に長い短間形である。畦畔の高まりはすべての畦畔でわずかなが

ら確認された。主軸方位はN-830-Wである。水田面の基盤層は3e層で、これに3層土が斑状に中量混

入する。図示し得なかったが東西畦畔に平行する鋤の痕跡が多数検出されている。
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(2) 遺物

① 輸入陶磁器(第55図~第57図、第17表、図版25)

1は龍泉窯系青磁碗の底部破片で、復元底径11.2畑、高台高1.2cm、糸底幅0.4佃で、ある。高台は貼り付

けで断面が縦長な逆台形を呈する。全面にオリープ灰色の軸がかかっているが、施軸後に糸底を調整して

いるためこの部分のみ無軸である。軸は微細な気泡を極めて多量に含む不透明なガラス質で、軸厚は0.6mm、

窪んだ部分のみ1.0mmである。胎土は淡黄色ないし灰白色を呈し、若干の微細な気泡を含むものの混入物

は認められない。 14世紀前葉に比定される。 2は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部破片で、緩やかなS字

状に外反するタイプである。蓮弁の表現は細いへラ状工具による浮き彫りで、蓮弁・鏑ともに明瞭である。

口唇部外面には浅い沈線が1条めぐる。軸は微細な気泡をやや多く含むオリープ灰色の半透明なガラス質

で、軸厚は0.2mm-0.6mm、口唇部がもっとも薄い。窪んだ部分は1.0mm程度である。胎土は灰白色を呈し、

微細な気泡を少量含むものの混入物は認められない。 13世紀中葉に比定される。 3は同安窯系白磁碗の体

部破片で、底径・口径ともに不明だが、遺存部分での復元最大径は12.2cmである。底部内面に浅い沈線が

1条めぐる。外面下端以外の全面に明オリーブ灰色の軸がかかる。軸は微細な気泡を多量に含む不透明軸

で、軸厚0.2mm-0.4mmである。胎土は灰白色を呈し、若干の気泡を含むものの混入物は認められない。 12

世紀末-13世紀前葉に比定される。 4は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部破片である。蓮弁の表現はへラ

による浮き彫りで、鏑がやや不明瞭である。全面に明緑灰色の軸がかかる。軸は微細な気泡を少量含む半

透明ガラス質で、厚さはO.lmm-O.4mm、口唇部がもっとも薄く窪んだ部分のみ1.0mmだが、他はほぼ均質で

ある。胎土は灰白色を呈し、若干の微細な気泡を含むものの混入物は認められない。 13世紀中葉に比定さ

れる。 5は同安窯系青磁劃花文碗の口縁部破片である。劃花文は器の内面に描かれ、少なくとも遺存部分

について外面は無文、灰オリーブ色で気泡をほとんど含まない透明なガラス質の軸が全面に施されている。

軸厚は0.2mm-0.4mm、口唇部がもっとも薄く他はほぼ均質である。胎土は灰白色で微細な気泡を少量含む

が、混入物は認められなし、。 12世紀後葉に比定される。 6は景徳鎮窯系青白磁合子蓋の肩部破片である。

外面には草花文をレリーフ状に表現し、軸が施されている。軸は明緑灰色ないし白色の微細な気泡を少量

含む半透明なガラス質で、軸厚は隆起部分がO.lmm以下、窪んだ部分は0.8mm-1.0mmである。内面にはロク

ロナデの痕跡を残している。胎土は灰白色で微細な気泡を若干量含むものの混入物は認められなし、。 12世

紀末-13世紀前葉に比定される。 7は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部破片で、復元口径15.0cmである。

蓮弁は細いへラ状工具による浮き彫りで、更に蓮弁に細かい櫛目状の沈線を入れることによって鏑を明瞭

に表現している。内外面ともに灰オリーブ色を呈し、微細な気抱を多量に含む半透明ガラス質の軸が施さ

れている。軸厚は0.2mm-0.4mm、口唇部がもっとも薄く、窪んだ部分はO.6mm-0.8mmである。胎土は明オ

リーブ灰色で気泡を若干量含むが混入物は認められなし'013世紀中葉に比定される。 8は同安窯系青磁櫛
描文碗の破片で、復元口径17.0c皿、推定底径5.0cmである。外面には右下がりの櫛描文、内面は草花文が

描かれている。外面の高台部及び体部下端を除きほぼ全面にオリーブ黄色の軸が施される。軸は微細な気

泡を少量含む透明ガラス質で、細かい亀裂が入っている。軸厚は口唇部内面のみO.lmm、ほかは0.2mm-0.4

mであるが窪んだ部分は0.6mm-0.8mmである。胎土は灰白色で気泡により薄いパイ状になっている。混入

物は認められない。 12世紀末-13世紀前葉に比定される。 9は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部破片で、

復元口径は16.0cmである。蓮弁の表現は細いへラ状工具による浮き彫りで、鏑がやや不明瞭になっている。

微細な気泡を多量に含む半透明ガラス質の軸が全面に施され、オリーブ灰色を呈する。軸厚はO.3mm-0.4mm

-107-



、二二
〆ノ

一事/
13 (4E-IO) 

7 (6F-55) 

ι二二二二二二
一ヌ
一) 
17 (13F-02) 

。ー/

ヘ
一…
--

」」
一

言三陸ず/〆
18 (14 F -34) 

。

9 (9D-05) 

/ 

国 J" 

/ 
/ 

13 (llH -00) 

、¥

、三l---..，〆
(1/2) 

第55図 出土遺物実測国側 輸入陶磁器①

-108 



だが、口唇部はO.lmm、窪んだ部分は0.6mm程度である。胎土は灰色で微細な気泡を少量含むものの混入物

は認められない。 13世紀中葉に比定される。 10は同安窯系白磁碗の底部破片で、推定底径6.4cmで、ある。

微細な気泡をきわめて多量に含む不透明な乳剤状の軸が内面のみに施され、灰白色を呈している。外面は

無軸で淡黄灰色、体部はロクロナデ、高台部外面にはロクロへラ削りの痕跡を残す。ロクロの回転方向は

時計回りである。高台は削り出しであると考えられるが、打ち欠かれているため遺存しない。胎土は灰白

色で微細な気泡を少量含むが混入物は認められない。 12世紀に比定される。 11は白磁稜花小皿の底部破片

で、底径7.1cmで、ある。底部は中央部が若干上底状になっており、内面底部の周囲には印刻による沈線が

めぐる。稜花文様は不明瞭であるため判然としない。微細な気泡を多量に含む不透明な乳剤状の軸が全面

に施されており、明オリープ灰色を呈している。軸厚は0.2mm程度、印刻部分のみ0.8mmである。胎土は灰

白色ないし白色で混入物は認められない。 14世紀前葉に比定される。 12は龍泉窯系青磁蓮弁文碗の口縁部

破片である。徴細な気泡を極めて多量に含む不透明なガラス質粕が全面に施されており、明緑灰色を呈す

る。軸厚は口唇部のみ0.3mm-0.4mm、他は0.6mmで、ほぼ均質である。胎土は灰白色で、混入物は認められな

い。 14世紀前葉に比定される。 13は龍泉窯系鏑蓮弁文碗の口縁部破片である。蓮弁の表現は細いへラ状工

具による浮き彫りで、その上部、口唇部外面に浅い沈線が2条めぐる。微細な気泡を多量に含む半透明ガ

ラス質の軸が全面に施されており、緑灰色を呈している0・軸厚は0.2mm-0.5mm、口縁部は薄く下方がやや

厚い。口唇部は剥げている状態で、窪んだ部分は0.8mm程度である。胎土は灰白色で微細な気泡を若干量

含むが混入物は認められない。 13世紀中葉に比定される。 14は同安窯系青磁鏑蓮弁文碗の口縁部破片であ

る。微細な気泡を極めて多量に含む不透明なガラス質の軸が全面に施されており、明緑灰色を呈するがや

や黄色味が強い。軸厚は0.6mm-0.8mmだが、口層部はO.1mm、窪んだ部分は1.0mmである。胎土は灰白色で

混入物は認められない。 14世紀前葉に比定される。 15は同安窯系白磁玉縁碗の口縁部破片で、復元口径

15.6畑、復元最大径16.8cmである。玉縁は折り返し整形であると考えられ、下部には棒状工具による浅い

沈線がめぐる。外面にはロクロナデの痕跡が残る。微細な気泡を極めて多量に含む不透明な乳状の軸を全

面に施し、灰白色を呈する。軸厚はO.1mmで、窪んだ部分のみ0.3mmである。 12世紀に比定される。 16は龍

泉窯系青磁劃花文碗の口縁部破片である。文様は内面に印刻されているが、断片的であるため全容は判然、

としない。また口縁部内面には印刻の沈線が2粂めぐる。気泡をほとんど含まない透明なガラス質の軸が

全体に施されており、灰オリープ色を呈する。胎土は灰白色で微細な気泡を少量含むが混入物は認められ

ない。 12世紀後葉に比定される。 17は同安窯系青磁蓮弁文碗の口縁部破片で、復元口径12.6咽である。口

縁部は内湾しつつ立ち上がり口唇部でほぼ直立する。口唇端部はつまみ上げられているようである。微細

な気泡を極めて多量に含む不透明なガラス質の軸が全面に施され、明緑灰色を呈するがやや黄色味が強い。

軸厚は口唇部がO.1mm、内面は0.7mm、外面が0.8mmで、窪んだ部分は1.0mm程度である。胎土は灰白色で混

入物は認められないが、轍密であり断面にはにぷい光沢がある。 14世紀前葉に比定される。 18は同安窯系

白磁皿の底部破片で、復元底径4.6cmで、ある。底部内面は凸レンズ状に膨らみ、仕切りの浅い沈線が 1条

めぐる。高台部は端部を面取りした断面やや縦長の長方形で、底部を回転へラ切りした後に貼り付けたも

のと考えられる。気泡を極めて多量に含む不透明な乳剤状の軸が内面および体部下半以上にかけられてお

り、それ以外の底部・高台部は無軸である。色調は施軸部が灰白色、無軸部もほぼ同色である。軸厚は0.3

皿 -0.5mmで、窪み部分は0.8mmである。胎土は灰白色で混入物は認められない。
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第56図 出土遺物実測図(18) 輸入陶磁器②

12世紀末から13世紀前葉に比定される。 19は龍泉窯窯系青磁櫛描文皿の底部破片で、底径5.6cm、高台高

O.4cm、糸底幅0.2cmである。高台断面がほぼ逆三角形で、底部と高台を区画するように断面三角形の沈線

がめぐっていることから、へラ状工具による削り出し整形であろう。底部内面に偏心円状の櫛描文、体部

内面には放射状の櫛描文が描かれ、体部と底部を区画するように浅い沈線がまわっている。きわめて微細

な気泡を少量含んだ透明なガラス質の紬は、底部と糸底を除く全面に施されており明緑灰色を呈する。た

だし無軸部分も点的に軸が付着していることから、全体の施軸後にこの部分の粧を剥がしたものと考えら

れる。軸厚はOJmm、窪んだ部分で0.2mm-0.3mmである。胎土は灰白色で、若干の微細な気泡を含むものの

混入物は認められない。 12世紀末から13世紀初頭に比定される。 20は龍泉窯系青磁櫛描文皿の底部破片で、

復元底径5.6cmである。体部に明瞭な稜を2段もち、下から 2段目の稜が内面底部からの立ち上がりに対

応する。底部は回転へラ切りである。極めて微細な気泡を少量含む半透明なガラス質の紬を、内面及び体

部外面に施す。色調は施粕部が灰色、無柚部が灰黄色を呈する。軸厚はOJmm-0.2mm、窪んだ部分で0.6mm

-0.8皿である。胎土は灰白色で微細な気泡を少量含むものの、混入物は認められない。 12世紀末-13世

紀前葉に比定される。 21は龍泉窯系青磁劃花文皿の底部破片で、復元底径4.0cmである。外面底部外周に

は体部との区画沈線がl条めぐる。文様は底部内面に施されるが、断片的であるため全容は判然としない。

気泡をほとんど含まない透明なガラス質の軸は底部外面を除く全面に施されるが、底部にも軸が付着して

いる部分があることから全体を施軸した後に剥いだものと考えられる。色調は緑灰色である。紬厚は0.3mm
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-0.5mm、窪んだ部分のみ1.0mmである。胎土は灰白色で、微細な気泡を少量含むが混入物は認められない。

12世紀後葉に比定される。 22は龍泉窯系青磁劃花文碗の底部破片で、復元底径4.0四である。高台は底部

回転へラ切り後の貼り付け整形で、断面は面取りを施した長方形を呈する。高台厚0.7個、糸底幅O.4cmで

ある。文様は底部内面に描かれ、その外周には区画沈線がまわる。微細な気泡を多く含む透明なガラス質

の軸が底部外面および高台を除く全面に施され、高台外面には波状に流れている。色調は灰オリープ色で、

厚さは0.3mm-0.4mm、印刻部分のみ0.6mmである。胎土は明オリープ灰色ないし灰白色で微細な気泡を若干

含むが混入物は認められない。破片重量33.2g、12世紀後葉に比定される。 23は龍泉窯系青磁鏑蓮弁文碗

の口縁部破片で、復元口径13.0cmである。蓮弁の表現は細いへラ状工具による浮き彫りで、鏑はやや不明

瞭になっている。微細な気泡を多量に含む半透明なガラス質の軸が全面に施されており、外面は明緑灰色

内面は緑灰色を呈する。軸厚は0.2mm-0.4mmで、口唇部がもっとも薄く、窪んだ部分では0.8mmである。胎

土は灰白色で気泡をやや多めに含むものの混入物は認められない。 13世紀中葉に比定される。 24は同安窯

系青磁櫛描文小皿の底部破片で、復元底径5.6cmで、ある。底部は回転へラ切りで中央部がもっとも薄くなっ

ている。底部内面は短い櫛描文と印刻によって施文されているが、断片的であるため全容が判然としない。

気泡をほとんど含まない透明なガラス質の軸が底部外面以外の全面に施されており、灰白色を呈する。ま

た無軸部分もほぼ同色である。軸厚は0.2mmで、 EP刻部分のみ0.6mm-1.0mmである。胎土は灰白色で若干の
気泡を含むものの混入物は見られず、非常に轍密でにぷい光沢がある。 12世紀-13世紀前葉に比定される。

25は龍泉窯系青磁蓮弁文碗の口縁部破片である。蓮弁の表現は細いへラ状工具による浮き彫りで、鏑は不

明瞭である。微細な気泡を多量に含む半透明なガラス質の軸が全面に施されており、明緑灰色を呈する。

軸厚は0.2mm-0.4mmで、窪んだ部分が0.8mm程度、口層部はほとんど剥がれている。胎土は灰白色で、混入

物は認められない。 13世紀中葉に比定される。 26は龍泉窯系青磁碗の底部破片で、復元底径3.6cm、高台

高1.2c皿である。高台は貼り付け高台で、断面やや縦長の逆釣鐘形で、高台の厚さ0.4畑、糸底幅0.1四であ

る。微細な気泡を極めて多量に含む不透明なガラス質の軸を糸底部分を除く全面に施してあり、明緑灰色

を呈する。軸厚は0.4mm-0.6mm、高台の付け根付近では1.0mm-1.3mmである。胎土は灰白色で、微細な気

泡を若干量含むものの混入物は認められない。 12世紀末-13世紀初頭に比定される。 27は同安窯系白磁口

禿皿の口縁部破片で、復元口径10.4c皿である。体部はゆるやかにS字状に立ち上がる、浅い碗のような形

状である。微細な気泡を多量に含む不透明な乳剤状の軸を全面に施し、明オリーブ灰色を呈する。軸厚は

0.2mm-0.3mmで、口縁部は粧が剥げている。胎土は灰白色で、若干の気泡を含むものの混入物は認められ

ない。 14世紀前葉に比定される。 28は龍泉窯系青磁碗の口縁部破片である。内面口縁部に2条の沈線がま

わる。微細な気泡破片を若干量含む透明なガラス質軸を全面に施しており、明緑灰色を呈する。軸厚は0.2

mm-O.4mm、沈線部分のみ0.6mmである。胎土は微細な気泡を若干量含むものの、混入物は認められない。

12世紀後葉に比定される。 29は、龍泉窯系青磁劃花文碗の口縁部破片である。微細な気泡を若干量含む半

透明ガラス質の軸が全面に施されており、オリープ灰色を呈する。軸厚は0.2mm-0.4mmで窪んだ部分のみ

0.5mmである。胎土は灰白色で微細な気泡を若干量含むものの混入物は認められない。破片重量14.lg、12

世紀後葉に比定される。 30は、同安窯系白磁小皿の破片である。復元口径9.3cm、復元底径4.2cm、器高2.3

cm、高台高は0.6畑、糸底幅は0.3cm、広大の幅は0.7cm、底部最大厚は底部中央付近にあるものと考えられ

る。体部外面には明瞭なロクロ目を残し、底部は回転へラケズリ、高台はいわゆる「割高台」と呼ばれる

もので、貼り付け整形である。断面はやや内湾する。糸底には粕が付着するが、挟り部分は無軸である。
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色調は外面が灰白色ないし白色、内面および外面の口縁付近は微細な気泡を若干含む半透明乳質の軸がか

けられており灰白色を呈する。胎土もほぼ同色で、微細な気泡を若干含むものの混入物は特に認められな

い。 15世紀前半に比定される。 31は、龍泉窯系青磁碗の底部破片である。復元底径6.0cm、内面底径6.4cm、

高台高1.0cm、糸底幅0.5cm、高台幅1.1cm、底部最大厚は底部中央にあり1.1cmで、ある。体部外面、高台内

面および高台外面はロクロへラケズリ、体部内面はロクロナデ、底部は回転へラケズリ調整を施す。高台

は貼付けで、断面隅丸の逆台形を呈する。色調は底部、高台内面が灰色、外面、内面底部外周および高台

外面が灰白色で、その他の部分には微細な気泡を若干量含む半透明ガラス質粕がかけられておりオリーブ

黄色を呈する。胎土は灰白色で、気泡を少量含むものの混入物は認められない。焼成は良好で、断面には

にぶい光沢があるが、パイ状になっている部分がある。 14世紀代に比定される。

② 国産陶器

ア.皿・碗(第58図・第59図、第18表、図版26)

1は瀬戸系灰紬碗の底部破片である。底径4.8cm、内面底径4.0cm、高台高0.5cm、糸底の幅は0.5畑、底

部最大厚は中央付近にあり0.8cmである。体部外面にはロクロ目を明瞭に残し、底部は回転へラケズリ調

整を施す。高台は削出しで、外側を面取り調整している。色調は外面が灰白色で、内面は微細な気泡を多

量に含む半透明ガラス質の軸が全面に施されており、オリーブ黄色ないし灰オリーブ色を呈する。胎土は

外面と同色で、灰色砂粒、石英粒を少量混入しておりやや組い。焼成は良好である。 15世紀中葉に比定さ

れる。 2は瀬戸系灰軸碗の底部破片である。底径4.5cm、内面底径4.2畑、高台高0.5cm、糸底の幅0.5畑、

底部最大厚は中央付近にあり0.9cmである。体部外面には明瞭なロクロ目を残し、底部は回転へラケズリ

調整が施される。高台は削出しで、やや内側に傾斜するタイプである。色調は外面が灰白色、現状ではほ

とんど禿げてしまっているが半透明ガラス質の軸が内面全面に施されていたものと考えられ、遺存部分は

オリーブ黄色を呈する。胎土は外面と同色で、黒色砂粒、白色砂粒、雲母様微粒子を中量、大きめの石英

粒を少量混入する比較的轍密なものであるが、やや粉状である。 15世紀中葉に比定される。 3は瀬戸系灰

軸卸皿の底部破片で、底径6.8c皿、底部最大厚は底部外周にありl.4cmである。底部は回転糸切り無調整で、

体部外面には丁寧なロクロナデの痕跡を残す。また内面には焼成の際の砂目が付着する。色調は内面が灰

白色、外面はにぶい樟色ないし浅黄色を呈する。なお内面には微細な気泡を若干含むオリーブ黄色の透明

ガラス質軸がかかる。胎土は灰白色で、黒色微粒子、雲母様微粒を中量、大きめの石英粒を少量含むが比

較的轍密で、焼成も良好である。 15世紀代に比定される。 4は瀬戸系の灰軸小皿である。復元口径9.6cm、

復元底径5.4cm、器高2.0cm、内面底径6.8cm、高台高0.2cm、糸底の幅は0.2cm、底部最大厚は底部外周にあ

るものと思われ、 0.6cmである。体部外面には比較的明瞭なロクロ目を残し、底部は回転へラケズリ調整

を施しているようである。高台はロクロによるつまみ出しで、断面がやや丸みを帯びた逆三角形である。

内面外面共に微細な気泡を極めて多量に含む不透明ガラス質軸が全面に施されており、オリーブ黄色ない

しオリーブ色を呈する。胎土は灰白色で、混入物は認められない。焼成はやや悪くパイ状になっている。

なお糸底には軸禿および袖付着が見られることから、焼成の際に重ね焼きを行ったものと考えられる。 15

世紀代に比定される。 5は瀬戸系灰軸皿の破片である。復元口径11.4cm、復元底径6.8個、器高2.6畑、内

面底径8.0個、糸底の幅0.2cm、底部最大厚は底部外周にあり0.9cmである。体部外面にはロクロ目が明瞭に

残り、高台断面はやや丸みを帯びた逆直角三角形で不明瞭であるが、おそらく削出しによるものと考えら

れる。色調は、内面外面共に微細な気泡を少量含む底部ほぼ無色の半透明ガラス質軸がかけられており、

no 



灰白色を呈している。胎土もほぼ同色で、黒色粒子、石英粒および気泡を少量含む。また底部、内面底部

には胎土目が付着し、糸底の軸が剥げていることから重ね焼きによる焼成であろう。焼成は良好である。

15世紀代に比定される。 6は瀬戸系灰軸皿の破片である。復元口径12.2畑、復元底径5.2畑、器高2.7cm、

内面底径8.0個、底部最大径は底部外周にあり0.9叩である。体部外面には丁寧なロクロナデの痕跡が明瞭

に残り、底部は回転糸切り無調整である。色調は外面が灰白色で，、内面全面および口縁部の外面には気

泡を中量含む透明なガラス質の軸が施されており、灰オリーブ色ないし灰白色を呈している。胎土は外面

とほぼ同色で、黒色徴粒子、灰色微粒子を多量、気泡を少量含む。内面底部中央およびその外周には胎土

目が付着し、底部には若干軸が付着することから重ね焼きによる焼成であると考えられる。焼成は良好で

ある。 15世紀中葉に比定される。 7は東海系志戸呂窯産の瀬戸系縁軸皿模倣品の破片である。復元口径11.

Ocm、復元底径6.4cm、器高2.1c皿、内面底径6.9個、底部最大厚は底部外周にあり、 0.6咽である。体部外面

にはロクロナデの痕跡を非常に明瞭に、内面には丁寧なロクロナデの痕跡を若干残し、底部は回転糸切り

無調整である。色調は内面外面共ににぶい樺色ないし褐灰色を呈し、口縁部内面外面ににぷい黄色ないし

白色の不透明軸が施される。胎土は灰色砂粒、黒色砂粒のやや粒の大きなもの中量、雲母様微粒子を少量

含む。焼成は良好である。 15世紀代に比定される。 8は瀬戸系灰軸皿の口縁部破片で、復元口径は10.8佃

である。体部外面には明瞭なロクロ痕跡を残し、口縁部はゆるく S字状に湾曲するタイプである。色調は

内面外面共に、微細な気泡を多量に含むほぽ無色の半透明軸が全面にかけられており、灰白色を呈する。

胎土も同色で、石英微粒子、灰色微粒子および気泡を少量混入する。焼成は普通で若干パイ状になってい

る。 15世紀中葉に比定される。 9は瀬戸系縁軸皿の口縁部破片で、復元口径10.4叩で、ある。外面にはロク

ロナデの痕跡を明瞭に残し、器肉はやや厚い。色調は内面外面共に灰白色で、口縁付近には微細な気泡を

多量濡含む半透明ガラス質の軸がかかっており、灰オリープ色ないしオリープ褐色を呈する。胎土は浅黄

色で、黒色微粒子、白色微粒子を中量混入する。焼成は普通で、若干パイ状になっている。 15世紀中葉に

比定される。 10は瀬戸系縁軸小皿の口縁部破片で、復元口径7.6畑、復元最大径は口唇部外端にあって8.6

佃である。内面外面共に丁寧なロクロナデの痕跡を残し、口縁は口唇部が水平に広がるタイプである。色

調は内面外面共に灰白色で、口縁付近には微細な気泡を少量含む透明なガラス質の軸がかけられており、

黄褐色ないしオリープ色を呈している。胎土は灰白色で、黒色砂粒、灰色粒子を多量、やや大きめな石英

粒を少量混入する。焼成は普通である。 15世紀代に比定される。 11は瀬戸系縁柚皿の口縁部破片で、復元

口径11.6佃である。体部内面外面共に丁寧なロクロナデの痕跡を残し、体部中央付近がもっとも肉厚とな

る。色調は内面が浅黄色、外面は灰白色で、口縁付近は微細な気泡を若干量含む透明なガラス質軸がかかっ

ており灰オリープ色、外面には柚変により檀色を呈する部分がある。胎土は灰白色で、黒色砂粒、灰色粒

子を微量含む。 15世紀中葉に比定される。 12は瀬戸系縁軸小皿の口縁部破片で、復元口径9.4佃である。

内面は丁寧なロクロナデ、外面には明瞭なロクロ目を残す。色調は内面外面共に灰色で、口縁付近には微

細な気泡を少量含む透明なガラス質軸がかかっており灰オリープ色を呈する。胎土は灰白色で、雲母様微

粒子、黒色粒子および気泡を少量混入する。焼成は普通だがややパイ状になっている。 15世紀中葉に比定

される。 13は瀬戸系縁軸卸皿の底部破片で、底径は9.4個、内面底径は10.0佃である。底部は回転糸切り

無調整、卸目はへラ描き、体部外面にはロクロナデ調整を施す。色調は内面外面共ににぷい黄櫨色で、体

部外面に微細な気泡を多量に含む半透明ガラス質の軸が垂れている部分があり、ここだけ暗オリープ色を

呈する。胎土は灰色ないし淡黄色で、やや大きめの黒色粒子を中量、石英粒を少量混入するが比較的轍密
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である。焼成は良好である。 15世紀中葉に比定される。 14は瀬戸系縁軸皿の口縁部破片で、復元口径12.4cm

である。体部外面には明瞭なロクロ目を残し4内面は丁寧なロクロナデを施す。破片には焼接ぎの痕跡が

あり、二次焼成を受けている。色調は内面外面共に灰白色で、口縁付近には微細な気泡を少量含む透明な

ガラス質の軸がかかっており灰オリーブ色を呈する。胎土は灰白色で、黒色微粒子、灰色微粒子を中量混

入する。焼成は良好である。 15世紀中葉に比定される。 15は瀬戸系縁軸皿の口縁部破片で、復元口径は

10.8cmである。外面には細かいロクロ目が明瞭に残り、口唇部に端面をつくりだすタイプである。色調は

内面外面共に灰色、口縁付近には気泡を少量含む透明なガラス質の軸がかかっており灰オリーブ色を呈す

る。胎土も体部と同色で微細な気泡を少量含むが、特に混入物は認められない。焼成は極めて良好である。

15世紀中葉に比定される。 16は瀬戸系錆粕天日碗の口縁部破片で、本遺跡ではこの1点のみ出土した。復

元口径は11.2cmで、ある。体部がやや内湾しつつ立ち上がり、ほぼ直立する口縁から口唇部のみ外反するタ

イプである。体部外面にはロクロ目が残る。色調は無軸部分が浅黄色、軸は不透明な錆軸で体部外面下半

を除く全面にかけられており、黒色ないし褐色、口唇部のみ褐色を呈し、金属光・沢を持つ。胎土は灰白色

で、白色粒子、雲母様微粒子を微量含む。焼成は良好である。 15世紀代に比定される。 17は瀬戸系縁軸皿

の口縁部破片で、復元口径12.4cmである。体部外面下半は斜め方向のへラケズリ、それ以上はロクロナデ、

口層部下端に 1条の沈線がめぐる。色調は無軸部分が淡黄色ないし灰黄色、内面外面共に口縁付近には黒

褐色ないし褐色の不透明な錆紬がかけられ、金属光沢を持つ。胎土は淡黄色を呈し、灰色砂粒を中量混入

しており若干組L、。焼成は普通でパイ状を呈している。 15世紀代に比定される。 18は瀬戸系灰軸碗の口縁

部および体部の破片で、復元口径15.2四で、ある。体部外面は幅の狭いロクロナデ、内面には丁寧なロクロ

ナデが施される。体部下半から口縁までほとんど角度を変えずに立ち上がるタイプである。色調は外面下

半が淡黄色、外面上半および内面全面には微細な気泡を少量含む半透明ガラス質の軸がかけられ、オリー

ブ黄色を呈している。胎土は灰白色で、石英粒、灰色砂粒を中量混入しやや粗い。焼成は普通で若干パイ

状になっている。 15世紀中葉に比定される。 19は瀬戸系灰軸碗の口縁部破片で、復元口径14.3cmである。

体部外面はロクロ目を残し、内面は丁寧なロクロナデが施される。体部から口縁にかけてやや角度を増し

ながら立ち上がり、口唇部が若干外反するタイプである。色調は外面下半がにぷい黄櫨色ないし灰白色、

それ以外の部分には微細な気泡を若干量含む透明なガラス質の紬が全面にかけられておりオリーブ黄色を

呈する。ただし外面の大部分は剥げてしまっており、灰白色になっている。胎土は灰白色で、灰色粒子、

石英粒を少量、赤褐色微粒子を微量に含みやや粗い。焼成は普通であるがノfイ状になっている。 15世紀中

葉に比定される。 20は瀬戸系縁軸皿の口縁部破片で、復元口径11.0咽である。体部外面にはロクロ目を明

瞭に残し、内面には丁寧なロクロナデを施す。口縁部がゆるく S字状に広がるタイプである。色調は外面

下部の無軸部分が灰白色、口縁には微細な気泡を中量含む半透明ガラス質の軸がかかり、暗オリーブ色を

呈する。内面下半と外面中央付近は軸を剥がしており、灰オリーブ色である。胎土は灰白色で、黒色微粒

子、灰色微粒子を少量混入する轍密なものである。焼成は良好である。 15世紀中葉に比定される。 21は瀬

戸系灰柚折縁皿の口縁部破片で、復元口径12.8cmである。内面外面共に微細な気泡を若干量含む透明なガ

ラス質の軸が施され、浅黄色ないしオリープ色を呈している。軸厚は平均O.1mm程度、窪んだ部分では0.5

mm程度で、あるo胎土は灰白色で轍密、石英粒と気泡を少量含む。焼成は良好、 15世紀中葉に比定される。

22は瀬戸系灰軸折縁深皿の口縁部破片で、復元口径18.3cm、復元最大径は口唇部外端にあり21.8cmである。

体部はやや角度を増しながらボウル状に立ち上がり、口縁部が真横に引き出されたあと、口唇部は内側に
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巻き込まれている。色調は内面外面共に、微細な気泡を少量含む不透明なガラス質の粕が全面に施されて

おり灰白色を呈する。軸厚は非常に薄く、窪んだ部分でもO.lmm程度である。胎土もほぼ同色で、やや粒

の大きな石英を微量混入する。焼成は良好、 15世紀中葉に比定される。 23は瀬戸系灰軸折縁深皿の口縁部

破片で、復元口径25.0cm、復元最大径は口唇部外端にあり28.8cmである。体部はほぼ直線状に立ち上がり、

口縁部下端で稜を伴って外反し口唇部は断面袋状に膨らむ。口縁部はロクロ整形だが、体部外面には縦方

向のへラケズリが施されている。内面全体および外面口縁部には微細な気泡を中量含む半透明なガラス質

の軸が施されており、灰白色ないし灰オリーブ色であるが、体部外面はへラケズリによって軸が剥がされ

ており、この部分のみ灰白色を呈している。軸厚は非常に薄い。胎土は灰白色ないし淡黄色で、灰色砂粒

を微量含む。焼成は普通だが海綿状になっている。 15世紀中葉に比定される。 24は瀬戸系灰柚折縁深皿の

口縁部破片で、復元口径は20.8cm、復元最大径は口唇部外端にあり24.8cmである。体部は緩やかに立ち上

がり、口縁部で急に外反するが、口唇部は内側に折り返されている。内面および外面の口縁部はロクロ整

形であるが、外面体部には斜め方向のへラケズリが施されており、あたかも蓮弁状の文様を彫り込んだよ

うになっている。内面外面共に微細な気泡を中量含む透明なガラス質の軸が全面に施されており浅黄色な

いしオリーブ黄色を呈する。軸厚は0.1mm-0.3mm、窪んだ部分で0.8mm程度である。胎土は灰白色で、微細

な気泡と石英粒を少量含む。焼成は良好だがごく薄い層状の構造が認められる。 15世紀中葉に比定される。

25は瀬戸系灰軸玉縁碗の口縁部破片で、復元口径14.4cm、復元最大径は口唇部下端にあり 16.2cmである。

ボウル状に立ち上がる体部から口縁部がやや内湾し、口唇部を外側に折り返して玉縁を作り出している。

内面外面共に微細な気泡を多量に含む半透明なガラス質の軸が全面に施されており、灰色ないし灰オリー

ブ色を呈する。軸厚は平均O.lmm、口唇部下端で、0.6mm程度である。胎土は灰色で、石英粒、灰色砂粒を少

量含む。焼成は普通だが、部分的に海綿状構造が認められる。 15世紀中葉に比定される。 26は瀬戸系灰軸

折縁深皿の口縁部破片で、復元口径22.3cm、口唇幅1.8cm、縁帯幅0.9cm、最大径は口唇部外端にあり26.0

cmである。体部は緩やかに立ち上がり、口縁を真横に引き出している。口唇部は模状に膨らむ。内面外面

共に、微細な気泡を中量含む透明ほぼ無色なガラス質の軸が全面に施されており、灰白色を呈する。軸厚

は0.2mm-0.4mm、窪んだ部分で0.6mm-0.8mmで、ある。胎土もほぼ同色で、やや粒の大きい石英を少量含む。

焼成は普通で、薄い層状の構造が認められる。 1ち世紀中葉に比定される。 27は瀬戸系錆粕碗の底部破片で、

復元底径6.4c皿である。かなり丁寧なロクロ整形で、底部はロクロナデ若干上底状になる。なお体部下端

には粘土小玉が貼り付けられており、これが脚となる可能性がある。内面と外面の上半部は気泡を少量含

む透明なガラス質の錆軸が施され、にぶい赤褐色を呈する。なお外面の無軸部分は灰色ないしにぷい褐色

である。軸厚は非常に薄い。胎土は灰黄褐色で、白色粒子、雲母様微粒子を少量含み非常に轍密である。

焼成は非常に良好、 15世紀中葉に比定される。 28は瀬戸系縁軸皿の底部破片で、復元底径5.2cm、復元内

底径6.2cm、底部最大厚は0.8c皿である。内面は丁寧なナデ、外面にはロクロへラケズリの痕跡が明瞭に残

り、底部は回転糸切り無調整である。色調は内面外面共に灰白色を呈する。故意に軸をかけた部分はない

が、内面には数か所軸が垂れている。粕は微細な気泡を多量に含む半透明なガラス質の粕で、灰オリーブ

色である。胎土は灰白色で特に混入物は認められなし、。焼成は普通、 15世紀代に比定される。 29は瀬戸系

縁軸皿の口縁部破片で、復元口径11.0cmである。内面は丁寧なロクロナデ、外面にはやや強いロクロ目が

明瞭に残る。色調は内面外面共に無軸部が灰白色、口層部両面には微細な気泡を中量含む透明なガラス質

の軸が施されており浅黄色を呈する。軸厚は外面がO.1mm、内面は0.6mmで、ある。胎土も灰白色で、石英粒
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を少量含み非常に撤密である。焼成は良好、 15世紀代に比定される。 30は瀬戸系灰軸袴腰形香炉の底部破

片と考えられ、復元底径9.4CID、復元内底径12.4cID、脚高1.0CID、遺存部分の最大径は体部にあり 13.6CIDで

ある。内面はロクロナデ、外面体部にはロクロ目が残り、底部はロクロへラケズリ、脚は粘土塊の貼付け

で側面に指文が残る。色調は外面の無軸部分が灰白色、内面および外面体部には不透明な乳状の紬が施さ

れており、褐色ないし明青灰色を呈する。胎土は灰白色で、混入物は特に認められず非常に撤密である。

焼成は普通で海綿状の構造が見られる。 15世紀中葉に比定される。

イ.聾・瓶子 (第60図、第19表、図版27)

1は常滑系大聾の口縁部破片で、復元口径は40.4CIDである。胴部からゆるやかに立ち上がり、頚部から

口縁部がほとんど直立するタイプである。内面はロクロへラケズリ、外面はロクロナデの痕跡が残る。口

縁部は二段の折返しで、縁帯の幅は4.2cID、中央付近がやや膨らんでいる。色調は内面が暗赤褐色、外面

が灰色を呈し、内面上部には暗オリーブ色ないし暗褐色、外面には灰白色ないし青黒色の粧がかかる。胎

土は灰色で、石英粒、白色砂粒、黒色砂粒、灰色砂粒などを中量含んでおりやや粗い。焼成は良好、15世

紀後半に比定される。 2は常滑系大聾の口縁部破片で、復元口径は36.0CIDで、ある。内面にはロクロナデの

0
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痕跡を明瞭に残し、頚部がやや内湾しつつ一段折返しの口縁が受口状に広がるタイプである。縁帯は幅

1.3cmと狭く、口唇部上端はやや丸みを帯びる。色調は内面が褐色ないし黄褐色を呈し、外面全面にはオ

リーブ灰色ないし青黒色の半透明ガラス質軸がかかる。特に口縁部外面で厚い。胎土は灰色で、黒創立子、

白色粒子を少量含んでいる比較的轍密なもので、焼成は良好、 13世紀中葉に比定される。 3は常滑系大聾

の口縁部破片で、復元口径は47cmである。内面にはロクロナデの痕跡を明瞭に残し、頚部がやや内湾気味

に立ち上がり不完全な二段折返し口縁が受口状に広がるタイプである。縁帯の幅は2.3cm、口唇部上端は

やや丸みを帯びる。色調は内面外面共ににぶい黄褐色ないし褐灰色を呈する。外面の口縁部外面および頚

部下半以下、内面の口縁部上半には黒褐色ないしにぷい黄褐色の不透明軸がかかる。胎土は灰白色で、石

英粒を中量、黒色砂粒を少量混入する。焼成は良好、 14世紀に比定される。 4は常滑系素焼大聾の胴部破

片である。内面は比較的幅の狭い横へラナデで整形され、外面には斜め方向のタタキ痕跡が密に残る。色

調は内面が青灰色、外面は暗灰色を呈する。胎土は明オリーブ灰色ないし灰色で、灰色粒子を中量、石英

粒、黒色粒子を少量混入する轍密なものだが、若干ざらついている。焼成は非常に良好である。 5は常滑

系素焼大聾の肩部付近破片である。内面は横へラケズリで整形され、外面にはまばらな斜めタタキの痕跡

を残す。色調は内面外面共に黒褐色を呈する。胎土は灰色で、石英粒、白色微粒子を中量、黒色砂粒を少

量混入する。轍密だが内面外面共に若干ざらつく。焼成は普通である。 6は、常滑系大聾の肩部付近破片

である。内面外面共に横方向のへラケズリで整形され、外面には菊花と格子目の印刻が施される。色調は

内面がにぶい黄櫨色、外面は黒褐色を呈し、外面の大部分には微細な気泡を多量に含むオリーブ灰色の半

透明ガラス質軸がかかっている。胎土は灰白色で、石英粒、白色粒子、雲母様微粒子を多量、黒色砂粒を

中量含む轍密なものだが、内面は若干ざらついている。焼成は非常に良好である。 7は常滑系大聾の肩部

破片である。内面はやや幅の狭い横へラケズリで整形され、外面にはまばらな斜めタタキ痕を残す。色調

は内面が灰色、外面は黒色を呈し、外面には微細な気泡をきわめて多量に含む灰オリープ色の不透明ガラ

ス質軸が上半にかかり、下半に流れている。胎土はオリーブ灰色ないし灰色で、白色微粒子を多量、石英

粒、黒色微粒子を少量含む徹密なものだが、内面はざらついている。焼成は良好である。 8は渥美系大聾

の肩部付近破片である。内面は横へラケズリで整形され、下部には輪積痕を残す。外面はタタキの痕跡が

薄く残る。色調は内面が灰色、外面は黒色を呈七、外面には暗オリーブ色ないし灰白色の軸が薄くかかる

が、ほとんど剥げてしまっている。胎士は灰白色で、石英粒、白色微粒子を中量、黒色粒子を少量混入す

る。比較的轍密だが内面はざらつく。焼成は良好である。 9は常滑系素焼大聾の胴部破片である。内面は

指頭押捺後、横へラケズリが施され、下端には輪積痕が残る。外面はタタキ板の痕跡を残す。色調は内面

外面共に灰色、胎土も同色で、石英粒、灰色砂粒、黒色砂粒を中量含んでおり粗く、表面がややざらつく。

焼成は良好である。 10は渥美系大聾の肩部付近破片である。内面は横へラケズリで整形され、上部に輪積

痕を残す。外面は斜め方向のタタキ痕跡を残し、横へラケズリで整形されている。色調は内面が暗青灰色、

外面は灰色を呈し、外面には微細な気泡を多量に含むオリーブ黒色の半透明軸が比較的厚くかかる。胎土

はオリーブ灰色で、黒色微粒子、白色微粒子を多量に含む轍密なものだが、内面はややざらついている。

焼成は良好である。 11は常滑系素焼大聾の口縁部破片である。内面外面共にロクロナデの痕跡が明瞭に残

り、口縁部が外反せずにほぼ直立するタイプである。口縁部は二段折返しで、縁帯の幅は4.3cm、やや内

湾している。口唇部上端はやや丸みを帯びる。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎士は灰白色で、黒色

砂粒、雲母様微粒子を少量含み、石英粒が非常に目立つ粗いものであるが、表面は比較的滑らかである。
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焼成は良好、 15世紀前半~中葉に比定される。 12は常滑系素焼大聾の口縁部破片である。内面外面共にロ

クロナデの痕跡が明瞭で、外面口縁部下端には指頭押捺痕が薄く残り、頚部から口縁部まで外反せずにほ

ぼ直立するタイプである。口縁部は二段折返しで、縁帯の幅は2.4cm、ほぼ平坦であり、口唇部上端はや

や尖り気味である。色調は内面が黒色、外面はオリーブ黒色を呈する。胎土は灰色で、白色砂粒、灰色砂

粒を中量含み石英粒が目立つやや組いものであるが、表面は比較的滑らかである。焼成は良好、 15世紀前

半~中葉に比定される。 13は常滑系素焼大聾の口縁部破片である。内面外面共にロクロナデの痕跡を明瞭

に残し、頚部から口縁がやや内湾しつつ立ち上がるタイプである。口縁部は二段折返しで、その痕跡が断

面ではっきり確認できる。縁帯の幅は3.5cmでやや狭い。色調は内面外面共に灰色を呈する。胎土は灰白

色で、白色砂粒、黒色砂粒を中量、石英粒、ガラス質微粒子を多量に含むがあまり目立たない。焼成は良

好、 15世紀前半から中葉に比定される。 14は常滑系大聾の口縁部破片である。破片資料であるためはっき

りしないが、口径は40cm程度になるものと推定される。内面外面共にロクロナデの痕跡が顕著で、口縁部

がやや外反するタイプである。口縁は二段折返しで、その痕跡が断面にはっきりと残る。縁帯はほぼ平坦

であるが若干内湾し、幅4.7cmとやや広い。色調は内面がオリーブ黒色、外面が黒色を呈し、外面にはオ

リーブ黒色ないし灰オリーブ色の不透明ガラス質軸がかかる。胎土は灰色で白色砂粒、黒色砂粒、灰色砂

粒を中量含みやや粗い。内面は滑らかで、焼成は良好g、14世紀中葉に比定される。 15は瀬戸系灰軸瓶子

あるいは壷の肩部破片で遺存部分の頚部径は11.2cmである。内面は指頭押捺後ロクロナデ、外面にはロク

ロ整形の痕跡が明瞭に残る。色調は内面がにぶい黄色、外面には全面に微細な気泡を中量含む透明なガラ

ス質の軸がかけられており暗オリーブ色を呈する。胎土は灰色、比較的轍密で黒色砂粒、雲母様微粒子を

中量含む。焼成は良好、 13世紀中葉-14世紀前半に比定される。 16は瀬戸系灰軸瓶子の体部破片で、遺存

部分での最大径は18.8cmである。内面は縦方向、下から上のへラケズリ、外面には4条単位の横方向の沈

線がめぐる。色調は内面が灰白色、外面には軸がかけられているが、二次的に焼成を受けているため不透

明な飴状で発泡しており、黒色ないし暗オリーブ褐色を呈する。胎土は灰白色で石英粒を少量含む轍密な

ものである。焼成は良好、 13世紀中葉-14世紀前半に比定される。 17は瀬戸系灰軸瓶子、いわゆる梅瓶の

底部破片で、復元底径は11.4cm、復元内底径は9.4cmで、ある。内面は横方向のへラケズリ、底部と体部は

貼付け整形で、底部内面にはその痕跡が明瞭に残る。色調は内面が灰白色で、外面全面には微細な気泡を

少量含む透明なガラス質の粕がかけられており灰オリーブ色を呈する。胎土は内面と同色で、気泡を少量

含むが特に混入物は認められない。かなり轍密である。焼成は極めて良好であるが、気泡によるパイ状の

構造が見られる。 13世紀中葉-14世紀前半に比定される。

ウ.担鉢・撞鉢(第61図、第20表、図版28)

1は常滑系片口鉢あるいは担鉢の口縁部破片である。内外面ともに丁寧なロクロナデが施されておりな

めらかである。ただし外面下部に縦方向のへラケズリ痕跡を残す。口縁部は内湾しながら立ち上がる。口

唇部は幅が広く浅い沈線がl条めぐり、幅は0.3cm、内面とのなす角はほぼ直角である。色調は外面が樫

色、内面は灰褐色を呈する。胎土は檀色でやや粗く、石英や長石、黒色砂粒、白色砂粒を中量混入する。

焼成は良好、 15世紀中葉に比定される。 2は常滑系片口鉢の口縁部破片で、復元口径32.2cm、復元最大径

33.2cmである。内面は丁寧な斜方向のロクロへラナデ、外面は下部が縦方向のへラケズリ、上部はロクロ

ナデを施し、口縁部はやや外反する。口唇部は幅の広い沈線状に内湾し、幅0.7cm、内面とのなす角は直

角に近い鋭角である。色調は外面が褐灰色ないしにぶい檀色、内面は全体的にオリーブ灰色ないし灰白色
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の自然柚がかかっている。胎土は外半が灰色、内半が灰白色でやや粗く、石英や長石、白色砂粒が中量混

入する。焼成は良好、 14世紀中葉に比定される。 3は常滑系担鉢の口唇部破片である。内面および口唇部

は丁寧なロクロナデ、外面下部は指頭圧痕を残す粗いロクロナデ、口唇下部にはやや強いへラナデが施さ

れており、幅の広い沈線状に削れている。口唇部は平坦で、幅O.8cm、内面とのなす角は直角である。色

調は外面が櫨色、内面および口唇部は明赤褐色ないし灰褐色を呈する。胎土は灰黄褐色ないし檀色で粗く、

やや粒の大きな石英や長石、黒色砂などを多量に含む。焼成は良好、 15世紀中葉に比定される。 4は常滑

系裡鉢の口縁部破片である。内面外面共に丁寧なロクロナデが施されており滑らかである。口唇部はへラ

状工具ないし栂指先によるやや浅い沈線が1条めぐる。幅0.5cm、内面とのなす角は直角に近い鈍角であ

る。色調は内外面共ににぶい檀色ないし褐灰色を呈し、口層部のみ灰白色の自然軸が斑状にかかる。胎土

は褐灰色ないしにぷい檀色でやや粗く、灰色砂粒や白色砂粒を中量混入する。焼成は良好、 14世紀中葉に

比定される。 5は常滑系片口鉢の口縁部破片である。内面は丁寧なロクロナデ、外面は指頭押捺痕跡を残

すロクロナデを施す。口唇部は幅が広くごく浅い沈線状のロクロナデ痕跡が2条めぐり、断面W字状に広

がる。幅1.0回、内面とのなす角は直角に近い鋭角である。小破片であるため全容は知り得ないが、色調

は外面が褐灰色、内面は灰褐色を呈する。胎土は檀色で比較的轍密、石英や長石、灰色砂の微粒子を中量

混入する。焼成も良好、 15世紀中葉に比定される。 6は常滑系片口鉢ないし担鉢の復元可能な個体で、復

元口径26.8cm、復元最大径28.8cm、復元底径12.8cm、復元内面底径10.4cm、器高12.5cmである。内面は下部

に環状の圧痕を残した丁寧なロクロナデ、外面は口唇下部が横方向のへラナデ、それ以下は斜方向の粗い

へラナデののち下部のみ横方向のへラナデを施す。口唇部は平坦で両端を面取りしている。幅O.4cm、内

面とのなす角はほぼ直角である。色調は外面が赤灰色ないしにぶい樟色、内面は灰色ないしにぷい樫色を

呈し、内面に暗褐色あるいは淡黄色の自然軸が斑状にかかる。胎土は灰色ににぷい樺色の粘土がマーブル

状に中量、灰色砂粒を少量混入する。胎土は比較的轍密、焼成も良好である。 14世紀中葉に比定される。

7は備前系播鉢の口縁部破片である。内面、口唇部、外面共に丁寧なロクロナデが施されており、滑らか

である。内面には4条単位の縦沈線が走るが、全体で何単位になるのかは不明である。口唇部は平坦で、

幅0.9cm、内面とのなす角はほぼ直角である。色調は外面が暗紫灰色、内面は暗赤灰色で内面には所々に

灰白色の自然軸がかかっている。胎土は紫灰色ないし青灰色で非常に轍密であり、白色砂粒、灰色砂粒を

少量混入する。焼成は非常に良好、 14世紀前葉に比定される。 8は常滑系担鉢の口縁部破片で、復元口径

28.8cm、復元最大径30.8cmである。内外面共に指頭圧痕を残すが、内面はやや丁寧なロクロナデ、外面は

下部が斜方向のへラナデ、口唇下部がロクロナデを施す。口層部は細いへラ状工具ないし栂指先によるや

や深い沈線が1条めぐる。幅はO.4cm、内面とのなす角はほぼ直角である。色調は外面が暗褐色、内面は

暗褐色に灰白色の自然軸が斑状にかかる。胎土は青灰色ないし紫灰色でやや粗く、黒色および白色砂粒を

中量、若干の小礁を混入する。焼成は良好、 14世紀中葉に比定される。 9は常滑系担鉢の口縁部破片であ

る。内面および口唇部は丁寧なロクロナデ、外面下部は縦方向のへラケズリ痕跡を残す縦方向の粗いへラ

ナデ、口唇下部は内外面共にやや強いロクロナデが施されており、幅の広い沈線状に削れている。口唇部

は平坦で、幅0.6c皿、内面とのなす角はやや鋭角気味である。色調は外面が樟色ないし黒色、内面は樺色

ないし褐灰色を呈する。胎土は黄灰色でやや組く、石英や長石、灰色砂粒、白色砂粒を中量混入する。焼

成は良好、 15世紀中葉に比定される。 10は常滑系担鉢ないし播鉢の口縁部破片である。内面は丁寧なロク

ロナデ、外面は下部に指頭圧痕を残す粗いロクロナデ、口唇下部には強いロクロナデにより幅が広く浅い
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沈線がめぐる。口唇部はロクロナデにより若干内湾するがほぼ平坦で、幅O.9cm、内面とのなす角はほぼ

直角である。色調は内外面共に褐灰色を呈する。胎土はにぶい檀色で粗く、石英や長石、灰色砂粒を多量

に混入する。焼成は良好、 15世紀中葉に比定される。 11は常滑系片口鉢の口縁部破片である。復元口径

23.2cm、復元最大径24.4cmで、最大径は口唇下部にある。内面外面共に指頭押捺の痕跡を残す、組いロク

ロナデが施される。口唇部は面を形成しな~，。色調は外面が暗褐色ないし褐灰色で、内面は暗褐色を呈し、

内面にはオリーブ黒色ないし灰白色の自然軸が斑状にかかっている。胎土は灰色でやや粗く、石英や長石、

灰色砂粒を多量に混入する。焼成は非常に良好、 14世紀中葉に比定される。 12は常滑系担鉢の口縁部破片

である。内面および口唇部は丁寧なロクロナデ、外面下部は粗い縦方向のへラケズリ、口層下部はロクロ

へラケズリにより幅の広い沈線状に削れている。口唇部はやや内湾し、 T字状に広がる。幅は1.2cm、内

面と口唇部のなす角はほぼ直角である。色調は外面および口唇部が暗赤褐色、内面が明赤褐色を呈する。

胎土はにぷい赤褐色ないし檀色で組く、石英や長石、黒色砂粒を中量混入する。焼成は良好、 14世紀中葉

に比定される。 13は瀬戸系揺鉢の口縁部破片で、口縁部は折り返し整形である。口層部は内湾し、幅0.9cm、

内面とのなす角は鋭角である。内面外面共に鉄軸がかかり、色調は茶褐色を呈する。胎土は灰黄色でやや

粗く、混入物は特に認められない。焼成は良好で、よく締まっている。 15世紀中葉に比定される。 14は土

師質担鉢の口縁部破片である。内面および口唇部は丁寧なロクロナデ、外面は下部が斜方向のへラナデ、

口唇下部が内外面共に横方向のへラナデである。口唇部はやや内湾し、幅0.7cm、内面口唇のなす角は鈍

角である。色調は内外面共に浅黄樺色を呈する。胎土も同色で、石英や長石、黒色砂粒を中量混入する。

焼成は比較的良好であるが、若干劣化しており脆くなっている。 15世紀中葉に比定される。 15は常滑系担

鉢の口縁部破片である。内面は右上がりの丁寧なナデ、口層部はロクロナデ、外面下部はタタキの痕跡を

残す粗いロクロナデ、外面上部はロクロヘラナデ、口唇下部は比較的丁寧なロクロナデを施す。口唇部は

やや内湾し、幅0.7cm、内面とのなす角は鈍角である。色調は外面がと黒色中に櫨色が斑状に混在、内面

は黒褐色を呈する。胎土は樫色ないし黒褐色で組く、長石や石英、灰色砂粒などを中量混入する。焼成は

良好、 15世紀中葉に比定される。 16は常滑系播鉢の口縁部破片で、復元口径39.4畑、復元最大径42.0cmで

ある。内面は下部が斜め方向のへラナデ、上部はロクロナデで1条単位の浅い縦沈線が走るが、破片資料

であるため全体で何単位になるのかは不明である。外面は下部が縦方向のへラケズリ痕跡を残す粗いロク

ロナデ、口唇下部はロクロナデを施し、揖指爪によると考えられる細沈線が3条まわる。口唇部は浅く内

湾し、幅1.0cm、内面とのなす角は直角に近い鈍角である。色調は外面が黒褐色ないし樟色、内面は黒褐

色ないしにぶい赤褐色を呈する。胎土は灰色ないし檀色でやや粗く、長石や石英、灰色砂を中量混入、比

較的粒の大きなものも含んでいる。焼成は良好、 14世紀中葉に比定される。 17は瀬戸系播鉢の底部破片で

ある。内面は丁寧なロクロナデの後、 6条単位の櫛目を施す。破片資料であるため全体での櫛目の間隔は

不明である。外面には強いロクロ目が残り、非常にゆるやかに外反する器形である。内面外面共に鉄軸が

かかり、色調はにぷい光・沢を持つ茶褐色を呈する。胎土は淡黄色で若干粗く、やや粒の大きな黒色砂粒を

少量混入する。焼成は良好で、よく締まっている。 15世紀中頃に比定される。 18は常滑系片口鉢ないし担

鉢の口縁部破片で、復元口径25.0cm、復元最大径27.6咽である。内面は丁寧なロクロナデ、外面は下部が

斜方向のへラナデ痕跡を残す粗いロクロナデ、それ以上はロクロヘナデを施す。口唇部は平坦で、幅1.0

cm、内側に浅い沈線が1条めぐる。内面とのなす角は直角に近い鈍角である。色調は外面が淡黄色、内面

および口唇部は灰黄色を呈する。胎土は灰白色で、石英や長石、灰色砂などを多量に、やや粒の大きなも
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のも混入する。焼成はやや不良で若干脆くなっている。 15世紀中葉に比定される。 19は瀬戸系播鉢の体部

破片である。内面は丁寧なロクロナデの後、 6条単位の櫛目が施される。破片資料であるため全体の櫛目

の密度は不明であるが、間隔はやや広いようである。外面には強いロクロ目を残す。内面外面共に鉄軸が

施され、色調は茶褐色を呈する。胎土は灰黄色でやや組く、混入物は認められない。焼成は良好でよく締

まっている。 15世紀中葉に比定される。 20および21は備前系播鉢の体部破片である。残念ながら接合はし

なかったが、明らかに同一個体であると考えられる。内面は丁寧なロクロナデの後、 6条単位の櫛目を施

す。櫛目の間隔はやや狭い。外面には不規則なロクロ目を残す。内面外面共に鉄軸がかかり、色調はにぶ

い光沢を持つ銀色である。胎土は灰黄色を呈し非常に轍密、混入物は特に認められない。焼成は非常に良

好で、たたくと甲高い音がする。 15世紀中葉に比定される。 22は常滑系担鉢の口縁部破片で、復元口径22.

Ocm、復元最大径24.3cmである。内面および外面上部が丁寧なロクロナデ、外面下部にはへラケズリの痕

跡を残す粗いロクロナデを施す。口唇部は幅が広く浅い沈線状に内湾し、ややY字状に広がる。幅は0.8

C皿、内面とのなす角は直角に近い鈍角である。色調は外面が褐灰色ないし檀色、内面は黄灰色を呈する。

胎土は灰色ないし檀色でやや粗く、石英や長石、灰色砂粒などを中量混入、やや粒の大きなものも含む。

焼成は良好、 15世紀中葉に比定される。

③ 土師質土器(第62図・第63図、第21表、図版29)

1は底部の1/3程度を遺存する小皿破片で、復元口径7.3cm、復元底径4.5cm、器高は1.5cm、口高指数

(口縁部と器高の比率:器高/口径x100で表される)は20.5である。口縁部が緩く内湾し、底部が上げ底

状に盛り上がるタイプで、整形に要するロクロ回転数は少ない。色調は内面外面共ににぶい黄褐色を呈す

る。胎土も同色で、白色砂粒を微量混入する比較的なめらかなものである。焼成は普通だが、やや脆くなっ

ている。体部の整形にはロクロを使用し、底部切離しは回転糸切りによると考えられるが、かなり摩耗し

てしまっているため、その痕跡ははっきりしない。 2は底部の2/3程度を遺存する椀ないし杯破片で、復

元底径5.4cmである。底部は厚さ1.0cmの肉厚平坦なもので、摩耗しているためはっきりしないが、わずか

に回転糸切りの痕跡が残る。色調は内面外面共に淡黄色を呈する。胎土も同色で、灰色砂粒を微量混入す

る比較的なめらかなものである。焼成は普通だがやや脆くなっている。 3は小皿の破片である。復元口径

7.2cm、復元底径5.4c皿、器高1.6cm、高台高0.5cmで、口高指数は22.2である。底部切離しは回転糸切り、形

状は平坦であり、外周がもっとも肉厚で、中心付近が最も薄い。口縁部外面は内湾するが内面はほとんど直

線状で、整形に要するロクロ回転数は器高の割に多い。色調は内面外面共ににぶい褐色を呈する。胎土は

浅黄櫨色で、黒色砂粒や白色微粒子を少量混入する比較的なめらかなものである。焼成は良好で表面もあ

まり摩耗せずしっかりしている。破片重量は11.7gである。 4は小皿の破片である。復元口径6.0cm、復元

底径5.2c皿、器高は1.1cmで、口高指数は18.3である。底部は摩耗しているので切離し技法は不明、形状は

平坦であり、外周が最も厚く中心が最も薄い。内底面にはロクロ整形による渦巻き状の隆帯が残る。口縁

部は比較的肉厚で強く内湾し、口唇付近でほとんど垂直に近くなるタイプである。整形に要するロクロ回

転数は器高の割に多い。色調は内面外面共ににぶい黄檀色を呈する。胎土も同色、混入物がほとんど認め

られないなめらかなもので、焼成は普通である。 5は小型杯の破片である。復元口径8.4cm、復元底径5.6

cm、器高2.4cmで、口高指数は28.5である。底部の形状は平坦であるが、内底面は中程が厚さ1.4cmで最も

厚い。底部を柱状に厚く切り残すタイプである。口縁部は内湾し、外面にかなり強いロクロ目を残す。整

形に要するロクロ回転数は多い。色調は外面がにぶい黄樟色ないし灰黄色、内面は灰黄色ないし黒褐色を



呈する。胎土はにぷい黄檀色で白色砂粒や黒色砂粒を多量に混入する。焼成は普通だが、やや脆くなって

いる。底部の摩耗が著しいため切離し技法は不明だが、おそらく回転糸切りであろう。 6は小皿の破片で

ある。復元口径7.4cm、復元底径6.4cm、器高1.9cmで、口高指数は25.7である。底部の形状は平坦であるが、

内底面は中心付近が1.2cmで最も厚い。底部の摩耗が著しいため切離し技法は不明だが、内底面にはロク

ロ整形による渦巻き状の隆帯がまわる。口縁部は緩やか内湾するがほとんど垂直に立ちあがる。外面のロ

クロ目は下部が密で上部が疎である。色調は内面外面共に樫色を呈する。胎土も同色で、黒色砂粒や白色

微粒子が若干量混入する。焼成は普通であるが、やや脆くなっている。 7は小皿の口縁部破片で、復元口

径は9.0cmで、ある。外面には稜とでもいうべき強いロクロ目が残る。底部は完全に欠けているので実際に

は不明だが、かなり浅い器形になりそうである。整形に要するロクロ回転数は少ない。色調は内面外面共

ににぶい黄樟色を呈する。胎土も同色で、灰色微粒子や白色微粒子を中量混入するが、比較的滑らかであ

る。焼成はやや良で、あまり摩耗しておらず、表面も比較的しっかりしている。 8は底部の1/4程度を遺

存する小皿の破片である。復元口径7.4cm、復元底径5.1cm、器高1.6cmで、口高指数は21.6である。口縁部

外面は滑らかに立ち上がり、内面には大きな波状のロクロ目が残る。底部中央付近が最も盛り上がるタイ

プであろう。外面のロクロ目は下部が密で上部が疎である。色調は内面外面共ににぶい黄櫨色を呈する。

胎土も同色で、赤色の破砕土器粒や白色微粒子、雲母様微粒子を中量含む。焼成はあまり良くなく、全体

的にかなり摩耗している。底部ははっきりしないがおそらく回転糸切無調整であろう。 9は底部の1/3程

度を遺存する杯の破片である。復元底径5.9cm、底部最大厚0.8c皿である。口縁部のほとんどを欠くため形

状は不明であるが、おそらく断面逆台形となるタイプであろう。色調は内面がにぷい樫色、外面はにぶい

黄樫色を呈する。胎土はにぷい檀色で、白色微粒子や灰色砂粒を微量混入する。焼成は普通だが劣化して

おり脆くなっている。全体的に摩耗が著しく底部の切離し技法は不明である。 10は全体の4割程度を遺存

する小皿の破片である。復元口径7.4cm、復元底径4.6cm、器高1.3cmで、口高指数は17.6である。底部中央

付近は遺存しないが、おそらく底部外周がもっとも厚いタイプであろう。その場合底部最大厚は0.6cmと

なる。整形に要するロクロ回転数は器高の割に多い。色調は内面外面共ににぶい黄樺色を呈する。胎土は

褐色で、白色砂粒、灰色微粒子や雲母様微粒子を多量に含む。焼成は良好で、底部は若干摩耗しているが

明らかに回転糸切り無調整である。底部外周には粘土カスが付着する。 11は杯の破片である。復元底径5.4

cm、底部最大厚1.2cm、高台高O.4cmである。底部は平坦で厚く切り残され、体部は如意形に内湾しながら

立ち上がる。口縁部を欠くためはっきりしないが、おそらく口縁部が外反するタイプであろう。整形に要

するロクロ回転数は多い。色調は内面外面共に黄灰色を呈する。胎土は浅黄色で、白色砂粒、灰色砂粒、

雲母様粒子を中量混入する。焼成は悪くないが、やや摩耗が著しい。底部は回転糸切り無調整である。 12

は小皿の破片である。復元口径9.8cm、復元底径6.8cm、器高1.7cmで、口高指数は17.3である。口唇部外面

に1個所指頭押捺が見られ、その周囲に油脂状の炭化物や煤が付着していることから、灯明具として使用

されたものと推察される。外面のロクロ目ははっきりしているが、内面にはロクロ痕跡はほとんど見られ

ない。整形に要するロクロ回転数は多い。色調は内面外面共に浅黄色ないし黄灰色で、二次焼成を受けた

部分は櫨色、煤付着部は黒褐色を呈する。胎土は黒色ないし浅黄色で、白色砂粒、灰色砂粒を多量に混入

し、やや粒の大きなものも含んでいる。底部は回転糸切り無調整で痕跡ははっきり残る。 13は小皿の破片

である。復元口径7.9cm、復元底径5.7cm、復元内底径5.8cm、器高1.8cm、底部最大厚1.0cmで、口高指数は

22.8である。体部が緩やかに外反しつつ立ち上がり、底部中央付近が盛り上がるタイプで、整形に要する
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ロクロ回転数は少ない。色調はにぷい黄樫色を呈する。胎土も同色で、黒色砂粒や白色砂粒、雲母様粒子

のほか破砕土器粒を多量に含み、やや粒の大きなものも混入する。焼成は普通だがやや脆くなっている。

底部は摩耗しているためはっきりしないが、粘土カスが多量に付着していることからみて、回転糸切り無

調整であろう。 14は底部の5割程度を遺存する小皿の破片である。復元口径8.2畑、復元底径5.6cm、復元

内底径6.0cm、器高1.8叩、底部最大厚は0.9咽で、口高指数は22.0である。形状は断面逆台形となるタイプ

である。整形に要するロクロ回転数は少ない。色調は内面外面共に樫色を呈する。胎土も同色で比較的轍

密、混入物はほとんど認められない。焼成はやや不良で若干脆くなっている。底部は回転糸切りで外周の

み手持ちへラケズリを施しているが、摩耗しているためはっきりしない。 15は杯の口縁部破片である。復

元口径は10.6畑、復元最大径は口縁部外周にあって11.0cmである。体部に稜とでもいうべき非常に強いロ

クロ目がある。ロクロ回転方向は反時計回りである。整形に要するロクロ回転数は多い。色調は浅黄色な

いし櫨色を呈する。胎土も同色で、黒色砂粒、白色砂粒を多量に含むほか破砕土器粒を少量混入する。焼

成は良好で、外面は比較的しっかりしている。 16は全体の4割程度を遺存する小皿の破片である。復元口

径7.7cm、復元底径5.6畑、器高1.4cmで、口高指数は18.2である。口縁の一部には油脂状炭化物が付着し、そ

の周囲に煤が付着、またその付近が二次焼成を受けているなど、この器が灯明具として使用されたことを

物語る。整形に要するロクロ回転数は多い。色調は内面外面共に檀色で、煤付着部は暗灰黄色を呈する。

胎土は灰色ないし樟色で、灰色微粒子、黒色砂粒を微量混入する。焼成は普通であるが二次焼成を受けて

いるためかなり脆くなっている。底部は回転糸切り無調整であるが、摩耗も著しい。 17は杯の破片である。

復元底径は5.2咽で、底部中央付近を欠くが、その形状から中央付近が最も薄くなるタイプであると考え

られる。その場合底部最大厚は1.2咽となる。体部外面には強い波状のロクロ目を持ち、緩やかに内湾し

ながら立ち上がる。整形に要するロクロ回転数は非常に多い。口唇部の形状は不明である。色調は内面が

にぷい黄櫨色、外面は淡黄色を呈する。胎土はにぷい黄樺色で、黒色微粒子、灰色砂粒を少量混入する。

焼成は普通だが、かなり脆い。底部は完全に摩耗してしまっており不明である。 18は小皿の破片である。

復元口径8.4cm、最大径は口層部下端にあり9.0皿、復元底径4.6c皿、器高2.4cm、高台高0.5咽で、口高指数

は28.6である。底部を厚く切り残し、中央付近が最も厚くなるタイプであろう。体部には強い波状のロク

ロ目があるが、整形に要するロクロ回転数は少ない。色は内面が淡黄色ないし檀色で、外面は淡黄色を呈

する。胎土は外面と同色で、黒色微粒子を少量含むほか、破砕土器粒を若干量混入する。焼成は普通だが

やや脆い。底部は摩耗しており不明であるが、底部外周に粘土カスが付着していることから回転糸切り無

調整であろうと考えられる。 19は小皿の破片である。復元口径8.2cm、復元最大径は口層部下端にあり8.6

cm、復元底径6.7cm、復元内底径6.4cm、器高1.25cmで、口高指数は15.2である。底部内面に煤が非常に濃

く付着している部分があることから、灯明具として使用された可能性がある。外面のロクロ目は薄く、整

形に要するロクロ回転数も少ない。形状は断面逆台形となるタイプである。色調は内面外面共に浅黄櫨色

であるが内面の煤付着部分は黒色を呈する。胎土は黄櫨色で、白色微粒子、灰色砂粒を中量混入する。焼

成は比較的良好であるが摩耗が著しく、底部切離し技法は不明である。 20は杯の破片である。復元口径

12.1cm、復元底径4.8畑、器高は4.0佃で、口高指数は33.1である。体部には陵とでもいうべき非常に強い

ロクロ目があり、緩やかに内湾しながら立ち上がる。整形に要するロクロ回転数は多い。色調は内面外面

共に檀色ないしにぷい黄櫨色を呈する。胎土も同色で、白色砂粒、灰色微粒子、雲母様微粒子を中量混入

する。焼成は良好で、内面外面共にロクロ整形の痕跡が明瞭に残っている。底部は回転糸切り無調整で、
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底部外周には粘土カスが付着する。 21は小皿の破片である。復元口径7.6cm、復元底径6.6cm、器高1.4cmで、

口高指数は18.4である。体部は内湾も外反もせずに立ち上がり、整形に要するロクロ回転数は少ない。断

面逆台形となるタイプである。色調は内面はにぷい樫色、外面は樟色ないしにぷい赤褐色を呈する。胎土

は内面と同色で、白色砂粒、灰色微粒子、雲母様微粒子を多量に含む。焼成は普通だが、やや脆くなって

おり、底部は摩耗が著しく切離し技法は不明である。 22は小皿の底部破片である。復元底径は6.0cmで、

若干上げ底になるタイプである。色調は内面外面共に灰白色を呈する。胎土も同色で、白色砂粒や灰色砂

粒を多量に混入する。焼成はやや不良で、かなり脆い。底部は摩耗しているため不明だが、外周に粘土カ

スが若干付着していることから回転糸切り無調整であると考えられる。 23は小皿の破片である。復元口径

7.4cm、復元底径4.8cm、器高は1.8cmで、口高指数は24.3である。口縁部は非常に肉厚で、外面には強いロ

クロ目が残る。整形に要するロクロ回転数は少ない。色調は内面外面共に淡黄色ないし檀色を呈する。胎

土は樟色で、白色微粒子や黒色砂粒、灰色砂粒のほか雲母様微粒子を多量に混入する。焼成は普通である

が、やや脆い。底部は静止糸切り無調整で、若干の粘土カスが外周に付着する。 24は底部の8割を遺存す

る小皿破片である。復元底径4.0cm、底部最大厚は中央付近にあり0.9cmで、ある。底部外面は平坦だが、内

面は凸レンズ状に盛り上がる。色調は内面外面共に浅黄色を呈する。胎土も同色で、灰色微粒子や雲母様

微粒子のほか破砕土器粒を中量混入する。焼成は普通だがやや脆くなっている。底部は回転糸切り無調整

で多量の粘土カスが外周に付着するが、摩耗が著しい。 25は小皿の破片である。復元口径7.0cm、復元底

径4.5cm、器高1.4cm、底部最大厚は外周にありO.7cmで、口高指数は20.0である。口唇の一部に油脂状炭化

物が、その周囲には煤が付着しており、灯明具として使用されたものと考えられる。底部は上底状に隆起

するタイプであり、整形に要するロクロ回転数は少なし、。色調は内面外面共に暗灰黄色を呈する。胎土も

同色で、黒色砂粒や灰色砂粒、雲母様微粒子を多量に混入する。焼成はやや不良で、二次焼成を受けてい

るため脆し、。全体的に摩耗しているため底部切離し技法は判然としない。 26は小皿の破片である。復元口

径7.6cm、復元底径4.0cm、器高は1.4cmで、口高指数は18.4である。肉厚の割に非常に浅い器で、整形に要

するロクロ回転数は少ない。色調は内面外面共に檀色を呈する。胎土も同色で、白色砂粒や黒色砂粒、灰

色砂粒を多量に混入する。焼成は普通であるが、やや脆くなっている。全体的に摩耗が著しく、底部切離

し技法は判然としない。 27は小皿の破片である。復元口径8.9cm、復元底径5.8cm、器高2.5cm、高台高0.5

cmで、口高指数は28.1である。底部を厚く切り残し、体部外面に強いロクロ目を残すタイプであるが、整

形に要するロクロ回転数は少ない。色調は内面外面共に淡黄色を呈する。胎土も同色で、黒色砂粒や灰色

砂粒、雲母様微粒子を多量に含むほか、やや大きめな破砕土器粒を中量混入する。焼成は普通であるが、

若干脆くなっている。底部は摩耗が著しく判然としないが、外周に粘土カスが多量に付着していることか

ら、回転糸切り無調整であろうと考えられる。 28は小皿の破片である。復元口径7.0cm、復元底径5.6cm、

器高1.3cmで、口高指数は18.6である。器高の割に整形に要するロクロ回転数は多く、体部は内湾も外反

もせずに立ち上がる断面逆台形となるタイプである。色調は内面外面共に灰黄色を呈する。胎土も同色で、

黒色砂粒や白色砂粒、灰色砂粒を多量に含むほか、破砕土器粒を中量混入する。焼成は普通であるが若干

脆くなっている。全体的に摩耗が著しく底部切離し技法は判然としない。 29は口縁部の4割程度を遺存す

る小皿破片である。復元口径6.8cm、復元底径4.6cm、器高1.7cmで、口高指数は25.0である。口唇部に油脂

状炭化物や煤が多く付着しており、灯明皿として使用されたことは間違いないだろう。底部は上げ底状に

隆起し、整形に要するロクロ回転数は少ない。色調は内面外面共に明赤褐色を呈する。胎土も同色で、白
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色砂粒や灰色微粒子を中量含むほか、雲母様微粒子を多量に混入する。焼成は普通だが全体的に二次焼成

を受けており、かなり脆くなっている。全体的に摩耗が著しく底部切離し技法ははっきりしないが、外周

に多量の粘土カスが付着していることから、回転糸切り無調整であると推察される。 30は底部の4割程度

を遺存する小皿破片である。復元口径7.6個、復元底径5.0cm、器高2.2冊、底部最大厚O.9cmで、口高指数

は28.9である。体部には稜とでもいうべき強いロクロ目を持ち、底部を厚く切り残すタイプで、底部外面

は平坦であるが最大厚は中央付近にある。色調は内面外面共ににぷい黄樺色を呈する。胎土も同色で、白

色砂粒や灰色微粒子を中量含むほか、雲母様粒子を多量に混入する。焼成は普通だがやや脆くなっており、

底部には回転糸切りの痕跡がわずかに残る。

④ 銭貨(第64図~第67図、第22表、図版30)

本遺跡では、 32枚の銭貨が出土している。比較的状態の良いものがある反面、かなり劣化したものや破

損しているものが混在していた。劣化したものについては銭文のはっきりしないものもあったが、書体や

銭容などから一応すべて判読することができた。その内訳を記すと、開元通賓(4)、照寧元賓(3)、皇宋通賓

(3)、聖宋元賓(3)、元祐通賓(2)、至道元賓(2)、紹聖元賓(2)、天轄通賓(2)、天聖元賓(2)、嘉祐通賓(2)、至和通

賓(1)、太平通賓(1)、祥符通賓(1)、宣和通賓(1)、永柴通賓(1)、元豊通賓(1)、政和通賓(1)の17銭種となる。す

べて銅銭である。最古銭は唐銭 (621年初鋳)の開元通費、最新銭は明銭(1408年初鋳)の永柴通賓であ

る。ほとんどは北宋銭で、開元通賓と永集通賓を除く 15銭種27枚を占める。これは中世の遺跡で出土する

銭貨の一般的な様相を示しているが、磨輪銭、打平め、文字が薄かったり内郭がずれているなど、民間鋳

造銭の可能性があるものの割合が高い。また明らかな正規銭であっても、著しく摩耗して非常に薄くなっ

てしまっているものも多い。なお寛永通賓や文久永賓などの近世銭は出土していない。

lは真書体の照寧元賓である。腐食が進行しており、遺存状態はあまりよくない。外帯の一部を腐食に

より欠いている。表裏のずれもほとんどなく比較的整った銭形であり、銭文および背面の摩耗度の割に厚

みがあることから正規銭としてよいだろう。 2は右下半分を欠失するためはっきりしないが遺存部分の文

字の書体から真書体の皇宋通賓と考えられる。非常に腐食が進んでおり、遺存状態は非常に悪い。表裏共

にそれほど摩耗していないが、非常に肉薄で銭文が不明瞭であることから私鋳銭の可能性を考慮しておく

べきである。 3は行書体の元祐通賓である。腐食が著しく所々に穿孔が見られる。非常に肉薄であるが、

銭文はきわめて明瞭であることから正規銭としてよいだろう。 4は真書体の照寧元賓である。腐食が著し

く非常に脆い。かなり肉薄になっているが銭文は明瞭であることから正規銭と考えてよいだろう。政和通

費(却と付着して出土した。 5は真書体の開元通賓である。腐食によって外帯はほとんど剥落してしまって

いる。表裏共に摩耗が著しく銭文もなかば潰れてしまっているが、比較的肉厚であることから銭写による

私鋳銭の可能性がある。 6はいわゆる連点通背上月と呼ばれる真書体の開元通賓である。遺存状態は良好

で肉厚、ほとんど摩耗しておらず、銭文も非常にはっきりしている。明らかな正規銭である。 7は真書体

の至道元賓である。外帯部分は若干腐食しているが、内部にはメタル部が遺存しており、遺存状態は良好

である。銭文は非常に明瞭だが背面はやや摩耗している。正規銭であろう。 8は筆書体の聖宋元賓である。

外帯部分をすべて欠失するが、遺存状態は比較的良好で腐食もほとんど進んでいないことから、故意に外

帯部分を削り取ったいわゆる「磨輪銭」と考えてよいだろう。 9は右上半部分を欠失するが、下字が「宋」

になるものは皇宋通賓のみであるため、同定し得た。表裏共に若干摩耗しているが比較的銭形が整ってお

り、銭文も明瞭であることから正規銭と考えてよいだろう。 10は真書体の開元通賓である。腐食が進んで
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おり外帯外周が所々剥落している。表裏共摩耗が著しく非常に肉薄になっているが銭文は非常に明瞭であ

る。正規銭であろう。 11は筆書体の聖宋元賓である。整った銭形であるが、気泡を多く含むやや粗雑な作

りで、肉厚の割に文字の浮き出しは弱い。ただし銭文は明瞭である。若干摩耗しているが流通によるもの

と考えられる。正規銭であろう。 12は内郭より右側を欠失し、摩耗が著しいためはっきりしないが、銭文

の輪郭からみて真書体の紹聖元賓であると考えられる。腐食が非常に進んでおり遺存状態は悪いが、それ

ほど肉薄でもない。正規銭と考えてよいだろう。 13は真書体の天稽通賓である。腐食により外帯外周部が

脆くなっているが剥落等は認められない。著しく銭文もほとんど潰れかかっているが、文字面はそれほど

肉薄でもないが、内郭が表裏で450程度ずれていることから新規母銭による私鋳銭の可能性がある。 14は

行書体の元祐通賓である。外帯外周および文字面に若干の腐食穿孔箇所があるものの、遺存状態は比較的

良好である。曲銭であるが埋没前か埋没後かは不明である。全体的にやや粗雑な作りで鋳ムラによる気泡

が多く見られる。銭文は明瞭、比較的肉厚であり、正規銭と考えてよかろう。 15は内郭より下を欠く真書

体の天聖元賓である。腐食が進んでおり遺存状態は悪い。銭文は非常に明瞭だが背面は摩耗が著しく、外

帯が失われている。銭形そのものは整っており、書体もしっかりしていることから正規銭と考えてよいだ

ろう。 16は真書体の至和通賓である。下字付近を欠き、腐食と摩耗が非常に進んでいるため銭文は潰れか

かっている。特に背面は摩耗が著しく外帯、内郭共にほとんど判別できない。 17は真書体の天稽通賓であ

る。銭文は非常に明瞭で、背面の外帯、内郭もはっきりしている。表裏共にあまり摩耗していない割に肉

薄で、表裏の内郭が30。程ずれていることから新規母銭による私鋳銭の可能性がある。 18は筆書体の皇宋

通賓である。背面の外帯部が腐食により剥落しているほかはほとんど腐食しておらず、遺存状態は比較的

よい。銭文は摩耗しており潰れかかっている割に肉厚である。正規銭であろう。 19は行書体の至道元賓で

ある。腐食が進んでおり外帯外周が所々剥落している。摩耗も著しく銭文は潰れ気味であるが、それほど

肉薄でもない。正規銭であろう。 20は筆書体の嘉祐通賓である。銭文は腐食が進んでいるためかなり不明

瞭になっている。表面はさほどでもないが、背面の摩耗が著しく外帯部は失われているが、比較的肉厚で

ある。正規銭であろう。 21は行書体の紹聖元賓である。ほとんど腐食しておらず、遺存状態は非常に良好

である。銭文はかなり摩耗しているが判読は可能である。背面には金槌のような工具でたたいた跡が残る、

いわゆる「打平め」であろう。鋳込みが悪く、方孔の形がいびつであることから銭写しによる私鋳銭と考

えてよいだろう。 22は筆書体の天聖元賓である。外帯外周が一部腐食により剥落している。銭文は明瞭で、

背面の外帯、内郭も比較的はっきりしており、比較的肉厚である。正規銭であろう。 23は真書体の太平通

費である。背面の外帯部が若干腐食により剥落している。表裏共に摩耗しているが、銭文、外帯、内郭は

十分判別できる。文字面はやや薄くなっているが、外帯は肉厚である。正規銭であろう。 24は筆書体の嘉

祐通賓である。腐食が進んでいるため所々に亀裂入っており、非常に脆くなっている。また腐食のため銭

文が若干不明瞭になっているが、判読は可能である。背面は若干摩耗している。 25は真書体の祥符通費で

二つに割れている。腐食が進んでおり外帯の一部が剥落している。比較的整った銭形であるが、背面の外

帯と内郭がずれており、内郭が重複していることから銭写しによる私鋳銭と考えてよいだろう。 26は築書

体の聖宋元賓である。外帯が所々腐食により剥落している。銭文は明瞭である。正規銭と考えてよいだろ

う。 27は筆書体の宣和通費である。遺存状態は極めて良好で、欠損箇所や腐食箇所は皆無である。ただし

若干摩耗しているため銭文は不明瞭になっている。外帯はさほどでもないが内区は比較的肉厚であること

から正規銭と考えてよいだろう。 28は筆書体の照寧元賓である。腐食がかなり進んでおり外帯外周部が
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第64図 出土遺物拓影(1)銭貨①
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第65図 出土遺物拓影(2) 銭貨②
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第66図 出土遺物拓影(3) 銭貨③ <原寸>

剥落している部分がある。かなりの肉厚の割に銭文が潰れ気味で、背面の方孔が300程ずれており鋳込み

もあまりよくないため、新規母銭による私鋳銭の可能性がある。 29は真書体の開元通賓である。外帯の右

上部を欠く。腐食が著しく銭文は潰れかかっているが判読は可能である。非常に肉厚ではあるが内郭が表

裏で200程ずれていることから、正規銭と考えるに鴎賭する。

30は真書体の永柴通賓である。遺存状態は極めて良好である。外帯外周が若干摩耗しているが流通によ

るものと考えてよいだろう。銭文は極めて明瞭で肉厚な正規銭である。 31は行書体の元豊通賓である。外

帯が若干腐食しており所々剥落しているが、概して遺存状態は良好である。銭文は非常に明瞭であるが摩

耗が著しく、かなり肉薄になっている。正規銭と考えてよいだろう。 32は筆書体の政和通賓である。照寧

元賓(4)と付着して出土した。方孔から外帯下部にかけて亀裂が走るが、遺存状態は比較的良好である。銭

文は明瞭で肉厚、背面の造作もはっきりしているが、背面が全体的に上にずれていることから新規母銭に

よる私鋳銭と考えたほうがよいだろう。
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⑤ 砥石(第68図・第69図、図版18)

1は凝灰岩製で、明緑灰色を呈する。遺存長5.4畑、遺存幅3.2cm、厚さ1.7cmで、重量は25.9g、比較的

小型の砥石である。表面には斜方向と渦状、背面は単一な斜方向、側面は長軸方向と斜方向の擦痕が混在

する。本来は断面長方形であったものと考えられるが、割れてしまっているため全体の形状は不明である。

石質はやや硬く轍密で、粒子が細かいことから仕上げ用の手持ち砥石であろう。 2は凝灰岩製で、全体的

に明オリーブ灰色を呈する。遺存長4.1cm、幅l.1cm-1.6cm、厚さl.1cm-1.5cm、重量は11.3g、比較的小

型の砥石である。表面は横方向と斜方向と縦方向、裏面はほぼ単一の斜方向、側面には単一の縦方向擦痕

が明瞭に残る。断面長方形の形の整ったものであるが、両端が折れてしまっているため、本来の長さは不

明である。石質は軟らかいが轍密で、粒子が比較的細かいことから仕上げ用の手持ち砥石であろうと考え

られる。 3は凝灰質砂岩製で、灰色ないし灰白色を呈する。長さ6.7c皿、幅4.3cm、厚さ3.3cm、重量は79.8g

である。断面形も平面形も整っておらず、自然礁をそのまま利用したものと考えられる。すべての面を使

用しており、それぞれ縦方向、横方向、斜方向の擦痕が混在する。痕跡は細かいが比較的明瞭である。石

質は硬く轍密で、粒子はやや粗い。 4は凝灰岩製で、やや緑がかった灰白色を呈する。長さ7.6cm、幅2.0

cm-2.5cm、厚さ1.5cm-2.2cm、重量51.1gである。断面略長方形の形の整った比較的小型の砥石である。

使用面は4面で、表面は横方向ないし複数の斜方向、背面は複数の斜方向、左側面は単一の斜方向、右側

面は縦方向および複数の斜め方向の擦痕が明瞭に残る。石質がかなり軟質であるため脆くなっている。上

下両端を欠くが、擦痕の状態からみて本来の長さとあまり変わらないものと考えられる。石質はかなり軟

らかく粗いが、粒子は細かい。仕上げ用の手持ち砥石であろう。 5は凝灰質砂岩製で、灰白色を呈する。

長さ5.9c皿、幅3.5cm、厚さ2.2cm、重量は74.0gである。断面は楯形で、比較的形は整っているが、自然礁

をそのままあるいは若干調整して使用したのであろう。使用面は4面で、表面は横方向擦を有する面と、

複数の斜方向擦痕を有する面があり、背面は縦方向と横方向、側面はほぼ単一の斜方向擦痕を明瞭に残す。

両端は欠けているが、擦痕の状態から見て本来の長さとほとんど変わらないものと考えられる。石質はや

や硬く轍密であるが、粒子はやや組い。 6は凝灰岩製で、やや緑がかった灰白色を呈する。遺存長4.0cm、

幅2.5cm、厚さ28.8gである。断面は略長六角形で比較的整っている。使用面は4面で、表面は複数斜方

向、背面は縁辺部が単一横方向、中心部が単一斜方向、右側面は複数斜方向擦痕、左側面には単一斜方向

擦痕をもっ面が2面あり、それぞれ比較的明瞭に残る。両端が折れてしまっているため本来の長さは不明

である。石質はやや軟らかいが轍密で、粒子は細かい。仕上げ用の手持ち砥石であろう。 7は凝灰質頁岩

製で、やや赤みがかった灰白色を呈する。長径3.4cm、短径2.9四、最大厚2.0c皿、重量は30.3gである。断

面は略長方形、平面は楕円形で比較的整っている。表面、背面、側面のすべてを使用しており、表面が複

数斜方向、背面は単一斜方向、側面には単一斜方向、単一縦方向の擦痕を有する面がいくつか存在する。

石質は比較的柔らかいがきわめて轍密で、粒子も細かいことから、仕上げ用の手持ち砥石であると考えら

れる。 8は砂岩製で、灰白色を呈する。最大長11.2cm、最大幅4.1cm、厚さは1.5c皿-3.5cm、重量は166.6g 

である。断面隅丸長方形、平面長紡錘形の比較的整ったものであるが、湾曲していることから自然醸をそ

のまま使用しているのだろう。使用面は4面で、表面は横方向、複数の斜方向、縦方向が、背面は複数の

斜方向がそれぞれ場所によって使い分けられており、側面は単一斜方向の擦痕が明瞭に残る。石質はやや

固めだが比較的組く粒子がやや大きいことから、組砥であろうと考えられる。 9は凝灰岩製で、鉄分が付

着しているため灰黄色を呈する。遺存長5.3cm、幅2.6cm、厚さ1.3c皿、重量は27.4gである。断面長方形、
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平面長方形の整った板状砥石だが、両端が折れてしまっているため、実際の長さは不明である。使用面は

4面で、表面と背面は複数斜方向、両側面は縦方向の擦痕が明瞭に残るが、右側面のみ横方向のやや深い

擦痕が残る。石質は比較的柔らかいが轍密で、粒子も細かいことから、仕上げ用の手持ち砥石であろう。

ススが付着する部分や亀裂が所々に入っていることから全体的に被熱しているようである。 10は凝灰岩製

で、暗灰色を呈する。遺存長7.6個、幅2.5叩 --3.5個、厚さ1.2佃 --3.8個、重量は117.2gである。断面は長

方形で整っているが、両端を欠いているため平面形ははっきりしない。使用面は4面で、表面は複数斜方

向、背面は複数斜方向と横方向、両側面は単一斜方向の擦痕が明瞭に残る。石質はやや固めで轍密、粒子

も非常に細かく、表面と背面が長期の使用によるものか挟れていることから仕上げ用の置き砥石であろう

と考えら・れる。 11は凝灰岩製で、灰白色を呈する。長さ5.0畑、幅4.3個、厚さ2.0個、重量は68.6gである。

断面は隅を落とした長方形で、平面は平行四辺形である。使用面は6面で、表面、背面は横方向と斜方向

が混在、両側面は縦方向と斜め方向が混在、両端面は単一横方向の擦痕が比較的明瞭に残る。石質はやや

柔らかいが轍密で、粒子が細かいことから仕上げ用の手持ち砥石であろうと考えられる。
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第3章祝崎古墳群

第1節調査の方法

調査区は国土地理院国家座標を基準として20X20mの方眼の大区画を東西3区画、南北4区画設定し、

西から東に向かつて1、2、北から南にむかつてA、B、Cとしそれぞれの区画を1A、2Bのように呼称

した。さらに大グリッド内を2m方眼の小区画に分割し、西から東へ00区、 01区・・・09区、北から南へ

00区、 10区、・・・90区とした。したがって、各々の小グリッドは、 1A-00、2B-50、3C-55などと呼

称した。はじめの2桁が大区画を、後の2桁で小区画を表し、調査区内での位置を表せるようにした。遺

物の取上げについては、遺構に伴って出土したものは遺構内の通し番号で、その他については各遺構ごと

に十字に設定したベルトを境にした4区画それぞれ一括して、遺構外から出土した遺物は2mx2mの小

グリッドごとに取上げ、出土位置がわかるようにした。その後、各遺構ごとに土層観察のため十字ベルト

を残して表土層を除去していった。また、周溝の有無や、古墳、塚の削りだし部分を確認するためベルト

脇にサプトレンチを設定し、土層観察を行いながら掘り下げた。古墳、塚の周囲の埋土を除去し、築かれ

た当時の形状を確認した後再度、各遺構の地形測量図、土層断面図の作成を行い、近接写真撮影、ラジコ

ンへリによる空中からの写真撮影も行った。次に、古墳、塚の埋葬施設および下層の遺構を検出するため、

盛土を築造時の整地した地表面(旧表土)まで慎重に掘り下げてゆくと、古墳の墳丘下から弥生時代の竪

穴住居跡を 1基検出し、これについても調査を実施した。

第2節調査の成果

1.調査成果の概要(第70図)

調査区には北部に1基の円墳とその南に3基の塚が所在し、塚は地形に沿った形で南北に 1直線に、等

間隔に配置されていた。北から 1号、 2号、 3号と呼称した。塚は、南北方向にのびる細い尾根上の肩部

付近に築かれていたものと思われる。なお1号塚の周囲及び頂部と 2号塚頂部は最近まで墓地として使用

されていたが、昭和60年代前半頃に当事業のため丘陵下に移転している。

2.検出された遺構と遺物

(1) 祝崎4号墳(第71図~第74図、図版35-図版38・図版42)

遺構(第71図・第72図・第74図、図版35-図版38)

古墳は、現況では西側、南側が土砂採取で削り取られているため独立丘陵上に位置していたかのように

見える。しかし、旧地形では、北200mの地点をゆるやかに蛇行しながら西流する小橿川に向かつて北西

にのびる丘陵上の北端東側に位置していた。祝崎古墳群は、合計4基の古墳からなり、 l号墳、 2号墳は

昭和58年に財団法人君津都市文化財センターにより調査されている。 3号墳の名称も使用されているため、

今回は祝崎4号墳と呼称した。墳丘東側と南側は塚周辺にあった墓地への参道になっていたようである。

墳丘外径は12.5mx12mで、ほぼ正円形で、墳頂部の標高は33.3mである。表土は10咽 -15叩ほどの厚さ

で墳丘全体で検出された。盛土は中央部分で厚さ約0.6m程度と薄く、 2層に分層され、上層は黄白色泥

岩粒や微粒を含む明褐色土、下層は黄褐色土であった。周溝は南側のみに認められ、長さ約9mに及ぶ。

周溝の上端幅は2.8m-3.4mであり、確認面からの深さは約0.9mである。底面は平坦であるが、南部に深

さ約15個程の段差・が見られる。
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第71図祝崎4号墳墳丘測量図(調査前)

遺物(第73図、図版42)

出土遺物は少なく、土器の多くは旧表土下に検出された弥生時代の竪穴住居跡に伴うものであり、それ

が古墳築造時に墳丘内に混入したものと思われる。

1は須恵器の杯葦で、墳丘南東部の表土層から出土した。口径13.4cm、遺存部分の器高は1.9cmで、ある。

内面外面共にやや間隔の狭いロクロ目を比較的明瞭に残す。色調は灰褐色、胎土も同色で、微量の砂粒の

ほか混入物は認められなし1。焼成は良好で、よくしまっている。

2は鉄製万子で、墳頂部付近の盛土内から出土した。刃部を北側に、茎部を東側に向けて、刃部中央で

割れて出土した。茎部の先端を欠失し、錆膨れが著しいが、茎には木質が付着する。刃部はかなり使い込

まれている。長さ13.7cm、最大幅1.9c皿、茎長2.8cm、峯厚O.4cm、重量26.91gである。

3は璃瑠製の火打石で、南側周溝内から出土した。墓地移転の際の混入の可能性も考えられる。
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第74図祝崎4号墳墳丘断面図
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2.褐色硬質土+黒褐色土まだらに混じり合う
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4は砥石で、墳丘北東部から出土した。全体の形状は角柱状で、表面と両側面を長軸方向に使用してい

る。上下を欠損しているが本来のす法は現状とあまり変わらないものと考えられる。全長7.4cm、最大幅

3.0cm、最大厚2.0cm、石質が比較的轍密であることから仕上げ用の手持ち砥石と考えられる。

(2) 竪穴住居跡

1号竪穴住居跡(第75図・第76図、図版39・図版43)

遺構(第75図、図版39)

4号墳の墳丘下から検出された竪穴住居跡である。 4号墳の墳丘除去後、旧表土中から小破片ながら土

器片が出土したため、さらに掘り下げたところ、古墳の南西部分で旧表土を取り去った後も黒色土が厚く

堆積しており、基盤層(黄褐色砂層)が検出されなかった。約40cmほどの黒色土を取り除くと床面が検出

されたため、竪穴住居跡と判断した。住居の平面プランは、南北に長い隅丸長方形であり、主軸方向はN-

200- Eである。規模は南北6.2m、東西5Am、掘り込みの深さは、壁が遺存していた北辺、東辺とも確

認、面から約40cmで、ある。西壁の2/3と南壁は古墳を築く際に破壊されたものと思われる。住居の壁は垂直

ではなく、ゆるやかに立ち上がっている。覆土は明確には分層しえなかったが、中央付近は黒色士、壁際

の覆土は地山とよく似た黄褐色土である。柱穴は9か所に検出された。それぞれの規模は、 P1が直径50cm、

深さ57四、 P2が直径55cm、深さ47cm、P3が直径55cm、深さ35cm、P4が直径50cm、深さ55cm、P5が

直径50畑、深さ45四、 P6が直径40cm、深さ51cm、P7が直径30cm、深さ34cm、P8が直径50cm、深さ51cm、

P9が直径35cm、深さ23cmである。柱穴相互を結ぶ平面形は外側の柱穴4か所が方形、内側の4か所が台

形をしており、 P5-P8の外側にP1-P4が配されており、立て替えの可能性が考えられる。 P9は

住居南側の壁近くにあり、出入口施設に関連する柱穴であろう。床面の精査中に微量の焼土が検出された

が、炉は検出できなかった。床面は中央付近が窪んでおり、硬化面は認められず、壁溝や壁住穴なども検

出されなかった。

遺物(第76図、図版43)

遺物は、住居内の北辺西寄り壁際付近と、その壁際から0.3mほど内側の 2か所から比較的まとまって

出土した。すべて土器でほとんどが覆土中層からの出土である。床面上に廃棄された遺物は見られなかっ

た。土器はもろく、取り上げている段階で割れるものも少なくなかった。また、古墳の盛土中からも当住

居跡に廃棄されたと思われる土器片が出土している。

1-5は弥生土器の壷で同一個体と考えられる。北辺西寄り壁際付近から出土した。 1は肩部、 2は胴

部上半、 3-5は胴部中位と思われる。 l・2はRの撚糸文を地文として幅広で浅い沈線を渦巻き状に施

している。 4・5は上位にはRの撚糸文を地文として沈線を施し、下位には横位の条痕が認められる。色

調は淡黄色、胎土も同色でやや粗く、石英粒、砂粒、雲母微粒子を中量含む。焼成は不良で、非常にもろ

くなっており、器表面の磨耗が著しし、。

6-9は聾で、同一個体と考えられる。 6-8は口縁部、 9は頚部から胴部にかけての破片である。 1

-5が出土した壁から30cmほど内側で出土した。色調は赤褐色を呈し、胎土も同色で粗く、砂粒や石英微

粒子、雲母などを比較的多く含む。焼成は不良で、かなりもろくなっている。

10・11は壷の底部であろう。 10は4号墳墳丘内から出土したが、住居跡に廃棄された遺物と思われる。

底径は7.0cm、遺存部分の器高は4.7cmである。色調は褐色、胎土も同色で砂粒、白色粒子、雲母を中量含

んでおり、やや粗い。焼成は比較的良好である。 11は4号墳南側周溝内から出土した。底径は6.8cm、遺
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存部分の器高は2.8cmである。色調は内面外面共に淡褐色、胎土も同色でやや粗く、砂粒を中量、白色粒

子、雲母様微粒子を少量含む。焼成は比較的良好である。

12は鉢の口緑部で、口唇部には内側に折り返す複合口縁を持つ。口層部がやや内湾気味に立ち上がる器

形であり、外面には若干のススが付着する。内面には指頭押捺痕がかすかに残る。色調は内面が褐色、外

面は赤褐色、胎土も同色で粗く、砂粒を多量、白色粒子を少量含む。焼成はやや不良で、表面が磨耗して

いる。同一個体と思われる小片が数点出土しているが、図示しえなかった。

13・14は聾の口縁部である。 13は口唇部外面に工具先端による押捺、 14は口唇部に縄文原体による押捺

を施している。

15は小型壷の胴部上半で、 3条-4条単位の浅い波状文帯の下部を直線文帯で区画している。色調は暗

褐色、胎土も同色でやや組く、砂粒を多く含む。焼成は比較的良好である。

16-21は壷である。 16は肩部~胴部上位で、太いLの縄文を施す。色調はにぶい檀色、胎土も同色でや

や粗く、砂粒や白色粒子を中量含む。焼成は比較的良好だが、ややもろくなっている。 17は肩部で、 3条

の浅い平行線文を施す。色調は暗褐色、胎土も同色でやや粗く、砂粒や白色粒子を中量含む。焼成は良好

である。 18は頚部である。色調は暗赤褐色、胎土も同色でやや粗く、石英粒を少量含む。 19は胴部上半で、

木口状の工具による平行線文及び曲線文を施す。色調は暗灰黄色、胎土も同色でやや粗く、砂粒、白色粒

子を少量含む。 20は胴部上位で、太い沈線の下位にL撚糸文を施す。色調は暗灰黄色、胎土も同色でやや

粗く、砂粒や白色粒子を少量含む。焼成は比較的良好である。 21は胴部と考えられる。色調は檀色、胎土

も同色でやや粗く、白色粒子や砂粒、雲母様微粒子などを中量含む。焼成はやや不良で、もろくなってい

る。

(3) 塚

① 1号塚(第77図~第79図、図版38・図版39・図版42)

遺構(第77図、図版40)

3基の塚の中で最も北に位置し、 2m北東に4号墳が所在する。規模は南北約4.4m 東西約4.5m、見

かけの高さは谷側からで1.9m、尾根側からは1.2mで、あり、平面形は円形である。塚頂部の標高は32.9m

である。旧表土面は、南北は水平であり、東西は地形の制約からか東高西低になっており、その比高差は

約30mである。盛土の厚さは最も厚い所で約70cmである。塚周囲を削り取った土で盛土して築いたもので

あろう。塚の東側、南側、西側、及び頂部に、埋まり切っていない円形及び不整長方形の土坑があった。

墓地移転の為に掘られた土坑である。明らかに塚の存在を意識した配置になっている。それらの土坑は調

査前には完全に埋まりきっていなかった。移築された墓石、墓碑の数は10数基であり、一番古いものは慶

安3(1650)年である。塚を意識した墓碑の配置から、塚はそれ以前に築かれていた可能性が高い。また、

塚の西側裾部分から不整球形の石が検出された。墓碑を建てず石のみをおいていた墓があった可能性が高

く、塚の年代は更にさかのぼる可能性がある。

遺物(第78図・第79図、図版42)

周囲の墓坑から出土したものは遺構外出土遺物として扱った。

1は文久永賓で、頂部付近から出土した。遺存状態は比較的良好である。
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1号塚実測図第77図

1号塚出土遺物拓影(4)第78図



② 2号塚(第79図・第80図、図版38・図版40・図版42)

遺構(第80図、図版38・図版40)

1号塚と 2号塚の中間に位置する。 3基中規模は最も小さい。規模は南北約3m、東西約2.5m、平面

形は円形であり、頂部の標高は32.9mである。東側に墓碑を移転した土坑があるため東西は推定値である。

旧表土及び盛土は確認されなかった。見かけの高さは、谷側からは約1.3m、尾根側からで0.2m-0.3mで

ある。

遺物(第80図、図版42)

lは文久永宝、 2・3は寛永通費で、 2は塚北西部、 1・3は表土内から出土した。

③ 3号塚(第82図、図版38・図版41)

遺構(第81図、図版38・図版41)

3基の塚の一番南に位置する。周囲に墓碑・墓石を移転した土坑はなかった。規模は、東西約5m、南

北約3.8m、盛土の厚さは最大で90cm弱であり、平面形はほぼ円形である。塚頂部の標高は33.4mである。

旧表土面は1号塚同様東から西に傾いており、比高差は50cmである。見かけの高さは谷側からは約2m、

尾根側からは約1mである。塚周囲を削り取った土で盛り土して築いている。

遺物

近現代の陶磁器以外の遺物は出土していない。
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第80図 出土遺物拓影(5) 2号塚

-153-



A'-

。
』

1.盛土賞褐色土砂黄土賞白色泥岩粒(大、小)合 しまりなし磯合

2.旧表土時褐色土

3.賞褐色砂質土 1
4.暗褐色土 ト地山

5.賞褐色土 j 

第81図 3号塚平面図・土層断面図

33.6m一一・ A'

(1/60) 
こエコ

m
 

q
，u
l
'』

(4) 遺構外出土遺物(第82図、図版42)

1は須恵器杯蓋で、 4号墳北東裾部覆土内から出土した。口径17.6cm、天井部内径4.4cm、遺存部分の

器高は3.9cmで、ある。かえりを持たず、天井部を欠損するが本来はつまみを有するタイプであろう。色調

は灰色もしくは灰白色、胎土は灰白色で、黒色粒子と雲母様微粒子を少量含むほか混入物は認められず、
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鍛密である。焼成は良好でよくしまっている。

2-8は寛永通賓である。 2-6は1号塚東側墓石移転土坑から、 7・8は1号塚南側墓石移転土坑か

ら出土した。いずれもやや腐食が著しく、銭文の不明瞭なものがある。遺存状態はあまり良くない。

9は火打石で、 1号塚東側墓石移転土坑から出土した。

10は銅製のキセルの吸口で、 1号塚南側墓石移転土坑から出土した。

11は替で、 1号塚南側墓石移転土坑から出土した。

4 

6 

五三=þ~
0(1/3 )5咽

〈原寸〉

Cミ三号4グ
11 

思母8 。
(1/2 ) 5叩。。

。 5佃

第82図 出土遺物実測図(28)
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第4章まとめ

第1節菅生遺跡

1.弥生時代後期~古墳時代前期

水田遺構について

確認調査において検出された第7水田面、及び本調査A区で検出された第8水田面が、この時代に相当

するものと考えられる。第7水田面は、本調査A区及びB区で検出された。南北方向の中畦畔2条、東西

方向の中畦畔1条と水路1条のほか小畦畔を東西方向29条、南北方向25条にわたって検出し、その中に小

区画水田跡を406区画検出した。これらは7層上面で構築されており、北部では若干の畦畔の盛り上がり

を確認した。これは小橿川の洪水堆積土と考えられる 6層土によって埋没したためにその後の耕作による

撹乱を受けることなく、比較的良好な状態で保存されたものと解釈される。第8水田面についてはA区の

みで見出されている。畦畔の方向は第7水田面とほとんど同一で、区画の面積もあまり変わらない。

2.古墳時代中期~古代

水田遺構について

確認調査において検出された第6水田面が、この時代の水田面に相当するものと考えられる。畦畔を含

めた水田面は確認調査の成果に基づいて調査区北部では6層上面、南部では8層上面で検出し、この水田

面が本調査範囲のほぼ全面に広がっていることを確認した。検出された畦畔は確認調査ですでに検出され

たものも含め東西に22条、南北に21条である。畦畔の軸は、主として調査区北部ではN-150 - Eである

が、調査区中央部以南ではNー 50-Eにふれる。水田区画は正方形、長方形を中心としやや平行四辺形

気味のものもあるが、基本的には比較的整った形のものが多い。しかし iLJ字形や不整方形のものも少

数ながら存在する。周囲の畦畔が検出されているそれぞれの水田区画の面積は北部で平均約90nf、南部で

は平均約30nfとなっており、北部より南部が区画当たりの面積が狭くなっている。これはこの水田の立地

する元来の地形が南側がやや高く北側が低いため、各水田区画の水まわりをよくするための工夫であると

考えられる。本調査で検出された畦畔はすべて小畦畔であり、今回の調査範囲では、明瞭な形での大畦畔

ないし中畦畔は検出できなかった。このため本水田面の広がりは、東西方向については、今回の調査範囲

ではこの大区画がさらに広がる様相を呈しているといえるほかは実際に広がる範囲についてはまったく不

明である。ただし北側に関しては、本調査A区北半において6層及び5層の堆積が比較的厚いのにも関わ

らず畦畔を検出できなかった部分があること、さらにその部分に溜池状の窪みがいくつか見受けられるこ

となどから、その付近がこの大区画の北端となる可能性がある。また南側に関しては本調査範囲ではこれ

を推定する手がかりを得られなかったが、現道(国道409号)のすぐ南側には丘陵地が存在することを考

えると、少なくともこの部分よりは北側、場合によっては現道がこれにあたる可能性を考えてもよいかも

しれなし、
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3.中世

水田遺構について

確認調査において検出された第5水田面が、この時代の水田面に相当するものと考えられる。畦畔を含

めた水田面は確認調査の成果に基づいて調査区北部では4層上面、南部では3e層上面で検出し、この水

田面が本調査範囲のA区-c区、 E区に広がっていることを確認した。ただしD区に関しては南東確認ト
レンチの土層観察で第5水田面に相当する層位を確認しているが、平面的には畦畔を確認することはでき

なかった。 F区及び、G区については、 4層-3e層が遣存していなかったため、後世の耕作によってすでに

削平されてしまった可能性が高い。今回検出された畦畔は確認調査時のものも含めて東西に12条、南北に

10条である。現水田面までの土壌の堆積がそれ以下と比較して薄いため、水田遺構の遺存状況はあまり芳

しくなく、「本来の畦畔」を検出することはできなかった。検出できた水田遺構は「疑似畦畔BJと鋤床

であり、「本来の畦畔」と耕作面が存在していたはずの本水田面の上部は、残念ながらこれ以降の耕作に

より削平されてしまったものと考えられる。畦畔の軸はN-120 - Eで全体的にほぼ同じ方向でそろって

おり、確認調査においても述べたとおり、この方向性は現在まで踏襲されているようである。水田区画は

すべて長さの長短はあるものの長方形を基本とするいわゆる「短冊形」であるが、 A区-c区では南北に
長く、 E区では東西に長い。周囲の畦畔が検出されているそれぞれの区画の面積は最大が343ni、最小が

132niで、平均では250niである。遺存状況が悪く、しかも調査面積に比して区画の面積が大きいため、こ

の数値が実際に意味を持つのか否かいささか心許ないが、面積の偏差での傾向は特に認められない。今回

の調査範囲では、明瞭な形での大畦畔ないし中畦畔は検出できなかった。このため本水田面の実際の広が

りについては不明といわざるを得ない。ただ南端に関しては古代水田面と同様の可能性が考えられる。

第2節祝崎古墳群

今回の調査は祝崎古墳群の一部を調査したにすぎない。しかし、古墳群及びその周辺の人々の歴史の空

白部分を一部でも埋められた点で成果があった0・

1.弥生時代の竪穴住居跡について

祝崎古墳群の調査成果の一つは弥生時代中期中葉に比定される竪穴住居跡の発見があげられる。旧君津

郡内(木更津市、君津市、富津市、袖ヶ浦市)における当該時期の住居跡の検出例は極めて少ない。確認

できた中では袖ヶ浦市筑田遺跡、及び昭和49年の木更津市清水谷遺跡の例が挙げられる。 m田遺跡は、祝
崎古墳群の南東5加に位置しており、弥生時代中期中頃とされる竪穴住居跡が2基検出されている。また、

木更津市清水谷遺跡は西1.1回に位置し、弥生時代中期中葉とされる竪穴住居跡が検出されている。 3遺

跡は市域こそ違うが、いずれも小植川下流南岸の、北へ向かつて伸びる丘陵上に位置しているという点で

共通している。

本住居跡は古墳築造のため一部が破壊されていたものの、逆に古墳の盛土に守られた形で破壊を免れた

点は大変幸運であった。出土遺物は、いずれも覆土中層からのものであり、床面に廃棄された遺物は出土

しなかったので、時期的には若干遡るのであろうか。出土した土器の器種は、壷、聾、鉢であり、完型の

ものはなく器形全体は不明である。壷は須和田式的要素をもち、聾は宮ノ台式に似るという 2要素の併存

が考えられる。竪穴住居の時期は須和田式期の終末頃から宮ノ台式期への移行期という時期が想定される。

内側に折返す複合口縁の鉢は、類例が極めて少ないと思われる。今後、当該時期の資料が増加することに
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よってさらにその位置付けが明瞭となるであろう。

また、既調査の祝崎古墳群や高千稿古墳群の墳丘下からも竪穴住居跡や竪穴状遺構が検出されており、

古墳時代に墓域として利用される以前には当丘陵が、弥生時代のかなり早い時期から活動の場となってい

たことが明らかとなった。これも今回の調査成果として挙げておきたい。

2.祝崎4号墳について

l号墳、 2号墳は調査(昭和58年)前の木更津市域内遺跡分布調査図(昭和52年)には記載されていな

かったが、現地踏査及び小規模の試掘調査の結果、 2基が古墳であることが確認された。この時点では既

に古墳群の西側半分は土砂採取のため削り取られていたようである。土砂採取以前の地形図によれば、祝

崎古墳群の所在する丘陵は1号墳を中心として、 4本の尾根が北、東、北北西及び南南西方向に延びてい

る。東へ延びる丘陵には2号墳、 3号墳が所在し、 4号墳は北へのびる丘陵の北端に位置している。北北

西、南南西へのびる尾根は前述のごとく未調査のまま土砂採取され、現在は平坦地となりアクアラインへ

向かうアクア連絡道が開通している。報告書には「本古墳群の所在が確認されたのはごく最近のことで、

当初現存数2基として把握されていたが、この度の発掘調査中に新たに 1基が発見され、すでに削平され

た部分にも塚があったという地元住民の話からも、実際の総数は更にそれを上回るものであろう。」と記

されているように北北西、南南西の尾根に古墳や塚が所在した可能性は非常に高いと思われる。立地条件

から考えて見ると数基の古墳があった可能性が予想される。また、墳丘下には住居跡が存在した可能性も

十分に考えられる。遺跡分布調査がまだ十分でなかった時期とはいえ大変残念なことであり、今後の教訓

としなければならなし、
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付章 菅生遺跡の古環境変遷と稲作の消長

パリノ・サーヴェイ株式会社

第1節はじめに

菅生遺跡(千葉県木更津市菅生所在)は、小植川の河口に近い沖積低地に立地する。これまでの発掘調

査により、中世 (4層上面)・古代 (6層上面)・弥生時代 (7層上面)の各水田面が検出されている。

弥生時代の水田層の上面は、黄褐色の粘土層に覆われている。現地所見ではこの粘土層は洪水堆積物とさ

れており、弥生時代の水困層を急速に覆ったため、当時の水田状況が比較的良く保存されていると考えら

れている。なお、この洪水層は近接する芝野遺跡でも同様にみられることから、当時小橿川流域で大規模

な洪水がおこったのではないかという見解も示されている。

今回自然科学分析調査を行うにあたり、財団法人千葉県文化財センターと協議の上、次のような目的を

設定した。一点は、本遺跡周辺の古環境変遷を花粉化石・珪藻化石・植物珪酸体を用いて推定することに

より、この地で水田が行われるようになった背景について検討する目的である。もう一点は、水田土壌に

ついての微化石分析を行い、稲作の消長に関する検証を行うとともに、各時代の水田の様相について検討

することを目的とした。なお、 10層中にスコリア層が見られることから、これと示標テフラとの対比を試

みた。分析点数は、テフラ分析2点、珪藻分析20点、花粉分析21点、植物珪酸体分析20点である。

第2節試料

試料は、 2つの地点(第1地点、第2地点)から採取したものを用いた。第1地点は、中世・古代・弥

生時代の各水田層が検出されており、本遺跡の標準的な土層断面が観察される。第2地点は上部の土層が

欠けているが、 9層および10層が厚く堆積しており、 10層に散在するスコリアの保存も良好である。これ

ら2つの地点から採取された試料は、当社にて詳細な記載を行った後、目的を考慮にいれて徴化石用の試

料を採取し、分析試料とした。各地点の柱状図および試料採取層位を図1に示す。またテフラ分析用試料

は、柱状試料の記載の際に10層中から確認されたテフラ層と思われる砂分を第l地点・第2地点からそれ

ぞれ1点ずつ採取し、分析試料とした。花粉分析では、これ以外に弥生時代の溝の覆土についても分析を

行った。

第3節分析方法

1.テフラ分析

試料は、小型超音波洗浄装置により分散し、適宜上澄みを流して泥分を除去する。残った砂分を実体顕

微鏡下で観察し、テフラの指標となる軽石・スコリア・火山ガラスの産状とそれらの特徴を調べた。

2.珪藻分析

試料数gについて、過酸化水素水・塩酸による試料漂白および有機物の分解、自然沈降法による粘土分

の除去、傾斜法による砂分の除去、の順に珪藻化石を濃集した。分析残撞を適当量に希釈し、カバーガラ

ス上で乾燥させプリュウラックスで封入した。検鏡は、光学顕微鏡で油浸600倍あるいは1000倍で行い、

メカニカルステージで任意の側線に沿って走査し、珪藻穀が半分以上残存するものを対象に200個体以上

n
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黒色砂質シルト(酸化鉄含む}

褐灰色粘土質シルト(酸化鉄含む}

黒褐色砂質シルト(酸化鉄含む)
黒褐色粘土質シルト(酸化鉄含む)

3・灰褐色シルト質粘土(酸化鉄含む)

4・灰賀褐色シルト質粘土(酸化鉄含む)

5・黒褐色シル卜質粘土(酸化鉄含む)

6・灰褐色シルト質粘土(砂混じリ)

7・賞灰色シルト質粘土(砂混じり)

8 ・ 1こ..;~、褐色シルト質粘土

黒褐色粘土質シルト(酸化鉄含む)

-黒色粘土質シルト

9 
-にぷい褐色シルト質粘土

9・にぷい賞褐色シルト質粘土

10・灰賞褐色シルト質粘土 -灰色シルト質粘土

11・黒色シルト質粘土 11 

12・
12・黒色シルト質粘土

13 13・黒色泥炭質シルト(下部は砂質、

スコリア層を挟在する、ヨシの

14 植物遺体を多量に含む}灰オリーブシルト質粘土

14・

15・ 16・灰色中粒砂

16 
オリーブ黒色シルト質粘土

17 (植物遺体混じる。スコリアの散在する層準がみられる)

18 

暗縁灰色砂混じりシルト

20・暗緑灰色砂質シルト

第83図分析試料採取層位
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同定・計数する。種の同定は、K.Krammer&Lange-Bertalot (1986・1988・1991)などを用いた。

なお、珪藻の生態性の解説を第3表に示した。堆積環境の推定にあたっては、安藤(1990)の環境指標種

群等を参考にした。

3.花粉分析

試料数gについて、水酸化カリウム処理による泥化と腐植酸の溶解、 0.25mmの簡を通し大型の植物遺体

や砕屑物の除去、重液分離(臭化亜鉛:比重2.2)による有機物の濃集、フッ化水素酸による鉱物質の除去、

アセトリシス処理(無水酢酸:濃硫酸=9:1)によるセルロースの分解、の順に行い、堆積物中から花粉化

石を濃集した。

処理後の残檀の一部についてグリセリンで封入してプレパラートを作成し、その中に出現した全ての種

塩分温度に対する区分 塩分に対する適応性 生育環境(例)

海水生種 強塩生種 (Polyhalobous) 塩分浪度が40.0パーミル以上に出現するもの 低緯度熱帯海域.塩水湖など

真塩生種 (Euhalobous) 海産生種.塩分漫度が40.0-30.0パーミルに出現するもの 一般海繊 (ex大陸棚及び大陸棚以深の海域)

汽水生種・塩分漉度30.0-0.5 強中塩生種〔α-M田ohalobous)
汽水生種 中塩生種 (M即 halobous)

パーミルに出現するもの
河口・内湾・沿岸・塩水湖・潟など

弱中塩生種 (s-M蜘 halobous)

淡水生種 貧塩生積 (Olig ohalo bous) 淡水生種:塩分漉度0.5パーミル以下に出現するもの 一般陸水域 (ex湖沼・池・河川・沼沢地・泉)

塩分・pH・流水に対する区分 塩分・ pH・流水に対する適応性

事
貧塩一好塩性種 (Halophilous) 少量の塩分があるほうがよく生育するもの 高塩類域(塩水湖上域・温泉・耕作土壇)

対す
貧塩ー不定性種(Indifferent) 少量の塩分があってもこれに耐えることができるもの 一般陸水域(故障・池・沼・河川・沼沢地など)

貧塩ー嫌塩性種 (Halophobous) 少量の塩分にも耐えることができないもの 湿原・湿地・沼沢地

広域塩性種(Eurhyalinous) 低護度から高漉度まで広範囲の塩分議度に適応して出現するもの 一般淡水~汽水域

真酸性種 (Acidobiontic) pH7.0以下に出現，特にpH5.5以下の酸性水域で最もよく生育するもの 湿原・湿地・火口湖(酸性水域)

官同
好酸性種 (Acidophilous) pH7.0付近に出現.pH7.0以下の水域で最もよく生育するもの 湿原・湿地・沼沢地

対す
pHー不定性種(Indifferent) pH7.0付近の中性水域で最もよく生育するもの

一般瞳水 (ex湖沼・池沢・河川1)

好アルカリ性種 (Alkaliphilous) pH7.0付近に出現.pH7.0以上の水域で最もよく生育するもの

真アルカリ性種 (Alkaliniontic) pH8.5以上のアルカリ性水域で最もよく出現するもの アルカリ性水域(少ない)

真止水性積(Limnobiontic) 止水にのみ出現するもの 流入水のない湖沼・池沼

流水
好止水位種(Limnophilous) 止水に特徴的であるが，流水にも出現するもの 湖沼・池沼・流れの濁やかな111

流水不定性種(Indifferent) 止水にも流水にも普通に出現するもの 河川・川・池沼・湖沼

好流水性種 (Rheophilous) 流水に特徴的であるが，止水にも出現するもの 河川・川・小川・上流域

真流水性種 (Pheobiontic) 流水域にのみ出現するもの 河川|・川・流れの速い川・渓流・上流域

好気性種 (Aerophilous) 好気性環境 (Aerialhabitats) -土埠表層中や土壇に生えたコケに付着

陸
水域以外の常に大気に喝された特殊な環境に生育する珪蕩の一群で， -木の板元や幹に生えたコケに付着

生
多少の湿り気と光さえあれば，土樋表層中やコケの表面に生育可能。 -濡れた岩の表面やそれに生えたコケに付着

珪
特に土泊中に生育する陸生珪穫を土壇珪藻という -滝の飛沫で湿ったコケや石垣・岩上のコケに付

議 着

-洞窟入口や内部の照明の当たった所に生えたコ

ケに付着

塩分に対する区分は、 Lowe(1974)、pHと流水に対する区分は、 Hustedt(1937 -38)による。)

第3表珪藻化石の生態性
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類 (Taxa)について同定・計数した。

4.植物珪酸体分析

試料数gについて、過酸化水素水・塩酸による有機質の分解と試料の漂白、超音波処理による分散、沈

定法による粘土分の除去、重液分離による軽鉱物の濃集の順に物理・化学処理を行って、植物珪酸体を分

離・濃集する。分析残澄を適度に希釈し、カバーガラス上で乾燥させ、プリュウラックスで封入した。検

鏡は、 400倍の光学顕微鏡下で全面を走査し、その聞に出現するイネ科葉部(葉身と葉鞘)の葉部短細胞

に由来した植物珪酸体(以下、短細胞珪酸体と呼ぶ)および葉身機動細胞に由来した植物珪酸体(以下、

機動細胞珪酸体と呼ぶ)を近藤・佐瀬(1986)の分類に基づいて同定・計数を行った。

第4節結果

1.テフラ分析

両地点の10層中の砂分計2試料の検鏡結果を以下に示す。

.第l地点

スコリアが少量含まれる。スコリアは、最大径約1.5mm程度、赤色で発泡のやや良好なものと黒色で発

泡の不良なものとが混在する。また、灰色の安山岩片も少量認められる。スコリアの産状から、本試料が

テフラ層である可能性は低い。したがって、本試料を地層の年代指標とすることはできない。

・第2地点

スコリアが多量含まれる。スコリアは、最大径約1.3mm、黒色、暗灰色、灰色、赤色のスコリアが混在

し、アメ様光沢のある褐色のスコリアも微量混じる。スコリアの発泡は、どの色のものもやや不良であり、

きめ細かな発泡をしているものが多い。これらの特徴は、市原条里制遺跡で認められたlh-3に類似する。

スコリアの産状とその特徴から、本試料はlh-3に対比され、本試料の採取された層準は市原条里制遺跡

でlh-3が堆積する各層準に対比される可能性が高い。

2.珪藻化石

分析結果を各地点別に述べる 0

.第1地点

分析結果を第4表・第85図に示す。珪藻化石の産状はあまり良くはなく、 13試料のうち多く産出した試

料は、 6試料(試料番号2・3・5・12・14・15)に過ぎない。また、産出種は淡水生種が優占するが、

陸生珪藻や海水生種も多く産出する。産出分類群数は、 38属166分類群(145種・ 27変種・種不明8種類)

である。完形穀の出現率は40%-70%である。淡水生種の生態性(塩分・水素イオン濃度・流水に対する

適応性)の特徴は、塩分に対しては不定性種、 pHに対しては、好アルカリ性種、水の流動に対しては流

水生種と流水不定性種が多産する。以下に産出種の特徴を述べる。

10層(試料番号15)では、陸生珪藻の中でも特に耐乾性の強い陸生珪藻のA群(伊藤・堀内、 1991)の

Navicula muticaが優占し、同じく陸生珪藻のA群のNavicnlacontenta， Eunotia praerupta var. bidens， 

Hantzschia amphioxysを伴う。このうち、 Eunotiapraerupta var: bidensは、湿地などにも豊富に

産出する種である。 9層(試料番号14)では、陸生珪藻が減少し、好流水性で中~下流性河川指標種群

(安藤、 1990) のCymbella turgidula， Rhoicobphenia abbreviata， Achnanthes lanceolataなど

が多産する。また、流水不定性のGomphonemaparvulum， G.olivaceumが多産する。なお、本試料か
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海水一汽水一淡水生種産出率・各種産出率・完形殻産出率は全体を基数、淡水生種の生態性の比率は淡水生種の合計を基数とし

て算出した。いずれも100個体以上検出された試料について示した。なお、・は1%未満の産出を示す。

環境指標種:[A] :外洋性指標種、 [B]:内湾指標種、 [K]:中~下流性河川指標種、 [0]:沼沢湿地付着生種、#:好汚濁性種、
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-163-



20 

-
I
M
-
-
1
4
-
1

こ
3

2 

1 

s 

1 

39 

15 14 

-
-
2
m
l
 

，
.
-
・
1

・i
・i
・
q
・
-
i
a
a
a
-
i
a
a
-

帽

-

内

A
W

冒

aaτ-Apo-

-

2

-

-

-

a

E

I

-

-

-

1

2

-

E

・
I

・

-

-

E

F

-

-

h

d

h

h

h

d

d

d

d

d

d

h

i

h

h

虫

d

d

k

h

d

h

h

d

d

h

凶

凶

d

d

h

h

h

k

d

d

d

d

d

4

h

d

d

d

d

d

h

h

h

d

h
・
吋

M

M
町

内

町

-
m
-
m
m
m
-
m
m
均
出
切
吋
叫
回
国

-
m
m
m
m
M
m
m
m
m
切

出

「

m
-
m
m
M
可

m
m
-
m
-
m
-
m
-
m
-
m
H
句

h
-
m
-
m
m
m
句

h
・
h--m

a

d

M
白

骨

量

d

d
姐

d

a

M

M

M
世

世

世

k

d
也

K
孟

悩

剖

骨

骨

也

骨

骨

骨

d

d

d
骨

骨

d

d

k

d
世

d
d
M
M
t
t
乱

世

4
4
t
t
t
J
u

t
-
m
t
・u
-
U
A町
田
町
勘
叶

b
u
t
t
-
u
・u
-
u
u
m
b
-
u
m
m
叶

-U
叶

叶

-u-U
叶
叶
・
勘
・
酌

-
m
-
u
u
-
m
-
m
m
-
m
u
-
m
-
m
-
U
-
U
U
前

町

釘

前

町

祉

計

-U
叶

12 

12 1 

2 • 

6 
4 

-
3
5
1
1
-
3
4

・M
2

・ー

-
-
2
1
2
1
・

11 

10 

E
U
-
-
2
 

-
U
-
2
・

11 

-
-
U
2
2
 

司

-
1
3
7
5
5
-
B
-

10 9 8 

1 

12 

2 

3 

2 

-
1
1
3
1
1
1
-

-
-
A
-
'且

-
A
n
v
-

2 

12 

-
1
1
m
 

旦斗2

2 

-
-
I
m
-
-
-
-
-
1
1
 

4
1
・'

H.R 

Euh 

Euh 

Euh 

Euh 

Euh 

Euh 

凪lh

Euh 

凪lh

Euh 

Euh 

Euh 

Euh 

Euh 

Euh 

凪血

Euh-Meh 

Euh-Meh 

挫誕生→
Mぬ
M凶

C憧h-ind 

C旨h-ind 

C旨h-凶
句h-ind

C旨h-ind 

C旨h-ind 

Cほh-ind 
C旨h-ind 

C瞳h-ind 
C旨h-ind 
C晦h-ind 

Cほh-ind 
C憧b-ind

C泡b-hil 

C旨b-ind

C旨h-ind 

C旨h-ind 

C旨h-unk
C瞳b-ind 
C泡h-ind
C泡b-unk

IC旨h-町Ik
匂h-ind 

C福'h-ind 
C瞳h-ind 

E福'h-ind 

C泡'h-ind 

Ogh-ind 
C旨h-ind 

E福'h-ind 

E旨h-ind 
C旨h-ind 

C極h-ind 
C旨h-ind 

C旨h-ind
E泡h-ind 
C旨h-ind
E福h-unk

C旨h-ind 

Cほh-ind 
Ogh-ind 

C厄h-ind 
Ogh-回d
C旨h-ind 
E旨h-ind 

E旨h-hob
C旨h-hob

i匂h-hob
|匂h-hob
|句h-hob
l匂b-ind 
i C福h-ind 
l句h-ind 
l匂h-ind 

訟。logy
-.-ーーーーー
pH 

Actinocyclus in 11田sRattrayO g h-ind 
[A] Actin叫ych四醐町田畑町.)Ehrenb時
Coccon闘 vi四 aBrun 
co回nodisc四時p.
D制御ulop由 hu嗣 dtii(8imon臨 2阻 dK回 aya)8i皿on闇 B
Denticulop醐1auta(Ba札)8i皿on醐
D叩悦ulopsis即p.
[D1] Dimero 11 r回盟国 fulvum(G珂)Ralfs 
Gr，回盟国旬恒horanacilemta W.8皿愉

Gr，町田na旬唖Ihora0四回ica(沼，r.)Grunow 

到agiogr富田血a酷aurophorum(Gr噌.)Heib町宮
[B] Paralia臨 l岨回(回世.)α肝@
[A] [副司a1a血ono皿anitz副主ioid曲 Grunow
旬2叫a国lon園田 nitzechioid曲 var.parvaHeid回 andKolbe 

m自国on阻 aep唖
ma1a血。thrix10岨81血 maα肺@回dG叩now

[副Cyclo叫1a脚阻ta-C，叫ylorum・
Diplon醐(Ehr.)α肝e

Rhaphon田町
[回]Ni幅制由 gran叫a回 G叩 ow

Nb副団 levid朗自 (W.8皿i出.)Grunow 

# #Achnanth圃 clev副 Grunow
# #Achnanth園田nv町gensH.Kobayaehi 

# # Achnanth蝿世相叫ataGrunow 

Achn師 th圃加f1a回 Ku此面、z
[K] Achnanth田1an由。，1a回(量、b.)Grunow 

[K] A伽 an也個抑制，1atav町.olliptica Hustsdt 

##Achn回th園田bhud田nisH四回dt

Achnanth蝿甘opicaH四回dt
Amph岨rafon世nal泊 Hustsdt
[ • A] Amphora mon祖naKra且ko
トB]Amphora norm曲 iiRab阻 ho四t
Amphora ovalis var. aff加盟 (K田恒)V.Hsurck 

Amphora pediculus (Ku抗心 Grunow
Amphora v'凹@国 Ku此zing

[M] Aurac。前'agranulara (Ehr.) 8inlo叩 B

Auraco闇raitalica (Ehr.) 8図。n醐
Calon由 bacillu皿 (Grun.) M田・蹴hkovsky

Calon曲 brand凶 (Hu凪)Kra四四町
[・副Calon髄 lepto回maKrammer & Lange-B町talot

Calon由国licu1a(血，r.)血判
[・]臼loneis ep.-2 

C叫.on闇 epp，
##Co∞oneis pedicul国盟国n加冨
co開。neisp1&掴nt幽(Ehr.)α肝@
# #Coccon白山崎ItU1avar.凹glypta(Ehr.)αeve 

##Co脚⑪掴 p泊四回1av町.lineata (Ehr.)α帥

## [0]匂mbellaa勾町宮(Ehr.)α肺@

[・]匂皿.bellaarakawana H.Kobayaehi 

## [0] C砂田.bellacist由 (H阻 p.)Grunow 
E加，bellahelv，叫icaKu掴 ng
## [K]匂mbellaminuta 田園田Rabh
[0] cy皿，bellana吋cuDf町田抱 Au胴 vald
##Cy皿，bellasil掴&岨助隊h
## [K]匂mb曲S1Dua回 G時 ory

##匂mbella岡田地(Breb.)V.Heu町k
## [K]匂mbellaturgidu1a G四now

##匂mbella回中du1av町.D1ppon踊 Skvo此回W

C汐阻凶1aspp. 
[ • A] Diatomella b凶forier抽 (w.S皿ith)Grsvil 
Diplo回国 ovalis(日lωα8ve

Diploneis pam国 α8ve

[・]Diplo叩 syatuka皿血 Horikawa此 Okuno
Epi曲師国 a伽 ata(Kuetz.)量制居間
Epi出田ia回同友 K四回ng

Epith町四 turgida(田町.)Kue凶ng

[0] Eunotia in田園 w.S阻1出阻 G時 :ory

Eunotia lunaris (園町.)Grunow 
凪lnotialun副首 V町 eubarcuata(Naeg.) Grunow 
[0] Eunotia pec也国1isvar.皿泊or(Ku此z.)Rab皿bo田t

ト副 [0]Euno回 praarup国 var.bid脚 Grunow
Fragilaria b開 V泊廿祖国 Grunow

Fragilaria con即四回(Ehr.)Grunow 

#Fr昭ilaria∞田廿U聞 sv町 .v田町(Ehr.)Grunow 

##Fra百lariav剖 clt町'Iae(Ku脚.)pet町輔1

Sp開国 Name

珪藻化石分析結果(第1地点)①

-164-

第4表-1



20 

10 
1 

77 

6 

21 

-
H
E
-
-

15 

6 

-

U

4

m

 

11 

3 

-
-
I
n
d
-
"
'
'且
-

18 
1 

14 

E
I
-
-
1
凶

m
u
-
-
1
2
 

-
1
H
S
 

4 

3 

-
3
4
5
4
-

4 
2 

11 

4 

3 

10 8 6 

-

1

2

U

 

-
E
I
-
-
e
M
 

E
S
-
-
2
-

3 

3 

-
1
m
1
 

5 

5 

1

・

'

-

2

3

1

1

2

1

2

-

-

-

-

-

-

-

-

2

-

1

・

-

-

-

I

t

-

-

-

1

-

-

-

I

S

-

-

2

u
一同
m
M
M
ゆ
ゆ

M

M

M
ゆ
ゆ
凶
ゆ
叫
一
回
一
回
ゆ
尚
一
M
M
M
M
M
拙
哨
凶
ゆ

M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
M
哨
叫
凶
ゆ

M

M

M

M

M
哨
帥

M

M

M
・
M
M叫

M
M
M
M
M
M
M
M
M叩
ゆ
一
則
ゆ
一
回
叫
ゆ

野
ア

f

一u
d

u

d

M

M

a

a

品

u

a

u

M

k

u

d

U

U

H

E

U

M

M

k

a

a

n

u

a

a

d

d

u

a

d

d

d

a

d

d

a

k

d

a

世

k

k

d

a

d

M

H

M

a

d

d

a

岨

d

a

d

d

a

d

d

d

d

d

a

a

d

a

世

k

日

向
]
一
円
門
川
l
J
l
川
崎
イ
〕
1

・
川
円
円
一
-

1

1

刈
!
川
口
l
j
川
l
叶
l
a
J
a

はい
J
J
l
内
山
川
1
l
J
L
J
I
J
川
1
門司
1
1
1
E
げ
は
し
げ
J
l
門
司
!
円
は
'
J
L
J
I
-
-
1
1
刈
!
け
J
'
J
l
J
1
川
河
川
一
は
ん
は
ー
円
一
ー
パ
}
1
・門川白川

一
一
叫
一
一
?
?
?
叫
叫
叫
叫
…
?
?
咽
叫
?
?
?
叫
叫
叫
一
叫
制
一
叫
叫
?
?
咽
一
叫
仙
一
叫
…
?
?
?
叫
叫
叫
仙
一
叫
畑
一
咽
叫
叩
一
千
咽
叫
叩
?
?
?
叫
叫
?
?
?
?
?
?
咽
叫
制
一
叩
叫
下
旬
一
咽
一
咽
一
咽
一
叫
叫
幅
制
下
叩
叩
一
川

-
L
U
L
a
t
n
t
B
L
a
t
n
t
n
t
n
t
n
L
a
L
n
L
u
t
n
t
n
L
n
L
U
L
u
t
n
t
n
L
n
t
n
L
E
L
U
L
n
L
n
L
U
L
u
-
n
t
n
t
n
t
n
t
n
t
n
-
n
t
n
-
n
L
n
t
n
t
n
L
u
t
n
L
U
L
u
-
n
t
B
L
a
t
n
L
n
L
U
L
n
L
u
t
n
L
U
L
U
L
U
 

H
一

句

句

匂

句

匂

句

九

喝

品

喝

品

喝

品

喝

句

品

喝

品

喝

九

喝

匂

句

品

喝

匂

九

喝

九

喝

匂

匂

匂

句

九

喝

匂

品

喝

九

唱

品

喝

品

喝

品

喝

品

喝

匂

匂

品

唱

品

喝

品

喝

品

喝

句

句

九

喝

九

喝

句

九

喝

句

九

喝

九

喝

九

喝

九

喝

品

喝

品

喝

品

喝

品

喝

品

喝

品

喝

九

喝

九

喝

品

喝

九

喝

匂

九

喝

品

唱

匂

句

品

喝

匂

九

喝

品

喝

九

喝

品

喝

句

九

喝

句

句

S"，開園 N町田

Fragilariavir暗闘msRalfs 

Frustulla vulgaris (Thwait.) De Toni 

Gomphonema血 gys祖国皿 (Kue'回)Rabenhorst 

Gomphon田naaugur Ehr官，ber宮
# # Gomphonema clev困Fricke
[0) Gomphon田植 gracileEhr四be噌

Gomphonema minu回m(Agardh) Agardh 

Gomphonema oliva国um(Lyngb.) Kue回ng

Gomphon町田 parvaJumKuetzing 

Gompbonema pumi!um(Grun.)Reicb町dt&Lange-臨時aJot

Gompbonema廿un岨tumEhrsnb町E

Gyro時四aacuminatum (Kue祖国)Rab阻 horst

Gyro時mascalproid圃(Rabh目〉 αeve

Gyro圃gma哩p.

[・A)Hantzcbia amphioxys (Ehr.) Grunow 

[・A)MeIo国raro輔副aRabenhorst 

Navicula ameri即抽回国明b官官

Navicu1a cari Eh町宮市町宮

Navicula CIe皿阻tisGrunow 

##[・A)Navicu1a∞n岡山 Grunow
Navicula crypto曲。ba1aKu酷zing
#Navicula cuspida回 Kue凶ng

#Nav即1a四spidatavar. a皿b沼ua(Ehr.)αeve 

Nvicu1a d唱itulusHus加dt
[0) Navicu1a均血掴s(Grsg.) Ralfs 

Nav剛Iaelgin組曲 V町田neataH.Kobayashi 

Navicu1a elgin田由 V町 neg民国 (Kra掴)Patrick 

# N avicu1a goepp町U出国(国国民b)H.L.Smith 

Navicu1a go旬開悦anavar.pegu阻 a(Grun.)Lange-Be同aJot

卜 B)Navicu1a確notaKra融@

トB)Navicu1a唱notav町.同国制s(Hust，) Lund 
Navicu1a kotschyi Grunow 

Navicu1a 1aevi国maKust垣ng

#[・A)Navicu1a mu出aK回国ng
Navicu1a p1au圃b副sHu坑edt

Navicula pro廿.actaGrunow 

#Navicula pupu1a Kuetzing 

Navicula pu画。 αeve

Navicula radiosa Kue凶ng

Navicula radiosa fo. nipponica Skvort回 W

Navicu1a間嶋崎Lange-BertaJot 

[・)Navicu1a tokyo師団sH.Kobayashi 

Navicu1a trivialis Lange-B町talot

[K) Navicu1a viridu1a var. ro蜘 &ta(Kustz.)αeve 

Naviculla spp. 

[・A)Nedium凶p泊umHu酷edt

N“ium amplia祖国(Ehe.)KralDl官官
[・)Nedium 出血tum(La g闘 t.)白 !ve
Nedium bercynicu皿A.Mayer

Ni国耐aampbib旭 Gunow

トB)Ni同盟h泊 b四vi闇maGrunow 
トA)Nitz副担 d回出血 (Kue也)Grunow 
Ni旬凶，ialine.町百 W.Smith

Nit掴ぬiapa国首官 Hus回dt

[・)N血凶riap町minuta(Grun.) Peragallo 

##Nit園出岨 rom回 aGrunow 

Nit掴cbia血ua祖 var.delogn国 (Grun.)Lange-B町talot

[・)Nitz帥血国閣凶(Pet.)Hu抗出

[0) pinnu1aria acrosph町包 W.Smith

[・A)Pinn山田 bo閉山勘町四回E

トA)pinnu1aria b叩岨Iisvar聞 tang u1aris C町恒on
Pinnu1aria gibba v町.line町isHu坑edt

Pinnu1aria埼田醐 E閣官蜘宮

[ • A) Pinnu1aria obscura Kra掴ke
Pinnu1aria rup闇廿isHantzscb 

[・)Pinnu1aria帥曲nfeld回 (Hu酷.)Kr回 uner

[・)Pinnu1aria schroderii (Hu酷.)Kram皿町

Pinnu1aria酢。皿atophora(Grun.)α肺@

Pinnu1aria坑珂ptorapbeα肺@

[・ B}Pinnu1aria subcapitata Gr句ory

Pinnu1aria u田oSkvo時国W

[0) Pinnu1aria viridis (Nitz.)盟国祖ber宮

町田叫副首 epp目

##[K)Rho即時heniaabbreviata (Ag.) Lange-加taJot 11 

珪藻化石分析結果(第1地点)②

-165-

第4表-2



ニ
m
m
3
1
1
一剖

一

3
7
。

--内
O
A
U
A
U
n
v
-
内ヨ

1

一

3
一げ

o
o
m一郎

-

1

J

'

i

-

。4

1

-

-

こ
1

0

0

0

一ω

-
一
目

o
o
m
一u

ニ
U

0

0

2

一m

一一日

0

0

1

一Mm

e

一
-
-
一
一

M
m
o
o
u一泊

一一

l
o
o
-
-
2

一

-
'
A
A
U
A
U
n
a
-
q
o

二
回

oow-ω

一
司

J
'
z
-
-
-

l

-

二
凶

0

2

m

一m

1
1
-
-
-
-
一
柏
崎

2
0
n
-
m

R
一d

d
市

d

d

d
巾

d

d

d
治

d

d

M
北

i
d
d
一

一

。一-
m
m
H
皿

m
m
田

-
m
-
m
-
m
h
m
m
「

門

田

主

一

-

-

-

w
一f
一t
M
t
d
d
d
d
U
H
d
d
d
d
t
t
ι
J
u
一

一

同一

p
-
u
昨

祉

国

m
m
m
U
叶

m
m
m
m
u
u
u
u
一

一

恥
「

l
」
1
1

ト
l
i
l
-
-
I
l
l
i
t
-
-
-
i
l
l
i
t
-
-
」

一

-
d
u
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
d
一

一

l
一
m
h
m
m
m
m
m
e
m
・m

m

m

m

m
・m
m
・m
m
一

一

E
L
-
-
-

一

一

-

一

-

1

1

-

L

U

L

U

L

U

L

U

L

U

L

U

L

U

L

U

L

U

-

n

L

u

t

n

L

U

L

U

L

U

L

U

L

u

-

-

1
-
匂

匂

匂

匂

句

匂

句

句

匂

匂

匂

匂

句

匂

匂

句

O

一

官

-

一

u

一

一

z

m

t

一

一

比

細

川

加

凶

一

一

岡

田

開

u

m

t

m

一

一

耐

凶

H

m
却

)

一

一

-

j

1

h

t

-

s

u

 

町

蜘

川

吋

闘

U
M

耐

凶

一

間

一

L

-

J

l

t

a

n

s

-

》

-

d

コ

r

M

B

'

u

H

r

h

u

-

軍

一

山

山

畑

川

一

一

叫

制

必

吋

相

川

市

町

川

一

加

山
抽

h

岡

山

側

k
円

臼

同

町

町

一

向

E
山
尚
刷
一
随
一
附
畑
一
均

値
・
叫
一
M

m

h
剖
川
町
山
畑
叩
・
問
問
。
町
山
川
一
川
一
一
附
…
凶
伽
向
日

M

h

M
臥

お

.m
川

崎

将

山

間

間

蜘

h
r
j川
虫

川

町

閥

均

一

町

A
H
U
回

開

開

b
向

日

出

山

由

凶

凶

・

闘

困

問

山

巴

時

B

h

w
一帥

a
阻

叩

問

問

問

羽

田

国

n
m
e田

n

s

a

M

一

n
n
a
a
a
m
k
h
h
m
n
m
m
p
u
r
M

一e
M
凶

w
一N

仰

向

・

髄

自

由

山

由

阻

帥

刷

m
m
刷

回

目

開

』

m
m
叫
帥
一
凶

m
m
m
m
m
釦

m
m
m
は

h

h
は

曲

曲

師

畑

一

M

M
勘

h
一目

別

別

U

]

u

u

u

B

E

a

u

u

e

e

-

-

・M

L肌
回

岡

田

一

.
-
M
M
回

叶

刀

刀

什

聞

m
m
n

一

R

R

S

S

S

[

S

S

S

[

U

U

[

S
臼

S

S
一

↑

Sp朗朗 Name
8 10 11 12 

10 

14 15 20 

第4表-3 珪藻化石分析結果(第1地点)③

凡 例

H.R.:塩分濃度に対する適応性 ph:水素イオンに対する適応性 C.R.:流水に対する適応性

Euh :海水生種 al-bi:真アルカリ性種 トbi:真止水性種

Euh-Meh:海水生種一汽水生種 al-il:好アルカリ性種 ト ph:好止水性種

Meh :汽水生種 ind :ph不定性種 ind :流水不定性種

o gh-hil:貧塩好塩性種 ac-il:好酸性種 r-ph:好流水性種

o gh-ind:貧塩不定性種 ac-bi:真酸性種 r-bi:真流水性種

o gh-hob:貧塩嫌塩性種 unk :ph不明種 unk :流水不明種

Ogh-unk:貧塩不明種

環境指標種群

[A] :外、洋指標種、 [B]:内湾指標種、[D1]:海水砂質干潟指標種、 [El]:海水泥質干潟指標種、(以上は小杉

1989)、[K]:中~下流性河川指標種、 [M]:湖沼浮遊性種、 [0]:沼沢湿地付着生種(以上は安藤1990)#:好汚

濁性種、##:好清水性種、(以上は渡辺ほか1986)、[・]:陸生珪藻、 ([A]:A群、 [B]:B群)(伊藤・堀内1991)

本試料から海水浮遊性のThalassionemanitzschioidesが産出するがその多くは破片である。

番号12)では、好流水性種が減少し沼沢や湿地に一般的な沼沢湿地付着生種群(安藤、 1990)のNavicula

8層(試料

elginensis， Eunotia pectinalis var.minor、好止水性のFragilariabrevistriata， F.construens var. 

venterを伴う。

4-7層(試料番号6-11) 

層の示準化石とされるActinocyclusingens， Denticulopsis lauta， D.hustedtiiなどが産出する。 3c・

では珪藻化石の産出は極めて少なし1。特に試料番号8-10からは、第三紀

3a層(試料番号5・3)では、陸生珪藻のPinnulariaschroederii、陸生珪藻のA群のNaviculamutica， 

Hantzschia amphioxysが多産する。また、海水浮遊性のThalassionemanitzschioidesも多産するが、

その多くは破片である。 2層(試料番号 2) では、陸生珪藻が減少し、 中~下流性河川指標種群の
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Cymbella turgidula， Rhoicosphenia abbreviata， Achnanthes lanceolataなどが多産する。また、

海水浮遊性のThalassionemanitzschioidesも多産するが、その多くは破片である。

・第2地点

分析結果を第5表・第86図に示す。珪藻化石の産状は、下位の試料番号16・15で少なかった他は、豊富に

産出する。産出種は淡水生種が優占するが、第1地点と同様に海水生種も多く産出する。また、陸生珪藻

も多産する。産出分類群数は、 34属140分類群 (112種・22変種・ 2品種・種不明4種類)である。完形殻

の出現率は、 60%-80%と高かった。淡水生種の生態性の特徴は、塩分に対しては全般的に不定性種が優

占するが、試料番号12では貧塩一嫌塩性種が多産する。 pHに対しては、試料により異なり、試料番号12・

10は好アルカリ性種、試料番号12は好酸性種、それ以外の試料は様々なpH値を示標する珪藻化石が混在

する。水の流動に対しては、試料番号10・7から流水性の珪藻が多産するが、それ以外の試料では流水不

定性種が優占する。以下に産出種の特徴を述べる。

10層(試料番号13・12)では、陸性珪藻のA群のNaviculamutica， Eunotia praerupta var.bidens 

が多産し、同じく陸』性珪藻のA群のHantzschiaamphioxys， Navicula contentaを伴う。水性珪藻では

沼沢湿地付着生種群のEunotiapectinalis var. minor， Navicula elginensis， 中~下流性河川指標種

群のAchnantheslanceolata， Meridion circulae var. constrictumを伴う。 9• 9'層(試料番号10・

7)では、好流水性で中~下流性河川指標種群のCymbellaturgidula， Rhoicosphenia abbreviata、

Achnanthes lanceolata，好流水性のAchnanthessubhudsonis， Cocconeis placentula var. euglypta， 

Nitzschia linearisなどが多産する。また、海水浮遊性のThalassionemanitzschioidesも多産するが、

その多くは破片からなる。 8層(試料番号5)では、流水性の珪藻は減少し、陸生珪藻のA群のNavicula

muticaが優占し、 Eunotiapraerupta var. bidens， Hantzschia amphioxysを伴う。また、流水不定

性のDiploneispalma， Fragilaria virescens， Rhopalodia gibberulaを伴う。

3.花粉化石

結果を第6表・第7表に示す。第1地点・第2地点とも全般的に花粉化石の保存が悪く、ほとんど検出

されない試料が多い。花粉化石が少数検出される試料(第1地点の試料番号5・6'第2地点の試料番号

10・13)については、シダ類胞子や針葉樹類(マツ属・スギ属・モミ属・ツガ属)の割合が高い。

なお、弥生時代の水田層に伴う溝からは、比較的良好に検出される。木本花粉では、コナラ属アカガシ

亜属が高率で、コナラ属コナラ亜属などが比較的多く検出され、草本類ではイネ科(栽培種であるイネ属

を含む)が多く検出される。

4.植物珪酸体

結果を第8表・第9表、第87図・第88図に示す。イネ科植物起源の植物珪酸体は、短細胞珪酸体・機動

細胞珪酸体ともに保存状態が悪く、第1地点で検出が少ない層位が認められる。以下、各地点ごとに産状

を述べる。

・第1地点

植物珪酸体は、保存状態が悪く 11層(試料番号20) ・6層(試料番号9)-3c層(試料番号5)で短細

胞珪酸体や機動細胞珪酸体の検出個数が少ない。植物珪酸体組成は、 10層(試料番号15)は、短細胞

珪酸体でタケ亜科・ヨシ属・イチゴツナギ亜科などがほぼ同率に検出される。 9層(試料番号14)では、

両珪酸体ともタケ亜科が多産する。 8層(試料番号12)では、短細胞珪酸体が10層とほぼ同様である。
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種類 (Taxa)

木本花粉

モミ属

ツガ属

トウヒ属

マツ属

コウヤマキ属

スギ属

クルミ属

クマシデ属ーアサダ属

ハンノキ属

コナラ属コナラ亜属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属

ニレ属一ケヤキ属

試料番号 2 3 5 6 7 8 9 10 11 12 14 15 20 
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他のイネ科

1 4 
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カヤツリグサ科 ーー 2 2 司ー

サナエタデ節ーウナギツカミ節 ー ー - 3 - - - - 2 1 1 1 

アカザ科 - 1 1 - -

ナデシコ科 - - 3 

ヨモギ属 一ーー 33

オナモミ属 ーーー 7

他のキク亜科 - 1 

不明花粉

シダ類胞子

ミズワラビ属 2 3 2 

サンショウモ 1 3 

オオアカウキクサ 17 

他のシダ類胞子 165 192 378 445 72 87 5 19 36 32 306 158 17 

-e ヨ 計

木本花粉 6 2 140 122 7 3 。1 13 6 16 28 。
草本花粉 。2 28 65 。。。。11 3 2 。
不明花粉 。。。。。。。。。。。。。
シダ類胞子 165 193 397 445 78 89 5 19 36 32 306 158 17 

総花粉・胞子 171 197 565 632 85 92 5 20 60 41 323 188 17 

第6表花粉分析結果(第l地点)
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種類 CTaxa) 試料番号 5 7 10 

木本花粉

マキ属

モミ属 30 

ツガ属 10 

トウヒ属 3 

マツ属 2 3 

コウヤマキ属

スギ属

イチイ科ーイヌガヤ科ーヒノキ科

クルミ属

クマシデ属ーアサダ属 l 

カバノキ属

ハンノキ属

プナ属

コナラ属アカガシ亜属

クリ属 3 

ニレ属一ケヤキ属

ツタ属 6 

ウコギ科 1 

アオキ属

ミズキ属 - - 2 

草本花粉

ガマ属

イネ属

他のイネ科

カヤツリグサ科

サナエタデ節ーウナギツカミ節

ヨモギ属

1 

他のキク亜科 1 

タンポポ亜科 1 

1 

12 13 15 16 水路

4 

1 1 15 

10 

3 

7 20 

1 

1 25 12 

5 

3 

4 

2 

7 11 

3 

6 30 

3 72 

2 2 

3 7 11 

l 

1 

15 

157 

6 1 31 

2 7 

l l 

2 

不明花粉 ーーー一ーー- 2 

シダ類胞子

ミズワラビ属 19 

オオアカウキクサ 3 

ミズニラ属 l 

他のシダ類胞子 116 179 263 61 112 43 9 290 

~ 言十

木本花粉 2 。60 8 62 1 。205 
草本花粉 3 。1 11 1 。。212 
不明花粉 。。。。。。。2 
シダ類胞子 117 179 263 61 115 43 9 309 

総花粉・胞子 122 179 324 80 178 44 9 728 

第7表花粉分析結果(第2地点)
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検出個体は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体ともにそれぞれの総数を基数として百分率で算出し

た。なお、・口は1%未満の検出、+は、イネ科葉部短細胞珪酸体については200個体、イネ科薬身機動細胞珪酸体につい

ては100個体未満の試料において検出された種類を示す。

7層(試料番号11)では、両珪酸体ともヨシ属が多産し、タケ亜科・ウシクサ族を伴う。 6'層-3c層で

は、植物珪酸体の検出が少なく組成が査曲している可能性がある。 3a層(試料番号3)は、タケ亜科が

多産し、イチゴツナギ亜科などを伴う。 1'層(試料番号2)は、タケ亜科が多産し、イチゴツナギ亜科・

ヨシ属・キビ族を伴う。また、栽培種のイネ属は、 8層・ 7層・ 6'層・ 3c層-11層で検出される。
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第87圏 第2地点の植物珪酸体層位分布図

検出個体は、イネ科葉部短細胞珪酸体、イネ科葉身機動細胞珪酸体ともにそれぞれの総数を基数として百分率で算出し

た。なお、・口は1%未満の検出、+は、イネ科葉部短細胞珪酸体については200個体、イネ科葉身機動細胞珪酸体につい

ては100個体未満の試料において検出された種類を示す。

-第2地点

植物珪酸体組成に変化が認められる。 11層(試料番号16)-10層(試料番号12)では、ウシクサ族が多

産し、それ以浅で減少傾向を示す。ヨシ属が10層(試料番号15)から上位で検出され、上層ほど増加する。

9'層(試料番号10)-9層(試料番号7)ではヨシ属・ウシクサ族が減少し、タケ亜科が増加して多産

する。 8層(試料番号5)ではタケ車科が減少し、イチゴツナギ亜科や再びヨシ属が増加する。この他、
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第8表植物珪酸体分析結果(第1地点)

キビ族などを伴う。また、栽培植物のイネ属については、 10層(試料番号15) ・8層(試料番号5)で僅

かに検出される。

第5節周辺の古環境変遷

分析の結果、第1地点・第2地点では花粉化石がほとんど検出されなかった。また、化石が少量検出さ

れた試料中でも針葉樹類やシダ類胞子の割合が高かった。一般に、針葉樹類の花粉やシダ類胞子は広葉樹

類に比べ、分解に強いといわれている(徳永・山内、 1971)。このことから、第1地点・第2地点の花粉

化石の組成は当時の植生を的確に反映しているとはいい難く、ここでは考察を差し控える。珪藻化石から

みると、第1地点・第2地点ともに海生種・絶滅種など異地性の珪藻化石を多く含んでおり、本遺跡の堆

積物は氾濫性の堆積物と考えられる。さらに、陸生珪藻が多い層準、流水性種が多い層準、珪藻化石がほ

とんど検出されない層準と層ごとに群集が極端に変化することからも、本地域の堆積環境は常に変化し、

不安定な状況下にあったことが示唆される。各層毎の堆積環境は、 11層では珪藻化石がほとんど検出され

ないことから、砕屑物の供給が多い氾濫性の堆積物であると考えられる。 10層については、泥炭質で湿地

性の堆積物と考えられるが、陸生珪藻が多産することから、乾燥することも多かったと考えられる。 9層
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種類 CTaxa) 試料番号 5 7 10 12 13 15 16 
イネ科葉部短細胞珪酸体
イネ族イネ属 ー ー ー ー

キピ族キピ属 ー ー ー

キピ族(その他) ー ー 1 12 36 9 4 
タケ亜科ネザサ節 - 2 3 - - ー 2 
タケ亜科(その他) 37 109 148 11 20 42 35 
ヨシ属 33 4 6 40 68 26 
ウシクサ族コプナグサ属 1 - - 1 1 6 4 
ウシクサ族ススキ属 1 - ー 1 14 21 
イチゴツナギ亜科オオムギ族 1 
イチゴツナギ亜科(その他) 44 4 13 2 12 7 9 
不明キビ型 29 13 11 39 282 147 195 
不明ヒゲシパ型 32 28 52 61 131 126 245 
不明ダンチク型 a ~ ~ ~ % a 1~ 
イネ科葉身機動細胞珪酸体
イネ族イネ属 1 
イネ族マコモ属 1 - - 3 
キビ族 1 1 - 1 
タケ亜科ネザサ節 1 39 36 2 1 - 1 

タケ亜科(その他) 26 120 59 35 28 18 18 
ヨシ属 50 2 - 23 16 8 
ウシクサ族 13 3 - 1 15 34 46 
シパ属 1 
不明 35 17 11 44 42 42 43 

~ ヨ 計
イネ科葉部短細胞珪酸体 217 202 283 215 659 475 630 
イネ科葉身機動細胞珪酸体 128 182 107 109 102 103 108 
検出個数 345 384 390 324 761 578 738 

第9表植物珪酸体分析結果(第2地点)

では流水性種が多産することから、流水の影響をうけるような状況下におかれていたものと推測される。

8層は、第1地点では9層と同様であるが、第2地点では陸生珪藻が多産し乾燥化したものと考えられる。

7層-4層では、 11層と同様に珪藻化石がほとんど検出されないことから、砕屑物の供給が多い氾濫性の

堆積物と考えられる。なお、 7層-4層には、弥生時代・古代・中世の各水田面があるが、これらは氾濫

堆積物の上に構築されたものと推測され、その上面が洪水性堆積物によって急速に覆われたために水田面

が良好に残存したものと考えられる。 3c層-2層は、異地性の珪藻化石や陸生珪藻の割合が高く、流水生

種を比較的多く伴うことから、広範囲の様々な時代の堆積物を取り込んで堆積した堆積物の可能性がある。

埴物珪酸体組成から推定されるイネ科植物相について各層準ごとに述べる。 11層が堆積した時代には、

上流域や周辺でウシクサ族が多く生育していたと推定される。 10層-9層が堆積した時代では、タケ亜科

が多く生育していたと推定される。 8層・ 7層では湿った場所を好むヨシ属が多いことから、遺跡周辺に

湿地等が存在していたと考えられる。 6'層-3c層が堆積するまでは、植物珪酸体の検出が少なくはっき

りしたことは不明である。 3a層-2層が堆積した時代には、再びタケ亜科が多産し、周辺の湿った場所

でヨシ属が生育していた可能性がある。

今回の徴化石分析結果は、各層ごとに微化石群集の様態が大きく異なり、推定される古環境も必ずしも

層相と調和的であるとはいえない。その要因としては、菅生遺跡の堆積物の大部分が洪水等により広範囲
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からもたらされたために、局地性を充分に反映していないことが考えられる。すなわち、本遺跡周辺は各

時代とも小植川の氾濫の影響等により比較的不安定な堆積環境にあったものとみられ、水田耕作は洪水後、

洪水によってもたらされた堆積物を利用して行われていたことが示唆される。各時代の水困層が残存して

いるのも、こうした水田層が洪水によって短時間のうちに埋没したためであると考えられる。

第6節 稲作の消長とその周辺環境

栽培種のイネ属は、 10層・ 8層・ 7層・ 6'層・ 3c層-2層で検出された。また、弥生時代の稲作に伴

うとされる溝からは、イネ属の花粉化石が検出されている。水田層における植物珪酸体分析結果の評価に

ついては、現水田耕作土層における植物珪酸体の出現率を算出した調査例が参考となる(近藤、 1988)。

これによれば、 10ha当り500kgのイナワラを堆肥する作業を8年間続けた水田耕作土層では、イネ属機動

細胞珪酸体の出現率が16%とされている。水田の様態の違いなど、から単純には比較できないが、この値を

参考にして稲作の消長に関する検討を行う。弥生時代水田層とされる 7層では、イネ属の植物珪酸体の出

現率が高く、また水田関連施設からイネ属の花粉化石が検出されたことから、稲作が行われていたものと

推定された。しかし、 6層や4層といった古代および中世の水困層からはイネ属の植物珪酸体が少なく、

稲作が行われていたことを積極的に支持する証拠は得られなかった。このような氾濫性の堆積物の場合、

堆積速度が早かったり耕作土が削剥されたりすることが考えられ、植物珪酸体が良好に遺存しなかったも

のと見られる。なお、 6'層・ 3c層・ 3a層・ 2層からは、多くの植物珪酸体が検出される。数値のみで単

純に比較すれば、弥生時代の水困層と同様に稲作が行われた可能性があるが、これらの層からは明確な水

田遺構は検出されていない。これについては、洪水の影響による削剥などにより畦畔や耕作土の一部が消

失した可能性や、他の地域から耕作土が流入した可能性があり速断はできない。今後、周辺の芝野遺跡の

成果などを含め慎重な評価を行う必要があろう。

第7節まとめ

今回検出された10層中のテフラは、市原条里制遺跡で検出されたlh-3に対比されることが明らかとなっ

た。 lh-3は約2600年前に富士山から噴出したS-15(上杉、 1990)に対比される可能性があり、今後周辺

地域で広く検出されれば、縄文時代晩期の指標テフラとして有効となろう。
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (rrf) 

1 4E-83 4E-84 1.2 1.5 1.6 1.5 2.13 N-270 -E 

2 4E-74 4E-84 0.9 1.1 1.5 1.3 1.40 N-340 -E 

3 4E-74 0.9 1.1 1.5 1.5 1.59 N-420 -E 

4 4E-94 4E-84 1.5 1.4 1.1 1.1 1.79 N-290 -E 

5 4E-84 1.0 1.3 1.6 1.5 1.85 N-320 -E 南辺東側(13)

6 4E-84 4E-75 1.2 1.6 1.6 1.7 2.38 N-430 -E 

7 4E-75 4E-76 1.6 1.4 1.6 1.7 2.68 N-480 -E 

8 4E-66 4E-76 1.7 1.6 1.6 1.7 2.82 N-4r -E 

9 4E-66 4E-67 1.4 1.4 1.4 1.6 2.23 N-400 -E 

10 4E-57 4E-67 1.0 1.0 1.4 1.3 1.54 N-4r -E 

11 4E-94 5E-04 0.4 1.0 2.1 2.2 1.48 N-280 -E 

12 4E-94 5E-04 1.1 1.0 2.0 2.1 2.32 N-360 -E 

13 4E-94 4E-95 1.3 1.5 2.0 1.9 2.76 N-380 -E 北辺東側 (5)

14 4E-85 4E-96 1.8 1.8 1.8 1.7 3.16 N-430 -E 

15 4E-86 1.3 1.2 1.7 1.7 2.44 N-430 -E 

16 4E-76 4E-87 1.5 1.5 1.8 1.8 2.90 N-430 -E 南辺西側 (13)

17 4E-67 4E-78 1.4 1.5 1.0 1.8 2.94 N-450 -E 

18 5E-14 0.5 1.1 1.2 0.42 N-220 -E 

19 5E-04 5E-05 1.2 1.0 1.9 1.7 2.01 N-3T -E 

20 5E-05 5E-15 1.0 1.1 1.8 1.6 1.85 N-400 -E 

21 5E-05 5E-06 1.5 1.8 1.5 1.8 2.81 N-440 -E 

22 4E-96 1.7 1.7 1.5 1.6 2.60 N-470 -E 

23 4E-87 4E-97 1.3 1.2 1.4 1.4 1.75 N-460 -E 

24 4E-87 4E-88 1.6 1.3 1.5 1.5 2.43 N-410 -E 北辺西側 (16)

25 5E-24 5E-25 0.7 1.2 2.5 2.4 2.40 N-320 -E 

26 5E-15 5E-25 1.4 1.5 2.6 2.4 3.95 N-330 -E 

27 5E-15 5E-26 0.9 1.3 2.6 2.6 3.01 N-380 -E 

28 5E-06 5E-17 1.9 1.5 2.9 2.7 5.24 N-410 -E 

29 5E-07 5E-17 1.6 1.5 3.1 3.0 5.07 N-390 -E 

30 4E-97 5E-08 1.2 1.7 3.2 3.1 4.59 N-400 -E 

31 5E-35 5E-45 0.7 0.9 1.6 1.4 1.26 N-230 -E 

32 5E-34 5E-45 1.1 1.2 2.3 2.2 2.86 N-280 -E 

33 5E-36 1.4 1.6 2.7 2.7 4.16 N-3r -E 東辺中央 (34)

34 5E-26 5E-37 1.8 1.6 2.5 2.5 4.96 N-330 -E 西辺中央 (33)

35 5E-17 5E-28 1.6 1.7 2.6 2.5 4.31 N-350 -E 

36 5E-18 5E-28 1.6 1.5 2.4 2.7 3.93 N-400 -E 

37 5E-55 5E-46 1.0 1.3 1.9 2.0 2.47 N-180 -E 

38 5E-45 5E-56 1.2 1.1 2.0 2.0 2.33 N-240 -E 

39 5E-46 5E-47 1.6 2.3 1.8 1.9 3.96 N-310 -E 

40 5E-37 5E-47 1.6 1.4 2.0 2.0 3.24 N-380 -E 

41 5E-38 1.9 1.8 1.9 2.1 3.51 N-380 -E 

42 5E-29 1.6 1.4 1.8 2.0 2.67 N-330 -E 

43 5E-55 5E-66 1.4 1.4 2.1 2.2 2.32 N-240 -E 

44 5E-56 5E-66 1.2 1.4 1.9 1.9 2.41 N-280 -E 

45 5E-57 1.1 1.2 1.8 1.9 2.34 N-3r -E 

第10表水田区画計測表(第7水田面)①
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (rrl) 

水 口

46 5E-47 5E-58 1.0 1.2 2.1 2.0 2.22 N-350 -E 

47 5E“48 5E巴58 1.5 1.5 1.8 2.0 2.93 N-390 -E 

48 5E-39 5E-49 1.8 1.7 2.1 2.1 3.82 N-420 -E 

49 5E-39 5E-30 1.5 1.6 1.7 1.9 2.80 N-440 -E 

50 5E-75 5E-76 0.3 0.9 2.0 2.1 1.30 N-21" -E 

51 5E-66 5E-76 1.0 1.0 2.0 2.0 2.24 N-310 -E 

52 5E-66 5E-77 1.4 1.2 1.9 1.9 2.59 N-260 -E 

53 5E-67 5E-68 1.2 1.6 1.8 1.9 2.59 N-270 -E 

54 5E-58 5E-68 1.2 1.3 1.8 1.8 2.47 N-330 -E 

55 5E-58 5E-59 1.5 1.5 2.2 1.8 3.09 N-350 -E 

56 5E-59 2.2 2.3 0.5 0.62 N-410 -E 

57 5E-49 5F-51 1.5 1.6 1.8 1.8 2.55 N-460 -E 

58 5E-86 1.0 1.0 1.1 1.2 1.27 N-150 -E 南西隅() 

59 5E-76 5E-87 1.1 1.0 1.1 1.2 1.27 N-260 -E 

60 5E-77 1.1 1.1 1.3 1.2 1.48 N-240 -E 

61 5E-77 5E-78 1.6 1.6 1.6 1.4 2.31 N-240 -E 

62 5E-68 5E-79 1.2 1.3 1.6 1.4 1.93 N-250 -E 

63 5E-69 1.6 1.7 1.4 1.4 2.58 N-290 -E 

64 5E-50 5E-60 0.6 0.9 1.6 1.7 1.27 N-370 -E 

65 5E-86 5E-96 0.8 0.9 1.5 1.5 1.37 N-220 -E 

66 5E-87 0.9 1.1 1.5 1.6 1.74 N-300 -E 

67 5E-87 5E-88 1.1 1.0 1.6 1.6 1.92 N-330 -E 

68 5E-78 5E-88 1.6 1.5 1.4 1.5 2.38 N-310 -E 

69 5E-79 1.3 1.3 1.3 1.4 1.88 N-320 -E 

70 5E-79 5F-70 1.7 1.6 1.6 1.5 2.61 N-300 -E 

71 5F-60 5F-70 1.0 1.4 1.7 1.8 2.25 N-360 -E 

72 5E-96 6E-06 0.6 0.7 1.7 1.7 1.44 N-9.50 -E 

73 5E-96 6E-07 0.9 1.2 1.8 1.9 2.12 N-120 -E 

74 5E-97 1.1 1.6 1.9 1.9 2.74 N-200 -E 

75 5E-98 1.1 1.3 1.7 1.8 2.25 N-320 -E 

76 5E-88 5E-99 1.5 1.5 1.7 1.7 2.60 N-350 -E 

77 5E-97 1.4 1.5 1.7 1.8 2.60 N-350 -E 

78 5E-98 1.5 1.6 1.6 1.6 2.55 N-400 -E 

79 5E-88 5E-99 1.7 1.7 1.6 1.6 3.02 N-4.80 -E 

80 6E-06 6E-16 0.8 1.0 1.9 1.9 1.84 N-0.60 -E 

81 6E-07 6E-17 1.2 1.3 1.7 1.8 2.26 N-160 -E 

82 6E-07 6E-08 1.8 1.8 1.5 1.8 3.28 N-220 -E 

83 6E-08 6E-09 1.4 1.8 1.5 1.3 2.36 N-340 -E 

84 6E-16 6E-26 1.1 1.4 1.6 1.4 2.14 N-100 -E 

85 6E-17 6E-27 1.1 1.1 1.6 1.6 1.92 N-180 -E 

86 6E-18 1.9 2.2 2.2 1.5 4.23 N-200 -E 

87 6E-，29 6E-37 1.4 1.5 3.1 3.2 4.64 N-110 -E 

88 6E-27 6E-38 1.1 1.4 3.3 3.2 4.51 N-140 -E 

89 6E-28 6E-39 2.3 2.4 3.4 3.3 8.00 N-180 -E 

90 6E-47 6E-57 1.5 1.7 2.1 2.0 3.30 N-8.60 -E 

第10表水田区画計測表(第7水田面)②
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 7l< 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (nf) 

91 6E-48 6E-58 1.4 1.5 1.8 2.0 3.24 N-120 -E 

I 92 6E-49 6E-59 2.2 2.4 2.7 2.4 6.60 N-200 -E 

93 6E-57 6E-67 1.5 1.6 2.2 2.4 3.94 N-8.90 -E 

94 6E-58 6E-58 1.6 2.4 2.3 2.1 4.72 N-180 -E 

95 6E-59 6F-60 (1.8) 1.8 (1.7) 1.9 (3.67) N-210 -E 

96 6E-67 6E-77 1.7 1.7 1.7 1.7 3.09 N-l1O -E 

97 6E-78 6E-89 2.2 2.3 1.6 1.5 4.00 N-20 -E 

98 6E-60 6E-70 1.6 2.2 1.8 1.6 3.69 N-180 -E 

99 6E-87 6E-88 1.4 1.3 2.1 2.2 3.26 N-150 -E 

100 6E-78 6E-89 2.4 2.1 2.1 2.1 5.09 N-7.40 -E 

101 6F-70 6F-80 2.7 2.8 1.9 2.1 6.09 N-0.90 -E 

102 6E-98 7E-08 1.3 0.9 3.0 3.1 3.86 N-130 -E 

103 6F-80 6F-90 1.6 (1.5) 2.3 (2.3) (3.98) N-7.20 -E 

104 7F-00 (1.5) 1.1 1.5 (1.4) (1.84) N-7.20 -E 

105 7F-Ol 2.2 2.4 1.3 1.4 3.32 N-7.1" -E 

106 5E-12 5E-13 (1.7) 1.7 1.7 (1.8) (3.21) N-130 -w 
107 5E-13 0.3 1.2 1.8 1.7 1.43 N-2.90 -E 

108 5E-22 5E-23 1.6 1.7 1.8 1.5 3.08 N-ll" -W 

109 5E-23 5E-24 1.3 1.8 1.7 1.8 2.84 N-0.20 -E 

110 5D-29 5D-29 1.6 1.7 1.8 1.6 2.98 N-180 -W 

111 5D-29 5D-39 1.4 1.4 1.6 1.7 2.65 N-170 -W 

112 5E-20 5E-30 1.7 1.7 1.5 1.6 3.00 N-150 -W 

113 5E-31 1.6 1.5 1.7 1.6 2.82 N-130 -W 

114 5E-32 1.8 1.8 2.0 1.9 3.72 N-120 -W 南辺西隅(122)

115 5E苧33 1.3 1.3 1.9 1.9 2.68 N-ll" -W 

116 5E-34 5E-44 1.0 2.2 2.0 1.48 N -1.8。ー

117 5D-37 1.3 1.2 1.3 1.7 2.20 N-I7" -W 

118 5D-38 1.6 1.5 1.7 1.3 2.64 N-160 -W 

119 5D-39 5D-49 1.6 1.6 1.7 1.7 3.05 N-170 -w 
120 5E-30 5E-40 1.7 1.8 2.1 1.9 3.77 N-150 -w 
121 5E-31 5E-41 1.6 1.5 2.1 2.1 3.54 N-130 -w 
122 5E-41 5E-42 1.8 1.9 2.1 2.3 4.46 N-140 -w 北辺西隅(114)
123 5E-43 1.3 1.4 1.9 2.1 2.90 N-120 -w 
124 5E-43 5E-44 1.4 2.1 2.0 1.8 3.33 N-0.90 -E 

125 5D-36 5D-46 1.5 1.3 1.5 1.4 2.48 N-190 -w 
126 5D-47 1.1 1.4 1.6 1.7 2.15. N-160 -w 
127 5D-47 5D-48 1.5 1.4 1.7 1.7 2.92 N-140 -w 
128 5D-48 5D-49 1.6 1.5 2.0 2.0 3.39 N-150 -w 
129 5D-49 5E-50 1.8 1.6 2.0 2.0 3.76 N-160 -w 
130 5E-50 5E-51 1.5 1.5 1.9 1.9 3.15 N-130 -w 
131 5E-51 5E-52 1.9 1.7 2.0 1.9 3.86 N-110 -w 
132 5E-52 5E-63 1.5 1.6 2.6 2.1 3.86 N-ll" -W 

133 5E-53 5E-64 1.5 1.3 2.3 2.5 3.61 N-I00 -W 

134 5E-64 5E-65 0.5 1.8 2.7 2.4 2.97 N-1.40 -E 

135 5D-46 5D-56 1.4 1.5 1.7 1.6 2.55 N-160 -W 

第10表水田区画計測表(第7水田面)③
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (nf) 

口

136 5D-47 5D-57 1.4 1.2 1.7 1.6 2.29 N-170 -w 
137 5D-57 5D-58 1.5 1.6 1.9 1.5 2.99 N-180 -w 
138 5D-58 5D-69 1.5 1.7 2.1 1.9 3.60 N-170 -w 
139 5D-59 5D-60 1.7 1.5 2.2 2.1 3.78 N-170 -w 
140 5E-60 5E-61 1.6 1.8 2.4 2.3 4.24 N-180 -w 」

141 5E-61 5E-72 2.0 2.0 2.5 2.3 5.22 N-180 -w 
142 5E-72 5E-82 1.3 1.4 2.4 2.3 3.44 N-170 -w 
143 5E-73 1.4 1.5 2.5 2.4 3.84 N-150 -w 
144 5E-74 5E"':84 0.0 1.7 2.4 2.5 3.89 N-9.4。苧W

145 5E-75 5E-85 0.4 1.2 2.4 2.2 N-2.5" -E 

146 5D-54 5D-65 1.2 1.4 1.4 1.3 2.15 N-120 -w 
147 5D-55 5D--66 1.5 1.5 2.4 2.4 3.70 N-150 -w 
148 5D-66 5D-67 1.5 1.2 1.7 2.0 3.05 N-220 -w 
149 5D-67 5D-77 1.6 1.5 1.9 1.8 3.05 N-220 -w 
150 5D-68 5D-88 1.6 1.7 3.0 3.0 5.38 N-200 -w 
151 5D-79 5D-89 1.4 1.6 2.9 3.0 4.87 N-200 -w 
152 5D-89 5E-70 1.8 1.7 2.9 2.8 5.36 N-180 -w 
153 5E-71 5E-81 2.0 2.1 2.8 2.7 6.01 N-180 -w 
154 5E-82 5E-92 1.4 1.5 2.5 2.7 4.34 N-160 -w 
155 5E-83 5E-93 1.7 1.7 2.3 2.3 4.14 N-140 -w 
156 5E-84 5E-94 1.6 2.0 2.0 2.0 3.78 N-100 -w 
157 5E-85 5E-95 1.4 1.5 2.1 1.9 N-O.T -W 北西隅 (58)
158 5D-64 5D-75 2.2 2.3 1.4 1.4 3.71 N-l1O -W 

159 5D-75 1.5 1.3 1.3 1.2 1.84 N-120 -W 

160 5D-76 1.4 1.3 1.4 1.6 2.01 N-120 -W 

161 5D-77 1.6 1.6 1.2 1.5 2.13 N-160 -W 

162 5D-87 5D-98 1.7 1.3 (2.6) (2.6) (4.25) N-180 -W 

163 5D-88 5D-99 1.5 1.1 (2.8) (2.6) (3.83) N-200 -W 

164 5D-74 5D-84 1.8 2.1 (2.0) (2.0) (4.42) N-130 -w 
165 5D-75 5D-85 1.4 1.4 (2.0) (2.0) (2.08) N-150 -w 
166 5D-86 1.2 1.6 (2.0) (2.0) (3.00) N-130 -w 
167 5D-86 5D-87 1.5 1.2 (2.4) (2.2) (5.84) N-140 -w 
168 5D-99 5E-90 1.9 2.1 (2.8) (2.9) (5.92) N-180 -w 
169 5E-90 6E-01 2.1 2.1 2.3 2.5 5.29 N-160 -w 
170 5E-91 6E-02 1.5 1.6 2.4 2.4 4.30 N-120 -w 
171 5E-92 6E-03 1.8 2.1 2.5 2.6 5.10 N-40 -w 
172 5E-93 6E-04 1.9 1.7 2.3 2.5 4.72 N-30 -w 
173 5E-95 6E-05 1.3 1.9 2.1 2.1 N-20 -w 
174 5D-84 5D-94 2.1 2.1 (2.9) (1.8) (4.86) N-120 -w 
175 5D-85 5D-95 1.4 1.0 (2.8) (2.9) (3.63) N-150 -w 
176 5D-95 5D-96 1.6 1.6 (2.1) (2.6) (3.85) N-120 -w 
177 5D-96 6D-06 1.2 1.0 (1.9) (2.1) (2.25) N-120 -w 
178 5D-97 6D-07 1.4 1.4 1.3 1.6 2.39 N-160 -w 
179 6D-08 6D-18 1.5 1.4 2.6 2.5 4.14 N-170 -w 
180 6D-09 6D-19 2.1 (1.9) (3.4) (3.0) (6.39) N-180 -w 

」一一

第10表水田区画計測表(第7水田面)④
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (rrf) 

181 6E-00 6E-1O 2.3 2.7 2.9 3.3 8.40 N-160 -w 
182 6E-01 6E-11 1.7 1.5 2.7 2.6 4.63 N-120 -w 
183 6E-12 6E-13 2.3 2.9 2.0 2.7 7.46 N-3.30 -w 
184 6E-13 6E-14 1.7 1.6 1.8 1.9 3.24 N-3.30 -E 

185 6E-14 6E-15 1.9 2.1 1.8 1.9 N-4.00 - E 

186 5D-92 6D-03 2.1 1.4 2.6 2.5 4.69 N-4.90 -w 
187 6D-03 6D-04 1.8 1.7 (2.0) (2.8) (5.11) N-21" -W 

188 6D-04 6D-14 1.0 1.1 1.8 2.0 2.89 N-21" -W 

189 6D-05 6D-15 1.7 2.0 2.3 2.1 4.87 N-150 -W 

190 6D-06 6D-16 0.9 1.1 1.5 1.4 1.63 N-130 -W 

191 6D-07 6D-17 1.5 1.5 (1.6) (1.7) (4.22) N-170 -W 

192 6D-17 6D-28 1.3 0.2 2.1 1.9 3.12 N-14" -W 

193 6D-18 6D-29 1.9 1.7 (1.7) (2.2) (3.78) N-180 -W 

194 6D-29 6D-39 1.0 (1.1) (3.9) (4.0) (4.74) N-170 -W 東辺北隅(195)

195 6E-20 6E-30 1.5 1.8 4.2 3.9 6.91 N-150 -W 西辺北関(194)

196 6E-21 6E-41 1.7 3.0 4.2 4.5 10.15 N-4.90 -W 

197 6D-02 6D-12 0.7 0.5 2.2 2.2 1.59 N-140 -W 

198 6D-13 1.4 1.3 1.6 1.5 2.58 N-120 -W 

199 6D-14 1.8 1.5 1.3 1.5 2.46 N-170 -W 

200 6D-15 6D-25 2.2 2.0 1.5 1.8 4.04 N-180 -W 

201 6D-16 6D-26 1.1 1.2 2.8 2.7 3.08 N-130 -W 

202 6D-17 6D-27 1.5 1.5 (2.8) (3.1) (4.47) N-110 -W 

203 6D-22 0.5 0.6 1.9 1.87 1.04 N司 130 -W 

204 6D-22 6D-23 1.3 1.2 2.3 1.9 2.90 N-130 -W 

205 6D-23 6D-34 1.4 1.2 2.8 2.5 3.75 N-170 -W 

206 6D-24 6D-35 2.2 2.4 1.4 1.2 3.51 N-17" -W 

207 6D-35 6D-46 1.3 1.7 3.5 3.4 5.77 N-100 -W 

208 6D-36 6D-37 1.5 1.2 (3.2) (2.7) (3.85) N-2.30 -W 

209 6D-27 6D-47 1.2 0.8 3.3 3.3 3.45 N-100 -w 
210 6D-28 6D-48 1.6 1.5 3.7 3.6 6.50 N-140 -w 
211 6D-32 0.7 0.5 2.3 2.5 1.35 N-120 -w 
212 6D-32 6D-43 1.3 1.2 2.6 2.5 3.38 N-150 -w 
213 6D-33 6D-43 1.0 0.9 2.3 2.3 2.53 N-17" -W 

214 6D-34 6D-45 2.3 2.7 2.7 2.7 7.86 N-140 -W 

215 6D-45 6D-56 1.6 1.7 1.2 1.2 2.15 N-120 -W 

216 6D-46 6D-56 1.2 0.9 (2.6) (2.6) (3.15) N-140 -W 

217 6D-47 6D-57 0.8 0.8 2.3 2.2 2.10 N-130 -W 

218 6D-47 6D-58 1.4 1.3 1.8 1.9 2.98 N-120 -W 

219 6D-48 6D-59 1.1 1.0 (3.4) (3.5) (3.62) N-140 -w 
220 6D-49 6E-50 1.9 2.0 2.8 3.3 6.69 N-170 -w 
221 6E-40 6E-61 1.7 2.1 3.4 3.2 7.02 N-9.20 -W 

222 6E-41 6E-62 1.2 1.7 3.5 3.4 5.11 N-6.40 -E 

223 6E-42 6E-52 1.1 1.2 2.1 2.3 2.77 N-140 -E 

224 6E-43 6E-54 2.2 2.1 1.8 2.1 4.78 N-140 -E 

225 6E-45 6E-46 1.5 1.8 1.2 1.4 2.30 N-8.80 - E 

第10表水田区画計測表(第7水田面)⑤
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (nu 

口

226 6E-52 6E-63 1.2 1.1 1.0 1.1 1.14 N-110 -E 

227 6E-53 6E-64 2.1 2.0 1.5 1.3 2.94 N-7.70 -E 

228 6E-55 1.3 1.3 0.9 0.9 0.43 N-4.70 -E 

229 6E-55 6E-66 1.6 1.8 3.0 3.1 5.95 N-7.00 -E 

230 6E-55 6E-65 1.6 1.2 1.4 1.3 2.04 N-7.00 -E 

231 6D-52 6D-62 2.2 2.3 3.8 3.9 8.99 N-4.00 -w 
232 6D-53 6D-63 1.0 1.2 2.0 2.2 2.62 N-4.50 -w 
233 6D-54 6D-65 2.6 2.5 1.9 1.7 4.96 N-110 -w 
234 6D-65 6D-66 1.7 1.5 2.0 2.0 3.51 N-160 -w 
235 6D-66 6D-67 1.8 1.9 1.5 1.5 3.05 N-9.40 -w 
236 6D-67 6D-78 1.6 1.6 1.9 1.6 3.31 N-4.60 -w 
237 6D-69 6D-79 2.4 2.3 0.6 1.4 4.15 N-6.50 -w 
238 6E-60 6E-70 0.4 1.9 2.0 0.72 N-6.40 -w 
239 6E-60 6E-71 1.7 1.6 1.9 2.1 3.42 N-2.30 -w 
240 6E-61 6E-72 1.6 2.3 2.2 1.8 3.97 N-5.80 -E 

241 6E-63 6E-73 1.3 1.2 0.2 2.3 2.73 N-160 -E 

242 6E-64 6E-74 1.8 1.5 1.6 1.9 3.49 N -14 0 - E 

243 6D-71 6D-82 21.9 2.0 3.2 3.1 7.48 N-l.lO -E 

244 6D-73 1.4 1.3 2.6 2.6 3.56 N-5.50 -w 
245 6D-74 6D-84 1.7 1.6 2.8 2.6 4.65 N-6.00 -w 
246 6D-75 6D-85 2.4 2.5 2.8 2.7 6.43 N-6.50 -w 
247 6D-76 6D-77 1.9 2.0 2.0 2.1 4.19 N-9.30 -w 
248 6D-77 6D-88 1.8 2.5 2.6 3.5 6.93 N-0.10 -w 
249 6D-78 6D-89 2.5 2.1 1.7 1.8 4.71 N-1.00 -w 
250 6E-70 6E-80 0.6 0.5 1.7 1.6 0.99 N-2.20 -w 
251 6E-70 6E-81 1.6 1.9 1.8 1.7 3.06 N-2.70 -E 

252 6E-71 6E-82 2.4 2.4 1.0 1.3 3.06 N-8.7。ーE

253 6E-73 6E-84 0.3 1.6 1.3 1.1 1.96 N -150 -E 

254 6E-74 1.5 1.4 1.4 1.2 2.08 N-160 -E 

255 6E-65 6E-75 1.1 1.1 2.5 2.6 3.41 N-110 -E 

256 6E-66 6E-76 1.4 1.0 1.8 2.7 3.24 N-5.70 -E 

257 6E-66 6E-76 0.3 0.6 2.7 2.8 1.31 N-4.50 -E 

258 6D-83 0.3 1.3 2.0 1.9 2.54 N-13・-w
259 6D-84 6D-85 1.6 1.4 2.3 1.9 3.26 N-140 -w 
260 6D-86 6D-87 2.0 2.1 1.7 1.9 3.7 N-1.40 -w 
261 6D-97 1.1 1.3 1.2 1.3 1.65 N-O.4O -w 
262 6D-98 1.0 1.1 1.3 1.3 1.58 N-7.30 -E 

263 6D-98 6D-99 2.4 (2.3) (1.3) 1.5 (3.47) N-9.00 -E 

264 6E-90 6E-91 2.5 (2.3) 2.6 (2.7) (7.10) N-7.20 -E 

265 6E-91 6E-92 1.2 1.8 2.6 2.6 4.29 N-6.40 -E 

266 6E-82 6E-93 1.1 0.3 2.5 2.5 3.30 N-130 ーE

267 6E-83 6E-94 1.8 1.6 2.5 2.5 4.59 N-160 -E 

268 6E-85 6E-95 1.6 1.4 2.7 2.6 4.11 N-110 -E 

269 6E-85 6E-95 1.1 1.4 2.3 2.3 3.30 N-5.7" -E 

270 6E-86 6E-96 0.9 0.9 2.3 2.2 2.29 N-5.30 -E 

第10表水田区画計測表(第7水田面)⑥
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (rrf) 

271 6E-86 6E-97 0.6 0.8 2.3 2.3 1.53 N-100 -E 

272 6D-91 6D-92 2.1 0.7 2.1 2.0 3.96 N-130 -w 
273 6D-92 7D-03 1.5 1.5 2.4 2.2 3.69 N-170 -w 
274 6D-93 7D-04 1.3 1.1 2.6 2.3 2.87 N-170 -w 
275 6D-96 7D-07 2.1 1.4 2.9 2.6 5.3 N-3.90 -w 
276 7D-07 1.4 1.4 2.8 3.2 3.85 N-6.0-W 

277 7D-08 1.1 1.3 2.5 2.3 3.32 N-2.8-E 

278 6E-99 7E-00 (2.6) 3.0 (0.4) 3.9 (11.8) N-2.00 -E 

279 7E-00 7E-10 0.6 0.1 2.4 2.4 2.32 N-5.50 -E 

280 7E-01 7E-1l 1.1 1.1 2.7 2.4 3.01 N-8.90 -E 

281 7E-02 7E-12 1.8 2.2 2.0 2.3 4.39 N-1l0 -E 

282 7E-03 1.3 1.4 2.1 2.1 3.25 N-130 -E 

283 7E-04 1.7 1.7 2.0 2.0 3.65 N-130 -E 

284 6E-95 7E-05 1.3 1.2 1.8 1.8 2.43 N-100 -E 

285 6E-95 7E-06 1.0 1.0 1.9 2.0 2.29 N-7.20 -E 

286 6E-96 7E-07 2.1 2.5 2.1 2.1 5.23 N-120 -E 

287 6D-01 6E-1l 1.4 1.4 0.5 1.7 2.45 N-190 -w 
288 6D-02 6D-12 1.4 1.7 1.4 1.7 2.73 N-200 -W 

289 6D-03 6D-13 1.3 (1.4) (1.4) (1.2) (1.82) N-190 -W 

290 7D-16 7D-26 1.3 1.3 2.8 3.2 4.51 N-3.20 -w 
291 7D-27 1.6 1.3 1.4 1.6 2.29 N-2.90 -w 
292 7D-28 7D-29 1.2 1.2 3.9 2.4 3.39 N-130 -w 
293 7D-28 7E-30 1.4 1.7 2.6 2.7 4.62 N-8.60 -w 
294 7E-20 7E-21 1.4 1.0 2.4 2.6 3.32 N-6.90 -w 
295 7E-1l 7E-21 1.1 1.2 1.8 1.5 2.10 N-3.40 -w 
296 7E-12 7E-22 2.1 2.0 2.2 1.8 4.65 N-3.60 -E 

297 7E-13 7E-23 1.4 1.3 2.3 2.1 3.56 N-8.30 -E 

298 7-14 7E-24 1.5 1.4 2.4 2.2 3.56 N-120 -E 南東隅(308)

299 7E-15 1.0 1.1 1.9 1.7 2.21 N-8.20 -E 

300 7E-06 7E-16 1.6 1.6 2.2 2.3 4.14 N-100 -E 

301 7E-07 7E-17 1.4 1.4 2.6 2.1 3.61 N-130 -E 

302 7D-26 7D-46 1.4 1.9 3.6 4.0 6.02 N-3S -w 
303 7D-27 7D-38 2.1 2.2 1.9 2.2 7.65 N-3.e -w 
304 7D-38 7D-49 2.8 2.9 1.5 1.8 7.12 N-0.70 -w 南辺東隅(水路)
305 7E-30 7E-40 1.2 1.3 1.8 1.5 2.33 N-0.30 -w 南辺西隅(水路)
306 7E-21 7-41 1.3 2.1 2.8 3.0 5.24 N-4.10 -E 

307 7E-22 7E-42 2.0 1.8 2.7 2.9 5.49 N-6.70 -E 

308 7E-23 7E-34 1.6 1.9 2.5 2.7 4.79 N-7.40 -E 北東隅(298)

309 7E-24 7E-34 1.2 1.4 2.3 2.5 3.45 N-15。申E

310 7E-25 7E-35 1.6 1.4 2.4 2.1 3.02 N-160 骨E

311 7E-26 7E-36 1.9 1.9 0.5 2か 5.04 N-130 -E 

312 7E-27 1.4 1.8 1.8 2.3 3.24 N-120 -E 

313 7D-50 7D-60 2.1 N-10 -w 
314 7D-51 7D-61 1.5 1.2 2.1 2.1 1.27 N-100 -w 
315 1D-53 7D-63 1.5 1.5 2.3 2.4 2.02 N-170 -E 

第10表水田区画計測表(第7水田面)⑦
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (nf) 

316 7D-57 7D-68 1.8 2.0 1.9 1.3 1.43 N-9.00 -E 

317 7D-58 7D-69 1.8 1.9 2.8 2.7 3.88 N-1.80 -w 
318 7D-59 7E蜘61 1.9 2.0 2.9 2.8 4.05 N-1.00 -E 

319 7E-50 7E-61 3.0 2.8 3.1 2.9 5.81 N-1.30 -E 

320 7E-51 7E-72 1.8 1.8 3.3 3.1 3.91 N-0.30 -w 
321 7E-53 7E-63 2.3 2.2 3.1 2.6 4.35 N-1.3O -w 
322 7E-54 7E-64 1.9 1.8 3.2 3.1 4.40 N-2.30 -w 
323 7E-63 7E-73 2.2 2.3 1.3 1.3 1.76 N-2.50 -w 
324 7E-64 7E-74 1.8 1.9 1.3 1.3 1.71 N-0.30 -w 
325 7D-60 7D-71 1.3 1.3 0.8 1.2 0.65 N-110 -E 

326 7D-62 7D-72 1.1 1.1 1.8 1.8 1.14 N-4.40 -E 

327 7D-73 1.5 1.6 1.8 1.8 1.36 N-5.50 -E 

328 7D-73 7D-74 1.6 1.8 1.5 1.8 1.49 N-2.50 -E 

329 7D-67 7D-87 2.0 1.7 3.6 3.9 5.28 N-4.80 -w 
330 7D-78 7D-79 1.9 2.3 1.5 1.5 2.30 (T.N.) 

331 7D-79 7E-70 2.0 1.9 1.5 1.5 1.74 N-0.50 -E 

332 7E-70 7E-71 2.8 3.2 1.8 1.5 3.24 N-0.30 -E 

333 7E-72 7E-82 1.8 1.5 2.0 1.8 1.83 N-2.30 -E 

334 7E司72 7E-83 2.3 1.9 1.8 2.0 2.48 (T.N.) 

335 7D-82 7D-92 1.7 1.9 2.0 2.2 2.21 N-OS -W 

336 7D-83 7D勾93 1.6 1.8 1.7 2.0 1.46 N-100 -W 

337 7D-84 7D-95 3.1 2.5 1.9 1.7 3.44 N-100 -w 
338 7D-78 7D-89 2.3 2.4 1.9 2.1 3.19 N-1.50 -E 

339 7D-79 7D-89 1.9 1.6 1.7 1.9 2.19 N-2.50 -E 

340 7E-80 7E-81 3.2 2.7 1.7 1.7 3.29 N-5.50 -E 

341 7E-81 7E-92 2.2 2.6 2.6 1.4 2.64 N-1.80 -E 

342 7D-82 7D-92 1.9 1.8 1.9 1.5 1.93 N-3.30 -E 

343 7D-83 7D-93 1.8 2.5 1.7 1.9 3.33 N-0.50 -W 

344 7D-83 7D-95 2.1 2.2 1.4 1.7 1.83 N-5.30 -w 
345 7D-87 7D-97 1.7 1.9 2.4 2.7 3.01 N-8.00 -E 

346 7D-88 7D-99 2.4 1.9 2.4 2.1 3.57 N-1.00 -E 

347 7D-92 8D-02 1.8 1.9 2.3 2.4 3.30 N-3.80 -w 
348 7D-93 8D-04 2.5 2.3 2.4 2.3 3.45 N-2.00 -E 

349 7D-94 8D-05 2.2 2.1 1.3 1.1 1.66 N-4.80 -w 
350 8D-04 1.5 1.6 1.5 1.4 1.23 N-6.50 -E 

351 8D-05 0.9 1.7 1.6 1.5 1.34 N-5.00 -w 
352 8D-08 8D-09 1.9 1.9 2.1 1.7 2.38 N-4.00 -w 
353 7E-91 8E-ll 1.1 1.3 3.6 4.0 3.24 N-4.00 -E 

354 7E-92 8E-13 2.8 3.9 2.6 3.6 6.14 N-2.80 -E 

355 8D-12 1.9 1.2 2.0 1.9 1.93 N-5.50 -w 
356 8D-13 8D-14 2.2 2.3 2.1 2.0 3.33 N-3.50 司W

357 8D-14 1.6 1.8 1.3 1.5 1.25 N-110 -w 
358 8D-15 1.7 1.7 1.4 1.3 1.62 N-120 -w 
359 8D-14 8D-24 1.8 1.7 2.1 1.8 1.98 N-3.30 -w 
360 8D-15 8D-25 1.7 1.7 2.2 2.1 2.33 N-2.50 -w 

第10表水田区画計測表(第7水田面)⑧
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (rrf) 

361 8E-11 8E-12 1.7 2.1 1.2 1.0 1.66 N-1.80 -E 

362 8D-23 8D-34 2.3 2.2 2.5 2.7 3.71 N-0.30 -E 

363 8D-34 1.7 1.7 1.9 1.8 1.45 N-8.5。信E

364 8D-35 8D-36 2.5 2.2 2.0 1.9 3.15 N-8.80 -E 

365 8D-34 8D-54 1.7 1.4 2.8 2.8 2.21 N-150 -E 

366 8D-44 8D-55 1.8 1.9 2.2 2.5 2.79 N-120 -E 

367 8D-55 8D-66 1.9 2.3 2.3 2.4 2.74 N-6.80 -E 

368 7E-48 7E-49 1.7 2.0 2.4 2.4 3.67 N-2.80 四 E

369 7E-49 7F-40 1.4 1.6 2.2 2.4 2.37 N-1.80 -w 
370 7F-40 7F-41 2.0 1.6 1.9 2.2 2.29 N-5.00 -w 
371 7F-41 7F-52 1.6 1.5 1.6 1.9 1.49 N-2.30 -E 

372 7F-42 7F-52 1.3 1.3 1.1 1.3 1.08 N-lQO -E 

373 7F-52 7F-63 2.1 1.9 2.2 2.3 3.61 N-l1O -E 

374 7E-58 7E-59 2.0 2.0 1.9 2.0 3.09 N-0.80 -E 

375 7E-59 7F-50 1.6 1.5 1.8 1.9 1.72 N-4.30 -E 

376 7F-50 7F-51 1.6 1.6 1.7 1.8 1.60 N-5.00 -E 

377 7F-51 7F-52 2.5 2.5 1.1 1.7 2.52 N-6.00 -E 

378 7E-68 7E-79 1.6 1.6 2.4 2.5 2.47 N-1.30 -w 
379 7E-69 7F-70 1.7 1.5 2.3 2.4 2.10 N-0.80 -w 
380 7F-60 7F-71 1.8 1.7 2.4 2.3 2.64 N-1.50 -E 

381 7F-61 7F-71 2.5 2.2 2.9 2.4 4.38 N-5.30 -E 

382 7F-62 7F-73 1.9 1.9 2.9 2.9 3.81 N-8.80 -E 

383 7E-78 7E-89 1.6 1.7 2.2 2.0 2.08 N-2.80 -w 
384 7E-79 7F-80 1.5 1.3 2.2 2.2 1.63 N-4.30 -w 
385 7F-70 7F-81 1.7 1.6 1.8 2.2 2.04 N-2.00 -w 
386 7F-71 7F-81 1.7 1.8 1.5 1.8 2.03 N-3.00 -E 

387 7F-72 7F-83 2.2 2.3 1.6 1.5 2.39 N-2.00 -E 

388 7F-73 7F-84 2.8 3.0 2.3 1.6 3.86 N-2.00 -w 
389 7E-88 7E-99 1.5 1.4 2.4 2.7 1.88 N-2.80 -w 
390 7E-89 7F-90 1.9 2.0 2.1 2.4 2.84 N-4.00 -w 
391 7F-80 7F-91 1.6 1.4 1.9 2.1 1.90 N-2.30 -w 
392 7F司81 7F-92 1.8 1.7 1.9 1.9 1.84 N-3.80 -E 

393 7F-82 7F-93 2.3 2.3 2.0 1.9 3.20 N-6.30 -E 

394 7F-83 7F-94 3.0 2.8 2.0 2.0 4.05 N-8.00 -E 

395 7E-99 8F-00 2.0 1.8 2.7 2.3 2.90 N-4.80 -w 
396 7F-90 7F-91 1.4 1.4 2.3 1.3 0.58 N-2.50 -w 
397 7F-91 7F-92 1.7 1.6 1.5 1.3 1.40 N-1.00 -E 

398 7F-92 8F-03 2.0 1.9 1.4 1.5 1.65 N-4.8。ーE

399 7F-93 8F-04 2.8 2.5 1.8 1.6 3.06 N-140 -E 

400 8F-04 8F-05 1.5 1.7 1.8 1.8 1.99 N-140 -E 

401 8F-00 8F-01 1.4 1.4 1.7 1.4 1.16 N-2.50 -w 
402 8F-01 8F-02 1.6 1.5 2.0 1.7 2.09 (T.N.) 

403 8F-02 8F-13 1.9 1.9 2.0 2.0 1.68 N-1.00 -w 
404 8F-03 8F-14 2.5 2.2 2.1 2.0 3.32 N-lQO -E 

405 8F-14 8F-15 1.7 1.8 2.2 2.1 2.51 N-160 -E 

第10表水田区画計測表(第7水田面)⑨
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番号
位 置 規 槙 (m) 面積

軸方向 水 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (nf) 

4C (6.1) (5.0) 5. 5 (49.3) N-(20r -E 

2 4D (14.6) 15.8 (10.5) (10.4) (151.0) N-6.50 -E 

3 4E 7.8 6.2 7.3 10.5 (64.9) N-(5)O -E 

4 4E (10.5) (13.5) 7.1 (66.6) N-(4)O -E 

5 4C-5C (4.5) (5.5) 12.0 (81.8) N-4.00 -E 

6 4C-5D 7.8 8.5 12.3 11.4 lO2.5 N-3.90 -E 

7 4D-5D (8.3) (7.2) 9.7 9.7 92.2 N-1.00 -E 

8 4D-5E (11.2) 10.9 11.9 128.8 N-2.10 -E 

9 4E-5E (13.2) (13.6) 12.4 (175.3) N-(3)O -E 

10 5C (5.8) (4.6) (10.4) (77.7) N-(11)。ーE

11 5C-5D 8.5 10.0 8.4 10.0 95.7 N-7.10 -E 

12 5D (8.8) 9.1 12.2 (11.2) (113.9) T.N. 

13 5D-5E 9.5 9.6 10.5 10.7 108.8 N-1.50 -E 

14 5E (13.6) 13.6 10.2 (155.9) N-(3)O -E 

15 6C (4.9) (5.0) 6.9 (53.4) N-(10)・-E

16 6C-6D 9.5 11.1 8.9 6.9 88.5 N-3.8。ーE

17 5D-6D 7.0 6.8 12.4 11.9 94.3 N-3.80 -E 

18 5D-6E 12.6 12.9 14.8 12.6 186.8 N-6.30 -E 

19 5E-6E 13.6 14.0 15.0 15.0 219.0 N-2.00 -E 

20 6F (15.0) N-(1)O -E 

21 6C-6D (10.1) 10.0 (126.0) N-(8)O -E 

22 6D-7D (9.6) (10.5) (11.1) 10.4 (112.7) N-7.30 -E 

23 6D-7E (9.3) (8.8) 11.7 (1.2) (113.9) N-6.00 -E 

24 6E-7E 14.3 13.0 14.0 12.6 197.9 N-6.1。ーE

25 6F-7F (13.0) (12.5) 14.0 (180.8) N-(7)" -E 

26 7C-7D (12.2) (12.7) N-(8)O -E 

27 7D (10.6) (12.0) (10.8) (12.0) (147.5) N-5.40 -E 

28 7D-7E (9.6) (8.6) 12.3 (11.6) 118.7 N-4.30 -E 

29 7E 13.0 11.8 12.4 11.3 160.4 N -10 0 - E 

30 7E-8F (11.0) 9.7 (14.4) 12.8 (142.6) N-15。ーE

31 7F-8F (14.1) (14.5) N-(17r -E 

32 7D-8D (11.8) (11.5) 8.2 (102.3) N-(11r -E 

33 7D-8E 10.6 11.5 10.0 9.0 112.9 N -10 0 - E 

34 8E 10.5 9.5 10.5 9.7 107.6 N-9.10 -E 

35 8E-8F 9.9 9.6 10.0 9.9 105.8 N-110 -E 

36 8F (14.5) (13.6) 10.4 (153.7) N-(11r -E 

37 8D (11.5) (10.8) (10.6) N-(15)" -E 

38 8D-8E 11.0 12.7 10.5 10.8 133.3 N-110 -E 

39 8E-9E 10.5 10.1 11.1 10.6 121.4 N-7.30 -E 

40 8E-9F 8.4 8.4 11.3 10.7 100.1 N-8.60 -E 

41 8F-9F (13.4) (12.4) (10.5) 11.2 (150.7) N -12 0 - E 

42 9F-9G (11.6) (11.2) (9.6) (10.5) (125.2) N-(15)" -E 

43 9G (9.4) (9.5) (95.9) 

44 9D-9E (14.1) (15.4) 11.0 (174.3) N-(9)O -E 

45 9E (8.9) (9.4) (12.9) 11.3 (119.5) N-100 -E 

第11表水田区画計測表(第6水田面)①
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (rrf) 

46 9E-9F (8.4) (8.9) (13.9) (12.9) (120.7) N -10 0 - E 

47 9F-10F (12.2) (10.5) (14.9) (13.9) (165.0) N -120 - E 

48 9F-9G (10.7) (9.9) (9.2) (8.6) 98.2 N -15 0 - E 

49 9G-10G (9.6) (10.3) 8.8 (9.0) (84.9) N -16 0 - E 

50 10F-10G (9.9) (9.5) (8.0) (5.4) 76.1 N-170 -E 

51 10G (10.8) (10.6) (9.0) (8.2) (100.9) N -210 - E 

52 9D-10E (15.1) (9.2) (142.9) N-(20)" -E 

53 9E-10E (9.7) (8.9) (9.5) (95.6) N守 180 - E 

54 10E-lOF (8.7) (8.2) (8.6) (82.5) N -150 - E 

55 10F (10.4) (7.8) (8.1) (84.3) N -14 0 - E 

56 10F (9.0) (6.0) (7.0) (61.3) N-(13)" -E 

57 10G (10.7) (6.0) (6.3) (69.8) 

58 10D (8.5) N-(9)O -E 

59 10E 9.5 (7.7) (8.3) (85.6) N-ll 0 -E 

60 10E-llE 6.9 (7.7) (8.5) (62.2) N -16 0 - E 

61 10F-llF 6.6 (7.4) (8.1) (46.8) N -190 - E 

62 10F-llF 10.0 (6.9) (7.8) (72.9) N-170 -E 

63 llF-llG 11.9 (7.4) (8.1) (83.6) N-7.30 -E 

64 llG (6.2) (6.5) (7.5) (50.6) N-7.30 -E 

65 llG-llH (6.9) (8.0) N-(10)" -E 

66 llH 6.5 8.0 N-(10)" -E 

67 10D-11D 8.4 N-(13)" -E 

68 10E-llE 10.4 9.6 8.3 8.7 85.7 N-15。ーE

69 llE 7.2 7.2 8.5 8.4 61.8 N-170 -E 

70 llE-llF 5.8 (6.8) (8.7) 8.5 56.3 N -13 0 - E 

71 llF 10.4 (10.4) 7.3 9.0 95.4 N -10 0 - E 

72 llF-llG 9.2 8.8 8.1 8.0 76.7 N-ll 0 -E 

73 llG 2.2 4.4 8.0 8.0 29.6 N-2.30 -E 

74 llG-12H (6.9) (6.6) 6.9 (45.4) N-(9)O -E 

75 llH-12H (6.7) 5.3 (6.2) 6.0 (40.9) N-9.40 -E 

76 12H (4.0) (6.5) N-(9)O -E 

77 11D-12E 

78 llE-12E 9.5 (9.4) 14.1 (14.9) 148.3 N-(13)" -E 

79 llE-12F 9.5 (9.4) 14.1 (4.9) 95.9 N-9.30 -E 

80 llF-12F 7.2 7.8 11.5 12.5 90.8 N-3.30 -E 
81 llF-12G 9.7 8.3 10.1 10.8 99.6 N-4.80 -E 

82 12G 8.9 10.5 9.7 10.5 88.1 N-1l0 -E 

83 12G-12H 4.7 (9.3) (8.7) 9.9 (65.6) N-(13)" -E 

84 12H (7.0) 6.5 8.5 (69.7) N-(9)O -E 

85 12H 5.2 5.3 8.2 9.5 47.6 N-9.10 -E 

86 12D-12E (7.0) (6.8) (7.6) 8.5 (62.0) N-(10)" -E 

87 12E (9.1) (13.9) N -10 0 - E 

88 12E-12F 8.0 (10.7) 12.5 (13.9) 130.0 N-6.80 -E 

89 12F 8.4 (7.4) (12.2) 12.5 (103.6) N-3.40 -E 

90 12F 7.7 (7.7) 11.6 (12.5) 97.8 N-6.60 -E 

第11表水田区画計測表(第6水田面)②
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (rrf) 

口

91 12G 8.3 8.1 1.0 11.4 93.2 N-9.00 -E 
92 12G-12H (8.7) (8.8) 10.6 (93.1) N-(10)" -E 
93 12H (7.0) 5.2 10.5 (10.5) (61.8) N-3.30 -E 

94 12H-13H 5.1 5.1 10.8 10.4 56.4 N-7.70 -E 
95 12H-131 7.0 6.5 (12.0) 11.0 83.4 N-9.40 -E 
96 13E (11.5) (5.7) (69.0) N-(12)" -E 

97 13E (11.2) (9.4) (9.9) (99.2) N-(16)" -E 

98 13E-13F (6.6) 8.2 10.8 10.4 78.1 N -13 0 - E 

99 13F (7.9) 7.8 11.0 10.9 89.3 N-6.20 -E 

100 13F-13G 8.0 6.9 10.8 11.2 79.8 N -6.4 0 - E 

101 13G (9.3) (9.1) 10.9 96.5 N-(10)。司E

102 13G-13H 5.4 5.3 5.5 5.3 29.7 N -10 0 - E 

103 13H 5.2 5.3 5.7 5.8 29.9 N-9.1。司E

104 13H-131 6.4 6.4 6.3 6.0 42.8 N-9.00 -E 
105 13G (5.6) 5.3 (6.1) 6.4 (36.1) N-100 -E 
106 13G-13H 4.9 5.4 6.8 6.8 36.1 N -12 0 - E 

107 13H 5.5 6.1 6.7 6.9 39.1 N-8.10 -E 

108 13H 6.7 (4.9) (6.7) (6.5) 40.9 N-110 -E 

109 13E 5.7 (5.0) 6.2 (6.1) 37.0 N -14。一E

110 13E (9.3) (9.8) (94.9) N-(12)" -E 

111 13F 8.4 (9.3) 8.3 (9.9) 84.1 N-7.10 -E 

112 13F-14F 8.8 8.5 6.5 6.9 61.0 N-4.10 -E 

113 13F-14G 6.1 5.9 8.2 7.6 46.3 N-6.70 -E 

114 13G-14G (8.9) (7.5) 8.9 (77.6) N-(8)O -E 

115 13H-14H (4.9) N-(1)O -w 
116 14H 4.4 N-5.50 -E 

117 14E N-5.90 -E 

118 14F (10.3) (10.0) 5.5 (39.5) (T.N) 

119 14F 7.4 6.7 7.1 5.8 46.6 N-6.00 -E 

120 14F-14G 6.0 6.0 6.3 6.6 40.9 N -13 0 - E 

121 14G (8.4) (8.1) 6.3 (59.2) N-(13)" -E 

122 14G (4.4) (21.3) N-(15)" -E 

123 14G-14H (5.2) 5.8 5.0 (4.8) 26.9 N -12 0 - E 

124 14H 4.3 4.5 5.4 5.4 24.9 N-9.30 -E 

125 14E 6.6 8.1 7.9 6.6 N-3.10 -E 

126 14F (9.5) (7.1) 6.5 (54.9) N-(4)O -E 

127 14F 6.1 5.7 7.6 8.1 48.3 N-6.80 -E 

128 14F 6.0 5.8 7.6 7.6 45.8 N -10 0 - E 

129 14G (8.1) (7.8) 6.4 (49.0) N-(10r -E 

130 14G (4.2) (4.1) 4.5 (18.9) N-(12r -E 

131 14G-14H 6.0 5.7 4.6 4.6 28.6 N -12 0 - E 

132 14G 4.0 3.5 5.2 4.9 20.9 N -160 - E 

133 14G-15G (4.5) (4.3) 3.1 (14.2) N-(13r -E 

134 14G-15G 5.4 (5.8) 3.9 3.0 (19.7) N -12 0 - E 

135 14E-15E 3.6 2.4 4.0 3.9 12.4 N-170 -E 

第11表水田区画計測表(第6水田面)③
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水 口
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (nf) 

136 14E-15E 

137 14F-15F (6.4) (6.7) 8.9 (7.5) (54.0) N-(9)0 -E 

138 14F-15F 5.7 5.2 5.4 7.6 43.5 N -100 -E 

139 14F-15G 5.9 6.0 8.1 8.5 47.7 N -10 -E 

140 15G (7.9) (8.1) 9.4 (77.3) N-(10r -E 

141 15G (4.5) (4.5) 7.3 (35.4) N-(10r -E 

142 15G-15H (5.9) (4.8) (5.1) (5.4) (26.8) N -15 0 -E 

143 15H 5.3 6.3 4.6 (5.0) (27.8) N -12 D - E 

144 15H 7.9 6.5 6.1 4.6 38.8 N-90 -E 

145 15H 4.2 N -100 -E 

146 151 N -130 -E 

147 15G 

148 15G (5.7) (5.6) (5.3) (31.5) N-(10r -E 

149 15G 5.5 5.7 5.5 5.6 31.5 N -100 -E 

150 15H 4.9 5.3 5.6 5.4 28.4 N-90 -E 

151 15H 4.6 5.3 5.7 5.4 29.1 N-5D -E 

152 15H 6.4 5.8 4.7 5.4 33.2 N-80 -E 

153 151 (5.5) (5.0) 4.8 (25.8) N-110 -E 

154 151 (4.3) N-7D -E 

155 151 3.3 N -8 D 四 E

156 151 5.2 N -16 0 -E 

157 15G 4.4 N -28 D - E 

158 15G (6.2) (6.1) 6.1 (41.7) N-(l1r -E 
159 15G-16G 5.6 5.5 5.4 6.1 32.6 N-llD -E 

160 15H-16H 5.0 5.5 5.5 5.5 28.4 N -100 -E 

161 15H-16H 5.3 5.1 5.2 5.4 29.1 N-70 -E 

162 15H-16H 5.7 5.0 5.2 5.1 26.6 N-80 -E 
163 15H-161 (5.5) (5.4) 4.9 (30.5) N-7D -E 
164 15 1-16 1 4.7 (3.1) 7.4 7.7 (28.5) N -100 -E 
165 151-161 3.6 (4.7) (7.9) 7.4 30.6 N -12 0 -E 

166 151-161 5.1 (4.6) (8.5) (8.0) (38.1) N-8D -E 
167 151-16J 4.0 (3.8) (7.7) (8.0) (26.8) N -10 0司 E

168 16G (5.8) N -15 0 -E 

169 16G N-(17)0ーE

170 16G 5.7 N-90 -E 
171 16H 5.5 N-10 -w 
172 16H 5.6 N-30 -w 
173 16H 4.9 N-5D -E 

第11表水田区画計測表(第6水田面)④
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番号
位 置 規 模 (m) 面積

軸方向 水
(グリッド) 北辺 南辺 東辺 西辺 (nf) 

口

1 4C-6D (4.4) (49.6) (249.0) N-UO -E 

2 4D-6D 12.7 (53.8) (49.6) (693.7) N-UO -E 

3 4D-5E 8.4 (21.1) (21.5) (85.1) N-90 -E 

4 4E・5E 12.8 (17.4) (21.1) (247.6) N-90 -E 

5 5D・6D (7.8) (7.4) (73.1) N-UO -E 

6 5E・6E 8.4 10.5 39.5 39.8 343.2 N-90 -E 

7 5E 12.8 10.3 31.8 31.1 320.7 N-UO -E 

8 6E・7E (7.8) (15.4) 12.4 (148.7) N-800 -w 
9 6C-7D (15.4) 11.9 (56.8) 55.5 (744.2) N-120 -E 

10 7D-8D (12.7) (34.9) (140.1) N-90 -E 

U 6D-7E (10.5) (36.8) 15.7 (285.9) N-100 -E 

12 6F・7F (10.3) 9.0 26.4 25.9 221.7 N-80 -E 

13 7F・8F 10.5 (45.8) (61.6) (469.4) N-120 -E 

14 8D・8E 9.3 (20.5) (35.9) (268.1) N-120 -E 

15 8D・9D 9.0 10.0 15.8 14.7 132.3 N-120 -E 

16 8E・9E 10.0 21.6 16.1 (227.3) N-120 -E 

17 9E・9F 11.9 (31.1) (26.7) (380.0) N-100 -E 

18 9E・9F 10.5 (27.1) (26.1) (258.6) N-120 -E 

19 8F・9F 9.3 (38.7) (36.3) (292.0) N-150 -E 

20 8F-90 (26.4) (47.2) (688.4) N-140 -E 

21 90・100. (31.2) (26.4) (297.0) N-160 -E 

22 90・100 (31.2) (163.0) N-170 -E 

23 UE・12E (38.2) (542.2) N-120 -E 

24 UE-120 19.2 (38.7) (38.2) (609.8) N-90 同E

25 llF・12F 11.2 (36.5) (38.7) (387.8) N-80 -E 

26 llF・12F・120 11.0 (36.5) (382.5) N-IOO -E 

27 12E・13E (21.4) (6.1) (38.2) (284.2) N-120 -E 

28 13F 11.3 (10.2) 24.6 23.9 229.7 N-120 -E 

29 13F-14G 11.1 (12.5) (25.1) 24.6 254.6 N-110 -E 

30 14E (6.2) (24.5) N-110 -E 

31 14F・15F 10.8 (24.1) (24.5) (224.8) N-1r -E 

32 14F・15F (12.5) (24.1) (202.2) N-130 -E 

33 140 (2.8) (4.8) N-170 -E 

34 140・150 (2.8) (1.3) 12.4 N-150 -E 

35 150 (1.3) 10.6 N-150 -E 

36 150・160 9.6 N-170 -E 

37 140・14H (17.3) (4.8) (121.6) N-830 -w 
38 140・15H (17.3) (28.3) 12.4 (210.3) N-810 -w 
39 150・15H (28.3) (31.2) 10.6 (289.5) N-810 -w 
40 150・16H (31.2) (9.6) (191.4) N-830 -w 

第12表水田区画計測表(第5水田面)

-192一



計測表凡例

1.各計測数値の単位はcm、ーは計測不能、( )は遺存部分での計測値を示す。

2.計測値の上段は最大値、下段は最小値を示す。

3.焼成はA十(極めて良好)、 A(良好)、 B+(比較的良好)、 B(普通)、 C+(やや不良)、 C(不

良)である。

4.遺物の色調の上段は内面、下段は外面を示す。

5.胎土の混入物は目立つものや特異なもののみを記載し、一般的に見られるものは割愛した。

6. I技法」

成形 A (非ロクロ)、 B (巻上げロクロ使用)、 C (ロクロ使用)、 (不明)

底部 A (静止へラ切り)、 B (回転へラ切り)、 C (静止糸切り)、 D (回転糸切り)、 (不明)

調整 A (底部のみ静止もしくは手持ちへラケズリ)

A' (底部のみ静止もしくは手持ちへラケズリ)

B (底部のみ回転へラケズリ)

B' (底部周囲と体部下端を回転へラケズリ)

C (底部および体部下端を静止もしくは手持ちへラケズリ)

C" (体部下端のみ手持ちへラケズリ)

D (底部および体部下端を回転へラケズリ)

D' (体部下端のみ回転へラケズリ)

E (体部下端のみ静止もしくは手持ちへラケズリ)

F (ロクロナデ)

G (無調整)

ηベ
U



挿図 図版 番号 遺 構 器 種
技 法

口径
底 部

器高
高 4口3、 指 数

焼成
成形 底部 調整 径 厚さ 径 品さ 日局 底品

45 19 4E-26 杯 A C 
13.6 8.6 

0.5 3.1 
レ/
~ 

C+ 
13.8 9.2 

2 131 杯 A C 
11.4 7.6 

0.6 3.6 
レ/

B 
~ 11.6 6.3 

3 7E-00 杯 A C 
10.0 (0.7) 

(2.9) レ/ B 
~ 10.0 (0.6) 

4 9F-96 本不 B B C 
7.6 0.5 

(2.6) レ/
~ 

A 
6.4 (0.3) 

5 F区 杯 B C 
6.5 (0.7) 

(2.0) レ/ C+ 
~ 7.4 (0.5) 

6 10H 杯 B B C" 
8.2 0.6 

(2.5) 
レ/

B+ 
~ 7.6 (0.5) 

7 6E-88 杯 B D 
8.1 0.6 

(1.9) 
レ/

A 
~ 7.9 (0.4) 

8 4D-15・16 高台付杯つ B 
14.0 

(3.2) B 
14.2 

9 14G 杯 B C 
6.0 0.9 

(2.0) ~ B 
ノナ!三7.4 (0.6) 

10 6E-18 杯 B D 
6.1 0.8 

(2.0) ~ B 
~ 6.6 (0.5) 

11 SD←l 杯 B 
12.8 

(2.5) 
レ/

A 
~ 13.1 

12 130-99 杯 B D 
6.5 0.7 

(2.2) 
レ/

B 
~ 7.0 0.5 

13 4D-03 椀 B C 
11.8 

(4.0) レ/ A 
~ 12.0 

14 11H 杯 B D B' 
7.6 
0.5 (1.0) 

レ/
A 

~ 7.7 

15 15H -03 杯 B D 
8.2 0.5 

(1.4) 
レ/

A 
~ 8.0 (0.4) 

16 llD 杯 B 
12.5 

(3.5) ~ A 
~ 12.8 

17 7D-46 杯 B D 
7.2 0.6 

(1.8) ~ A 
~ 7.2 (0.3) 

18 F区 本不 B Dワ
12.2 

(3.6) ~ B+ 
〆~12.4 

19 F区 杯 B D 
11.4 7.2 0.5 

3.0 ~ C+ 
~ 11.6 8.2 (0.4) 

20 6F 杯 B C? 
12.0 

(2.8) ~ A 
~ 12.4 

21 12H -34 杯 B B C" 
5.6 0.7 

(2.3) v--- B+ 
~ 5.4 (0.5) 

22 110-51 杯 B D 
7.1 (0.6) 

(0.8) ~ B 
~ 6.9 0.4 

23 llD-05 杯 B A D' 
6.0 0.7 

(1.2) ~ B 
~ 6.6 0.4 

24 8E-14 杯 B D D' 
7.0 (0.5) 

(2.2) ~ B+ 
どど6.6 (0.4) 

25 4D-47 本不 B D C" 
6.6 
0.6 (2.2) ~ A 

~ 6 

26 12G-60 本不 B D 
5.8 
0.8 (1.3) ~ A 

~ 6 

27 11E-89 皿 B D 
12.0 7.6 

0.7 2.7 
戸/

A 46 
ど三プ12.6 7.6 

20 28 8E-02・03 杯 B D? 
15.2 

(3.6) 
レ/

A 
~ 16.0 

29 90 杯 B 
13.6 

(2.7) レ/ B 
〆~14.0 

30 11F-94 杯 B 
13.2 

(2.5) 
レ/

B+ 
~ 13.4 

31 13H-34 杯 B 
13.0 

(3.0) 
レ/

B+ 
~ 13.2 

32 8F 杯 B 
8.3 0.9 

(1.9) 
レ/

C+ 
~ 」一一一 8.4 0.2 

第13表遺物計測表(1) 土師器(杯類)①
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色 調 H台 土
備 考遺存

内 面 外 面 色 調 混 入 物

7.5YR -7 / 4-7 .5YR -7 /3 2.5Y-5/1 
白色粒子、砂粒

全1/8 7.5YR-7 /4-7.5YR-7 /3 
雲母微粒、土器粒

2.5Y -5/1-5YR-7 /6 
黒色粒子、雲母微粒

全1/6 2.5Y -5/1-7.5YR-7 /6 2.5Y -8/3-7.5YR-8/ 4 
土器粒

7.5YR-7/6 
白色粒子、砂粒

底部1/5 7.5YR-7/6 10YR -8/4-7 .5YR -7 /6 
雲母微粒、土器粒

7.5YR-7/4-2.5YR-6/6 7.5YR-7/4 
白色粒子、砂粒

底部破片 7.5YR-7 /4-2.5YR-6/6 
雲母微粒、土器粒

底部1/6 7.5YR-8/4-5YR-7/6 7.5YR -8/ 4-5YR -7 /6 5YR-7/6 雲母微粒

5YR-7/8 
白色粒子、砂粒

底部破片 5YR←7/8 5YR-7/8 
雲母微粒、白色針状物質

10YR-6/1-10YR-4/1 10YR-6/6 
白色粒子、砂粒

底部破片 10YR-6/2-10YR-3/1 
白色針状物質、土器粒

10YR-8/3-7.5YR-8/4 10YR-8/3-7.5YR-8/4 
白色粒子

口縁部1/8 5YR-2/1 
雲母微粒、白色針状物質

7.5YR-7/6 
白色粒子、砂粒

底部1/6 10YR-6/2 7.5YR-7/6 
石英粒、雲母微粒

10YR-8/3 
白色粒子、砂粒

底部1/6 2.5Y-6/2 7.5YR-7/6 
雲母微粒、土器粒

7.5YR-8/4 
白色粒子、砂粒

口縁部1/8 7.5YR-8/4 7.5YR-8/4 
雲母微粒、白色針状物質

2.5Y-8/3 
白色粒子、砂粒

底部1/5 2.5Y-7/3 2.5Y-8/3 
石英粒、雲母微粒

5YR-7 /6-2.5YR-7 /6 
白色粒子、砂粒

口縁部1/8 5YR-7/6 2.5YR-7/6 
石英粒、雲母微粒

10YR-8/3 
白色粒子、砂粒

底部破片 10YR-8/3 10YR-8/3 
雲母微粒、土器粒

10YR-8/3 
白色粒子、砂粒

底部1/5 7.5YR-8/4 10YR-8/3 
石英粒、土器粒

5YR-8/3 
白色粒子、砂粒

口縁部破片 7.5YR-8/3-5YR-8/3 7.5YR-8/3-5YR-8/3 
雲母微粒

5YR-7/6 
白色粒子、砂粒

底部1/6 5YR-6/6 5YR-6/6 
雲母微粒、土器粒

5YR-7/6 
白色粒子、砂粒

口縁部破片 7.5YR-8/4 7.5YR-7 /4-2.5YR-6/6 
石英粒、雲母微粒

5YR-7/8-10YR-5/2 
白色粒子、砂粒

全1/8 5YR-7/8 7.5YR-7/4 
雲母微粒

2.5YR-6/ 4-7.5YR-7 /4 7.5YR-7/4 
白色粒子、砂粒

口縁部破片 2.5YR-6/ 4-7.5YR-7 /4 
雲母微粒

2.5Y -8/3-5YR-7 /6 
白色粒子、砂粒

底部破片 7.5YR-7/6 2.5Y -8/3-5YR-7 /6 
雲母微粒、白色針状物質

5YR-7/4 
白色粒子、砂粒

底部1/3 5YR-7/4-5YR-8/4 5YR-7/4-5YR-8/4 
雲母微粒、土器粒

7.5YR-8/4-5YR-7/6 
白色粒子、砂粒

底部1/4 7.5YR-8/ 4-5YR-7 /6 7.5YR-8/ 4-5YR-7 /6 
石英粒、土器粒

5YR-8/4 
白色粒子、砂粒

底部1/8 5YR-8/4 5YR-8/4 
石英粒、雲母微粒

lOYR-6/3 
白色粒子、砂粒

底部1/6 10YR-6/3 10YR-6/3 
雲母微粒

5YR-7/4 
白色粒子、砂粒

底部破片 5YR-7/4 5YR-7/4 
雲母微粒、白色針状物質

7.5YR-7/6 
白色粒子、砂粒

全1/8 7.5YR-7/6 7.5YR-7/6 
雲母微粒、土器粒

2.5YR-7 /6-2.5YR-6/ 4 5YR-6/6 
白色粒子、砂粒

口縁部1/4 5YRー7/4-2.5YR-7/6
雲母微粒

2.5Y-8/3 
白色粒子、砂粒

口縁部1/8 2.5Y-8/3 2.5Y-8/3 
雲母微粒

2.5Y-8/3 
白色粒子、砂粒

内面黒色処理口縁部1/8 5Y-2/1 2.5Y-8/3 
白色針状物質、雲母片

7.5YR-7/6 
白色粒子

口縁部破片 10YR-7/3 10YR-7/3 
雲母微粒、土器粒

5YR-6/ 4-10YR-7 /3 
白色粒子、砂粒

底部1/3 10YR-7/4 5YR-6/4 
雲母微粒

第13表遺物計測表(1) 土師器(杯類)①-2
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挿図 図版 番号 遺 構 器 種
技 法

口径
底 部

器高
高 台 指 数

焼成
成形 底部 調整 径 厚さ 径 高さ 口高 底高

46 20 33 
12H 

杯 D 
6.7 0.8 

(0.9) ~ A 
~ 13H-28 7.0 0.7 

6.6 0.6 ~ 34 llG-91 杯 D (1.1) 
~ 

A 
5.4 0.5 

35 13G-08 杯 D 
7.0 0.9 

(0.9) ~ C+ 
~ 6.8 0.5 

36 11F-83 椀 C B F 
5.4 

(1.8) ~ A 
~ 

37 11F-32 椀 B B? 
6.0 1.4 

(2.6) ~ B 
~ 6.4 (1.1) 

38 F区 椀 B D F 
5.4 1.0 

(2.2) ~ A+ 
~ 5.4 (0.9) 

39 4E-33 高台付椀? C? F 
6目8 (0.8) 

(1.8) 
6.6 
0.7 B 

6.4 0.4 5.8 

40 llH-93 高台付椀? C? F 
7.3 (0.6) 

(1.4) 
7.4 0.7 

B 
6.0 0.4 6.4 0.5 

41 11D 高台付椀? C? F 
5.2 0.9 

(1.6) 
5.6 0.5 

B 
0.7 3.8 0.4 

42 13F-69 高台付椀? C? F 
5.6 0.6 

(1.6) 
6.8 1.3 

A 
0.5 4.6 1.0 

43 12H 高台付椀? C? F 
6.2 0.6 

(1.3) 
6.4 0.7 

B 
0.5 4.3 0.5 

44 12H-ll 高台付椀ワ C? F 
7.2 
0.5 (1.2) 

7.6 0.7 
B 

5.5 0.4 

第13表遺物計測表(1)土師器(杯類)②
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色 調 日台 土
備 考遺存

内 面 外 函 色 調 混 入 物

白色粒子、砂粒
底部2/3 10YR-4/3 10YR-4/4-5YR-7/4 10YR -4/ 4-5YR -7 / 4 

雲母微粒、土器粒

7.5YR-8/4 
白色粒子、砂粒

底部1/8 10YR-7/3 7.5YR-8/4 
雲母微粒

2.5YR-7/6 
白色粒子、砂粒

底部3/4 2.5YR-6/6 5YR-6/4 
石英粒、雲母微粒

10YR-7/3 
白色粒子、砂粒

底部破片 10YR-7/3 7目5Y-2/1
雲母微粒

10YR-8/3-5YR-7/6 
白色粒子、砂粒

底部1/8 5YR-7/6 10YR-6/1-10YR-8/3 
雲母微粒、土器粒

lOYR-7/3 
白色粒子、砂粒

底部1/8 10YR-7/3 10YR-6/3-2.5Y-5/1 
雲母微粒

7.5YR-8/4-5YR-8/4 
白色粒子

底部1/3 5Y-2/1 7.5YR-8/4-5YR-8/4 
雲母微粒、白色針状物質

2.5Y-8/3 
白色粒子、石英粒

底部1/3 5Y-2/1 2.5Y-8/3 
雲母微粒、白色針状物質

2.5YR-7/6 
白色粒子

底部1/4 2.5Y-6/2 10YR-7/3 
雲母微粒、白色針状物質

2.5Y-8/3 
白色粒子、砂粒

底部1/2 2.5Y-8/3 2.5Y-8/3 
石英粒、雲母片

10YR-7/4 
白色粒子、雲母微粒

底部1/3 2.5Y-6/2 10YR-7/4 
白色針状物質、土器粒

10YR-8/3 
白色粒子、砂粒

底部破片 5Y-2/1 10YR-8/3 
雲母微粒、白色針状物質

第13表遺物計測表(1)土師器(杯類)②-2
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挿図 図版 番号 遺構 器 種 口径 最大径
底径

器高
立ち上がり

杯高
脚 部

焼成
外面内面 内径 筒さ 裾径 基径 高さ

44 31 1 3号土坑 椀 15.6 15.8 (5.0) 
~ 
レ// ト-----ン---- B+ 
------2 3号土坑 椀 16.3 16.5 11.8 12.2 6.9 レ// レ------レ---- A ~ 
------5 4号土坑 本不 12.6 12.8 7.6 9.4 3.7 レ/V レ-----
ト/

B+ 
~ 

------48 21 45 5F 杯蓋模倣杯 10.8 12.4 (2.4) 11.0 0.6 (1.9) レ-----レ---- A 
------46 15J-82 杯蓋模倣杯 10.6 12.3 (2.6) 11.0 。I (1.7) レ...----
------

ト/
B 

47 llD 杯蓋模倣杯 13.6 15.0 (2.6) 13.4 1.0 (2.0) レ----------- B 
------48 5E-06 椀 11.2 12.4 (3.2) 

レ// レ-----レ--- B 
~ ..------

49 141 -91 椀 9.6 10.8 (2.8) ~ v レ...----レ/ B ~ 
------50 llH-61 杯 10.6 11.0 (2.8) ~ ン レ...---------- B ~ 
------51 12H-11 椀 12.6 12.7 4.4 6.0 4.9 ~ IV レ...---------- B+ ~ 
------52 4D-42 椀 10.8 10.9 (3.9) ~ / レ-----レ--- B ~ 
戸---

49 1 
4C-29・38

高杯
レ/

(5.8) ~ (2.0) 8.0 4.2 3.8 B 
~ ~ 4C-48・49

2 1.10E-10 高杯
~ 
ド/

(5.5) 
~ 
~ (1.1) (9.6) 3.6 4.4 B 

3 4E-00 高杯
~ 
レ/

(4.8) 
~ 
~ (2.1) 5.0 (2.7) A 

4 13H-43 高杯
~ 
~ (4.5) 

~ 
~ 2.0 4.6 (2.5) B 

5 llE-14 高杯
~ 
~ (6.7) 

~ 
~ (1.0) 4.6 (5.7) c+ 

6 7E-33 高杯
~ 
~ (4.3) 

~ 
~ (0.7) 3.8 (3.6) C+ 

7 13G-19 高杯
~ 
~ (5.5) 

~ 
~ 14.3 (5.5) B 

8 4C-29 高杯
~ 
~ (4.6) 

~ 
~ 12.8 (4.6) A 

9 4C-57 高杯
~ 
~ (2.0) 

~ 
~ 13.2 (2.0) A 

10 5D-61 高杯
~ 
~ (3.8) 
~ 
~ 11.6 (3.8) A 

第13表遺物計測表(1)土師器(杯類)③
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遺存
色 調 月台 土

備 考
内 面 外 面 色 調 混 入 物

口縁部1/6 10YR-7/3 2.5Y -8/3~2.5Y -7 /3 2.5Y-8/4 石英粒、砂粒、雲母粒 内面放射状暗文

全1/6 2.5Y-8/4 10YR-8/3~5YR-7 /6 2.5Y-8/4 
白色粒子、砂粒

内面放射状暗文
石英粒、雲母微粒

完型 2.5Y -8/3~5Y -8/2 2.5Y -8/3~5Y -8/2 2.5Y-8/3 
石英粒、砂粒、雲母粒

破砕土器粒

口縁部1/8 lOYR-7/4 2.5Y-8/4 10YR-7/4 白色粒子、砂粒、土器粒

口縁部1/8 10YR-8/3~7.5YR-7 /6 10YR-8/3~7.5YR-7 /6 5YR-6/8 
白色粒子、土器粒

白色針状物質

口縁部破片 2.5Y -2/1 ~2.5Y -3/1 2.5Y -2/1 ~2.5Y -3/1 2.5Y-8/3 白色粒子、砂粒 黒色処理?

口縁部破片 2.5Y-8/3 10YR-7 /3~5YR-6/ 4 2.5Y-8/2 白色粒子、砂粒、石英粒

口縁部破片 2.5Y -6/3~7.5YR-5/6 2.5Y-6/3 7.5YR-5/6 白色粒子、砂粒、石英粒

口縁部1/日 10R-5/6、2.5Y-8/3 2.5Y -8/3~2.5Y -6/2 2.5Y -8/3~5Y -5/1 石英粒、砂粒、土器粒 内面赤彩

全1/6 2.5YR-6/6 2.5YR-6/6~5YR-7 /6 10YR-6/3~2.5YR-6/6 
白色粒子、砂粒

白色針状物質

口縁部1/8 2.5Y-5/2 7.5YR-7/6 2.5Y -5/2~7.5YR-7 /6 白色粒子、砂粒、土器粒

脚部3/4
2.5Y-8/3 10YR-8/4 10YR-8/4 

白色粒子、砂粒、石英粒

杯部1/5 白色針状物質、土器粒

脚部3/4
7.5YR-8/6 7.5YR-7/6 5YR-6/6~2.5Y -5/2 

白色粒子、砂粒、石英粒

杯部破片 白色針状物質、土器粒

接合部1/2 5Y-8/3 2.5Y -8/ 4~5Y -3/1 5Y-8/3 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母片、土器粒

接合部1/2 7.5YR-8/ 4~2.5YR-7 / 4 7.5YR-8/ 4~2.5YR-7 / 4 2.5YR-7 /4~10YR-6/1 
白色粒子、砂粒

白色針状物質、雲母微粒

接合部完型
5Y -4/1 ~5YR-7 /6 10YR-7 / 4~5YR-7 /6 N-4/0 

白色粒子、砂粒、土器粒

脚部1/4 白色針状物質、雲母微粒

接合部完型
10YR-7/6 5Y-8/3 2.5GY-2/1~5Y-8/3 

白色粒子、砂粒

脚部1/4 白色針状物質、雲母微粒

脚部1/8 2.5Y-8/3 2.5Y-8/3 5Y -5/1 ~7.5YR-7 /6 白色粒子、土器粒

脚部1/8 5YR-7 /6~5Y-5/1 7.5YR-8/6 5YR-7/6 
白色粒子、砂粒、土器粒

雲母微粒

裾部1/8 5Y -7 /1 ~5Y -6/1 10YR-8/3 5Y-5/1~10YR-8/3 
白色粒子、砂粒、土器粒

雲母微粒

裾部1/8 5YR-8/4 7.5YR-8/6 10YR-6/8~10YR-8/3 
白色粒子、砂粒

白色針状物質

第13表遺物計測表(1)土師器(杯類)③ 2 
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挿図 図版 番号 遺 構 器種
口縁部 頚 部

最大径 底径 器高
脚台部

焼成
内径 外径 内径 外径 高さ 裾径 基径 品さ

51 22 1 3号土坑 彊 26.4 26.8 20.9 22.4 3.1 22.8 (15.5) ~ 
~ 

B ---4 3号土坑 聾 5.1 (5.1) レ------
ト/

B+ 
~戸戸戸...--

6 4号土坑 費 12.6 12.8 10.2 11.2 2.7 (5.1) レ---
レ~

B 
~戸

1 13G-88 費 21.8 22.0 16.2 18.2 2.9 (3.6) レ---~ 

い/
B 

2 7F 聾 23.0 23.0 14.0 15.6 4.6 (5.5) レ---
レ~

B+ 
~ 

3 4E-30 聾 19.8 19.9 15.0 17.2 3.4 (4.8) レ---~ 

ト/
B 

4 
10D-98 

llE-92 
費 22.0 22.1 18.0 19.6 3.1 (3.2) レ~

ト/
B+ 

~ 

5 4D-03 費 19.4 19.8 16.4 17.6 3.0 (3.5) レ---
------

レ~
B 

6 4D-06・16 費 24.0 24.4 20.6 21.8 3.9 (6.2) レ---
レ/

B 
~ 

7 12H-22 聾 11.2 13.6 (3.3) (4.2) レ--------- B 
~ 

8 4D-13 小型窪 15.6 15.8 12.1 14 2.5 (3.1) レ--------- B ~ 

9 10日 小型墾 24.6 24.8 20.2 21.4 3.0 (4.2) レ---
し~

B+ 
~ 

10 12H 小型聾 14.0 14.4 10.5 12 3.1 (3.8) 

------

レ/
レ--- C+ 

11 12H -10 費 27.0 27.4 19.8 21.6 3.7 (4.5) 

------

~ ---B+ 
12 13F-43 小型聾 15.6 15.8 11.6 13 2.2 (2.5) 

------
~ ---A 

13 F区 小型聾 13.8 13.9 9.2 10.8 3.2 (4.0) レ/十/ B+ 
------14 6E-39 小型聾 16.2 16.6 13.6 14.8 1.5 16.2 (4.3) レ---------B+ 
------

15 13G-28 蜜 15.0 15.4 11.8 13.8 2.8 (3.5) レ---
------
---B 

16 6D 小型蜜 12.8 13.0 10.6 11.6 2.8 (4.2) ト--------- B ~ 

17 
3D-96 

小型護 14.4 15.0 11.2 12.0 3.0 (3.2) ~ ------ B ~ 4D-29 

18 131 小型費 13.4 13.8 11.6 13.0 1.6 (2.9) 
~ 
~ 
~ 

B 

19 3D-97 台付蜂 12.2 12.6 10.4 11.6 1.9 11.6 (3.8) B 

20 7E+00 費 34.0 34.3 28.6 29.2 3.5 (4.8) 
~ 
~ ------ A 

52 23 21 7F 小型聾 4.8 (2.2) ~ ------ A ~ 

22 5E-58・69 小型蜜 4.2 (1.8) ~ 
レ~

A 
~ 

23 
8D-55・59

護 17.0 7.4 (7.4) ~ ------ B I 8D-86.97 ~ 

24 4E-ll 費 8.4 (2.9) --~ ------ A 25 llD-18 墾/壷 7.6 (3.5) 
~ 
~ ------ A 

26 8D 小型聾 6.2 (2.6) ~ 
レ~

A 

------27 
4C-29・49

費 6.8 (2.9) ~ 
ン~

A 
4C-69 

------28 
4E-79 

費 7.2 (4.1) ~ ---A 5E-l1 

------29 6D 護 5.6 (2.8) ~ 
い~

B 

------
第14表遺物計測表(2) 土師器(費類)①
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遺 存
色 調 胎 土

内 面 外 面 色 調 1昆 入 物
備 考

口縁部1/3
10YR~8/3~10YR~7 /4 

白色粒子、砂粒、石英粒

体部1/6
2.5Y ~7 /3~5Y ~2/1 2.5Y~8/3 

雲母微粒、土器粒

底部完型

体部破片
7.5Y~4/1 7.5YR~6/6~2.5Y ~8/3 7.5Y~5/1 

白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、土器粒

口縁部1/5 5YR~6/6~5YR~7 /6 5YR~6/6~5YR~7 /6 5YR~6/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

白色針状物質

口縁部破片 5YR~5/6~7.5YR~7 /4 5Y~2/1 ~10YR~7 /4 5YR~5/6~7.5YR~7/4 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、白色針状物質

口縁部1/6 10YR~8/3 2.5Y ~7 /2~5Y ~4/1 2.5Y~7 /2~lOYR~8/3 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

口縁部破片 lOYR~6/3~ 10YR~3/1 10YR~6/3 10YR~2/1 ~7.5YR~6/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、土器粒

口縁部破片 2.5Y~8/3 2.5Y~8/3 5Y~4/1 白色粒子、砂粒、石英粒

口縁部破片 10YR←8/3 2.5Y~8/4 lOYR ~8/3-5Y ~4/1 
白色粒子、砂粒、石英粒

破砕土器粒

口縁部破片 7.5YR~3/ 4~7.5YR~6/6 2.5Y~8/3 7.5YR~7/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、白色針状物質

頚部1/5 2.5Y ~8/3~5YR ~7 / 4 10YR~7/3 2.5Y~8/3~5YR~7 /4 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、白色針状物質

口縁部破片 10YR~7/3 10YR~7/3 lOYR~7/3 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、白色針状物質

口縁部破片 7.5Y~8/3 7.5Y ~7 /2-7.5Y ~6/2 7.5YR~7/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

白色針状物質

口縁部破片 lOYR~8/ 4-10YR~7 / 4 10YR~8/4-10YR~7 /4 5Y ~4/1- lOYR~7 /3 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母粒、白色針状物質

口縁部破片 2.5Y ~8/3-2.5Y ~6/1 2.5Y ~8/3~2.5Y ~6/1 5Y ~4/1-2.5Y ~8/3 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

口縁部破片 2.5Y~7/3 5Y~6/2 5Y~4/1 
白色粒子、砂粒

雲母微粒、白色針状物質

口縁部破片 7.5YR~5/6 7.5YR~5/6 7.5YR~5/6 
白色粒子、砂粒

雲母微粒、白色針状物質

口縁部破片
7.5YR~5/ 4-10YR ~1. 7 / 

10YR~2/1-7.5YR~5/4 7.5YR~4/4 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

口縁部破片 10YR~3/1-10YR~7 /4 7.5Y ~3/1 ~5Y ~3/1 5YR~6/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、白色針状物質

口縁部破片 2.5YR~6/6~5YR~7 /6 10YR~4/2~ lOYR~8/3 lOYR~3/1 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

口縁部破片 2.5Y~8/3 2.5Y~8/3 5Y~4/1 
白色粒子、砂粒、土器粒

雲母微粒、白色針状物質

口縁部破片 7.5YR~7 /6-2.5YR~6/6 2.5YR~7/6 2.5YR~6/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、白色針状物質

口縁部破片 5Y ~4/1-7.5YR~6/6 5Y~4/1 ~7.5YR~6/6 5Y~4/1-5YR~6/6 白色粒子、砂粒、石英粒

口縁部破片 7.5YR~6/4 7.5YR~6/4 7.5YR~6/4 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、白色針状物質

底部1/3 10YR~7/4 10YR~8/3-10YR~4/1 10YR~7/4 
白色粒子、砂粒、石英粒

白色針状物質

底部1/2 7.5YR~5/4 7.5YR~6/3-7.5YR~4/2 7.5YR~4/2~7.5YR~4/4 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

底部完型

体部1/8
5YR~4/1-5YR~2/1 2.5YR~5/8~7.5YR~2/1 lOYR~7/4~10YR~6/4 白色粒子、砂粒、石英粒

底部3/5 2.5Y ~8/3-2.5Y ~8/2 2.5Y ~8/3-2.5Y ~8/2 5Y~2/2 
白色粒子、石英粒

雲母微粒

底部1/4 10YR~3/1-10YR~6/3 10YR~4/1-5YR~6/8 7.5YR~6/6~7.5YR~7 /3 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

底部完型 lOYR~8/3 10YR~8/2-10YR~3/1 5YR~6/8 白色粒子、砂粒、石英粒

底部3/5 5YR~7/6 5Y~2/1-7.5YR~7 /4 5YR~7/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

底部1/3 7.5YR~8/6 5YR~6/8-7.5YR~7 /4 7.5YR~8/3-7.5YR~8/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

底部略完型 10YR~7/2 5YR~6/6- lOYR~3/1 10YR~3/1 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

第14表遺物計測表(2) 土師器(聾類)①-2

201 



挿図 図版 番号 遺 構 器種
口縁部 頚 部

最大径 底径 器高
脚台部

焼成
内径 外径 内径 外径 品さ 裾径 基径 品さ

52 23 30 3D-94 費 6.0 (3.7) レ------
し----

A 

-------31 7D-94 蜜/壷 6.4 (2.4) 

---------
------ B ~ 

32 13H-61 台付費 / (2.7) 7.0 5.8 1.0 B 
33 F区 台付費 γ (3.2) 8.2 6.0 2.2 B+ 
34 11D 台付聾 v (4.2) 9.4 8.0 2.2 B I L 一一

第14表遺物計測表(2) 土師器(聾類)②

挿図 図版 番号 遺構 種別 器種
技法

口径 最大径 底径
品台 かえり・立上り つまみ

器高 焼成
切離調整 径 高さ 径 高さ 径 高さ

24 l 7D-65 須恵器 杯蓋 B G 
11.4 5.6 

3.9 A+  54 
11.8 6.4 

2 
4D-24・44

須恵器 杯蓋
11.2 

(3.6) 
6F 11.8 

3 5C 須恵器 杯蓋 B G 
10.1 5.2 

3.2 A 
10.4 7.6 

4 7D-37 須恵器 杯蓋
12.0 

(2.8) B+ 
12.2 

5 4C-29 須恵器 杯蓋
12.0 

(2.4) B 
12.4 

6 7D 須恵器 杯蓋 B 
4.4 

(2.3) A+  
10.6 

7 5F 須恵器 杯蓋 B G 
8.8 

(2.4) A+  
7.0 

8 10H 須恵器 杯蓋 B 
7.8 

(2.7) C+ 
6.4 

9 12E-88 須恵器 杯蓋 B 
8.8 

(2.7) AI  
7.6 

10 5C 須恵器 杯蓋 B 
10.4 7.2 8.6 0.5 

2.2 A 
10.8 7.0 8.8 0.3 

11 
4D-18・39

須恵器 杯蓋 B 
8.8 

(2.6) A+  
4D-88 7.4 

12 13H-50 須恵器 杯蓋
15.3 

(2.5) B 
14.1 

13 4E-34 須恵器 杯蓋
14.2 

(3.3) B 
14.4 

14 6F 須恵器 杯蓋
14.4 

(2.3) A 
15.0 

15 5C 須恵器 杯蓋 B 
4.5 

(1.7) A+  
5.8 

16 13H-93 須恵器 杯蓋
15.6 13.6 

(0.3) (2.7) A十|
16.2 

17 7F 須恵器 杯蓋
15.9 14.4 

(0.3) (2.0) B 
16.0 (14.0) 

18 5C 須恵器 杯
9.8 10.0 

0.4 (1.6) A+  
11.4 

19 7C 須恵器 杯
10.4 9.2 

(0.3) (1.9) A十
11.0 

20 
4D-18 

須恵器 杯 B G 
7.9 6.2 8.0 0.6 

2.5 A+  
4E-27 10.0 5.4 0.5 

21 7F 須恵器 杯
14.4 14.0 

1.9 (3目8) A+ 
16.2 

22 
3D-96.97 

須恵器 本不
12.0 13.0 

1.1 (3.4) B 
4D-49，SK1 14.8 
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遺 存
色 調 日台 土

内 面 外 面 色 調 混 入 物
備 考

底部1/2 5Y-2/1 2.5YR -6/8-7 .5YR -4/2 7.5YR-6/6 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒、白色針状物質

底部3/5 7.5YR-5/4 2.5YR-6/8 10YR-3/1 
白色粒子、砂粒、石英粒

雲母粒子

脚台部1/4

底部完型
lOYR-5/2-10YR-4/1 10YR-5/3-7.5YR-5/4 10YR-5/2-10YR-5/3 

白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

脚台部完型

底部1/3
7.5YR-6/4-7.5YR-4/3 7.5YR-6/4-7.5YR-4/3 5YR-4/6 

白色粒子、砂粒、石英粒

雲母、雲母微粒

脚台部1/2

底部1/2
2.5YR-7/6-5YR-6/4 2.5YR-6/6 2.5YR-4/1 

白色粒子、砂粒、石英粒

雲母微粒

第14表遺物計測表(2) 土師器(聾類)② 2 

色 調 胎 土
遺 存

内 面 外 面 色 調 混 入 物
備 考

全2/5 N -7 /0-N -8/0 N-7/0 5P-7/1-N-7/0 石英粒、砂粒、黒色粒子

口縁部1/8 N-8/0 N-8/0 10YR-7/2 石英粒

全1/4 N-7/0 N-7/0 N-7/0 
石英粒、砂粒、黒色粒子

白色粒子

口縁部1/8 N-7/0-10YR-4/1 10YR-7/1 N-7/0-10YR-6/2 石英粒、白色粒子

口縁部1/8 N -7/0-7 .5Y -7/1 N -7/0-7 .5Y -7 /1 7.5Y-6/1 砂粒、灰色粒子

天井部1/4 2.5GY-7/1 N-6/0-N-5/0 N-6/0-N-5/0 石英粒、黒色粒子

天井部1/4 N-5/0 N-6/0-N-7/0 N-5/0 石英粒、白色粒子

天井部1/6 10YR-6/2 2.5Y -6/1-N -5/0 N-5/0-7.5YR-6/3 石英粒、白色粒子

天井部1/8 N -8/0-N -7 /0 N-7/0-N-6/0 N-6/0-N-5/0 
石英粒、黒色粒子

白色粒子

全1/8 N-6/0 N-6/0 N-6/0 石英粒、砂粒、白色粒子

天井部1/3 N-6/0 N-5/0-N-6/0 N-5/0-N-6/0 
石英粒、黒色粒子

白色粒子

口縁部1/8 N-7/0 2.5GY-2/1 N-7/0-N-5/0 石英粒、黒色粒子

口縁部1/8 2.5Y -8/1-7 .5Y -8/1 2.5Y -8/1-7.5Y -8/1 7.5Y-7/1 石英粒、砂粒

口縁部1/8 N-5/0 2.5Y -3/1-2.5Y -8/1 N-5/0 石英粒、白色粒子、気泡

天井部1/6 N-5/0-7.5Y-5/1 N-5/0 N-5/0-7.5Y-5/1 石英粒、砂粒

口縁部1/8 5PB-5/1 5YR-6/1-N-3/0 5YR -6/2-2.5YR-5/ 4 石英粒、砂粒、白色粒子

口縁部1/8 N-8/0 2.5GY -4/1-7.5Y -6/1 N-6/0 石英粒、砂粒、褐色粒子

口縁部1/8 5Y-4/1 2.5GY-2/1 5Y-4/1 石英粒、白色粒子

口縁部1/8 7.5Y -4/1-5B-4/1 7.5Y -4/1-5PB-6/1 5PB-4/1 石英粒、砂粒、白色粒子

口縁部1/4
N-5/0-N-6/0 N-5/0-N-6/0 N-6/0 石英粒、白色粒子

天井部1/2

口縁部1/6 N-7/0 5Y-5/1-N-7/0 N-7/0 
石英粒、砂粒、黒色粒子

白色粒子

口縁部1/3 N-7/0 N-7/0 N-7/0 石英粒、砂粒、白色粒子

第15表遺物計測表(3) 須恵器(杯類)①-2
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挿図 図版 番号 遺構 種別 器 種
技法

口径 最大径 底径
高台 かえり つまみ

器高 焼成
切離調整 径 高さ 内径 高さ 径 高さ

23 7F 須恵器 杯 B 
12.0 
14.0 8.2 
レ/

11.0 
1.5 ~ (3.2) A+  

~ ~ 14.0 1.1 

24 5C 須恵器 杯
11.2 
13.4 
レ/

11.6 
0.9 / (1.7) A 

~ ~ 13.4 0.7 

25 4D-11 須恵器 杯 B 
9.2 
11.4 
レ/

9.5 
0.7 〆/

(2.3) A 
~ / 11.4 0.5 

26 4E-27 須恵器 杯葦 B G 
5.6 レ/ ン/

(1.4) A 
~ / 4.1 

須恵器 杯蓋 B G 
6.2 レ/ ~ (1.1) A 7 5C / / 4.2 

4D-03 須恵器 杯蓋 ~ 2.4 
1.6 (2.4) A+ 55 25 28 

~ 2.4 

須恵器 杯蓋 B ~ 2.6 
0.8 (1.8) A+  29 12F-08 

~ 2.4 

4E-10・21
須恵器 杯蓋 F 

8.4 ~ 3.2 
0.8 (2.8) A 30 

~ 4E-25 7.8 2.8 

31 11H 須恵器 杯蓋 B 
/ 
~ 2.8 

1.2 (2.1) A+ 
2.4 

須恵器 杯蓋 B 
4.6 i〆/ 3.2 

0.8 (2.1) A+  32 4E-21・35 B? 
~ 8.8 3.2 

3.8 ν/ (1.9) 33 14F-26 須恵器 杯蓋 D 
~ 

A 
2.6 1.5 

9.1 レ/
34 4E-13 須恵器 杯蓋 B G / 

(1.8) B 
8.6 3.6 

7.6 レ/
35 4C-87 須恵器 杯蓋 C 

~ 
(2.3) A 

6.8 2.2 

7.6 レ/
(1.3) 36 4E-53 須恵器 杯蓋 D 

~ 
A 

6.8 2.2 

6.1 レ/
37 4D-14 須恵器 杯董 B 

~ 
(1.4) B 

10.8 3.2 

38 5C-38 須恵器 杯蓋 D 
5.1 レ/

(1.9) A 
~ 5.8 

39 4E-14 須恵器 杯蓋 B 
7.0 レ/

(1.8) A 
~ 8.0 

40 12G-90 須恵器 杯蓋
13.4 
15.0 
レ/

12.8 0.6 (1.3) B 
~ 15.0 

41 5F 須恵器 杯蓋 B 
11.8 
13.8 
レ/

11.2 0.4 (1.2) B 
~ 13.8 

42 13G-19 須恵器 杯蓋
11.3 
14.0 
レ/

10.3 
0.4 

(1.8) A 
~ 14目。 0.2 

43 13G-09 須恵器 杯蓋
10目9
14.0 ~ 11.0 0.4 (1.2) C+ 

~ 14.0 0.2 

13F-45 須恵器 杯蓋
10.8 
13.2 ~ 10.4 0.4 (2.0) A 44 

~ 13.2 0.2 

45 10H 須恵器 杯蓋
15.4 
15.8 ~ 14.8 0.5 (1.9) 

A J ~ 15.8 

46 4E-22 須恵器 杯董
16.0 
16.4 ~ 15.8 0.4 (2.5) A+  

~ 16.4 

47 13H-61 須恵器 杯蓋
16.4 
17.0 ~ 16.0 0.5 (2.0) A 
/ 17.0 

48 4D-03 須恵器 杯蓋
13.6 
14.0 ~ 13.0 0.4 (1.6) A 

~ 14.0 

49 5E-77 須恵器 杯董
14.2 
14.4 ~ 13.8 0.6 (1.7) B 

~ 14.4 0.3 

50 4E-62 須恵器 杯蓋
16.2 
16.6 ~ 15.6 0.5 (1.8) A 

~ 16.6 0.3 

須恵器 高台付杯 ~ ~ 51 5E-69 
/ / 

(2.4) B 
7.4 

52 4E-65 須恵器 高台付杯
/ 
~ 
~ 
~ (1.9) B 

53 13F-81 須恵器 高台付杯 B B 
14.6 
14.9 
11.0 9.8 0.7 ~ レ/ 3.9 B 

14.9 ~ ~ 
54 4E-26 須恵器 高台付杯 D 

16.2 
16.4 
13.4 12.2 0.7 ~ レ/ 3.8 A 

~ ~ 16.4 14.0 10.4 0.5 
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遺 存
色 調 土

備 考
内 面 外 面 色 調 混 入 物

口縁部1/8 N~6/0 7.5Y~6/1-N~5/0 N~3/0 石英粒、砂粒、白色粒子

口縁部破片 5Y~5/1 5Y~5/1 5Y~4/1 石英粒、白色粒子

口縁部1/8 5PB~7/1 N~7/0 N~7/0 石英粒、砂粒、白色粒子

天井部1/6 N~6/0 N~6/0 N~5/0 石英粒、黒色粒子

天井部1/6 N~8/0 N~5/0-N~6/0 N~8/0 
石英粒、黒色粒子

灰色粒子

天井部破片 10YR~7/1 
5Y~7/1 

lOYR~7/1 黒色粒子、灰色粒子 外面自然粕、宝珠
10Y~5/2- lOY ~4/2 

天井部1/8 5PB~7/1 5PB~5/1-N ~6/0 5PB~7/1 
石英粒、黒色粒子

白色粒子

天井部2/3 2.5Y~8/1 2.5Y~8/1 7.5Y~5/3 
砂粒、黒色粒子

外面自然粕、擬宝珠
白色粒子

天井部破片 2.5Y~7/1 
2.5Y~7/1 

2.5Y~7/1 
黒色粒子、白色粒子

外面自然粘、擬宝珠
7.5Y ~5/2-7.5Y ~4/2 灰色粒子

天井部3/5 5Y ~6/1-5Y ~7 /1 Nc3/0-N~8/0 5Y~6/1-5Y~7/1 
石英粒、黒色粒子

白色粒子

天井部1/8 N~7/0 N←7/0-N~6/0 N ~7 /0-N ~6/0 
砂粒、黒色粒子

白色微粒

天井部1/3 7.5Y~7/1 7.5Y~7/1 7.5Y~7/1 石英粒、砂粒、雲母粒子

天井部1/6 N ~7 /O-N ~6/0 N~7/0-N~6/0 N ~8/0-N ~7 /0 
石英粒、黒色粒子

白色粒子

天井部1/4 N~8/0 N ~7 /0-N ~8/0 N~8/0 
石英粒、砂粒、黒色粒子

白色微粒

天井部3/5 N~8/0 7.5Y~7/1 N~8/0 
砂粒、白色粒子

雲母微粒

天井部1/5 2.5GY~6/1 N~5/0-N~6/0 2.5GY~6/1 石英粒、砂粒

天井部1/6 N~8/0 N~7/0 N~8/0 
石英粒、黒色粒子

白色粒子

口縁部破片 N~7/0 N~7/0 N~7/0 石英粒、白色粒子

口縁部1/8 N~6/0 N~6/0 N~6/0 石英粒、砂粒、白色粒子

口縁部1/8 N~7/0 2.5Y ~8/0-7 .5Y ~7 /1 N~7/0 石英粒、砂粒、白色粒子

口縁部1/8 7 .5Y ~8/1-N ~8/0 7.5Y ~8/1-N ~8/0 2.5Y ~8/3-7.5Y ~8/1 石英粒、砂粒、白色粒子

口縁部1/8 5Pー7/3-2.5Y ~7 /1 7.5Y ~3/2-5Y ~2/2 2.5Y~7/1 石英粒、砂粒

口縁部破片 2.5Y ~8/1-2.5Y ~7 /1 2.5Y ~8/1-2.5Y ~7 /1 2.5Y ~8/1-2.5Y ~7 /1 
石英粒、黒色粒子

灰色粒子

口縁部破片 N~5/0-N~7/0 N ~8/0-5P~7 /1 2.5YR~6/4-N~6/0 石英粒、黒色粒子

口縁部破片 N~7/0 N ~7 /0-N ~6/0 N ~7 /0-N ~6/0 黒色粒子、白色粒子

口縁部破片 N~6/0-N~8/0 N ~5/0-N ~7 /0 N~7/0 黒色粒子、白色微粒

口縁部破片 N~7/0-N~5/0 N ~7 /0-N ~4/0 N~8/0 
黒色粒子、白色粒子

灰色粒子

口縁部破片 N ~7 /0-N ~8/0 N~8/0-N~6/0 N ~7 /0-N ~8/0 黒色粒子、白色粒子

底部1/4 N~7/0 N~6/0 N~7/0 砂粒、雲母微粒

底部1/4 5Y ~6/1-N ~6/0 5Y ~6/1-N ~6/0 5Y~7/1 
黒色粒子、白色粒子

雲母微粒

全1/8 N~7/0 N~7/0 N~7/0 
黒色粒子、灰色粒子

雲母微粒

全1/8 N~8/0 N~8/0 N~8/0 黒色粒子、白色粒子
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挿図 図版 番号 遺構 種別 器種
技法

口径 最大径 底径
局台 かえり つまみ

器高 焼成
切離調整 径 高さ 内径 品さ 径 高さ

55 25 55 4E-22 須恵器 高台付杯 B G 
13.0 12.0 0.7 レ/ ン/

(1.7) 
~ ~ 

B 
14.2 10.8 0.6 

56 4E-85 須恵器 高台付杯
13.0 13.4 0.6 レ/ レ/(2.3) 

~ v---12.4 10.0 0.4 

57 4D-17 須恵器 高台付杯 B 
13.0 13.4 0.6 レ/ レ/

(1.5) A+ 
~ ~ 12.6 11.4 0.5 

58 5C 須恵器 高台付杯 D 
11.0 10.0 

0.5 
レ/ レ/

(2.4) 
/' ~ 

A+ 
10.8 8.4 

56 26 59 141-00 須恵器 高台付杯
11.8 
12.0 
7.2 レ/ レ/

(3.5) 
~ ~ 12.0 7.0 

須恵器
10.4 1.0 レ/ レ/

60 13H -31 高台付杯 D 
~ ~ 

(1.8) C+ 
9.0 8.1 0.6 

61 6F 須恵器 高台付杯 D 
10.2 10.0 0.6 レ/ レ/

(1.6) B+ 
~ ~ 10.4 8.4 0.5 

62 4E-26 須恵器 高台付杯 B G 
9.0 0.7 レ/ レ/

(1.5) 
~ ~ 7.4 0.5 

63 4E-13 須恵器 高台付杯 B 
10.6 8.4 0.6 レ/ レ/

(1.5) C+ 
~ ~ 7.0 0.5 

9.4 0.6 レ/ レ/
64 4E-62 須恵器 高台付杯 B 

~ ~ 
(1.5) B 

9.6 8.2 0.5 

65 12H 須恵器 高台付杯 B 
7.6 9.2 0.6 レ/ レ/

(1.2) B 
~ ~ 7.6 0.5 

66 4E-25 須恵器 高台付杯 B 
10.6 8.8 0.8 レ/ レ/

(1.9) B I 
~ ~ 11.4 7.4 0.6 

67 7D-08 須恵器 高台付杯 B 
11.4 10.2 0.6 レ/ レ/

(2.0) A 
~ ~ 10.0 8.8 0.5 

68 4E-26 須恵器 高台付杯 B 
10.2 8.6 0.6 レ/ レ/

(1.6) A+  
~ ~ 9.8 7.0 0.5 

69 11E-61 須恵器 高台付杯 B 
11.0 1.0 レ/ レ/

(1.7) B 
~ ~ 9.4 0.8 

70 4E-04 須恵器 高台付杯 B 
11.0 11.0 0.6 レ/ レ/

(1.5) B I ~ ~ 11.0 9.4 0.5 

71 13F-30 須恵器 杯? B 
9.4 レ/ レ/ レ/

(2.1) A+ 
~ ~ ~ 7.0 

72 15H-03 灰粕陶器 皿 B 
7.0 7.0 0.5 レ/ レ/

(1.4) 
~ どどf

A+ 
5.6 0.4 

73 F区 灰粕陶器 皿
7.0 0.7 レ/ レ/

(1.5) 
~ ~ 5.6 0.5 

74 
4D-39 

灰紬陶器 高台付盤 B 
15.4 14.0 

0.9 
レ/ レ/

(2.3) A+ 
~ ~ 4E-20 14.4 12.8 

75 4E-27 須恵器 鉢? B 
13.6 レ/ レ/ レ/

(3.1) B 
~ ~ ~ 12.6 

76 12H 須恵器 鉢
11.2 
12.4 

レ/ レ/
(4.1) 

~ どどて12.4 

77 F区 須恵器 高台付杯 B 
9.6 8.6 0.5 レ/ レ/

(1.5) AI  
~ ~ 9.6 7.3 0.2 

78 12H 灰紬陶器 高台付杯 D 
11.0 10.8 0.7 レ/ レ/

(2.1) A+ 
~ ~ 10.8 9.8 0.6 

79 F区 灰粕陶器 皿 B 
10.2 7.5 0.9 レ/ レ/

(1.9) A 
~ ~ 8.0 6.8 0.8 

80 14F←40 灰紬陶器 皿 B 
6.8 7.8 1.0 レ/ レ/

(2.1) 
~ ~ 8.2 6.0 0.8 

81 4E-13 須恵器 高台付杯 B 
8.4 0.7 レ/ レ/

(1.2) B 
~ ~ 6.8 0.5 

82 F区 須恵器 高台付杯 B 
6.6 6.8 0.6 レ/ レ/

(1.8) A 
~ ~ 8.2 5.4 0.5 

須恵器 高台付杯
6.4 0.4 レ/ レ/

83 14F-40 B 
~ ~ 

(1.1) A 
6.4 4.8 0.2 

84 12F-00 須恵器 高台付杯 B 
4.6 8.4 。目8 レ/ レ/

(1.2) B レ/ レ/5.6 6.8 0.5 
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遺存
色 調 日台 土

備 考
内 面 外 面 色 調 混 入 物

底部1/4 N-8/0 N-8/0 N-6/0 
石英粒、黒色粒子

雲母微粒

底部1/8 N-5/0 5B-5/1 5YR-5/ 4-N -5/0 
石英粒、白色微粒

灰色微粒

底部破片 5PB-5/1-5PB-4/1 5PB-5/1-5PB-4/1 5PB-5/1-10YR-7/6 砂粒

底部1/8 N-6/0 N-7/0 N-7/0 
砂粒、黒色粒子

雲母微粒

口縁部1/6 10Y-7/1 10Y-7/1 lOY-7/1 
白色粒子、灰色粒子

雲母粒子

底部1/8 N-8/0 N-7/0-N-5/0 N -7 /0-N -5/0 白色粒子、雲母微粒

底部破片 10YR-7/1 10YR-7/1 10YR-7/1 石英粒、砂粒、白色粒子

底部1/4 N-6/0 N-6/0 N-6/0 石英粒、白色微粒

底部1/8 N-8/0 N-8/0 N-8/0 
黒色粒子、白色粒子

雲母微粒

底部1/8 N-6/0 N-6/0 N-6/0 石英粒、黒色微粒

底部破片 N -7 /0-N -8/0 N -1/0-N -8/0 N-7/0 
砂粒、黒色粒子

雲母微粒

底部1/8 N-6/0 N-6/0 N-6/0 砂粒、白色粒子

底部1/8 2.5Y-8/1 2.5Y-8/1 2.5Y-8/1 砂粒、白色粒子

底部1/6 5Y-6/1 2.5Y-5/1 10GY-8/1-N-8/0 石英粒、砂粒

底部破片 7.5Y-8/1 N-6/0-10Y-8/1 7.5Y-8/1 黒色微粒、白色粒子

底部破片 白色 白色 白色 砂粒、雲母微粒

底部1/5 N-4/0 N -7 /0-5Y -8/1 N-7/0 石英粒、砂粒、灰色粒子

底部1/8
5Y-8/1 

5Y-8/1 5Y-8/1 黒色粒子、灰色粒子
5Y-5/4 

底部破片
2.5Y-7/1 

2.5Y-7/1 2.5Y-7/1 黒色微粒、白色粒子 三日月高台
N-7/0-N-6/0 

底部1/4
N-7/0-N-6/0 N-7/0-N-6/0 

N-7/0 黒色粒子、白色粒子
2.5GY-3/1-10Y-8/1 2.5GY-3/1-10Y-8/1 

底部1/8 N-8/0 N-8/0 N-8/0 
砂粒、白色粒子

灰色粒子

口縁部1/8 N-7/0 N-7/0 N-7/0 
石英粒、黒色粒子

白色粒子

底部完型 5PB-7 /1-N -7 /0 5PB-7/1-N-7/0 N-7/0 
石英粒、黒色微粒

雲母微粒

底部1/8 N-7/0 
N -7 /0-2.5GY -4/1 

10Y-7/1 砂粒、黒色微粒
5GY-5/1 

底部破片
5Y-8/1 

5Y-8/1 5Y-8/1 石英粒、砂粒 三日月高台
10Y-6/2 

底部1/8 7.5Y-8/1 7.5Y-8/1 7.5Y-8/1 灰色微粒 三日月高台

底部1/8 N-8/0 N-8/0 N-8/0 白色粒子、灰色微粒

底部1/8 5PB-7/1 N-7/0 5PB-6/1-N-7/0 砂粒、黒色粒子

底部破片 10Y -8/1-N -8/0 10Y -8/1-N -8/0 10Y-8/1 黒色粒子、灰色粒子

底部1/4 7.5Y-6/1 7.5Y -8/1-5Y -8/1 7.5Y-6/1-5Y -8/1 
石英粒、砂粒、白色粒子

灰色粒子
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挿図 図版 番号 遺構 種別 器種 口径 縁帯幅
頚部

最大径 底径
品 ぷ口品、

器高 焼成
径 局さ 径 品さ 幅

58 27 1 7E+00 灰粕陶器 長頚瓶
13.6 
1.1 (4.1) ~ 

い/
(4.1) A 

14.6 ----2 4E-62 須恵器 長頚瓶
11.4 

12.2 
1.1 (2.9) 

-------
~ ----(2.9) 

3 4E-22 須恵器 長頚瓶
11.6 
0.9 (3.0) ~ ------- (3.0) A+ 12.4 ----4 7E-31 須恵器 長頚瓶

13.0 
0.5 

14.8 
(2.6) 

-------
~ 
.....---

(2.6) A+  

5 4D-I0 須j恵器 長頚瓶
11.8 

1.3 (2.8) ~ ----(2.8) A+ 12.1 

---〆6 161 -04 灰粕陶器 長頚瓶
11.0 

1.0 (2.5) ~ ----(2.5) A 11.4 

-------7 14F-45 灰粕陶器 長頚瓶
7.8 
0.8 (3.0) ~ -------

(3.0) A 
9.0 

-------8 l1E-90 灰紬陶器 長頚瓶
4.4 

6.0 
(3.7) 

-------
~ 
レ----

(4.2) 

9 F区 灰粕陶器 長頚瓶
3.6 
(4.5) 

ド--------(5.5) A+ 5.2 

-------10 F区 灰紬陶器 長頚瓶
2.0 
(4.0) ド-----------(4.5) A十4.0 ----11 F区 灰粕陶器 長頚瓶

4.0 

5.0 
(3.3) 

-------
~ ----(3.7) A+ 

12 12H 須恵器 長頚瓶
2.8 
(5.8) ~ 

レ----
(6.3) A I 

4.4 

-------13 7D 灰粕陶器 長頚瓶
7.0 

7.4 
(2.6) 

----
~ 
レ----

(3.7) A+ 

14 13G-69 須恵器 長頚瓶
3.6 

5.4 
(3.0) 

----
~ ----(3.0) A+  

15 7E-00 灰紬陶器 長頚瓶
5.4 
(2.4) ~ ----(3.0) A+ 6.8 ----16 5C 須恵器 提瓶

3.0 

5.0 
(2.7) 

----
~ ----(3.4) A 

17 
4D-07・18

須恵器 長頚瓶
2.8 
(0.4) 12.0 ~ ----(7.2) A 4D-39・SKl 4.0 ----18 4D-45 須恵器 長頚瓶 11.6 

一----

.....---
(4.0) A+  

-------19 7D 須恵器 提瓶

--------
-------

(6.3) A 

----20 
13G-76 

須恵器 提瓶 レ/.-----(5.3) B 
13H-80 

-------21 3D-94 須恵器 長頚瓶
7.4 7.6 1.0 

0.9 (2.7) A 
6.0 6.0 0.5 

22 13E-58 須恵器 長頚瓶
5.4 5.5 

0.5 0.7 (3.0) A 
4.2 

23 F区 須恵器 長頚瓶
6.6 7.0 0.8 

0.8 (2.5) A 
7.0 5.4 0.4 

24 11E-44 須恵器 瓶子
7.0 7.0 

0.5 0.9 (4.8) A 
4.6 

25 F区 須恵器 瓶子
9.0 9.4 

0.6 L日 (3.8) A 
7.2 

28 26 4E-02 須恵器 瓶子
8.8 8.4 0.9 

0.7 (4.5) A 
5.4 0.5 

27 l1E-OO 須恵器 瓶子
5.5 10.4 1.0 

1.0 (1.6) B 
7.6 0.5 

28 131 須恵器 瓶子
8.0 

(2.9) A 

29 13E-74 須恵器 瓶子
7.8 8.8 1.5 

0.8 (3.0) A 
6.0 0.8 

30 5C-07 須恵器 瓶子
7.8 8.0 

0.7 1.3 (3.6) A 
5.6 5.0 

31 15H -03 須恵器 瓶子
6.6 7.0 

0.7 1.1 (3.0) A+  
5.0 

須恵器 瓶子
11.6 12.0 

1.0 1.1 (3.6) A 32 131 
10.0 9.4 

」ー
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遺 存
色 調 胎 土

備 考
内 面 外 面 色 調 1昆 入 物

口縁部1/8
5Y-8/1 7.5Y-8/1 

5Y-8/1 石英粒 二次的に被熱
7.5Y-4/3 10Y -4/2-10Y -5/2 

口縁部1/10
5Y-7/1 

5Y-6/1 5Y-6/1 砂粒、黒色粒子 内面白然粘
10Y-5/2(紬)

口縁部1/10
5Y -8/1-5Y -4/1 

10YR-7/1 10Y-8/1 
白色粒子、砂粒

内面自然粕
7.5Y-4/3(粕) 黒色粒子

口縁部1/8 N-6/0 N-6/0 N-6/0 
白色粒子、砂粒

黒色粒子、石英粒

口縁部1/10 5Y-7/1 5Y -7 /1-5Y -6/1 5Y-7/1 白色粒子、砂粒 内面自然粕

口縁部1/8 5Y -4/3-5Y -4/1 2.5Y -4/2-2.5Y -5/2 2.5Y -7 /2-2.5Y -7 /1 砂粒、黒色粒子

口縁部破片 7.5Y-3/2 2.5Y-5/1 2.5Y-7/1 
白色粒子、砂粒

黒色粒子

頚部1/4 2.5Y-7/1 
2.5Y-7/1 

2.5Y-7/1 砂粒 二次的に被熱つ
7.5Y -5/2(粕)

頚部1/6
2.5Y-5/1 2.5Y-6/1 

2.5Y-8/2 
白色粒子、砂粒

5Y-4/2(紬) 5Y-4/2(粕) 石英粒

頚部1/5 5Y-2/1 7.5Y -5/3-5Y -3/2 2.5Y-7/1 
白色粒子、砂粒

石英粒

頚部1/8 5Y-5/1 7.5Y -5/3-5Y -3/2 2.5Y-8/2 砂粒

頚部1/4 2.5Y-8/1 2.5Y-7/1 5Y-6/1 
白色粒子、砂粒

黒色粒子、石英粒

頚部1/8 2.5Y-8/1 
5Y-8/1 

10YR-7/2 白色粒子、黒色粒子 紬は透明ガラス質
10Y-6/2(粕)

頚部破片 5Y-6/1 5Y-6/1 2.5Y-8/1 白色粒子、砂粒

頚部破片 2.5Y-8/1 
5Y-8/1 

2.5Y-8/1 白色粒子、黒色粒子 舶は透明力、ラス質
10Y-6/2(粕)

体部1/8 2.5Y -5/2-2.5Y -5/1 2.5Y-4/1 5Y-7/1 砂粒 外面自然粕

体部1/10 N-7/0 N-7/0 N-7/0 
白色粒子、砂粒

黒色粒子

体部1/6 10Y-7/1 2.5Y -8/1-2.5Y -4/1 10Y-7/1 白色粒子、黒色粒子 外面自然、粕

被蓋部破片 N-5/0 N-5/0 10R-5/2-N -6/0 
白色粒子、砂粒

石英粒

被蓋部破片 N-5/0-N-6/0 N-4/0-2.5YR-4/4 5YR-6/2-5Y-5/1 
白色粒子、石英粒

灰色粒子

底部2/3
10YR-7/1 

5PB-7 /1-N -7 /0 2.5Y -8/1-5Y -8/1 石英粒 内面底部自然粕
7.5Y-3/2 

底部1/6
5Y-4/1 

5PB-5/1 N-7/0 石英粒、灰白色粘土
7.5GY-6/1 

底部2/3
5Y-6/1 

5Y-6/1 5Y-6/1 石英粒
10Y-4/2 

底部1/6
2.5Y-7/1 

5PB-7 /1-N -6/0 2.5Y-7/1 砂粒、黒色粒子 内面底部自然粕
7.5Y-4/3 

底部1/6
5Y-7/2 5Y-7/2 

5Y-8/2 石英粒、雲母微粒
7.5Y-6/2 7.5Y-6/2 

底部1/8 N-7/0 N-7/0 N-7/0 砂粒、黒色粒子 No.6と酷似

底部1/6 5Y -7 /1-5Y -6/1 5Y-7/1-5Y-6/1 2.5Y -7 /1-5Y -7/1 雲母微粒

底部1/4 5Y-5/1-N-5/0 5Y -5/1-N -5/0 10Y-7/1 石英粒

底部1/4 N -7 /0-2.5Y -7 /1 N -7 /0-2.5Y -7/1 2.5Y-7/1 石英粒、雲母微粒

底部破片
10YR-7/1 

10YR-7/1 10YR-7/1 石英粒、雲母微粒 内面底部自然紬
7.5Y-5/3 

底部1/4 2.5Y-7/1 
10YR-5/2 

5Y-8/1 石英粒、雲母微粒
7.5Y-5/3 

底部1/4 5Y -6/1-5Y -5/1 
2.5Y-4/1 

2.5Y-7/2-N-7/0 
石英粒、雲母微粒

外面自然、粕
7.5Y -4/2-7.5Y -2/2 赤色粒子
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挿図 図版 番号 遺 構 種別 器種 口径 縁帯幅
頚 部

最大径 底径
品 台

器高 焼成
径 高さ 径 局さ 幅

58 28 33 4E-02・11 須恵器 瓶子
13.6 
13.6 
1.2 0.8 

(3.3) C+ 
11.6 0.8 

34 13H-63 須恵器 瓶子
14.4 14.6 0.8 

1.2 (4.5) A 
13.6 12.4 0.6 

35 12H 須恵器 瓶子
15.0 

(0.5) (4.2) A 

36 12H-21 須恵器 瓶子
12.6 13.4 

0.7 1.1 (5.5) A+  
11.2 

59 30 37 
4D-09・28

須恵器 小壷
6.2 レ/6.2 2.1 7.6 

5.7 

---------
レ---

6.1 A+  
39.5D-96 6.4 6.8 4.4 

------38 12H 須恵器 小壷
3.8 レ/3.6 0.8 5.8 3.2 

---------
レ---

3.2 A+ 
3.9 4.0 4.0 

------28 39 15F-17 須恵器 聾
31.6 
1.5 (4.0) 

---------
ト---

(4.0) A 
32.4 

------40 5C 須恵器 費
27.8 
1.4 (4.2) 

---------
ト----

(4.2) A+  
29.1 

------41 13F-13 須恵器 費
28.0 
1.4 (3.8) 

---------
レ--- (3.8) A+ 

29.8 

------42 15H -03 須恵器 墾 1.8 (4.1) 

一----

ト---
(4.1) A+ 

------43 12H 須恵器 護
27.2 
(4.3) 

---------
ト----

(5.4) A 
26.0 

------44 7F 須恵器 翠
17.6 
(5.1) 

---------
ト----

(5.6) A+  
20.2 

------45 5C・5E-00 須恵器 窪 21.6 

---------
ト---

------
(9.7) B 

46 4F-57 須恵器 瓶子
20.2 

1.1 
16.2 
4.5 レ------------ (5.2) A+  21.4 17.8 

------29 47 12E-54 須恵器 蜜
20.8 
1.2 (4.2) レ---------(4.2) B 21.2 ----48 4D-37 須恵器 護

18.2 
0.9 
11.2 
5.3 い----------- (6.3) A+  19.2 15.0 

------9 
6D・6D-78

須恵器 聾/甑
21.6 

1.2 
17.6 
2.0 レ----------- (3.6) C 7C・7D 22.0 18.4 ----50 F区 須恵器 蜜/甑

21.6 
1.1 
18.6 
2.0 レ---------- (3.7) A+  21.8 19.5 

------60 51 
11D-49 

須恵器 聾 レ-----------(14.2) A+ 11E-32 

------52 4C-87 須恵器 蜜

------
レ------------ (4.8) B+ 

53 5F 須恵器 聾 レ---------(4.2) A -----54 13G-69 須恵器 望主 し--------(6.4) A 
------55 8D-48 須恵器 聾 し-------------

(8.4) B 

56 9E-10 須恵器 Z星 レ--------- (4.6) A+  ----57 11F-76 須恵器 費

------
レ-----
ー----

(5.8) A+  

58 8F-56 須恵器 聾 レ----
レ----

(6.2) B 

------59 9F-66 須恵器 J! レ/~ 

------
(6.2) A+  

60 llH 須恵器 護

------
レ----

---------
(4.3) A 

61 13H -21 須恵器 護

------
レ----

---------
(4.4) C 

62 13H-42 須恵器 費

----
レ---

---------
(4.0) B 

63 5F 須恵器 費

---------------
ト/

(3.4) B 

64 11H 須恵器 費

------
ト---

---------
(3.5) A+ 

第16表遺物計測表(4) 須恵器(聾・瓶子)②
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遺 存
色 調 目台 土

備 考
内 面 外 面 色 調 1昆 入 物

底部1/6 N-5/0 2.5GY-6/1-N-5/0 2.5GY-6/1-10YR-6/1 白色粒子、雲母微粒 瓦質

底部1/6
2.5Y-5/2-N-7/0 

2.5Y-5/2-N←7/0 N -7/0-N -6/0 石英粒 内面自然紬
5Y-6/1 

底部1/6 5Y-6/1 N-6/0-N-3/0 5Y-6/1 
白色粒子、砂粒

瓦質
雲母微粒、赤色粒子

底部1/2
2.5Y-8/1 5YR-6/4-7.5YR-4/2 

2.5Y-8/1 石英粒、砂粒
2.5Y -6/2-2.5Y -2/1 2.5Y -6/2-2.5Y -2/1 

全1/3 N -7 /0-5Y -6/1 
7.5Y -2/2-5Y /6/1 

N-7/0 黒色粒子、灰色粒子 外面白然紬
10Y-6/2 

全1/3 5Y -6/1-5Y -2/1 
5Y-6/1 

5Y-7/1 石英微粒、灰色粒子 外面自然納
透明

口縁部1/8 2.5Y-4/1 5Y-2/1 2.5Y-7/1 白色粒子、砂粒 内面白然紬

口縁部破片 2.5Y-5/1 N-8/0 N-6/0 黒色粒子、石英粒 内面白然紬

口縁部破片 2.5Y-6/1 2.5Y-8/1 2.5Y-8/1 灰色粒子 内面外面共に自然粕

頚部1/8 N -6/0-2.5Y -5/1 N -6/0-2.5Y -5/1 N-6/0 白色粒子、石英粒

頚部破片 5Y-5/1 5Y-4/1 5Y-6/1 
白色粒子、砂粒

内面白然粕
雲母粒子

体部破片 10Y-8/1 10Y-8/1 10Y-8/1 
白色粒子、黒色粒子

石英粒

口縁部1/8 2.5GY-5/1 2.5GY-4/1 2.5GY-7/1 
白色粒子、砂粒

石英粒

口縁部1/8 N-6/0 N-6/0 N-7/0 
白色粒子、黒色粒子

雲母微粒

口縁部1/4 5Y-7/1 5Y-7/1 5Y-7/1 
砂粒、黒色粒子

石英粒

口縁部1/4 5YR-3/2 5YR-3/2-2.5YR-5/6 5YR-3/2-2.5YR-5/6 
砂粒、石英粒

雲母微粒

口縁部1/4 2.5Y-8/1 2.5Y-8/1 2.5Y-8/1 
砂粒、石英粒

雲母微粒

口縁部1/4 2.5Y-6/1 2.5Y-6/1 2.5Y-6/1 
砂粒、黒色粒子

内面自然粕
石英粒

口縁部1/4 10YR-6/3-2.5Y -6/1 2.5Y-6/1 2.5Y-8/1 白色粒子、石英粒

口縁部1/4 2.5Y-6/1 2.5Y-7/1 2.5Y-7/1 白色粒子、石英粒 内面白然粕

口縁部1/4 5Y-6/2 10YR-7/1 10YR-7/1 
白色微粒、黒色微粒

内面自然粕
雲母微粒

口縁部1/4 5Y-7/1 5Y-7/1 5Y-7/1 砂粒、石英粒

頚部破片 N-6/0 N-6/0 N-6/0 
砂粒、黒色粒子

石英粒

頚部破片 2.5Y-7/1 2.5Y-7/1 7.5YR-6/1 砂粒、黒色粒子

頚部破片 5Y-6/1 5Y-7/1-N-6/0 5Y-7/1 
砂粒、黒色粒子

石英粒、雲母微粒

頚部破片 5PB-5/1 5PB-5/1 5PB-5/1 砂粒、黒色粒子 内面自然粕

頚部破片 5Y-2/1 10YR-1.7/1 N-7/0 
白色粒子、砂粒

内面自然紬
石英粒

頚部破片 10YR-7/2 10YR-7/2 10YRー7/2 砂粒、黒色粒子 磨耗が著しい

頚部破片 10YR-7/1 10YR-6/1 2.5Y-7/1 砂粒、雲母粒子

頚部破片 N-6/0 N-5/0 N-7/0 
白色粒子、砂粒

石英粒

頚部破片 5Y-6/1 5Y-4/1 N -8/0-N -7/0 砂粒、黒色粒子 内面白然粕

体部破片 5PB-7/1 N-6/0 5RP-6/1 
白色粒子、砂粒

内面自然紬
石英粒

第16表遺物計測表(4) 須恵器(聾・瓶子)②-2
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挿図 図版 番号 遺 構 種別 器種 口径 縁帯幅
頚部

最大径 底径
F司 台

器高 焼成
径 品さ f圭 局さ 幅

61 30 65 4C-58・68 須恵器 蜜

------------
----- (5.5) A+ ---66 4D-02 須恵器 蜜 -------------------- (6.0) A+ 67 5C 須恵器 聾 レ-------------- (6.0) A+ 

68 
3D-96 

須恵器 聾 ト------
い-----

(11.0) A+ 
4E-10・27

------69 11H 須恵器 蜜 レ-----
ト-----

(4.8) 

-----70 10D-74 須恵器 費 レ------
レ.-----

--- (7.4) 

71 4C-87・88 須恵器 窪 レ------
ト-----

(14.1) B+ 

------72 4E-96・97 須恵器 費

------

レ----
レ------ (6.2) C 

73 
4D-16 

須恵器 聾 レ------
レ/

(10.1) B+ 
4E-87 

------

第16表遺物計測表(4) 須恵器(聾・瓶子)③
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違存
色 調 胎 土

備 考
内 面 外 面 色 調 i昆 入 物

体部破片 N -6/0-2.5Y -5/1 N-6/0-2.5Y-5/1 N-6/0 
白色粒子、砂粒

石英粒

体部破片 5PB-7/1 N-6/0 5RP-6/1 
白色粒子、砂粒

外面白然粕
石英粒

体部破片 5PB-7/1 N-6/0 5RP-6/1 
白色粒子、砂粒

外面白然粕
石英粒

体部破片 N-7/0 N-7/0 N-7/0 砂粒 外面白然粕

体部破片 N-5/0 N-2/0 N-5/0 砂粒、黒色粒子 外面光沢あり

肩部破片 10YR-6/1 2.5Y-4/1 lOYR-6/1 
白色粒子、砂粒

外面白然勅
黒色粒子

体部破片 N-7/0 N-7/0 7.5Y-8/1 砂粒、雲母微粒

肩部破片 5Y-7/1 7.5Yー7/1 7.5Y-7/1 
白色粒子、小石粒

外面剥落著しい
黒色粒子、雲母粒

肩部破片 7.5YR-5/2 2.5Y-5/1 7.5YR-5/2-2.5Y -5/1 白色粒子、砂粒

第16表遺物計測表(4) 須恵、器(聾・瓶子)③-2
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挿図 図版 番号 遺構 窯 種別 器種 時 期
紋 様

口径
底部

器高
品台

焼成
外面 内面 径 厚さ 高さ 。雇

22 12 1 
4C-79 

龍泉? 青磁 碗 14C前葉
13.2 

(2.8) 1.2 0.9 A 
4D-25 11.2 

2 4D-89 龍泉 青磁 碗 13C中葉 鏑逮蓮文
(24.0) 

(3.4) A 
(24.0) 

3 4E-I0 同安ワ 白磁 碗 12C-13C前葉
6.8 

(2.2) A 
(5.5) 

4 5C-05 龍泉 青磁 碗 13C中葉 鏑選弁文
(26.0) 

(3.5) A 
(26.0) 

5 5D-05 龍泉 青磁 碗 12C後半 劃華文
(31.6) 

(4.4) A 
(31.6) 

6 6F-00 景徳鎮 青白磁 合子蓋 12C-13C前葉 草花文 A 

7 6F-55 龍泉 青磁 碗 13C中葉 鏑蓮弁文
15.0 

(5.2) A 
15.0 

8 
7D-32 

同安 青磁 碗 12C末-13C前葉 繍描文 櫛描文
17.0 5.0 

(7.8) B+I 
13¥ 17.0 (5.0) 

9 9D-05 龍泉ワ 青磁 碗 12C後半
7.4 
1.3 (2.8) 1.0 A 

(6.4) 

10 8F-00 龍泉 青磁 碗 13C中葉 鏑蓮弁文
16.0 

(4.2) A 
16.0 

11 10H-55 同安 白磁 平皿 14C前葉 稜花文
6.7 

(1.2) A 
6.2 

12 l1D-55 龍泉? 青磁 碗 14C前葉 蓮弁文
(14.0) 

(2.4) A 
(14.0) 

13 lIH-OO 龍泉 青磁 碗 13C中葉 蓮弁文 (14.4) (5.0) A 

14 12E-53 龍泉 青磁 碗 14C前葉 蓮弁文 (3.8) A 

15 12H-55 同安 白磁 玉緑碗 12C代
15.8 

(2.5) A 
16.7 

16 12H -91 龍泉 青磁 碗 12C後半 劃花文
(14.0) 

(4.1) A 
(14.0) 

17 13F-02 龍泉 青磁 碗 14C前葉 蓮弁文
(12.6) 

(3.4) A+ 
(12.6) 

18 14F-34 岡安 白磁 小皿? 12C末-13C前葉
3.2 
0.9 (1.5) 0.8 0.7 A 

4.6 

19 141 龍泉ワ 青磁 皿 12C末-13C前葉 櫛描文
5.0 
0.7 (1.2) 0.3 0.3 A 

5.6 

20 141 同安ワ 青磁 平皿 12C末-13C前葉 櫛描文
8.2 
0.9 (1.5) A 

5.6 

21 141 龍泉 青磁 平皿 12C後半 劃花文
8.2 

(1.4) A 
4.6 

22 141 龍泉 青磁 碗 12C後半 劃花文
5.6 
1.2 (2.3) 0.8 0.8 A 

4.0 

23 15F-37 龍泉 青磁 碗 13C中葉 蓮弁文
12.4 

(3.3) A 
13.9 

24 15F-28 同安 青磁 平皿 12C末-13C前葉 櫛描文
7.5 

(1.2) A 
5.6 

25 15G-50 龍泉 青磁 碗 13C中葉 蓮弁文
(18.0) 

(2.4) A 
(18.0) 

26 161 -00 龍泉 青磁 碗 12C末-13C前葉 蓮弁文? 0.8 (2.5) 1.2 0.7 A 

27 161 -04 同安つ 白磁 口禿皿 14C前葉
9.6 

(2.9) A 
(10.4) 

28 G区 龍泉 青磁 碗 12C後半 劃花文?
(23.0) 

(2.6) A 
(23.0) 

29 10H 龍泉 青磁 碗 12C後半 劃花文 (4.9) A 

30 12H -10 同安 白磁 小皿 15C前葉
9.3 
4.2 2.3 0.6 0.7 A 

4.8 

31 13F-05 龍泉 青磁 碗 14C代
6.4 
1.1 (2.7) 1.0 1.1 B+ 

6.0 

第17表遺物計測表(5) 輸入陶磁器
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遺存
粕 粕厚 無紬部 胎 土

底部 高台 備 考
色調 粕質 気泡 平均 最大 色調 色調 混入物

底部破片 10Y-5/2 不透明ガラス質 ++ 0.6 1.0 5Y-8/2 
2目5Y-8/3

なし A A 調整は施文後5Y-8/1 

口縁破片 10Y-5/2 半透明ガラス質 + 0.4 1.0 7.5Y-8/1 微細な気泡微量

体部破片 2.5GY-7/1 不透明乳状 + 0.4 0.4 5Y-8/1 微細な気泡微量

口緑破片 7.5GY-7/1 半透明ガラス質 * 0.2 0.4 7.5Y-6/1 微細な気泡微量

口緑破片 7.5GY-6/2 透明ガラス質 0.2 0.4 7.5Y-7/1 微細な気泡少量

肩部破片 10GY-8/1 半透明ガラス質 0.8 1.0 7.5Y-8/1 7.5Y-8/1 微細な気泡微量 内面ロクロナデ

口緑破片 7.5GY-5/3 透明ガラス質 + 0.4 0.8 2.5Yー7/1 微細な気泡微量 施文方向は左→右

口緑破片 5Y-6/3 透明ガラス質 0.4 0.8 5Y-7/1 5Y-8/1 なし A? 体部下半ヘラケズリ
体部破片

底部1/2 7.5Y-8/1 透明ガラス質 + 0.1 0.4 7.5Y-7/2 7.5Y-8/1 微細な気泡少量 A Aワ 高台外面ヘラケズリ

口緑破片 5GY-6/1 半透明ガラス質 + 0.4 0.6 7.5Y-6/1 微細な気泡少量 施文方向は左→右

底部1/4 2.5GY-7/1 不透明乳状 + 0.2 1.0 10Y-8/1 なし B 内底面外面に沈線1条

口緑破片 5G-7/1 不透明ガラス質 ++ 0.4 0.6 10Y-7/1 なし 文様はやや不明瞭

口緑破片 7.5GY-6/1 半透明ガラス質 + 0.5 0.8 7.5Y-7/1 微細な気泡少量 口唇外面に細沈線3条

口緑破片 (5G-7/1) 不透明ガラス質 ++ 0.8 1.0 10Y-7/1 なし

口緑破片 10Y-7/1 不透明乳状 ++ 0.1 0.6 10Y-8/1 微細な気泡少量 玉縁外周に浅沈線1条

口緑破片 7.5Y-6/2 透明ガラス質 0.2 0.4 7.5Y-8/1 微細な気泡少量 口唇部内面に沈線2条

口緑破片 (5G-7/1) 不透明ガラス質 ++ 0.7 1.0 5Y-7/1 なし

底部1/4 10Y-7/1 不透明乳状 0.5 0.8 5Y-7/2 N-8/0 なし A A ロクロは時計回り

底部1/3 10GY-8/1 不透明乳状 ++ 0.1 0.3 10Y-8/1 7.5Y-8/1 なし B B 糸底に粕付着部あり

底部1/4 7.5Y-6/1 透明ガラス質 + 0.2 0.8 2.5Y-7/2 5Y-8/1 なし A 体部外面下半は無紬

底部破片 7.5Y-6/1 透明ガラス質 0.3 1.0 10Y-7/1 lOY-8/1 気泡少量 A 底部外面粕剥

底部1/4 7目5Y-5/2 透明ガラス質 。目3 0.6 2.5GY-7/1 
2.5GY-7/1 

気泡微量 A A 高台外面粕垂れ
N-7/1 

口緑破片
10GY-7/1 

半透明ガラス質 + 0.4 0.8 7.5Y-7/1 気泡中量 施文方向は左→右
lOGY-6/1 

底部2/5 7.5Y-7/2 透明ガラス質 + 0.2 1.0 7.5Y-7/1 7.5Y-8/1 微細な気泡微量 A 

口緑破片 10GY-7/1 不透明ガラス質 + 0.5 0.8 7.5Y-7/1 
なし 施文方向は左→右7.5Y-6/1 

底部1/4 (5G-7/1) 不透明ガラス質 ++ 0.8 1.3 7.5Y-8/1 7.5Y-8/1 なし A 

口緑破片 2.5GY-7/1 不透明ガラス質 + 0.2 0.3 
5Y-7/3 

7.5Y-8/1 なし
5Y-7/2 

口緑破片 7.5GY-7/1 透明ガラス質 + 0.2 0.6 7.5Y-7/1 微細な気泡微量 口層部内面に沈線2条

口緑破片 5Y-6/3 半透明ガラス質 * 0.2 0.4 2.5Y-7/1 微細な気泡微量 口唇両面に沈線各1条

全1/4 5Y-8/1 半透明乳状 + 0.1 0.1 7.5Y-8/1 5Y-8/1 微細な気泡微量 B A 割高台2.5Y-7/1 

底部1/4 5Y-6/4 透明ガラス質 0.1 1.2 7.5Y-6/1 7.5Y-7/1 微細な気泡微量 B A 内底面外周軸言明

第17表遺物計測表(5) 輸入陶磁器-2



持図 図版 番号 遺構 窯 種別 器種 時 期 口径 最大径
底部

器高
品台

焼成 底部 高台
径 厚さ 両さ 騒

25 13 l 7 F 瀬戸 灰粕 碗 15 c中葉
4.8 
0.8 (1.8) 0.5 0.5 A C B 

4.0 

2 5C-44 瀬戸 灰粕 碗 15 c中葉
4.5 
0.9 (1.9) 0.5 0.5 B+ C B 

4.2 

3 16H-08 瀬戸 灰粕 卸皿 15 c代
6.8 
1.4 (1.4) A B 

10.6 

4 6D-90 瀬戸 灰軍由 小皿 15 c代 9.2 9.6 
5.4 
0.6 2.0 0.2 0.2 C+ C C 

6.8 

5 9D 瀬戸 灰紬 皿 15 c代 11.4 11.6 
6.8 
0.9 2.6 0.2 A ワ B 

8 

6 12F-74 瀬戸 灰紬 皿 15 c中葉 12.2 12.2 
5.2 
0.9 2.7 A B 

8.0 

7 12F-60 志戸呂 灰粕 縁紬皿 15 c代 11.0 11.2 
6.4 
0.6 2.1 A B 

6.9 

8 6F 瀬戸 灰粕 皿 15 c中葉 10.8 11.0 (1.6) B 

9 4E-48 瀬戸 灰粕 縁粕皿 15 c中葉 10.4 10.6 (2.0) B 

10 15F-26 瀬戸 灰粕 縁紬小皿 15 c代 7.6 8.6 (1.8) B 

11 6 F 瀬戸 灰粕 縁粕皿 15 c中葉 11.3 11.6 (2.8) B 

12 13E-67 瀬戸 灰軸 縁粕小皿 15 c中葉 9.4 9.6 (1.7) B 

13 5 C 瀬戸 灰紬 縁粕卸皿 15 c中葉
9.4 

(1.0) A B 
10.0 

14 5 F 瀬戸 灰粕 縁紬皿 15 c中葉 12.4 12.5 (1.8) A 

15 7E-31 瀬戸 灰粕 縁粘皿 15 c中葉 10.8 11.0 (1.9) A+  

16 6C-37 瀬戸 錆紬 天目碗 15 c代 11.2 11.4 (3.0) A 

17 一括 瀬戸 錆粕 縁柑皿 15 c代 12.4 12.6 (1.7) B 

18 8D 瀬戸 灰事由 碗 15 c中葉 15.2 15.3 (6.8) B 

19 14F-43 瀬戸 灰粕 碗 15 c中葉 11 11.2 (1.8) A 

20 8 F 瀬戸 灰粕 縁紬皿 15 c中葉 14.3 14.8 (6.4) B 

26 21 5 F 瀬戸 灰粕 折縁皿 15 c中葉 12.8 13.1 (2.9) A 

22 6F 瀬戸 灰紬 折縁深皿 15 c中葉 18.3 21.8 (4.8) A 

23 13F-08 瀬戸 灰紬 折縁深皿 15 c中葉 25.0 28.8 (4.4) B 

24 14F-50 瀬戸 灰粕 折縁深皿 15 c中葉 20.8 24.8 (4.8) A 

25 14F-50 瀬戸 灰粕 折縁深皿 15 c中葉 14.4 16.2 (2‘2) B 

26 14F-43 瀬戸 灰平曲 玉縁碗 15 c代 22.3 26.0 (2.3) B 

27 14F-45 瀬戸 錆紬 碗 15 c代
6.4 
1.3 (2.5) A+  A? 

28 14F-19 瀬戸 灰粕 縁紬皿 15 c代
5.2 
0.8 (1.1) B B A 

6.2 

29 7F-08 瀬戸 灰粕 縁粕皿 15 c代 11.0 11.0 (2.0) B 

30 4D-55 瀬戸 灰粕 袴腰形香炉 15 c中葉 (13.6) 
9.4 

(2.4) l B C A 
12.4 

第18表遺物計測表(6) 国産陶器(皿・碗)
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遺存
色 調 土

備 考
施 粕 部 無 紬 部 色 調 混 入 物

底部3/5 7.5Y -6/3~7 /3 5Y-8/2 5Y-8/2 灰色砂粒、石英粒

底部2/3 5Y-6/4~7.5Y-8/1 5Y-8/2 5Y-8/2 
黒色砂粒、白色砂粒

石英粒、雲母微粒

底部1/3. 7.5Y-6/3 5YR-6/4~2.5Y-7 /3 2.5Y-8/1 なし

底部1/5
5Y-6/4~6/6 5Y-8/2 なし

口縁1/4

底部1/5
5Y-8/1 5Yー7/1 黒色粒子、石英粒

口縁1/3

黒色微粒、灰色微粒
底部1/5 7.5Y -5/3~7 /2 5Y-8/1~7/1 5Y-7/1 

気泡

底部1/5
2.5Y-6/4 5YR-6/4~10YR-4/1 5YR-6/4 

石英粒、砂粒

口縁1/3 雲母微粒

口縁破片 5Y-8/2 5Y-8/2 石英微粒、灰色微粒

口縁破片 7.5Y-5/3~2.5Y-4/4 2.5Y-8/2 2.5Y-7/3 黒色微粒、白色微粒

口縁破片 2.5Y -5/6~5Y -5/6 5Y-7/1~8/1 10Y一日/1 砂粒、石英粒

口縁破片 7.5Y -5/3~5Y -7 /3 2.5Y -8/2~5YR-6/6 10Y-8/1 砂粒、灰色粒子

底部破片 7.5Y-5/3 5Y-6/1 7.5Y-8/1 
雲母微粒、黒色粒子

気泡

口縁破片 7.5Y-6/1 10YR-7 /4~2.5Y-7 /2 7.5Y -6/1 ~2.5Y -8/3 黒色粒子、石英粒

口縁破片 7.5Y-5/3 5Y-8/1 5Y-8/1 黒色微粒、灰色微粒

口縁破片 7.5Y-5/3 7.5Y-6/1 7.5Y-6/1 微細な気泡

口縁破片 7.5YR-2/1 ~4/4 2.5Y-7/3 2.5Y-8/1 白色粒子、雲母微粒

口縁破片
10YR-2/3~7.5YR -4/ 

2.5Y -8/3~7 /2 2.5Y-8/4 石英粒、砂粒
6 

口縁破片
5Y-6/3 2.5Y-8/3 5Y-7/1~8/2 石英粒、砂粒

体部破片

口縁破片 5Y-4/3 5Y-8/1~6/3 5Y-7/1 黒色微粒、灰色微粒

口縁1/4
7.5Y-7/2~6/3 10YR-7 / 4~5Y -8/1 5Y-8/1 

赤褐色微粒、灰色粒子

体部1/4 石英粒

口縁破片 5Y-7/3~5/4 5Y -8/1 ~2.5Y -8/1 石英粒、気泡

口縁破片 5Y-7/2 10YR-8/1 ~2.5Y -8/1 5Y-8/2 石英粒

口縁破片 7.5Y -7 /2~6/2 2.5Y-8/1 5Y-8/1 灰色砂粒

日縁破片 7.5Y-7/3~6/3 5Y-8/1 石英粒

口縁破片 7.5Y -6/1 ~6/2 5Y-6/1 石英粒、灰色砂粒

口縁破片 7.5Y-8/2 5Y-8/2 石英粒

底部破片 5YR-4/3 7.5Y -5/1 ~7.5YR-5/3 10YR-6/2 白色微粒、雲母微粒

底部1/6 5Y-5/3 2.5Y-8/1 2.5Y-8/1 なし

底部破片 7.5Y-7/3 7.5Y-8/1 7.5Y-8/1 石英粒

口縁破片 7.5YR-4/6~5B-7 /1 5Y-8/2 5Y-8/2 なし

第18表造物計測表(6) 国産陶器(皿・碗)-2 
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挿図 図版 番号 遺構 窯 器種 時 期 口径
頚 部

縁帯幅 最大径 底径 器高 焼成
径 高さ

27 14 1 8F 常滑 聾 15 c後半
38.6 35.8 

5.0 4.2 (10.6) A+ 
40.4 38.0 

2 13F 常滑 聾 13 c中葉
33.0 31.6 

3.6 1.3 (6.3) A 
36.0 33.4 

3 14F-81 常滑 聾 14 c中葉
44.0 41.0 

3.9 2.3 (5.3) A 
47.0 44.0 

4 16H-65 常滑 聾 14c代ワ (7.0) A 

5 12F-56 常滑 聾 14c代? (5.5) A 

6 14F-79 常滑 聾 14c代? (6.8) A 

7 F区 常滑 費 14c代? (7.8) A 

8 7C 渥美 聾 14c代? (5.0) A 

9 5F 常滑 聾 14c代? (4.0) A 

10 12F-85 渥美 聾 14c代ワ (4.6) A 

11 8F 常滑ワ 聾 15c前半~中葉 4.3 (10.1) A 

12 12H-50 常滑ヲ 聾 15c前半~中葉 2.4 (4.5) A 

13 13H-10 常滑 聾 15c代 3.5 (5.3) A 

14 8D 常滑 聾 14 c中葉 4.7 (4.0) A 

15 15H 瀬戸 灰粕瓶子 13 c中葉-14c前半
10.0 
(0.5) (20.0) (5.1) A 

11.2 

16 13E-88 瀬戸 灰粕瓶子 13 c中葉-14c前半 (4.8) A 

17 14H-06 瀬戸 灰粕瓶子 13 c中葉-14c前半
11.4 
(8.5) A 

9.4 

第四表遺物計測表(7) 国産陶器(聾・瓶子)
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遺存
色 調 目台 土

備 考
施 紬 部 無 粕 部 色 調 混 入 物

口縁破片
5YR-3/2 7.5Y-5/1 

7.5Y-5/1/1 
白色粒子、石英粒

10Y -8/1-10BG-2/1 7.5Y -4/3-7.5YR-3/3 黒色粒子、灰色粒子

口縁破片 10YR-4/ 4-2.5Y -4/6 10Y -4/2-5B-2/1 N-6/0 
白色粒子、石英粒

黒色粒子、灰色粒子

口縁破片
10YR-5/4-10YR-5/1 10YR-5/4-10YR-5/1 

10Y-8/1-7目5Y-7/1 石英粒、黒色砂粒
10YR-2/2-10YR-5/4 10YR-2/2-10YR-5/4 

体部破片 5PB-6/1 N-3/0 2.5GY-7/1-N-5/0 
石英粒、黒色砂粒

素焼
灰色粒子

体部破片 10YR-3/1 10YR-3/1 5Y-6/1 
白色粒子、石英粒

素焼
黒色砂粒、雲母微粒

体部破片 10YR-6/3 
10YR-2/2 

7 .5Y -8/1-7.5Y -7 /1 
白色粒子、石英粒

10Y-5/2 黒色砂粒、雲母微粒

体部破片 N-6/0 
2.5GY-2/1 

5G Y -5/1-N -5/0 
白色微粒、石英粒

7.5Y-4/2 黒色微粒

体部破片 5Y-5/1 
N-2/0 

5Y-8/1 
白色微粒、石英粒

7 .5Y -4/3-7.5YR-8/1 黒色粒子

体部破片 N-6/0 N-6/0 N-6/0 
石英粒、黒色粒子

灰色砂粒

体部破片 5PB-7/1 
N-5/0 

2.5GY-6/1 白色微粒、黒色微粒
5Y-3/1 

口縁破片 7.5Y-4/1-N-6/0 7.5Y-4/1-N-6/0 N-7/0 
石英粒、黒色粒子

素焼
雲母微粒

口縁破片 N-2/0 5Y-3/1 N-5/0 
石英粒、白色砂粒

素焼
灰色砂粒

口縁破片 5Y-5/1 5Y-5/1 5Y-7/1 
石英粒、黒色粒子

素焼
長石粒

口縁破片 5Y-3/1 
7.5Y-2/1 

5Y-6/1 
石英粒、黒色砂粒

5Y -6/3-5Y -5/3 灰色砂粒

肩部1/6 2.5Y-6/3 7.5Y-4/3 7.5Y-6/1 黒色砂粒、雲母微粒

体部1/6 N-7/0 2.5Y -2/1-2.5Y -3/3 5Y-7/1 石英粒 二次焼成により軸が発泡

底部1/6 5Y-8/1 7.5Y-5/3 5Y-8/1 

第19表遺物計測表(7) 国産陶器(聾・瓶子)-2 
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挿図 図版 番号 遺 構 窯 器種 時 期
技 法

口径
底 径

口唇幅 器高 焼成
内面 外面 内径 外径

28 15 1 131 常滑 担鉢 14 c代つ 撫 撫 0.7 (3.8) A 

常滑? 担鉢 14 c中葉 撫 同IJ
32.2 

1.2 (6.8) A 2 161 -04 
33.2 

3 4D-72 常滑 担鉢 15 c中葉 撫 撫 1.8 (4.0) A 

4 12G-60 常滑 担鉢 14 c代つ 撫 撫 0.7 (3.7) A 

5 14F-48 常滑 裡鉢 15 c中葉 撫 撫つ 1.8 (3.6) A 

6 
13G-99 

常滑 片口鉢ワ 14 c中葉 撫 間リ
26.8 

10.4 13.8 0.8 12.5 A 
13H-I0・40 28.8 

7 7F-00 備前 揺鉢 14 c前葉 撫 撫 1.5 (6.4) A+ 

常滑 担鉢 14 c代? 押捺 押捺
28.8 

0.9 (4.8) A 8 12F-63 
30.8 

9 7D-41 常滑 短鉢つ 15 c中葉 撫 間IJ 1.0 (4.7) A 

10 14G-1O 常滑 担鉢 15 c中葉 撫
押捺

1.5 (4.2) A 
撫

12E 常滑 担鉢 14 c中葉 押捺
押捺 23.2 

0.7 (8.6) A 11 
撫 24.4 

12 5C 常滑 担鉢 14 c中葉 撫 目り 1.8 (4.5) A 

13 6D-13 瀬戸 揺鉢ワ 15 c中葉 撫ワ 撫ワ 0.9 (2.0) A 

14 5D-05 在地系 7 揺鉢 15 c中葉 撫 自リ 1.3 (3.2) B+ 

15 5 F 常滑 揺鉢 15 c中葉 撫
撫

1.3 (4.3) A 
日H

16 12H 常滑 揺鉢 15 c中葉 撫 日日
22.0 

1.2 (4.4) A 
24.3 

17 14H-85 常滑 矯鉢 14 c中葉 撫 撫 (3.8) A+  

F区 常滑ワ 播鉢 15 c中葉 撫 自IJ
25 

1.7 (4.1) C+ 18 
27.6 

19 
4E-58 

瀬戸 播鉢 15 c中葉 撫 撫 (4.4) A 
4E-94 

20 4C-59 備前? 播鉢 15 c中葉 撫 撫 (6.7) A+  

21 6E-88 備前つ 播鉢 15 c中葉 撫 撫 (5.3) A+  

常滑 揺鉢 15 c代? 撫 撫
39.4 

1.7 (5.1) A 22 12日 51
42.0 

第20表遺物計測表(8) 国産陶器(鉢類)
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遺存
色 調 日台 土

備 考
施 紬 部 無 紬 部 色 調 混 入 物

口縁破片 5YR-5/2 5YR-6/6 5YR-6/6 
石英粒、黒色砂粒

素焼
長石粒、白色砂粒

口縁破片 10Y -4/2~7.5Y -8/1 5YR-4/1 ~5YR-7 /3 5Y-7/1~N-7/1 石英粒、砂粒 内面全面紬

口縁破片 5YR-5/6~5YR-5/2 5YR-7/6 10YR-6/2~5YR-7 /6 
石英粒、白色砂粒

素焼
黒色砂粒

口縁破片 5YR-6/ 4~5YR-5/1 
5YR-6/ 4~5YR-5/1 

10YR-4/1-5YR-6/4 白色砂粒、灰色砂粒 口唇部自然粕
7.5Y-8/1 

口縁破片 7.5YR-4/2 7.5YR-5/1 5YR-7/6 
石英粒、灰色砂粒

素焼
長石粒

全1/8
5Y -6/1 ~7.5YR-7 / 4 

2.5YR-4/1 ~7.5YR-7 / 4 5Y -6/1-7.5YR-7 / 4 砂粒、燈色粘土粒 内面自然勅
lOYR-3/3-5Y -8/3 

口縁破片
2.5YR-3/1 

5RP-3/1 5RP-5/1-5RB-6/1 白色粒子、灰色砂粒 内面白然粘
5Y-8/2 

口縁破片
7.5YR-3/4 

5YR-4/1 ~5YR-6/8 5PB-6/1-5P-6/1 白色砂粒、黒色砂粒 内面自然粕
7.5Y-8/1 

口縁破片 5YR-6/6-5YR-4/1 5YR-7/6-N-2/1 2.5Y-4/1 
石英粒、灰色砂粒

素焼
長石粒、白色砂粒

口縁破片 7.5YR-4/1 7.5YR-4/1 7.5YR-7/4 
石英粒、灰色砂粒

素焼
長石粒

口縁破片
7.5YR-3/3 

10YR-3/3-7.5YR-6/1 5Y-4/1 石英粒、灰色砂粒 内面白然粕
10Y-8/1 

日縁破片 5YR-5/6 5YR-3/3 2.5YR-6/6-5YR-5/4 石英粒、黒色砂粒 素焼

口縁破片 7.5R-2/3~ lOR-3/4 7.5R-2/3~10R-3/4 2.5Y-8/3 
石英粒、灰色砂粒

全面鉄粕
白色砂粒、褐色砂粒

口縁破片 lOYR-8/4 10YR-8/4 10YR-8/4 石英粒、砂粒 土師質

口縁破片 7.5YR-6/6-10YR-2/1 7.5YR-3/1 2.5YR-7 /6~7.5YR-3/1 
石英粒、灰色砂粒

素焼
長石粒、白色砂粒

日縁破片 2.5Y-6/1 5YR-6/1-7.5YR-6/6 7.5YR-6/6-N -4/0 
石英粒、灰色砂粒

素焼
長石粒

底部破片
5Y-4/1 5Y-4/1 

N-7/0 
石英粒、黒色砂粒

全面鉄粕
7.5YR-5/4 7.5YR-5/4 灰色砂粒、雲母微粒

口縁破片 2.5Y-7/2 2.5Y-8/4 5Y -8/2-5Y -7/1 
石英粒、灰色砂粒

素焼
長石粒、赤色砂粒

体部破片 2.5YR-2/1 ~5YR-4/3 2.5YR-2/1-5YR-4/3 lOYR-8/4 
石英粒、黒色砂粒

全面鉄粕
灰色砂粒、褐色砂粒

体部破片 10R-4/1-7.5GY -6/1 10R-4/1 ~7.5G Y -6/1 10YR-7 / 4-7.5Y -8/1 
石英粒、黒色砂粒 全面柏、金属光沢を持つ

灰色砂粒 21と同一個体

体部破片 10R-4/1-7.5G Y -6/1 10R-4/1-7.5G Y -6/1 lOYR-7 / 4-7.5Y -8/1 
石英粒、黒色砂粒 全面柏、金属光沢を持つ

灰色砂粒 20と同一個体

口縁1/6 10YR-3/1 ~2.5YR-5/ 4 2.5Y -3/1-5YR-7 /8 5Y -4/1-5YR-7 /8 
石英粒、灰色砂粒

素焼
長石粒

第20表遺物計測表(8) 国産陶器(鉢類)-2 
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挿図 図版 番号 遺構 器種
底部 調 整

口径 最大径
底 径

器高 高台高
底部 指 数

焼成
技法 体部 底部 外面 内面 最大厚 口高 底晶

29 16 l 
4B・4C

小皿 D F G 7.3 7.3 4.5 4.6 1.5 0.7 20.6 33.3 B 
5B・5C

2 4D-94 皿 D F G 5.4 6.0 0.9 B 

3 5C 小皿 D F G 7.2 7.2 5.4 5.0 1.6 1.0 22.2 29.6 A 

4 5F 小皿 (D) F G 6.0 6.0 5.2 4.3 1.1 0.7 18.3 21.2 B 

5 6D-40 杯 (D) F G 8.4 8.4 5.6 5.7 2.4 28.6 42.9 B 

6 6F 小皿 (D) F G 7.4 7.4 6.4 6.0 1.9 1.2 25.7 29.7 B 

7 7C 皿 F 9.0 9.0 4.8 B+ 

8 7F 小皿 (D) F G 7.4 7.4 5.1 5.8 1.6 21.6 31.4 C+ 

9 7F 杯 F 5.9 6.0 0.8 B 

10 8F 小皿 D F G 7.4 7.4 4.6 6.2 1.3 0.8 17.6 28.3 A 

11 9G 碗 D F G 5.4 7.0 0.4 1.2 B 

12 9G 皿 D F G 9.8 9.8 6.8 6.0 1.7 17.3 25.0 A 

13 10D 小血 D F G 7.9 7.9 5.7 5.8 1.8 1.0 25.9 31.6 B 

14 10H 小皿 (D) F G 8.2 8.2 5.6 6.0 1.8 0.9 22.0 32‘l c+ 

15 10E-02 杯 F 10.6 11 A 

16 
13F-30 

小皿
14G-30 

D F G 7.7 8.0 5.6 6.0 1.4 18.2 25.0 C+ 

17 12E-54 杯 つ F 5.2 7.0 0.3 1.2 B 

18 12E-76 小皿 つ F 8.4 9.0 4.6 6.2 2.4 0.5 28.6 52.2 B 

19 12F-58 小皿 ワ F 8.2 8.6 6.7 6.4 1.3 15.2 18.7 B+  

20 12G-03 杯 D F G 12.1 12.1 4.8 4.3 4.0 33.1 83.3 A 

21 12G-90 小皿 ワ F 7.6 7.6 6.6 4.0 1.4 18.4 21.2 B 

22 12H-Ol 小皿? (D) F G 6.0 C+ 

23 12H 小皿 C F G 7.4 7.4 4.8 3.7 1.8 24.3 37.5 B 

24 13F -16 小皿 D F G 4.0 4.0 0.9 B 

25 13H-17 小皿 つ F 7.0 7.0 4.5 4.4 1.4 0.7 20.0 31.1 C+ 

26 131-90 小皿 ワ F 7.6 7.6 4.0 3.5 1.4 18.4 35.0 B 

27 131 杯 (D) F G 8.9 8.9 5.8 5.0 2.5 0.5 28.1 43.1 B 

28 141-00 小皿 つ F 7.0 7.0 5.6 5.0 1.3 18.6 23.2 B 

29 15F-37 小皿 (D) F G 6.8 6.8 4.6 4.2 1.7 25.0 37.0 B 

30 F区 杯 D F G 7.6 7.6 5.0 5.4 2.2 0.4 0.9 28.9 44.0 B 

31 13H-33 小皿 つ F 9.4 9.4 5.0 6.8 2.0 0.2 1.2 21.3 25.0 B 

32 131 小皿 ワ F 7.2 7.6 4.6 4.8 1.5 1.2 20.8 32.6 B 
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遺存
色 調 目台 土

備 考
内 面 外 面 色 調 1昆 入 物

底部1/3 lOYR-7/3 10YR-7/3 10YR-7/3 白色砂

底部2/3 2.5Y-8/3 2.5Y-8/3 2.5Y-8/3 灰色砂

口縁部破片 7.5YR-5/4 7.5YR-5/4 7.5YR-5/4 黒色砂・白色砂

底部1/4 lOYR-7/4 10YR-7/4 10YR-7/4 なし

口縁部破片 lOYR-7 / 4-2.5Y -5/2 2.5Y -7 /2-3/1 10YR-7/4 黒色砂・白色砂

底部2/5 7.5YR-6/6 7.5YR-6/6 7.5YR-6/6 黒色砂・白色微粒

口縁部破片 10YR-6/4 10YR-6/4 10YR-6/4 白色微粒・灰色微粒

底部1/4 10YR-7/4 10YR-7/4 10YR-7/4 
白色微粒・破砕土器

雲母様微粒子

底部1/3 7.5YR-7/4 10YR-6/3 7.5YR-7/4 白色微粒・灰色砂

全体2/5 10YR-7/3 10YR-7/3 10YR-4/6 
白色砂・灰色微粒

雲母様微粒子

底部破片 2.5Y-4/1 2.5Y-4/1 2.5Y-7/3 
白色砂・灰色砂

雲母様微粒子

口縁部破片 2.5Y -7/3-5/1 2.5Y -7/3-5/1 N -1.5/0-2.5Y -8/4 白色砂・灰色砂
灯明具:油脂状炭化物・

煤付着、二次焼成

口縁部破片 10YR-7/4 lOYR-7/4 lOYR-7/4 
黒色砂・白色砂・雲母粒

破砕土器粒

底部1/2 7.5Y-6/6 7.5Y -6/6-2.5YR-6/6 7.5Y -6/6 なし

口縁部破片 2.5Y -7 /3-5YR-6/6 2.5Y -7 /3-5YR-6/6 2.5Y -7 /3-5YR-6/6 
黒色砂・白色微粒

破砕土器粒

全体2/5 5YR-6/6-2.5Y -4/2 5YR-6/6-2.5Y -4/2 5Y -4/1-5YR-6/6 灰色微粒
灯明具:油脂状炭化物・

煤付着、二次焼成

底部破片 10YR-7/3 2.5Y -8/3 lOYR-7/3 黒色微粒

底部破片 2.5Y -8/3 2.5Y -8/3-5YR-7 /6 2.5Y-8/3 黒色微粒・破砕土器粒

口縁部破片 10YR-8/4 10YR-8/4-1.7/1 10YR-8/6 白色微粒・灰色砂 灯明具つ・内面煤付着

口縁部破片 7.5YR-7 /6-10YR-7 /3 7.5YR-7 /6-10YR-7 /3 7.5YR-7/6 
白色砂・灰色微粒

雲母微粒子

口縁部破片 7.5YR-7/4 2.5YR-7 /6-5/4 7.5YR-7/4 
白色砂・灰色微粒

雲母微粒子

底部破片 2.5Y-8/2 2.5Y -8/2 2.5Y-8/2 白色砂・灰色砂

口縁部破片 2.5Y -8/3-7.5YR-7 /6 2.5Y -8/3-7.5YR-7 /6 7.5YR-7/6 
白色砂・黒色砂・灰色砂

雲母微粒

底部4/5 2.5Y-7/3 2.5Y-7/3 2.5Y-7/3 
灰色微粒・雲母微粒

破砕土器粒

口縁部破片 2.5Y-5/2 2.5Y-5/2 2.5Y-5/2 
黒色砂・灰色砂 灯明具・油脂状炭化物・

雲母微粒 煤付着、二次焼成

口縁部破片 5YR-7/6 5YR-7/6 5YR-7/6 白色砂・黒色砂・灰色砂

口縁部破片 2.5Y -8/3 2.5Y -8/3 2.5Y-8/3 
黒色砂・灰色砂・雲母粒

破砕土器粒

口縁部破片 2.5Y-7/2 2.5Y-7/2 2.5Y-7/2 
黒色砂・白色砂・灰色砂

破砕土器粒

口縁部2/5 5YR-5/6 5YR-5/6 5YR-5/6 
白色砂・黒色砂 灯明具。油脂状炭化物・

雲母微粒 煤付着、二次焼成

底部2/5 10YR-7/3 10YR-7/3 10YR-7/3 
白色砂・灰色砂

雲母微粒

全体4/5 5YR-6/8-7.5Y -6/4 5YR-6/8-7.5Y -6/4 5YR-6/8 
破砕土器粒・雲母微粒

白色砂

略完型 7.5Y -6/6-5YR-5/ 4 7.5YR-6/6 7.5YR-6/6 
灰色砂、白色砂

破砕土器粒

第21表遺物計測表(9) 土師質土器-2
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持図 図版 No 遺構 層位 銭種 書体 読み 初鋳年 材質
外縁外径 至輪径 内郭外長

A A' B B' C C' 

31 17 l 4D-17 3層 鳳寧元賓 真書 順読 1068 銅 25.00 25.08 20.53 20.33 7.71 7.88 

2 4D-90 3e層 皇宋通賓 真書 対読 1038 銅 24.21 20.48 8.41 

3 4D-95 3層 元祐通賓 行書 順読 1086 銅 24.82 24.14 18.50 18.39 8.19 7.89 

4 6C-99 3層 県寧元費 真書 順読 1068 銅 25.00 24.48 21.15 20.28 9.14 8.59 

5 7F 4層 関元通費 真書 対読 621 銅 23.38 23.69 19.38 19.38 8.48 8.10 

6 9G 3層 開元通賓 真書 対読 621 銅 25.00 25.00 21.25 21.24 8.20 8.05 

7 10E-70 3e層 至道元賓 真書 順説 995 銅 21.65 22.24 18.86 18.91 6.60 6.68 

8 11E-01 3e下層 聖宋元賓 家書 順読 1101 銅 (16.0) (16.62) 8.49 8.80 

9 11E-04 3e下 皇宋通賓 真書 対読 1038 銅 (23.82) (23.82) (19.78) (19.78) 8.41 

10 11E-11 3e層 開元通費 真書 対読 621 銅 24.01 23.85 19.78 19.35 8.00 7.56 

11 11E-54 3層 聖宋元賓 築書 順読 1101 銅 24.60 24.81 18.97 18.82 7.34 7.20 

12 11E-85 3e下層 紹聖元賓 真書 順読 1094 銅 25.05 21.90 8.50 8.92 

32 13 11H 3e層 天穂通賓 真書 順読 1017 銅 24.41 25.4 20.92 20.87 8.61 8.31 

14 12E-26 3層 元祐通賓 行書 順読 1086 銅 24.24 23目97 20.25 19.86 8.24 8.77 

15 12E-87 3e層 天聖元賓 真書 順読 1023 銅 25.2 20.99 8.41 8.20 

16 12G-62 3e層 至和通費 真書 順読 1054 銅 (23.8) 19.30 8.50 

17 12H-57 3e層 天稽通貨 真書 順読 1017 銅 24.41 24.23 19.70 19.70 7.72 7.90 

18 13E-45 3層 皇宋通賓 築書 対読 1038 銅 24.51 24.31 19.45 19.68 8.20 8.20 

19 13E-48 3e層 至道元費 行書 順読 995 銅 (24.24) 24.45 16.99 17.70 7目28 7.66 

20 13F-36 3層 嘉祐通賓 築書 順読 1056 銅 23.40 23.30 20.11 20.10 9.35 9.18 

21 13G-58 3e層 紹聖元賓 行書 順読 1094 銅 21.70 21.98 17.92 17.79 7.76 7.91 

22 13H-75 3e層 天聖元賓 築書 順読 1023 銅 24.68 24.83 20.34 20.34 8.89 8.07 

23 14E-88 3e層 太平通賓 真書 対読 976 銅 24.G7 24.54 19.20 19.65 7.50 7.38 

24 14F-01 3層 嘉祐通賓 築書 対読 1056 銅 24.20 24.40 20.00 19.91 8.05 8.08 

33 25 14F-57 3e層 祥符適賓 真書 順読 1009 銅 25.11 25.07 19.76 19.53 7.72 7.51 

26 14F-82 3e層 聖宋元賓 築書 順読 1101 銅 23.65 23.78 19.70 19.32 8.18 7.77 

27 14F-88 3e層 宣和通費 築書 対読 1119 銅 22.80 22.90 19.85 20.34 7.41 7目62

28 15E-12 3e層 照寧元賓 築書 順読 1068 銅 23.17 23.31 18.97 18.80 8.08 7.22 

29 161 -00 3層 開元通賓 真書 対読 621 銅 25.30 25.28 21.50 20.60 7.90 7.30 

30 道路南 3e下層 永幾適賓 真書 対読 1408 銅 25.40 24.70 20.77 20.77 6.63 6.63 

31 表土 元豊通賓 行書 順読 1078 銅 24.53 24.47 18.50 18.92 7.58 7.59 

32 表土 政和通費 筆書 対読 1111 銅 24.70 24.60 20.74 21.00 8.42 8.43 

一一
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孔 幅 外 帯 厚 文 字 面 厚 量目
備 考

D D' A B C D A B C D ( g) 

6.22 6.16 1.30 1.19 1.14 1.16 0.94 0.89 0.95 0.88 2.25 

7.21 1.04 1.04 0.56 0.54 0.61 (0.94) 粗悪銭。私鋳銭の可能性あり

5.75 5.86 0.74 0.95 0.94 0.86 0.31 0.26 (1.42) 

7.24 7.10 0.85 0.96 1.28 0.94 0.76 0.81 0.71 0.59 2.46 

6.72 6.65 1.01 0.86 0.98 1.17 0.73 0.53 0.68 0.81 2.01 銭写による私鋳銭の可能性あり

6.8 7.10 1.08 1.04 1.06 1.10 0.43 。目39 0.38 0.44 2.54 連点適・背上月

5.68 5.72 0.95 1.10 0.90 0.95 0.56 0.52 0.40 0.42 1.92 

7.58 6.52 0.88 0.88 0.90 0.76 1.16 磨輪銭。私鋳銭の可能性あり

6.41 0.95 0.87 0.51 0.45 0.62 (1.22) 

6.70 6.59 0.94 0.79 0.66 0.70 0.50 0.25 0.16 0.38 1.62 

5.68 5.68 1.00 0.97 0.86 0.91 0.56 0.44 0.49 0.54 2.47 私鋳銭の可能性あり

(6.65) 7.20 0.66 0.97 0.73 0.53 0.56 0.26 (1.46) 

6.24 6.15 0.86 0.84 0.84 0.83 0.57 0.44 0.46 0.46 1.93 

6.80 6.99 1.28 1.12 1.00 1.24 0.68 0.73 0.61 0.67 2.3 粗悪銭

7.09 7.01 0.77 1.04 0.85 0.38 0.35 (1.28) 粗悪銭

7.34 1.00 0.88 0.90 0.64 0.49 0.52 0.56 (1.58) 

6.18 5.89 1.26 1.24 1.14 1.24 0.47 0.46 0.41 0.54 2.02 銭写による私鋳銭の可能性あり

6.23 6.15 1.15 1.10 0.96 1.14 0.67 0.70 0.79 0.74 (2.22) 

6.23 6.21 0.91 0.88 0.92 0.96 0.53 0.50 0.47 0.52 1.86 

7.80 7.49 1.02 0.98 1.09 1.19 0.74 0.79 0.98 0.92 2.23 

6.39 6.54 1.25 0.92 0.80 1.07 0.50 0.46 0.56 0.84 2.34 打平め。私鋳銭の可能性あり

7.20 7.25 1.12 1.09 1.16 1.16 0.57 0.59 0.62 0.56 1.96 

5.48 5.75 1.00 1.00 0.95 0.96 0.25 0.46 0.41 0.58 2.72 

5.89 6.30 1.38 1.46 1.46 1.45 1.20 1.03 1.06 1.19 2.33 

6.95 6.70 0.91 1.02 1.09 0.96 0.59 0.74 0.65 0.59 2.43 銭写による私鋳銭の可能性あり

6.48 6.55 1.21 1.41 1.30 1.33 0.90 0.85 0.79 0.81 2.87 短点通・背上月

5.88 5.80 0.94 0.89 0.82 0.66 0.52 0.54 0.48 0.53 2.48 銭写による私鋳銭の可能性あり

5.97 6.10 1.04 1.18 1.44 1.36 0.52 0.72 0.81 0.72 (2.36) 新規母銭による模鋳銭?

6.54 6.22 1.32 1.47 1.48 1.49 0.70 0.70 0.71 。目21 (2.29) 

5.30 5.41 1.39 1.33 1.45 1.47 0.72 0.75 0.72 0.72 3.41 

6.69 6.44 0.89 0.90 0.84 0.89 0.46 0.48 。目46 0.51 2.13 

6.99 6.91 1.14 1.11 0.96 1.04 0.54 0.46 0.56 0.65 2.77 
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図版 l

周辺地形航空写真(昭和42年娠影)



図版2

調査前遠景(北西から)

調査区全景(南から)



図版3

調査前遠景(西北西から)

調査前遠景(北東から)



図版4

A区第8水田面(弥生時代下層)全景(北北西から)

B区第7水田面全景(南西から)



図版5

B区弥生時代~古墳時代前期水図面全景



図版6

A区第7水田面

(東南東から)

A区第7水田面
(西北西から)

A区第7水田面

中畦畔完堀



図版7

1号土坑

2号土坑 5号土坑

9号土坑 10号土坑



図版8

...B区 ...c区・D区

"'E区 "'A区 ......F区 .........G区

古代~古墳時代中期水田面(第6水図面)



B区ウシ足跡

(第5水田面)

G区鋤の痕跡

(第6水田面)

B区ヒト足跡

(第6水田面)

図版9



図版10

E区古代ピット群

A西区中世溝状遺構

A西区中世溝状遺構
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菅生遺跡出土追物1 (弥生土器)
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菅生遺跡出土遺物2 (土師器:杯類)①



図版13
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菅生遺跡出土遺物3 (土師器 :杯類)②



図版14
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菅生遺跡出土遺物4 (土師器:杯類)③
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菅生遺跡出土造物5 (土師器:饗類)①



図版16
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菅生遺跡出土遺物6 (土師器:饗類)②



図版17
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菅生遺跡出土遺物7 (須恵器:杯類)①



図版18
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菅生遺跡出土遺物8 (須恵器:杯類)②





図版20

菅生遺跡出土遺物10 (須恵器:斐 ・瓶子)①
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菅生遺跡出土造物 11 (須恵器 :饗 ・瓶子)②
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菅生遺跡出土遺物12 (須恵器:饗 ・瓶子)③
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38 

菅生追跡出土造物13 (須恵器 :聾・瓶子)④



図版24
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菅生遺跡出土造物 14 (瓦、遺構出土造物)



図版25
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菅生遺跡出土造物15 (輸入間磁器)
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菅生遺跡出土造物16 (国産陶器)①



図版27
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官生遺跡出土遺物 17 (国産陶器)②
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菅生遺跡出土遺物 18 (国産陶器)③



図版29

菅生遺跡出土遺物 19 (土師器質土器)
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図版31
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菅生遺跡出土造物21 (砥石)



図版32

遺跡遠景(南から)

遺跡遠景

遺跡遠景



図版33

調査前空中写真

調査後空中写真

4号墳調査前全景(北から)



図版34

4号墳調査前全景(南から)

4号墳調査後全景(北から)

4号墳調査後空中写真



図版35

4号墳南側周溝断面

4号墳東側覆土断面

4号墳北側覆土断面



図版36

4号墳西側覆土断面

4号墳万子出土状況

4号墳盛土除去後全長



図版37

1号竪穴住居跡全景

塚調査前全景(手前から 1、2、3) 

l号塚調査前全景



図版38

l号塚調査後全景

1号塚南北断面

1号塚石検出状況
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2号塚調査前全景

2号塚調査後全量

2号塚南北断面
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4境-2 (1/2) 

4墳(1/2) 外 9 (1/2) 

4墳ー 3 (1/2) |塚 2 (1/2) 

外 10( 1/2) 外ー 11(1/2) 

9-包ノ ，'11
|号塚 (1/3) 

2号塚 (1/3) 

出土造物 l、2、3号塚、 4号墳 (1/3) 
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l号竪穴住居跡出土遺物(1/3) 



珪藻化石
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5 
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6 

1 . Melosira roeseana Rabenhorst (第2地点 ;12) 
2. Melosira roeseana Rabenhorst (第2地点 ;12) 

3. Grammatophora macilenta W. Smith (第 l地点;15) 

4 . Thalassioema mitzschioides Grunow (第 l地点;2) 

5. Meridion circulae var. constrictum (Ralfs) V. Heurck (第2地点;12) 

6 . Eunotia praerupta var. bidens Grunow (第l地点;15) 

7 . Eunotia pra巴ruptavar. bid巴nsGrunow (第2地点、;12) 
8. Eunotia pectinalis var. minor (Ku巴tz.)Rebenhorst (第1地点 ;12) 

9. Rhoicosphenia abbreviata (Ag.) Lange-Bertalot (第2地点 ;10) 

10. Amphora ovalis var. affinis (Kuetz.) V. Heurck (第2地点;12) 

11. Amphora normanii Rabenhorst (第2地点 ;10) 
12. Pinnularia schroederii (Hust.) Krammer (第1地点;3) 

13. Calon巴isL巴ptosomaKrammer & Lange-Bertalot (第 l地点 ;12) 

14. Gomphon巴maparvulum Kuetzing (第1地点;12) 

15. Navicula radiosa Kuetzing (第2地点 ;12) 

16. Navicula rhychocephala Kuetzing (第2地点;12) 

14 

15 
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珪藻化石
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17. N avicula tokyoensisH. Kobayasi (第2地点、:13) 

18. Navicula plausibilis Hustedt (第1地点:15) 

19. Navicula elginensis (Greg.) Ralfs (第1地点:12) 
20. Navicula elginensis (Greg.) Ralfs (第1地点:12) 

21. Navicula elginensis var. cuneata H. Kobayasi (第2地点:12) 

22. Navicula elginensis var. cuneata H. Kobayasi (第2地点:12) 
23. Navicula mutica Kuetzing (第1地点:12) 

24. N avicula contenta Grunow (第I地点:12) 

25. Pinnularia nodosa Ehrenberg (第2地点:12) 

26. Pinnularia subcapitata Gregory (第l地点:12) 

27. Pinnularia obscura Krasske (第1地点:12) 

28. Rhopalodia gibberula (Ehr.) O. Muller (第2地点:12) 

29. Hantzschia amphioxys (Ehr.) Grunow (第1地点:12) 

30. Nitzschia brevissima Grunow (第1地点:12) 

29 

30 



花粉化石

3a 

4a 

50μm -(1. 4) 
1.モミ属(弥生時代溝) 2.マツ属(第l地点 ;5) 
3.ツガ属(第1地点;5) 4. ミズワラビ属(弥生時代溝)

図版45
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3b 

4b 
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花粉化石
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(5) (6，7) (8，9) 

5.オオアカウキクサ(弥生時代溝) 6.サナエタデ節 ウナギツカミ節(弥生時代溝)

7. コナラ属アカガシ亜属(弥生時代溝) 8.状況写真(第l地点;11) 

9.状況写真(第1地点;15) 
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植物珪酸体
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1. イネ属 :機動細胞珪酸体(第 l地点 ;3) 

3.イネ属 :短細胞珪酸体(第 1地点 ;3) 4. 

5.ネザサ節 :機動細胞珪酸体(第2地点 ;7) 6. 
7.キビ族 :短細胞珪酸体(第 1地点 ;2) 8. 

9.タケ亜科 :短細胞珪酸体(第2地点 ;10) 10. 

11. ウシクサ族 :機動細胞珪酸体(第2地点、 ;13) 12. 

13.ヨシ属 :短細胞珪酸体(第 l地点 ;2) 14. 

15.イチゴツナギ亜科 :短細胞珪酸体(第1地点;12) 16. 
17.状況写真(第 1地点;8) 

2.イネ属 :短細胞珪酸体(第 l地点 ;3) 

キビ族 :機動細胞珪酸体(第1地点、 ;5) 
キビ属 :短細胞珪酸体(第2地点 ;15) 
ネザサ節 :短細胞珪酸体(第 l地点 ;2) 

タケ亜科 :機動細胞珪酸体(第1地点 ;7)
ススキ属 :短細胞珪酸体(第2地点 ;13) 

ヨシ属 :機動細胞珪酸体(第2地点、 ;13) 

イチゴツナギ亜科 :短細胞珪酸体(第 l地点 ;3) 
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調査面積
調査原因

所収遺跡 所在地 市町村 遺跡 nf 

す菅ご生う遺跡 千葉県木更津市 206 009 35度 139度 19920601- 20，200nf 道路改築工

語2t挙霊前 23分 58分 19930329 事に伴う事

510-7他 23秒 25秒 19940201- 前調査
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菅生遺跡 生産遺跡 弥生時代 水田跡 1面 弥生土器(後期)
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水田跡 1面

土師器・須恵器
水路跡 1条
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中 世
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墓跡 古墳時代 円墳 1基 須恵器、鉄製万子、鉄鎖

散布地 奈良時代 な し 須恵器

近 世 塚 3基
銭貨、砥石、火打石、陶磁器、

煙管、普
」ー
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